
        
            
                
            
        

    
    
      
        
      
    

  


    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




第五部　女神の化身Ⅷ




プロローグ


合流


二人の情報と名捧げ石


転移陣


出陣


アーレンスバッハの神殿


アーレンスバッハの礎と供給の間


フェルディナンドの救出


わたしのゲドゥルリーヒ


ツェントとグルトリスハイト


新しいアウブ


アウブの守護


ランツェナーヴェの船


冬を呼ぶ魔法陣


選択肢


遊び場


噂と出発


ビンデバルト


黒の武器と小聖杯


エピローグ






エーレンフェスト防衛戦（前半）


ギーベ・キルンベルガ　動いた国境門


ブリギッテ　イルクナーの戦い


フィリーネ　避難訓練通りに


エーファ　強固な守りと繋がり


ギュンター　誓いを果たす日






望みのままに






あとがき


巻末おまけ　漫画：しいなゆう
「ゆるっとふわっと日常家族」










　イラスト：椎名　優 You Shiina


　デザイン：ヴェイア Veia







    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




プロローグ


昨日から今日、今日から明日へと時間は途切とぎれなく続いていく。日常も同じで、昨日と似た時間が続くように思える。だが、一見似たような日常が突然途切れて一瞬で変化することを、経験上ユストクスは知っていた。


フェルディナンドに名を捧ささげても信用を得たいと思った時、先代領主の死によってフェルディナンドが貴族社会から追放されて神殿へ入れられた時、王命でフェルディナンドがアーレンスバッハへ行くことになった時、そして、今……。






「レティーツィア様!?　魔力供給は終わられたのですか!?」


「扉を開けてくださいませ。急ぐのです」


魔力供給のために領主執務しつむ室へ入っていったはずのレティーツィアの声が背後にある扉の向こうで響く。ユストクスはエックハルトと顔を見合わせた。


彼等らの主あるじであるフェルディナンドは、まだ婚約者の立場であるというのに礎いしずえの魔術に魔力供給を望まれた。それを受け入れ、フェルディナンドは今日もレティーツィアの教育と相談の時間を取ることを兼ねて、供給の間に入ったはずだ。


魔力供給が行われる時、供給の間に繋つながる領主執務室に入れる側近は、その領地の領主一族傍系ぼうけいの上級貴族だけだ。ユストクスとエックハルトはアーレンスバッハの領主執務室に入れない。魔力供給の時間は自室で休めば良いと側近達は言うけれど、二人は必ず部屋の扉の前に立つ。ディートリンデを決して近付けないように、近付いた時にはすぐに知らせろと命じられているからだ。


「……何か起こったのか？」


「あの女がいないのに？」


ディートリンデがいない状態で何かが起こるとは思えない。だが、最悪の事態が起こった。領主執務室から出てきたレティーツィアはユストクスに籠かごを差し出したのである。フェルディナンドが常に腰に付けている籠だ。騎獣用の魔石と三つの白い繭まゆのような名捧げ石が入っている。


「フェルディナンド様が……行け、と……」


ヒュッと喉が鳴った後、ユストクスの息が止まった。耳の奥でキーンと高い音が響く。レティーツィアの手にある物が信じられない。この瞬間、アーレンスバッハにおけるユストクスの日常はひっくり返った。


ディートリンデの言動に顔を顰しかめ、ランツェナーヴェの者達が大きな顔をしていることに閉口し、ローゼマインの不在によって料理がなくなり、主の健康が少しずつ損そこなわれつつあることに苛立いらだちを感じる日常だったが、それさえ比較的穏やかなものだったのだと壊れてから知る。


……フェルディナンド様！


ユストクスは奪い取るようにしてレティーツィアの手のひらから籠を取った。間違いない。自分達の名捧げ石だ。何もなければ、これをフェルディナンドが他者の手に委ゆだねるとは思えない。


……何が起こった？　誰が何を……。


真っ白になった脳内に、まるで自分に危険が迫ることを知っていたかのようなフェルディナンドの命令が蘇よみがえって響いた。


「命の危機を感じた時は其方そなた等に名を返す。其方等を巻き込まないため、それから、エーレンフェストへ確実に情報を運ばせるためだ。必ず実行せよ」


ユストクスは左手の籠を見た後、右手で自分の胸元に触れる。内ポケットにあるカサリとした複数の紙の感触を確認した。転移陣の使用許可証、アウブ・エーレンフェストに渡す情報、命の危機を示す名捧げ石。全てがユストクスの手にあった。


……今、行かなければならないのか？


ユストクスの全身が恐怖に震えていた。歯の根が合わず、主を置いて命令通りに「行く」ための足が動かない。魔力供給の間でフェルディナンドに何があったのかわからない。ユストクスにわかっているのは、窮地きゅうちとはいえ、まだ生きているにもかかわらず、いくら救出したくてもそこに入る資格が自分達にはないことだけだ。


「其方、フェルディナンド様に一体何をした？」


「ひっ……」


唸うなるような同僚の声で、ユストクスは我に返った。レティーツィアを締め上げようとしているエックハルトと、自分達の主を守ろうとする護衛騎士達が一触即発の状態になっている。


……この馬鹿！


完全に頭に血が上っているエックハルトを目にしたことで、ユストクスの頭が冷えた。エックハルトに武器を持たせてはならない。ユストクスの足が動き、手が伸びた。


「事情聴取ちょうしゅよりフェルディナンド様の命令が最優先だ、エックハルト！　フェルディナンド様は何とおっしゃった!?」


ユストクスがエックハルトの首元をつかんで怒鳴どなれば、彼はハッとしたように振り返った。それでも怒りが収まらないようで、歯を食いしばってレティーツィアを睨にらんでいる。


エックハルトの頭が冷えるまで待つ余裕よゆうなどない。すぐにこの場から離れなければ、事情聴取と称して囚とらわれるのは、アーレンスバッハの領主一族であるレティーツィアに武器を向けたエックハルトになる。


……このままでは済まさぬ。


ユストクスはレティーツィアと領主執務室を一睨みして踵きびすを返した。領主執務室から出てきたシュトラールやゼルギウスの問いかけも無視して、転移陣の間を目指して駆け出す。追いつかれて足止めを食らうわけにはいかない。


「こちらだ」


城内で走れば目立つ。ユストクスは追っ手を振り切ると、すぐに下働きが使う狭い廊下へ入った。エックハルトは黙ってついてくる。


すれ違う下働きに何事もなかったかのように笑顔で軽く手を上げて早足で歩きながら、ユストクスは手にしていた籠から自分の名捧げ石を取り出した。


「ユストクス!?」


「早急に名捧げを解除しなければ、フェルディナンド様の命令を遂行すいこうできないまま私達も遥はるか高みに続く階段を上ることになるからな」


「不吉なことを言うな！」


エックハルトが目を吊つり上げて怒鳴っても、ユストクスは動じずに名捧げ石を握って、主の魔力を解除していく。白い繭が解け、自分の手には白い箱さえ失った剥むき出しの名捧げ石しか残らない。自分を取り巻いていたフェルディナンドの魔力も消えた。普段は気にしていなかったが、消えると喪失感そうしつかんが強い。


「……私は何があってもフェルディナンド様の最後の命令を遂行する。其方が主と共に死にたいならばそれでも構わぬ。最悪の事態が起こっても、ジルヴェスター様に報告する際にカルステッド様かエルヴィーラ様に其方の魔石を返すくらいはできるぞ。どうする？」


主の最後の命令も実行できないまま親元へ返してやるとユストクスが言えば、エックハルトは苛立った顔のまま「寄越よこせ」と手を出した。


「フェルディナンド様が集めた情報や証拠をアウブに届け、フェルディナンド様の死を確認したら後を追う」


「それも良いのではないか？」


エックハルトらしいと思いながらユストクスは名捧げ石の入った籠を渡す。自分の石は魔力が引かれ合う感じがするのでわかるが、他人の石は誰の物か区別できない。


「こちらだな」


自分の名捧げ石を判別したエックハルトが震える手で取って、籠を返す。ユストクスは黙って籠を受け取り、早足で歩きながら隣の様子を窺うかがった。エックハルトが泣きそうな顔で名捧げの解除を始めた。名捧げ石を握る手が震えているのが一目でわかる。


エックハルトは食事に混入された毒によって妻のハイデマリーとその腹にいた子を亡くした。彼も後を追って死にそうだったが、名を捧げている彼の命は主のものだ。フェルディナンドはエックハルトが妻の後を追って死ぬことを許さなかった。「ハイデマリーの分も生きろ」と命じたのだ。


それ以来、エックハルトは「夫婦でフェルディナンド様に仕えるのよ」と笑っていたハイデマリーの分もフェルディナンドに仕えることで生きてきた。彼が生きる意味はフェルディナンドに仕えること。妻の分も主に忠誠ちゅうせいを尽くすことだった。


……私以上に辛つらいだろうな。


命を懸けて忠誠を尽くす証あかしであった名捧げを、自らの手で解除しなければならない。主を守れず、己の忠誠と献身けんしんが足りなかったことを突きつけられる情けなさと悔しさを共有できる者はほとんどいないだろう。


……あとはラザファムか。


ユストクスは籠の中に残るラザファムの名捧げ石を見つめる。下級側仕そばづかえで自分の身を守れないラザファムはエーレンフェストに残された。フェルディナンドの星結びの儀式が済み、領主の配偶者はいぐうしゃという立場が確立するまでは駄目だめだと言われたのだ。星結びの延期を誰よりも残念に思ったのは彼だっただろう。


……ラザファムとの約束を守れなかったな。


下級貴族であるラザファムがアーレンスバッハの側近達にも受け入れられるように立ち回っておく。色々と物騒ぶっそうな噂うわさがあり、何やら企たくらんでいそうなゲオルギーネ様からフェルディナンド様を守る。そう約束したが、ユストクスとエックハルトにはフェルディナンドを守ることができなかった。


……名捧げ石をラザファムに返すことができるだろうか。


ラザファムの名捧げ石に異常が起こるのは、フェルディナンドの命が尽きた時だ。返すまでフェルディナンドの命がもつかどうかわからない。命が尽きる時を考えるだけで、ユストクスは胃液がせり上がってくるのを感じる。だが、胃液を吐けば、それと一緒に涙も罵倒ばとうも怒りも絶望も何もかもが出てしまい、動けなくなるに違いない。全てを呑のみ込んでユストクスはひたすら足を動かした。フェルディナンドの命令が最優先だと己に言い聞かせながら。






下働きの通り道から廊下へ出る扉の前で、ユストクスはふぅと一度息を吐く。意識を切り替えて、いつも通りの飄々ひょうひょうとした笑みを浮かべた。この先は転移陣の間だ。そこにいる騎士達に異常事態が起こっていることを悟られるわけにはいかない。


「エックハルト、顔に感情が出ている。怒りはねじ伏せろ。私達はフェルディナンド様の命令でライムントのところへ行くのだから」


オルドナンツで知らされている可能性があるので、警戒けいかいは必要だ。だが、名捧げ石を持ってきたレティーツィアも何が起こっているのかよく理解していないような顔をしていた。あの場にいた者は彼女から事情を聴いたり、供給の間にいるはずのフェルディナンドと連絡を取ったり、ユストクス達を捜索するためにディートリンデに許可を取ったりすることを優先するはずだ。転移陣の間に連絡しようとは考えないだろう。


「おや、また貴族院ですか？」


「添削てんさくの終わった課題を渡しに行ってきます。それとこちらの素材をヒルシュール先生に届けに……。弟子のフェルディナンド様から調合に必要な素材を取り上げるのは、ヒルシュール先生の得意技なのですよ。本当に困ったものです」


やはりまだ転移陣の間には何の連絡も来ていないらしい。見張りをしている二人の騎士はユストクスとエックハルトに驚いた顔を見せたが、転移陣の使用許可証を見せると特に何の疑いもなく転移陣を起動するために動き始めた。


「フェルディナンド様はご一緒ではないのですね。エーレンフェストの側近二人が主の側を離れるのは珍しいのでは？」


貴族院と領主会議の時期以外に転移陣を使う者はほとんどいない。そのため、転移陣の間にいる騎士には、ライムントが季節外もヒルシュールの研究室に籠こもりきりであること、フェルディナンドがその面倒を見ていること、研究のために転移陣の使用許可がディートリンデから出ていることについて申し送りがされている。それでも、今までフェルディナンド抜きで貴族院へ行ったことはない。騎士の違和感を誤魔化ごまかすために、ユストクスは軽く肩を竦すくめた。


「護衛騎士には元騎士団長のシュトラールがいますし、魔力供給をしている時間に何かが起こることもないでしょう。我々が少し離れても問題ありません。お遣つかいに行くと、ヒルシュール先生に調合の助手を押しつけられるので、あの先生のやり方を知らない他の側近達には頼み難にくいのですよ」


寮に転移陣使用の連絡を入れていた騎士が驚いたように目を瞬またたかせた。


「え？　側仕えや騎士にも調合をさせるのですか？」


「そうです。フェルディナンド様が貴族院に在学中はずっと手伝わされていました。私は側仕えですが、文官並みの調合ができますよ。今回のお遣いは泊まり込みになりそうで怖いです」


「ハハッ。エーレンフェストとの共同研究も大変ですね」


寮との連絡が終わった騎士達が笑顔でユストクスとエックハルトを手招きした。二人が転移陣に乗ると、黒と金色の炎が舞い上がる。わずかな浮遊感ふゆうかんと共に、二人はアーレンスバッハの城を後にした。






寮にいる騎士達にも笑顔を見せて、ユストクスとエックハルトは転移陣の間を出る。自分達の足音が届かないところまではゆったりと歩き、角を曲がると、ユストクスは肌身離さず持っていた魔術具の手紙を取り出した。ジルヴェスターのサインがあるそれは、いざという時に避難場所として貴族院のエーレンフェストのお茶会室を使用しても良いという許可証である。


「エックハルト、その邪魔な花瓶かびんを退どけろ」


廊下に置かれている花瓶を退けさせると、ユストクスは台に手紙を広げ、シュタープを変化させたスティロで緊急事態につきアウブとの面会を求める旨むねと自分の名前を書き込んだ。エックハルトに渡せば、彼も同様に名前を書き込む。


魔術具の手紙を封筒に入れて封をすれば白い鳥になって飛んでいく。それを追いかけるようにユストクスとエックハルトは寮内を走り始めた。季節外れの寮内にそれを見咎みとがめる者は一人もいない。


玄関ホールから寮を出ると、エーレンフェストのお茶会室へ向かって中央棟を走る。二人が八番のお茶会室前で待機していると、手紙を受け取ったらしい騎士が急いだ様子で扉を開けてくれた。


「アウブ・エーレンフェストに連絡いたしました。こちらでお待ちください」


その騎士は二人をお茶会室へ入れると、退室していった。ユストクスとエックハルトはもう認証のブローチを持っていないので、エーレンフェスト寮には入れない。お茶会室でジルヴェスターが到着するのを待つしかないのだ。


ユストクスはお茶会室を見回して、アウブと面会ができるように椅子いすやテーブルの位置を直し、椅子の一つにドカッと座った。貴族らしさの欠片かけらもない動きだったが、もう体が重くて仕方がない。


「……ラザファムはまだ大丈夫か？」


隣の椅子に座ったエックハルトの呟つぶやきを耳にして、ユストクスは金属の籠を見た。まだ名捧げ石はある。何の変化もしていない。即すなわちフェルディナンドはまだ生きている。それを目にしても、立ち止まって座り込んでしまうと絶望的な気分に浸食しんしょくされていくのを止められなかった。


……我々がここへ来たとしてもフェルディナンド様を救えるわけではない。


預かっている情報を使えば、ユストクスとエックハルトはエーレンフェストで受け入れられるだろうし、アーレンスバッハを攻撃する材料にはなるだろう。だが、それでフェルディナンドを救えるわけではない。アウブ・エーレンフェストにも、グルトリスハイトを持たぬツェントにもできないことなのだ。他領の供給の間にいるフェルディナンドを助けられる者など、どこにもいない。


……あれだけ苦労したにもかかわらず、フェルディナンド様が得られるものは何もないではないか。


許し難がたい。そう感じた。王命を出したツェントも、ローゼマインが行方不明になった後は情報を完全に遮断しゃだんし、料理や薬などの心配りが全くなくなったエーレンフェストも。


今回の面会におけるジルヴェスターの言動によっては、エーレンフェストの不利益など考えずにアーレンスバッハの領主一族に報復する。ユストクスはそう決意した。


執務を押しつけて全く自分の仕事をしないディートリンデも、ディートリンデを誑たぶらかして仕事を増やすランツェナーヴェも、忙しいフェルディナンドの時間を奪って教育を受けていながら命の危機に追いやったレティーツィアとその周辺も、許さない。


ディートリンデもレティーツィアも暗殺して、アーレンスバッハの領主一族を滅ぼしてやりたい。大領地を継ぐ領主一族がいなくなったことにツェントは頭を抱えれば良いのだ。


「ユストクス、何を考えている？」


「アーレンスバッハの城のどこに何の魔術具を仕掛ければ良いか考えていた」


「……その前に自分の手で完全に息の根を止めたい。混乱に乗じて逃げられては困る」


「逃げ道を一つだけ用意して、助かったと安堵あんどの息を吐ついたところで絶望に落とすのも良いな」


荒すさんだ目をした二人がハハッと笑い合う。笑い声だけは軽いが、今すぐにでも感情のままに暴れたいのを抑え込んでいるせいで、その場の空気は尖とがっていてずっしりと重い。


不意にガチャと扉が開けられた。「失礼します」と側仕え達が入ってくる。彼女達はアウブの訪れの前にお茶の準備を始めた。


「騎士では気遣いが足りなくて申し訳ありません。お客様にお茶も出さないなんて……」


「閉鎖されている貴族院への急な来訪です。騎士の不手際ふてぎわではないでしょう。……アウブ・エーレンフェストの到着はいつになりそうですか？」


ユストクスの言葉に、お菓子の準備をしながら側仕え達が苦笑する。


「すぐに到着しますよ。わたくし達もとても急せかされましたから」


「待たせたな」


本当にすぐだった。予想していたよりずっと早い到着だ。ユストクスはラザファムの名捧げ石へ視線を走らせる。まだ何も変化していない。


「お茶の準備はもう良いだろう？　早く下がって次の準備をしていろ」


ユストクス達だけではなく、ジルヴェスターも気が急いているようだ。側仕え達を下がらせながら、テーブルの上に盗聴防止の魔術具を置いた。それぞれが手に取ったのを確認してユストクスは口を開く。


「アウブ・エーレンフェスト、実はフェルディナンド様が……」


「知っている。毒に倒れたのであろう？　ローゼマインから聞いた」


事情を話すより前に言われて、ユストクスとエックハルトは面食らった。


「姫様は戻られたのですか？　行方不明と聞いていましたが……」


「どこから情報が漏もれた？　余所よそに漏らさぬように細心の注意を払っていたはずだ」


ジルヴェスターに睨まれたが、エックハルトは「そんなことよりフェルディナンド様のことです」と話題を変えようとした。あまり情報源を知らせたくないので黙っていたかったが、それをジルヴェスターは許さなかった。


「王族の命令もあり、漏らさぬようにしていたのだ。情報源を言え。そこから今回のことが再び漏れる可能性もある」


「……ヒルシュール先生ですよ。調合と引き換えに教えていただきました」


ユストクスが仕方なく答えると、苦々しい顔でジルヴェスターが「ヒルシュールに注意が必要だな」と溜息ためいきを吐いた。それでも、警戒していた方向からの情報漏洩ろうえいではないことに安堵したようだ。彼の表情が一気に緩ゆるんだ。


「あぁ、これはローゼマインからだ。少しはその顔色もマシになるだろう」


そう言いながらジルヴェスターが並べたのは回復薬だった。アーレンスバッハでは残りが少なくなっていたので、どのタイミングで使うか頭を悩ませていた物だ。ユストクスとエックハルトはローゼマインの心遣いを手に取って飲む。味は悪いが、回復力は素晴らしい。


「姫様は一体どこで情報を得たのですか？　私達はフェルディナンド様が害されてすぐに転移陣を使ってここへ来たのですが……」


「フェルディナンドの遺言ゆいごんを受け取ったのだ」


「なっ!?」


この場合の「遺言」とは、命の危機に陥おちいった者が魔力を発して己の状況を伝えることを指している。映像でその魔力を発した者の姿を見ることができる。それを受け取るのは、発信者が強く思う相手だと言われている。ほとんどが意図せずに無意識に行うことで、戦いの最中などに起こることが多い。その状況を受け取っても救助されることがほぼないため、魔力による遺言と認識されている。つまり、ユストクスとエックハルトには知り得ない現場をローゼマインが見たことになる。


「ゲオルギーネはどうしている？　ローゼマインによると、フェルディナンドの排除はいじょを計画したのはゲオルギーネらしいぞ」


無関係の顔をして何日も前に離宮を出ていたし、レティーツィアとゲオルギーネに全く交流がないので背後にいることに気付かなかった。歯噛はがみしたい気持ちでユストクスは口を開く。


「祈念式を行うと言って、十日ほど前に離宮を出ています」


「では、明日にでもエーレンフェストへやって来るかもしれないということか」


ジルヴェスターが重い溜息を吐いた。


「本当にゲオルギーネ様が計画を？」


「あぁ、計画はゲオルギーネで、ディートリンデが粉をベシッとしたと言っていたな」


……ディートリンデ様？　その場にいたのはレティーツィア様だが？


供給の間にディートリンデはいなかったはずだ。フェルディナンドは徹底的にディートリンデを排除していた。ローゼマインからの情報と自分達が見て知っていることに齟齬そごがある。それを問おうとユストクスが口を開くより早くジルヴェスターがニヤリと笑った。


「今夜、夜中にローゼマインがフェルディナンドの救出に向かう」


「はい？」


意味がわからなくて、ユストクスは大きく目を見開く以外に反応できなかった。勝算なんてどこにもないはずだった。他領の供給の間で命の危機に陥っているフェルディナンドを助けられる者なんてどこにもいないはずだった。







    
  
  




「できると言うのですか？　あの小さな姫様に……」


「うん？　いや、もう小さくはないぞ。アレも成長したからな。見たら驚くだろう」


ユストクス達は去年の領地対抗戦から一年以上ローゼマインの姿を見ていないのだ。確かに成長しただろう。だが、ユストクスが言いたいのはそういうことではない。


「可能だと姫様はおっしゃったのですか？」


「助けられるならば助けても良いのかとボニファティウスを威圧いあつしていたローゼマインが、真夜中の出発を決めたのだ。そのくらいの猶予ゆうよはあると、判断できる何かを見たのだと思う。アレには勝算があるらしい」


真夜中の出発でも勝算がある。自分の主はまだ死なない。それがわかっただけで、緊張の糸が切れて体中の力が抜けていくのをユストクスは感じた。ジルヴェスターの到着を待っていた時の、絶望的で一筋の光も見えなかった暗闇が一気に晴れ渡っていく。まだ希望があることに、泣きたくなるほど安堵した。


「フェルディナンド様から姫様に伝言を預かっているのです。エーレンフェストから動かず、おとなしく待っていればユルゲンシュミットごとエーレンフェストを救える、と。それを聞いても、姫様は動くでしょうか？」


「伝言程度でローゼマインが止まると思うか？　全てが終わった後、フェルディナンドは暴走の後始末に頭を抱えることになるだろうが、窮地に陥ったのが悪いのだ」


フンと鼻で笑ったジルヴェスターに、ユストクスとエックハルトも苦笑を漏らす。ローゼマインの突拍子とっぴょうしもない言動にこめかみを叩たたきながら対応していたフェルディナンドの姿を思い出した。救出された後に「何故なぜ私の言うことを聞かなかった？」とローゼマインの頬ほほをつねるフェルディナンドの姿が容易に脳裏のうりに浮かぶ。


……あの姫様は本当に面白い。


相変わらずフェルディナンドの予想と計画を簡単に超えてくれる小さな姫様に、ユストクスは痛快つうかいな気分になった。少しでもフェルディナンドの生存率を上げるために、自分には何ができるだろうか。それを考える心の余裕が生まれた。正攻法でできることはほとんどない。ローゼマインのように主の怒りも周囲への迷惑めいわくも顧かえりみずに全ての手札てふだを切る覚悟が必要だ。どれだけの禁じ手であっても、最優先にすべきは救出だと考えれば何かあるはずだ。


……あぁ、アレがあるな。


フェルディナンドは激怒するだろうし、ローゼマインも嫌な顔をするだろう。だが、主を生かすためならば手段を選んでいられない。ローゼマインへの助力、主の延命えんめい、ついでに主への意趣いしゅ返がえし。全てを一度に行える方法を思いついたユストクスは、フッと笑みを浮かべた。


その隣でまだ厳しい顔をしたままのエックハルトが口を開く。


「ローゼマインが救出に向かうとおっしゃいましたが、それは他領に攻め込むに等しい行為です。アウブ・エーレンフェストの貴方あなたが許可を出したのですか？」


「あぁ。ローゼマインとその側近達が動く分には構わぬ、と。悪いが、ゲオルギーネの侵攻が予想される中、エーレンフェストからそれ以上の戦力は出せぬ」


ジルヴェスターの口から「許可を出している」と聞いたことで、エックハルトもようやく安堵できたようだ。「あぁ」と息を吐き、目頭めがしらを押さえている。深く息を吐いた後、エックハルトは一度立ち上がり、ジルヴェスターの前に跪ひざまずいた。ジルヴェスターの手を取って、自分の額をその甲に押し当てる。


「大領地へ攻め込むと決断してくださったことに心より感謝します。迷いなくフェルディナンド様を救出しようとしてくれたことが嬉うれしくてならないのです。貴方がフェルディナンド様の兄でよかった……」


儀礼的なものを除くと、エックハルトがフェルディナンド以外の前で自ら膝ひざを折ることは非常に珍しいことだ。それを知っているジルヴェスターにはエックハルトの感謝がどれほどのものかよくわかるのだろう。深緑の目が柔らかく細められる。


「感謝は受け取るが、まだ救えたわけではない。正念場しょうねんばはこれからだ」


エックハルトがハッとしたように顔を上げた。ジルヴェスターはエックハルトの手から自分の手を引き抜いて、元の位置に戻れと軽く振る。


「この後、私は王族と話をすることになっている。そこで許可を得られれば良いのだが、許可を得られなかったところでローゼマインは止まらぬ」


「それを、アウブが良しとするのですか？」


今度は王族を相手に許可を得なければならないと言われて、椅子に座り直したエックハルトの表情が再び強張こわばった。


「命の危機にあるフェルディナンドを置いて、其方等がここへ来たのだ。何か持っているであろう？　さっさと出せ」


アーレンスバッハを攻め、ランツェナーヴェを討うたなければならないと王族に訴えるためには、それに足る証拠が必要だ。それをフェルディナンドは集めているだろうとジルヴェスターは確信を持った態度で述べる。


エックハルトに視線で促うながされ、ユストクスは革袋から録音の魔術具をいくつか。内ポケットから紙を数枚出してテーブルに並べていく。


「本来ならば領主会議でディートリンデ様がアウブ・アーレンスバッハに不適格であると訴えるための証拠ですが、領主一族とランツェナーヴェの癒着ゆちゃく具合、それに王命で向かったフェルディナンド様への危害を加えれば王族の口出しを封じることは可能でしょう」


その内容について説明していたところにオルドナンツが飛んできた。第一王子からの連絡だった。






「其方等はフェルディナンドの館……いや、今はローゼマインの図書館か。そちらに合流せよ。アレはここに来るより出発準備を進める方を選んだ」


認証のブローチがテーブルの上に並んだ。二人をエーレンフェストの貴族として扱う証しである。それをジルヴェスターは二人の話を聞く前から準備してくれていた。


「アーレンスバッハの城の内部を知る者、供給の間までの道案内がいれば、成功率は跳はね上がる。必ず其方等の主を、私の弟を救え。頼んだぞ」


「必ず、必ず救ってみせます」







合流


わたしはダンケルフェルガーとの話し合いを終え、ユストクス達の受け入れについてジルヴェスターと話し合った後、領主執務室を出てコルネリウス、ハルトムート、リーゼレータの三人と合流した。お嬢様らしく優雅ゆうがに素早く歩くのはまだ少々心許こころもとないため、わたしは騎獣きじゅうを出して乗り込む。今は急ぎなので尚更なおさらだ。


「ダンケルフェルガーの協力を得ることに成功しました。今夜、出ます。それから、領主一族の会議はどうなったかわかりますか？」


自室へ移動しながら問いかけると、コルネリウスが教えてくれる。


「フロレンツィア様が主導し、側近や騎士達に対してローゼマイン様が感情的になって口にした重要情報の口外を禁じる契約魔術を結ぼうとしていました。その途中でアウブからオルドナンツが来て、ダンケルフェルガーの協力を取り付けたことと、真夜中にキルンベルガへ行くこと、貴族院へ急ぎ向かうことが伝えられました。何があったのですか？」


「詳細は後で話しますが、悪い知らせではありませんよ」


このように自室へ向かう途中の廊下でユストクスやエックハルトの情報は漏らせない。わたしはニコリと微笑ほほえんでコルネリウスの追及を制すると、反対側を歩くハルトムートに視線を向けた。


「ハルトムート、今から護衛騎士達をわたくしの部屋に集めてください」


「アーレンスバッハへ侵攻するための話し合いでしょう？　すでに集合するように声をかけています。何をおいても急ぐようにと伝えたので、神殿に残してきた者もそろそろ集まる頃合いでしょう。ローデリヒとフィリーネには現状維持で残ってもらっています」


涼しい顔でさらりと言われたことに驚いて、わたしは思わずハルトムートを二度見した。


「……た、大変結構です」


「ローゼマイン様のお役に立てて何よりです」


ハルトムートの言葉通り、自室に戻ると護衛騎士が集まって待っていた。わたしはくるりと皆を見回す。神殿の守りを任されていた騎士達はよほど急かされたのか、まだ息が整っていないように見えた。


「あの、ローゼマイン様。ハルトムートから緊急の用と伺うかがいましたが……」


「えぇ。本当に緊急で唐突なのですが、今夜アーレンスバッハの礎を盗とりに行きます」


「……はい？」


午前と午後でかなり状況が変わってしまったのだ。これはわたしにも予測できなかったことだから仕方がないと思う。わたしは会議に出ていなかったため全く現状を知らない側近達に、アーレンスバッハの供給の間で倒れたフェルディナンドの現状、ゲオルギーネによるエーレンフェストへの侵攻の可能性が高いこと、今夜アーレンスバッハへ救出に向かうこと、領主の力を借りてダンケルフェルガーの協力を取り付けたこと、アーレンスバッハから貴族院へやって来たユストクスとエックハルトがこの後で合流することなどを説明した。


緊急事態ということが嫌でも伝わるのだろう。皆の顔が緊張に強張っていく。わたしはそんな皆に指示を出し始めた。出発まで本当に時間がない。


「まず、側仕えの配置ですが、リーゼレータとグレーティアは図書館へ移動、城に残るのはオティーリエとベルティルデの二人です。オティーリエ達は最初にわたくしの騎獣用の衣装や靴、この部屋にある魔石や魔術具等を準備してください。それから、この後は図書館で夕食や仮眠をとる予定なので専属料理人を移動させる手配もお願いします」


「ローゼマイン様、何人が図書館で夕食を摂とるのでしょう？　料理人だけではなく食料品に関しても手配が必要だと思われますが……」


わたしが側近達を見回して数え始めると、リーゼレータがそれを制した。


「オティーリエ、城の分をできるだけ移動させてくださいませ。図書館で料理人と確認してみて、足りなければわたくしからエルヴィーラ様に連絡を入れます。エックハルト様がお戻りになるそうなので、きっと快こころよくご協力いただけるでしょう」


オティーリエとリーゼレータの間でさっさと仕事の分担が決まっていく。


「わたくし達が出発した後、城に残る二人はゲオルギーネ様の侵略に備えて情報収集を怠おこたらず、養母様かあさま、シャルロッテ、ブリュンヒルデと連携れんけいを取ってください」


「かしこまりました」


オティーリエは「本当に急ですね」と微笑みながら動き始めたけれど、わたしの無茶振りに全く慣れていないベルティルデは目を白黒させながらオティーリエの後について行く。


「では、ローゼマイン様。わたくしとグレーティアは図書館へ移動してラザファムと共に受け入れ準備をすればよろしいでしょうか？」


「えぇ。リーゼレータは察しが良いですね。エックハルト兄様とユストクスにも夕食と仮眠をとってもらいますから、よろしくお願いします」


「かしこまりました。時間がないのでお先に失礼いたしますが、ローゼマイン様が図書館へ移動する際は護衛騎士を必ずお連れくださいませ」


リーゼレータは「次々と側近達に命令を下し、最終的に一人で動き回るようなことはいけませんよ」とわたしに注意すると、グレーティアを連れて退室していく。


「ハルトムートとクラリッサは図書館でこれまでに作った魔術具や回復薬などを皆に配付し、その後は……」


「いつでも出られるように魔術具や回復薬の準備は整っています。ご安心ください。配付が終われば、ハルトムートと交代で仮眠します」


クラリッサが張り切ってそう言った。ダンケルフェルガー出身の武よりの文官であるクラリッサはともかく、ハルトムートが当たり前のように出陣のメンバーに入っていることにわたしは驚き、ハルトムートを見つめる。


「騎獣に大量に積み込んだ魔術具や薬の管理をローゼマイン様が行うのは難しいでしょう。ダンケルフェルガーに配るのでしたら尚更です。ローゼマイン様がフェルディナンド様の救出に集中できるように私も連れていってください」


「……ハルトムートの申し出は助かりますが、嬉々ききとして文官が行くところではないと思うのですけれど」


ディッターの経験がないのに大丈夫なのだろうか、とわたしが腕組みをして首を傾かしげるとハルトムートはクッと小さく笑った。


「おや、領主候補生であり、文官であるローゼマイン様のお言葉とは思えませんね」


「うぐぅ……。今回は速さを重視するのですから、遅いと放っていきますからね！」


わたしが反論できない悔しさにそう言うと、ハルトムートは余裕の笑みを浮かべた。


「ローゼマイン様の騎獣に同乗し、魔術具を管理するので問題ありません」


「お任せくださいませ。ダンケルフェルガーからエーレンフェストまで一気に駆け抜けたわたくしの力を存分に発揮する時ですね」


……のおおぉぉ！　嫌な実績が！


できるならば出発までに解毒げどく薬の一つでも増やしたいと言うので、ハルトムートとクラリッサにはもう好きなようにやらせることに決めて図書館へ送り出す。それから、わたしはアーレンスバッハへ連れていくことになる護衛騎士達を見回した。


「未成年のラウレンツには選択権があります。わたくしと共に来るか残るか、選んでください」


「ローゼマイン様に名を捧げているのですから、今更置いて行くとはおっしゃらないでください」


苦笑気味にラウレンツがそう言うと、対抗心を燃やしたようにユーディットが「わたくしもお留守番は嫌です」と手を挙げた。


だが、わたしはそれに許可を出すことができない。元々、未成年の護衛騎士見習いは貴族街の外へ出る仕事を許されなかった。ジルヴェスターと交渉こうしょうし、神殿に出入りするわたしのために神殿を行動範囲に入れてもらったり、それぞれの故郷へ行く仕事の時は里帰りの一環いっかんで伴ったりできるようになっている。しかし、他領へ攻め入ることはその範囲にない。


「ユーディット、緊急事態だからこそ貴女あなたのお父様の許可が必要です。許可もなく未成年を他領との戦いの場に連れ出すことはできません」


「そんなぁ！　うぅっ……。オルドナンツで許可を得てきます！」


涙目になったユーディットが駆け出していくと、わたしはその場にいる騎士達にローテーションを組むように命じる。


「アーレンスバッハへ赴おもむく騎士達は交代で騎士寮へ行き、夕食と仮眠をとり、出発準備を整えてください。エーレンフェストに残す成人騎士はダームエルだけです」


護衛騎士達は目を軽く見張ってダームエルを見た後、話し合いのために集まる。わたしは所在なさそうに一人残った彼のマントを軽く引っ張り、盗聴防止の魔術具を手渡した。


「ダームエルにしかできないことを命じます」


「ローゼマイン様？」


「エーレンフェストにおいて何よりも大事なわたくしの家族を守ってください。前神殿長と繋がりがあったゲオルギーネ様達は、わたくしの家族や下町の家の場所を知っている可能性があります。そして、わたくしに対する一番大きな攻撃が家族に対するものだと察しているかもしれません」


神殿に入った経緯、シャルロッテの救助、下町との繋がり、専属達の出世、流行の広がりなどの情報を丁寧ていねいに仕入れていけば、わたしの大事な存在は明確だ。エーレンフェストの神殿に忍び込んで礎を得ようと企んでいる彼女達にとって、一番邪魔なのは対外的に未いまだ神殿長であるわたしだろう。効率良くわたしを排除したり、抵抗を封じたりするために家族やグーテンベルク達を人質に取ることはかなり有効だ。


「あの頃を知っているダームエルにしか頼めないのです。お願いします」


「かしこまりました。……フェルディナンド様ともお約束しましたから」


「フェルディナンド様と？」


わたしが聞き返すと、ダームエルが遠くを見るようにアーレンスバッハの方へ視線を向ける。


「青色巫女みこ見習いであった頃のローゼマイン様を直接知っている者が私だけになるから、とアーレンスバッハへ出発する前に言われました」


ジルヴェスターもカルステッドもわたしが平民だったことを知ってはいるが、青色巫女見習い時代は少し顔を合わせただけで日常的に接していたわけではない。たとえ神殿での生活をフェルディナンドが報告していたとしても、どのように家族と接していたのか、どれほど大事にしているのか実感は薄いだろうと言う。


「だから、ローゼマイン様の心を守ってほしい、と命じられました。情報を掻かき集めたハルトムートが余計なことをしでかさぬように見張れ、とも……。本当にフェルディナンド様は無茶振りが多いですよ」


ダームエルが苦笑しつつ、わたしを少し見下ろす。ずいぶん顔が近くなったな、と思った。あの頃と今では全く視線の位置が違う。


……最初はダームエルのお腹なかの辺りにわたしの頭があって、跪いてくれなきゃ視線が全然合わなかったんだよね。


そんなことを考えていたわたしの前にダームエルが跪いた。今はもう視線を合わせるどころか、わたしには茶色の頭しか見えなくなっている。


「ここに留とどまっているのが安全のためには一番だと護衛騎士ならば口にすべきでしょう」


ダームエルはそこで一度言葉を切った。それから顔を上げて、わたしと視線をしっかり合わせる。


「いってらっしゃいませ、ローゼマイン様。ご自分の心を守るためにも望みを偽いつわらずに進み、必ずフェルディナンド様をお救いください。数多あまたの神々の御加護ごかごがありますように」


「ありがとう存じます、ダームエル。貴方はわたくしにとって、やはり一番の騎士です」


盗聴防止の魔術具を返してダームエルが去っていく。コルネリウスが訝いぶかしそうにわたしを見た。


「ダームエルはどこへ行ったのですか？」


「わたくしの大事なものを守りに、ですよ。ダームエルは護衛騎士ですもの。それより、仮眠をとる順番は決まりましたか？」


わたしは騎士達のローテーションを確認した後、図書館へ向かった。






「ローゼマイン様、お戻りをお待ちしていました。フェルディナンド様は……」


先に到着していた側近達から話を聞いたのだろう。ラザファムが出迎えの挨拶を終えると同時に、足早にわたしのところへやってくる。名捧げをしている主が遠くの土地で瀕死ひんし状態だと聞かされれば不安にもなるだろう。今まではほとんど微笑から表情を変えなかったのに、ラザファムの表情が強張り、緑の目が動揺に揺れていた。


「不安な気持ちはわかります、ラザファム。けれど、領主一族から救出の許可はもぎ取りましたし、ダンケルフェルガーにも協力を取り付けました。ユストクスとエックハルト兄様も六の鐘が鳴る頃には貴族院経由で戻ってくると思われます」


わたしは自室へ向かって歩きながらラザファムに作業の進捗しんちょくを問う。


「ユストクスとエックハルト兄様が仮眠をとるための客間の準備はできましたか？　ここで夕食を摂る人数が大幅に増えましたが、食材は足りましたか？　料理人達は到着していますか？」


わたしが次々とやるべきことを述べていくと、ラザファムはそれに明確な答えを返してくる。順調に準備は進んでいるようだ。


「二人が到着するまでに準備を終えたいと思っています。夕食を摂りながらアーレンスバッハの状況を聞かなければなりませんし、追加の必要な物があれば準備する時間がいりますから」


「かしこまりました。六の鐘までには必ず」


ラザファムの声から動揺が消えた。わたしは更にやることを追加する。


「それから、できれば二人の着替えが残っていないか、それぞれの実家に連絡してみてくださいませ。おそらく取るものも取り敢あえず来たはずですから」


「では、フェルディナンド様の着替えも準備しましょう。必要になるかもしれません」


やるべきことを見据えてキビキビと動き始めたラザファムに後を任せ、わたしは自室へ入った。側近達が忙しい中、わたしがうろうろすると邪魔にしかならない。わたしは自室で自分にできることをするのだ。


まず、イルクナーのブリギッテにオルドナンツを飛ばす。フェルディナンドを追い込んだ今がチャンスとばかりにアーレンスバッハが侵攻してくる可能性が高いこと、ゲオルギーネは隠密おんみつ行動を取っている可能性が高いこと、銀の布の情報も伝え、平民達から広く情報を集めるようにお願いし、周辺のギーベ達と連携を取るように告げた。


「おじい様が率いる騎士団はいつでも出陣の準備ができています。領地の境界で何か異変を感じたら連絡をくださいませ」


ブリギッテからはすぐにオルドナンツで返事が届いた。


「フロレンツィア様からも各ギーベに連絡がございましたが、それ以上に詳細で貴重な情報をありがとう存じます。周辺のギーベはもちろん、平民達にも知らせて警戒に当たります」


それでギーベ達にはあまり詳細な情報が届いていないことがわかったので、わたしはフロレンツィアに向けて「もっと詳細な情報を流し、ギーベ・ゲルラッハやギーベ・ガルドゥーンにはギーベの騎士達に守りを固めてもらえるようにお願いしてくださいませ」とオルドナンツを飛ばした。


オルドナンツを飛ばし終えると、隠し部屋でメスティオノーラの書を使ってアーレンスバッハの地図を検索してみる。国境門と神殿の位置を知っておきたいと思ったのだ。検索の結果、街のエントヴィッケルンに使われた時の地図や見取り図があったため、神殿については詳しくわかった。


……痛い思いをしたけど、手に入れてよかった。めっちゃ役立ってる！　神に感謝を！


街の地図と神殿の見取り図をクラリッサが作ってくれている魔紙にコピペして満足感に浸ひたる。わたしは地図を見るのが苦手で、くるくる回してみても現在地と目的地がよくわからないけれど、騎士の中にはきっと役立ててくれる人がいるはずだ。


このまま城の見取り図で魔力供給の間を確認したいと思ったが、城の見取り図が出てこない。よほどのことがなければ見直さないため、城全体の見取り図を見るような機会はエントヴィッケルンを行う時くらいしかないのだ。フェルディナンドの持っているメスティオノーラの書に入っているのだろうか。


「あうぅぅ、肝心かんじんなところがわからないよ！」


嘆なげいても見つからないものは仕方がない。ユストクスやエックハルトが知っているはずなので大丈夫だろう。気を取り直して使い勝手の良さそうな魔法陣をコピペしていくことにする。


いくつかコピペしたところで呼び出しの魔術具が光った。隠し部屋から出ると、ユーディットがしょんぼりした顔で「エーレンフェストに残るように言われました」と報告してきた。両親の気持ちを考えれば当然だろう。


「アーレンスバッハへ向かうだけが護衛騎士の仕事ではありません。エーレンフェストから動かせないわたくしの大事な者を守るのも仕事ですよ」


「それはそうですけれど……」


他領へ攻め入るのは騎士にとって華々はなばなしい仕事に思えるのだろう。地味な仕事に全力で取り組んでくれるダームエルとの差を感じながら、わたしはユーディットに命じる。


「ダームエルはわたくしの心を守るために、わたくしの大事な者を守ってくれると約束してくれました。ユーディットもダームエルと共に神殿や下町を守ってください。グーテンベルク達はこれからも印刷業を広げるために欠かせません。ゲオルギーネ様を絶対に入れない。そのくらいの強い気持ちで神殿を、それから、エーレンフェストを守ってくださいませ」


遠隔えんかく攻撃が得意で目が良いユーディットを神殿に配置して、銀の布では防ぎようがない虫爆弾などの魔術具を使ってもらえば、生粋きっすいの貴族育ちのゲオルギーネは怯ひるむだろう。


「わかりました。わたくしは神殿の守りに就つきます」






思いつくままに準備を進めていると、六の鐘が鳴り、それからしばらく経たってユストクスとエックハルトがやってきた。知らせを聞いて、わたしは迎えに出る。


「ユストクス、エックハルト兄様！」


「……ひ、姫様？」


成長したわたしを見て、ユストクスが言葉を失ったように立ち尽くす。どうやらジルヴェスターは二人に説明していなかったらしい。だが、ユストクスと違ってエックハルトは青い目を静かにわたしに向けて「ローゼマインか？」と確認するように呟いただけだった。大した驚きを見せることなく、すぐに今の準備状況を確認し始める。


……エックハルト兄様にはわたしの急成長よりフェルディナンド様を救えるかどうか、どこまで準備ができてるかどうかの方が大事なんだよね。知ってる。


全く動じないところがいっそ清々すがすがしくて安心するくらいだ。


「今エックハルト兄様が言った物は全て準備できています。ダンケルフェルガーとの協力も取り付けましたし、今夜フェルディナンド様の救出に出発する予定です」


「素晴らしい手腕しゅわんだ。さすがフェルディナンド様の教育を受けた私の妹だな」


その目に素直な称賛しょうさんと希望の光があるのを見つけて、わたしはとても嬉しくなった。エックハルトが褒ほめてくれるのは、わたしがとてもフェルディナンドの役に立つ時だけだ。つまり、今回はとても役立っているらしい。


「……其方には勝算があるらしいとアウブはおっしゃった。本当か？」


「はい。エックハルト兄様とユストクスが合流してくれたので、勝てる公算が大きくなりました」


一番の不安は供給の間の位置がわからなかったことだが、この二人がいれば迷うことなくたどり着けるはずだ。わたしの答えにエックハルトが「よし」と一つ頷うなずいた。


「エックハルト、何故これほどに変わられた姫様と普通に話ができるのですか？」


「外見がどのように変わろうとも、フェルディナンド様を大事にする妹という部分が変わっていなければ別に問題ないではないか」


エックハルトは何ということもなさそうな顔でそう言いながらラザファムのところへスタスタと歩いていく。その手にあるのは名捧げ石の入った金属の籠だ。おそらくラザファムの石だろう。


「問題はなくても気になるでしょう」


エックハルトと違い、ユストクスはわたしの急成長が気になって仕方ないらしい。情報を得たいけれど、緊急事態の今どこまで聞いても良いのかわからないという感じで体を小刻みに動かし始めた。茶色の目が好奇心で輝いている。


「姫様の身に一体何があったのですか？　これほどまでに短時間で成長し、お美しく姿が変わっているなど、今までに聞いたことがありません」


ユストクスがじりじりとわたしに近付いてくる。それを阻止そしするようにハルトムートが「よくぞ聞いてくれました」と言いながら、わたしとユストクスの間に滑り込んできた。こちらもまた楽しそうに橙色だいだいいろの目を輝かせているのがちょっと怖い。


「神々に愛されたローゼマイン様以外にこのような奇跡の起こった方がいるとは思えません。これは育成の神アーンヴァックスによる神の奇跡！　いかにローゼマイン様が成長されたか。その素晴らしい奇跡と感動をどうか私に説明させてください」


「ユストクスが飽きるまでですからね」


神様関係の修飾しゅうしょくが過多でわかりにくく、何度も似たような褒め言葉がループするハルトムートの説明など、いくらユストクスでもすぐに飽きるだろう。実際、わたしの側近達は「もう聞きました」と受け流している。


……皆が受け流すせいでハルトムートがムキになって「この表現は初めてだ」と無駄に褒め言葉が増えたんだけどね。







二人の情報と名捧げ石


「夕食を摂りながら情報交換いたしましょう。時間がありません、エックハルト兄様」


わたしが食堂へ向かいながらそう言うと、エックハルトは「そうだな」と同意してくれた。


「レティーツィア様はどうされていらっしゃいますか？」


供給の間で彼女がフェルディナンドに伝言を頼まれていたこと、その後でディートリンデが「レティーツィアにやらせるまでは上手うまくいった」と言ったところを見ていたので、彼女が無事なのか心配で仕方がない。責任を押しつけられ、ひどい目に遭あわされている可能性が高いのだ。


けれど、レティーツィアから伝言を受け取ったはずのエックハルトは意外そうに眉まゆを上げてわたしを見下ろし、「さて？　私は知らぬ」とわずかに首を傾げる。あまりにも簡潔かんけつで興味の欠片もないような素っ気なさに、わたしは頭を抱えたくなった。


「え？　え？　レティーツィア様がフェルディナンド様の伝言を二人に持って行ったのですよね？　保護とか何か……」


「何を言っているのだ、ローゼマイン？　彼女には彼女の護衛騎士がいる。名捧げ石を返され、フェルディナンド様の命がかかった命令が下っている時に、何故私が彼女を気にかけねばならぬ？」


「……それはそうかもしれませんけれど……」


わたしがレティーツィアを心配して不満たっぷりの顔で見上げると、エックハルトはじろりとこちらを睨みながら盗聴防止の魔術具をわたしの目の前で揺らした。


わたしが盗聴防止の魔術具を手に取ると、エックハルトは何ということもなさそうな普通の顔になった。けれど、その青い目の奥には抑えがたい怒りが見える。


「フェルディナンド様の命令が最優先だ。気にかけてはならぬ。そう自分に言い聞かせていなければ切り捨てていたかもしれぬ」


「はい!?」


あまりにも物騒な言葉にわたしは息を呑んでエックハルトを見上げた。そこにあるのは普通の顔だ。まさかレティーツィアを切り捨てるところだったなんて微塵みじんも感じられない。


「二人だけで供給の間に入っていったのに、フェルディナンド様から自分の命の危機を知らせる伝言が届いたのだぞ？　どのような状況だったのか知らぬが、命の危機に陥れた犯人はレティーツィア様しかおらぬ。少なくとも私達がレティーツィア様から名捧げ石を渡された時、ディートリンデ様は供給の間にはいなかった」


わたしは何度か目を瞬いた。わたしが見た光景ではレティーツィアが出た後、それほど時間をおかずディートリンデが入ってきた。エーレンフェストの魔力供給の間は領主執務室のタペストリーの向こうにあるので、領主会議などで不在ではない限りジルヴェスターがいる。だから、ディートリンデも領主執務室にいたのだと思っていた。


「アーレンスバッハの供給の間は領主執務室ではないのですか？　普通はディートリンデ様がいらっしゃいますよね？」


「供給の間は領主執務室にあるが、領主執務室と彼女の執務室は別だ。自室の近くにわざわざ作っている。自分が遠くの執務室に行くのではなく、文官が足を運べば良いと言ったらしい。まだ正式なアウブではないので、と周囲の者達が甘やかすから思い上がって居丈高いたけだかに振る舞うのだ」


領主の自室と執務室が離れているのは、信用できない貴族を領主一族の生活圏に立ち入らせないためだとわたしは習った。だが、ディートリンデは特に気にしていないらしい。


「フェルディナンド様はレティーツィア様の魔力供給の訓練を行う時、危険人物が入らないように非常に警戒している。今日の午後も二人で魔力供給の間に入り、我々は領主執務室の外側で警戒に当たっていた」


エーレンフェストでも魔力供給中に領主執務室へ入れるのは、アウブと血が近い上級貴族の側近だけだ。扉の内側にも外側にも護衛騎士が付いて非常に物々しい雰囲気になる。同様に、アーレンスバッハでの魔力供給中は、他領出身のエックハルトとユストクスは扉の外で待機するようだ。


「そうしたら顔色を変えたレティーツィア様が震えながら扉を開けて中から出てきた」


レティーツィアは「フェルディナンド様が……行け、と……」と言いながら、名捧げ石の入った金属の籠をユストクスに差し出したらしい。フェルディナンドが名を返すのは、命の危機を感じた時だけ。臣下しんかを巻き込まないように、そして、エーレンフェストへ確実に情報を運ぶためだと予あらかじめ言われていたことで、命の危機状態にあることを悟ったらしい。


「即座に私がその場でレティーツィア様の身柄を拘束こうそくして事の詳細を問い詰めようとしたが、部屋から一緒に出てきた彼女の護衛騎士に阻はばまれ、ユストクスに首根っこを引っ掴つかまれたのだ」


魔力供給中に扉の外でディートリンデ達を警戒していたら、背後から突然フェルディナンドの名捧げ石を持ってこられて「行け」と命じられたらしい。エックハルトの動揺は大変なものだっただろうし、レティーツィアの身柄を確保しなければいけないと考えたこともわかる。でも、エックハルトを止めようとレティーツィアの護衛騎士やユストクスが咄嗟とっさに動くのも納得できる。


……フェルディナンド様が関わっている時のエックハルト兄様、マジ怖いから。


「本来ならばあの場にいた護衛騎士を振り払ってでも彼女の身柄を拘束し、フェルディナンド様が名捧げ石を渡さねばならないような状況に陥った経緯を洗いざらい吐かせるべきだった。だが、事情聴取よりフェルディナンド様の命令が最優先だ、とユストクスに怒鳴られたのだ。彼女の身柄と情報を確保できなかったことに対して文句があるならばユストクスに言え」


……わたしが欲しかったのはレティーツィア様が無事かどうかって情報であって、エックハルト兄様による身柄の拘束とか情報を洗いざらい吐かせるなんてことは望んでないから。


わたしからユストクスに文句なんて言えるわけがない。そんな状態のエックハルトとレティーツィアを一緒にしておくのは非常にまずい。二人を引き離したのは英断だったと褒めるべきだろう。フェルディナンドの安否が確認できていない状態で、レティーツィアとその護衛騎士にエックハルトが手を出したら大問題だ。先にエックハルトが捕らえられてしまう。


「それにしても、私が極力気にかけぬようにしているのに、其方は何を考えてレティーツィア様を庇かばっているのだ？　ローゼマインがフェルディナンド様を救出するために奮闘ふんとうしていると聞いたからアウブには何も言わずに済ませたが、其方は犯人を誤認ごにんしている。ディートリンデ様は頭が軽くて愚おろかだが、まだ処分するための大義名分たいぎめいぶんはない」


腹立たしそうに睨まれて、わたしは少し言葉を探す。言い方をよくよく考えなければ、エックハルトにとってレティーツィアはディートリンデ以下の存在になってしまう。


「……わたくしに見えたのはレティーツィア様がフェルディナンド様に伝言を託されて出ていく辺りからです。それから少し経って、ディートリンデ様が入ってきておっしゃったのですよ。ゲオルギーネ様が計画を立てて、ディートリンデ様が実行し、レティーツィア様を動かした、と」


エックハルトの目が険けわしくなった。供給の間で起こったこと全てをジルヴェスターから聞いたわけではなさそうだ。


「エックハルト兄様のおっしゃる通り、レティーツィア様が粉状の毒を当てたようですけれど、フェルディナンド様はすぐに何かお薬を飲んで対処していました。今フェルディナンド様が本格的な危機に陥っているのは、後から入ってきたディートリンデ様が更に痺しびれ薬のような毒を盛って動けなくした状態でシュタープを封じる手枷てかせをはめ、供給の魔法陣を起動したからなのです。毒も心配なのですけれど、もっと心配なのは魔力枯渇こかつです」


エックハルトはわたしに聞こえるほど強くギリと奥歯を噛み締めた。あらゆるものに怒りを覚えているような険しい顔になっている。少しはレティーツィアの弁護になれば良いと思ったが、エックハルトにとって犯人の一人であることが確定しただけだったようだ。


「あの愚かな女に操られてフェルディナンド様に毒を向けるとは、レティーツィア様には全く教育が足りていなかったようだな。其方の進言があっても教育を緩めるべきではなかった」


吐き捨てるような口調でそう言うと、エックハルトはわたしの手から盗聴防止の魔術具を取り上げる。きつく眉根を寄せて、わたしを縋すがるように見た。


「……ローゼマイン、間に合うのか？」


「そのためにエックハルト兄様は戻られたのでしょう？」


わたしが尋ねると、エックハルトは真顔になって首を横に振った。


「いや、私が戻ったのはフェルディナンド様が集めた情報や証拠をアウブに届け、フェルディナンド様の死を確認したら後を追うためだが？」


「絶対に間に合わせますから、馬鹿なことは考えないでくださいませ！　フェルディナンド様もエックハルト兄様も諦あきらめが早すぎます！」






ユストクスは思ったより早く夕食の席に着いた。修飾過多なだけで大した情報が入っていないハルトムートの話を聞くのは無駄だと早々に判断したらしい。


「レティーツィア様の毒よりも魔力枯渇が危険だということは本当ですか、姫様？」


「毒の影響ももちろんあると思います。でも、即死のはずの毒が効かなかったとディートリンデ様が不思議がっていました。フェルディナンド様は何か飲んでいました。おそらく解毒薬でしょう。その薬に効果があったとすれば、一番危険なのは魔力枯渇です」


わたしの言葉を吟味ぎんみするようにユストクスが考え込む。


「即死のはずとは？　どのような症状になるのかわかりますか？」


「即死で魔石になるはずだったとディートリンデ様がおっしゃいました。それが効かなかったので、痺れ薬で体の自由を奪い、魔力を枯渇させることにしたみたいです」


「……食後に工房を貸してください。解毒薬を作ります」


ユストクスの食べるスピードが速くなった。品は良いけれど、手の動きが速い。


「構いませんけれど、ハルトムート達が作っている中に該当がいとうする薬がないか確認してからにしてくださいませ。色々な種類を作っていましたから」


「準備の整い方に驚きます。今日の午後ですよね？　姫様が情報を得たのは……」


ユストクスが脱力したようにカトラリーを置いて、わたしを見た。


「わたくしがフェルディナンド様に関する情報を得たのは今日の午後ですけれど、エーレンフェストの防衛のために一月ほど準備をしていたのが大きいのですよ。わたくしが今日行ったことは、アウブから救出の許可をもぎ取って、ダンケルフェルガーの協力を取り付けて、側近達に出発準備を頼んだくらいです」


「フェルディナンド様の死を覚悟して情報と証拠品を持ち込んだら、今夜救出に向かうので姫様と合流しろ、ですからね。……本当に驚きましたし、感謝しています。姫様がいらっしゃってよかった、と心から思います。こちらにあった姫様の情報は行方不明でしたから」


ユストクスは椅子の背もたれに体を預け、全身の力を抜くように息を吐いていく。


「他領へは臥ふせっているという情報しか出してないと聞いていたのですけれど……」


「ヒルシュール先生ですよ。卒業式の翌日から帰還日までフェルディナンド様が調合を手伝う報酬ほうしゅうとして教えてくださいました」


……ヒルシュール先生！　ちょっと！


さすがに情報を流す相手を選んでいるだろうし、フェルディナンド達三人だけならば問題ないとわたしも思う。でも、報酬として先に提示しておいて、アーレンスバッハの側近が一緒だったらどうするつもりだったのか。


「先生に言われるまま研究室で調合したりライムントの教育をしたりしている時に、ランツェナーヴェから船が到着したと連絡を受けたのです。例年ならば彼等は領主会議の後に来るはずなので追い返せ、と言ってもディートリンデ様が聞かなくて勝手に境界門を開けるために戻ったと言われ、我々はアーレンスバッハへ戻ることになりました」


……えぇ？　そんなことが許されるの？


慣例かんれいを破る上に、周囲の言葉を聞かないディートリンデに呆あきれたところで「ん？」と思った。境界門を勝手に開けたと言わなかっただろうか。


「ちょっと待ってください。では、今も境界門は開いたままですか？」


「当然ですよ。ランツェナーヴェの船が我が物顔で出入りしています。いくらフェルディナンド様が注意をされても、閉じようとはいたしませんでした。境界門の開閉ができるのは礎を染めた一人だけなので、やりたい放題です」


礎の魔術を染めたのはディートリンデではなく彼女の姉らしいが、今そんなことはどうでも良い。大事なのはすでに境界門が開いていて、閉ざされていないということだ。


わたしはアーレンスバッハの国境門のところにある境界門は閉ざされていると思っていたので、アウブ・ダンケルフェルガーに頼んでダンケルフェルガーの国境門前にある境界門からアーレンスバッハとの境界門へ転移陣を設置してもらおうと考えていた。アーレンスバッハの国境の境界門が開いているならば、大幅に時間を短縮できるかもしれない。


「ユストクス、アーレンスバッハの国境門と、ダンケルフェルガーとアーレンスバッハの境界門とではどちらが城に近いですか？」


「国境門ですが？」


「それは好都合ですね。予定より早く着けそうです」


わたしがにんまりと笑うと、突然の話題にぽかんとしていたユストクスが体を起こして「どのような方法で間に合わせるのですか？」と好奇心に満ちた目になって身を乗り出してくる。


「そんなことよりゲオルギーネ様の動向は何かご存じですか？　ディートリンデ様によると、ゲオルギーネ様は出発の準備を終えてオルドナンツを待っているということでしたけれど、アーレンスバッハの城からエーレンフェストへはどのくらいかかりますか？」


「馬車ならば七日ほど、騎獣ならば二日ほど……すでに境界近くまで移動した状態でオルドナンツを待っている可能性があります。祈念式きねんしきのためという名目でゲオルギーネ様の離宮から十日ほど前に荷物を積んだ馬車が出発していますから」


「養父様とうさまにオルドナンツを……」


わたしが慌てて立ち上がろうとしたら、ユストクスがそれを手で制した。


「アウブには貴族院の寮で同じ質問をされました。すでにご存じですよ」


「あ、そうでしたね。でも、二人はどのようにして貴族院へ行ったのですか？　アウブの許可がなければ転移の間には入れないでしょう？　アーレンスバッハは違うのですか？」


フェルディナンドを陥れようとしている時に、この二人を貴族院へ転移させる許可をゲオルギーネやディートリンデが出すとは思えない。わたしの問いに、ユストクスが苦い笑みを浮かべた。


「……星結びの前から礎への魔力供給をするのと引き換えに、フェルディナンド様が契約したのです。冬以外にもライムントを貴族院へ置くこと。その様子を見るために師であるフェルディナンド様と我々が貴族院へ赴けるようにすること、と」


フェルディナンドが指導するライムントの研究が二年連続で表彰されたことで周囲は後押しムードが強かったらしい。ライムントを城の中の妙な派閥はばつ争いから遠ざけるため、同時に、貴族院をいざという時の脱出経路にするための契約だったそうだ。


「助けを求めたところで、他領に行った者をそう簡単に受け入れることはできません。ですから、フェルディナンド様は領主会議で暴露ばくろする前に何かあれば、ランツェナーヴェとアーレンスバッハの癒着や危険な発言などを録音した魔術具と引き換えにエーレンフェストで受け入れてもらえるように交渉しろ、とおっしゃいました」


……臣下には名捧げ石を返したり、取り引き材料を持たせたりして完璧に対応するのに自分は!?　自分のことはどうなの!?


自分のことを完全に後回しにするフェルディナンドの悪癖あくへきにふんぬぅと怒りを溜ためていると、ユストクスが茶目っ気たっぷりの目で「……ですが、困りましたね」と全く困っていない顔でわたしを見た。


「何が困るのですか？」


「いざという時の指示は我々だけに出ているわけではないのです。フェルディナンド様から姫様に伝言がございます」


何だかすごく嫌な予感がする。それでも聞かないわけにはいかないだろう。わたしは口をへの字にしながらユストクスを促した。


「ユストクスとエックハルトとラザファムを君に預ける。エーレンフェストから動かず、おとなしく待っていろ。そうすれば私の死と共に全て君の物になるから、約束通りにユルゲンシュミットごとエーレンフェストを救えるぞ、だそうです。我々には意味がわからなかったのですが、姫様にはわかりますか？」


……全てわたしの物になる？


メスティオノーラの書を指しているのだとピンと来た。どのようにしてフェルディナンドはわたしがメスティオノーラの書を得たことを知ったのかわからない。けれど、一つの書を分け合っていること、フェルディナンドの死によって完全になることを知っているとしか思えない。


……エーレンフェストから動かずに待ってろっていうのは、つまり、何があっても助けに来るなってことだよね？　ふぅん。


何とも言えない怒りが全身を巡めぐっていく。わたしはフェルディナンド本人を脅迫きょうはくしたはずだ。幸せにならないと許さない、と。アーレンスバッハどころか、王と中央を敵に回したとしても助けに行く、と。


「意味はわかりましたが、断固として拒否します。フェルディナンド様の死を待つ趣味など、わたくしにはありません。いくら怒られても、わたくしはフェルディナンド様を助けるのです。手段なんて選びません」


「それでこそ私の妹だ」


エックハルトは心底嬉しそうに笑った。ユストクスも同じように嬉しそうに微笑みながら盗聴防止の魔術具を取り出した。何だろうと思いながら手に取ると、ユストクスはわたしを意味ありそうな目で見つめる。


「姫様はご存じですか？　名捧げは臣下を生かしも殺しもします。主の死で共に死にますが、主の魔力によって窮地で生かされることもあります。生かすために使うこともできるのですよ」


フェルディナンドの名捧げ石を奪って生かせと唆そそのかされていることに気付いて、わたしは顔を引きつらせた。頭が真っ白になって、怒りよりも動揺が上回る。


「……ユストクスは知っていたのですか？」


「あの革袋を準備したのは私ですから」


「なるほど。……ではなくて、ちょっと待ってくださいませ。だって、それは、つまり、わたくしが……」


無断でフェルディナンドの名を奪って、命を担うことになるのだ。絶対にフェルディナンドは許さないと思う。それ以前に、了承の取れていない名を手に入れるようなことはしたくない。わたしがぶるぶると首を横に振ると、ユストクスが凄すごみのある笑顔でニコリと微笑んだ。


「姫様、手段を選ばないのですよね？」


「それはそうですけれど……」


「フェルディナンド様を救うためならば、アーレンスバッハも中央もツェントでさえも敵に回しても構わない、とアウブ達に宣言したのですよね？　違いますか？」


「ち、違いません。違いませんけれど……」


「……たとえ全てを敵に回したとしてもフェルディナンド様を助け出すという覚悟に比べれば何ということもないと思いませんか？」


それとこれとは別問題だ。決意とか覚悟の種類が違う。フェルディナンドはわたしに名を捧げるつもりもないし、わたしはフェルディナンドの命を背負うなんて考えたこともなかった。


「一番の危険が魔力枯渇ならば時間が稼げるでしょうし、自分以外の魔力に包まれている間はフェルディナンド様も少し楽になるはずです」


主の魔力に包まれる恍惚感こうこつかんについてハルトムートが気持ち悪く語っていたことがある。恍惚感はともかく、主の魔力で包まれるという形で外部から魔力を与えることができるならば、確かにフェルディナンドは楽になるのかもしれない。ぐらりと心が揺れる。


「でも、それならばわたくし以外の者でも……」


「フェルディナンド様が最終的に預ける先として選んだのは姫様です。それを他の者に渡すようなことができますか？」


咎めるようなユストクスの視線にわたしは「できません」と首を横に振った。


「今は緊急時ということで手段を選ばず、救出できたらすぐに事情を説明して名を返せば良いのですよ。ずっと手元にフェルディナンド様の名捧げ石があるのも落ち着かないでしょう？」


フェルディナンドの危機を救うために今だけと何度も繰り返されて、わたしはじとっとユストクスを睨む。


「……あの石、箱に入っていませんでした。作り方を教えてくださいませ」






食後に工房で名捧げ石を包む箱を作り、隠し部屋に入って、わたしはフェルディナンドの名を奪う。革袋の二重底に入っている紙に包まれた石を取り出した。丁寧に紙を開けば、クインタという名前が刻まれた石が出てきた。全属性を示す複雑な色合いをした石だ。それを作りたての白い箱に入れ、今まで側近達の名を受けてきた時と同様に、わたしは箱の上から包み込むようにして自分の魔力を注ぐ。相手が苦しくないように一気に魔力を叩きつければ、箱はあっという間に形を変えていった。


白い繭になった名捧げ石を握って、わたしは更に魔力を注ぎながら命じる。


「フェルディナンド様、諦めないでください。絶対に助けに行くので、どんな手段を使っても構いません。生きてください」







転移陣


「ローゼマイン様、起きてくださいませ。そろそろ準備いたしましょう」


フェルディナンドの名を奪った後、仮眠をとっていたらリーゼレータに起こされた。少し眠っただけでもかなりすっきりしている。わたしはリーゼレータとグレーティアの二人に騎獣服へ着替えさせてもらい、忘れずにフェルディナンドの名捧げ石を革袋に入れると自室を出た。すでに階下には魔石の鎧よろいを身につけた護衛騎士達が揃そろっている。


「リーゼレータ、グレーティア、ラザファム。図書館の留守を頼みます。ここにある防御ぼうぎょの魔術具の使い方は……」


「大丈夫です、ローゼマイン様。こちらのことはご心配なく。フェルディナンド様をお救いすることだけを考えてくださいませ。アウブがお待ちですよ」


リーゼレータが微笑んでわたしの言葉を遮さえぎり、ジルヴェスターに連絡するように促す。わたしは一つ頷いてオルドナンツを飛ばした。


「養父様、ローゼマインです。今から出発します。準備はできていますか？」


「できている。第一訓練場だ。早く来い」


コルネリウスとレオノーレを先頭に、城にある騎士団の第一訓練場へ騎獣が飛び立っていく。わたしは第一訓練場と言われてもよくわからない。前について行くだけだ。


わたしのレッサーバスは魔術具や回復薬がいっぱい積まれていて、その管理のためにハルトムートとユストクスが同乗している。


「ユストクスはこちらに乗る必要がないと思うのですけれど……」


「おや、私はフェルディナンド様に投与とうよするお薬の種類や手順の復習をしなければなりません。ここで降ろすとすればハルトムートですよ」


ハルトムートがそんなことを了承するわけがないので、結局二人とも乗せることになった。ハルトムートはこの救出劇でわたしが何をするのかわくわくしていて、ユストクスは「相変わらず面白い騎獣だ」とレッサーバスを触りまくっている。


……今回はこの二人とずっと一緒に行動するのか。


緊張感の欠片も感じさせない二人に、わたしは軽く息を吐いた。






もう真夜中なので皆が寝静まっている貴族街は真っ暗だ。けれど、城だけは多くの人が動いていることを示すようにあちらこちらが明るい。その中でも一際明るいのが騎士の訓練場だった。


「ローゼマイン様だ！」


「おい、場所を空けろ。騎獣が降りてくるぞ！」


真夜中だというのに第一訓練場には普段よりも大勢の騎士達がいる。夜勤の騎士が増やされていて、いつ呼ばれても良いように待機しているみたいだ。皆の顔つきが厳しく、ゲオルギーネに備えていることがわかる緊迫きんぱくした雰囲気になっていた。わたしの騎獣の中と違って、緊迫感でピリピリしている。


「ここだ」


第一訓練場に設置された巨大な転移陣の上で、ジルヴェスターとその側近達が待っていた。これは領主にしか設置できない、人を転移するための転移陣だ。これでわたし達は一気に国境門のあるキルンベルガへ移動するのである。


「わざわざありがとう存じます、養父様」


「アーレンスバッハの襲来しゅうらいに向けて、大人数の移動ができるかどうか確認するための予行演習だ。気にするな。上手く使えることがわかれば、こちらにも大きな利がある」


わたしとジルヴェスターが話をしているうちに、たくさんの荷物が積まれたわたしの騎獣以外は片付けられ、皆が転移陣の上に乗っていく。その短い間にカルステッドがエックハルトとコルネリウスの肩を軽く叩いた。


「エックハルト、コルネリウス。……二人とも護衛騎士としてフェルディナンド様とローゼマイン様を守り、無事に戻れ」


「お任せください」


全員が転移陣に乗ると、ジルヴェスターが手を挙げた。ジルヴェスターの背後に並んでいた護衛騎士達がざっと動き始め、跪いて転移陣に手を付ける。数人分の魔力が流し込まれていき、転移陣に闇と光が渦巻うずまいた。皆がつけているエーレンフェストカラーのマントがぶわりと風を受けて舞う。そんな中、ジルヴェスターがシュタープを掲かかげた。


「ネンリュッセル　キルンベルガ」






貴族院へ転移する時と同じようにぐにゃりと視界が歪ゆがんだ。気持ちが悪くなるので、わたしは目を閉じて少しの浮遊感をやり過ごす。そんな中で「ようこそおいでくださいました、アウブ・エーレンフェスト」という声が聞こえた。ゆっくりと目を開けると、ギーベ・キルンベルガが数人の騎士達を伴って出迎えてくれている。


……本当に着いた。


ここはキルンベルガの夏の館だ。領地内で変事が起こった時に貴族街の城から騎士団が駆けつけられるように、ギーベの館には初代領主が設置した転移陣がある。何代にもわたって大人数の騎士団を派遣しなければならないような変事がなかったので領主からも存在を忘れられていたらしい。メスティオノーラの書でその存在を知ったわたしが今回の移動に使いたいと提案して、ジルヴェスターが使えるように復活させてくれたのだ。


「ふむ。これは便利だな。領地の南で変事が起こっても使えそうだ」


ジルヴェスターが足元の転移陣を見ながらそう言うと、魔力を注いでいた騎士が「確かに便利ですが」と少し困った顔になった。


「戦いに赴く際にこの転移陣を使うと、到着と同時に回復薬と回復するための時間が必要です。私は今の状態ですぐに戦えと言われると困ります」


「魔法陣の起動には文官か側仕えを使うのはどうでしょう？」


「そのためだけに戦場へ連れて行くには危険だろう」


「転移せずに残る者の魔力を使えれば良いのだが、転移陣に触れていると、その手だけ転移される可能性が高いからな。なかなか実験もできぬ」


到着と同時に転移陣の検証を始めた面々に向かって、わたしは「養父様、話し合いは後回しにして境界門を開けてください」と声をかけた。


「そうだな。検証は後回しだ。行くぞ」


この位置からでも月明かりを受けて白く浮かび上がる境界門が見える。一番に飛び出していきたいと思う逸はやる心を抑え、皆が騎獣を出すのを待った。ジルヴェスターとその側近が先に、わたし達はその後について騎獣を駆る。


境界門に到着すると、ジルヴェスターがシュタープを取り出して「エフネトーア」と唱えながら門を軽く叩いた。真っ白の境界門がゆっくりと開き始める。同時に、螺鈿らでん細工ざいくに使われる貝の真珠しんじゅ層のようなきらめきを持つ淡い虹色の国境門が見え始めた。月明かりだけではなく、ほんのりと光っているように見えるのは魔力のせいだろうか。


「……ローゼマイン、本当に使えるのか？」


「大丈夫ですよ」


ジルヴェスターが国境門を見上げて呟く。国の礎を押さえていなくても、グルトリスハイトを持っていれば国境門を使うことはできるのだ。先代ツェントの第二王子もグルトリスハイトを預かっただけで国境門の開閉に向かったし、ランツェナーヴェを建国したトルキューンハイトも勝手に国境門を開けて出奔しゅっぽんしている。


……わたしのメスティオノーラの書は魔法陣が欠けてるから門の開閉もできなくて、すでに設置されてる転移陣が使えるだけなんだけどね。


今回はそれで十分だ。わたしは騎獣を降りて国境門に近付き、シュタープを出した。


「グルトリスハイト」


わたしの手にメスティオノーラの書が現れる。背後にいる者達が息を呑んだのがわかったけれど、それを無視して、わたしはメスティオノーラの書を門にぺたっと押し付けた。


……うわ！


ものすごい勢いで魔力が吸われていくのがわかる。今まで魔力供給をしていなかったせいだろう。魔力を流していくと、淡く虹色に光っていた門が強く光り始めた。同時に、それほど大きくはないが、ズズズズズと何かがずれるような音がし始める。三角の屋根が左右に滑るように動き始めた。


「ほぅ……。素晴らしい」


「なんて美しいのでしょう」


うっとりとした声でそう言ったのはハルトムートとクラリッサだ。


「闇の神の寵愛ちょうあいを受けた夜空の髪に光の女神の御加護を得た金色の瞳、様々な神から祝福を受けたその美貌びぼう。グルトリスハイトを手にして全属性の国境門に再び光を与える姿は、まさに英知の女神メスティオノーラではありませんか」


……黙って、お願い。キルンベルガの人達がドン引きするから！


だが、残念なことにドン引きはされなかった。クラリッサとハルトムートの興奮気味の称賛に、ジルヴェスターやキルンベルガの騎士達から上がった驚きの声が混じる。


「国境門が光り輝いている。このようなことが……」


「グルトリスハイトだと!?」


「まさかローゼマイン様が……」


キルンベルガの国境門は約二百年動いていないのだ。こうして魔力を与えられ、光を増すだけでも驚きなのだろう。


だが、周囲の驚きはどうでも良い。早く行かなければならない。わたしは屋根の動きを凝視ぎょうしする。あの中に国境門から国境門へ移動できる転移陣が敷しかれているはずなのだ。


「門柱の階段から上がることもできますが、今回は時間が惜しいので騎獣で一気に上へ行きます。この門を開けたわたくし以外は弾はじかれるので、アーレンスバッハへ行く者はわたくしの騎獣に乗ってくださいませ」


アーレンスバッハへ同行する側近達に騎獣を片付けてレッサーバスに乗るように指示を出す。皆が乗り込む間に、わたしはジルヴェスターに向き直った。


「では、いってまいります。絶対にフェルディナンド様を連れ帰りますから」


「待て、ローゼマイン。これを……。ジギスヴァルト王子から預かっている」


六属性の魔石に金色で王族の紋章が刻まれたお守りらしき魔術具のネックレスをジルヴェスターが差し出した。それほど強固なものではないが、守りの魔法陣も刻まれている。


「ジギスヴァルト王子からですか？　いつお会いしたのです？」


「ユストクス達の話を聞いた後だ」


ジルヴェスターによると、ツェントに緊急の通信を送ったところ、直接話を聞きたいと言われたらしい。ローゼマインが関わると何が起こるかわからないから事前にできる限りのことを把握はあくするようにアナスタージウスから言われているようだ。


「最初は三日後に面会を……とツェントがおっしゃったのだが、おそらく三日後にはもう終わっているだろう？　それでは事後の報告になります、と伝えたらエーレンフェストのお茶会室にジギスヴァルト王子を遣わしてくださったのだ」


ツェントは忙しい上に、今日はたまたま騎士団長のラオブルートが休みだったので出られなかったそうだ。ジルヴェスターはお茶会室を訪れたジギスヴァルトに話をして、代わりにこのお守りを預かったらしい。


「これが王族の許しを得ている証しになるので必ずつけているように、だそうだ。後ろを向け。つけてやろう」


アーレンスバッハの礎の魔術を奪うのに、王族の許しがあるとないのでは大違いだ。反発の大きな貴族達を抑える際に役立つだろう。わたしはフェルディナンドを救いたいだけで、邪魔さえされなければアーレンスバッハの貴族と戦うつもりはない。


……これで貴族達がさっさと道を空けてくれればいいんだけど。


王が決めた次期領主であり、ヒルデブラントの婚約者であるレティーツィアを計画的に罠わなにはめ、王命でやってきた婚約者であるフェルディナンドを殺そうとしている領地だ。とても王族の許可証に「ははーっ」と頭を下げてくれる貴族ばかりだとは思えない。それでも、レティーツィアに味方する貴族や中立派の貴族には効果があるだろう。


わたしはありがたくジギスヴァルトの気遣いを受け取るためにジルヴェスターにくるりと背を向けた。ネックレスをつけやすいように髪をまとめて退ける。そこで青色巫女見習い時代に黒のお守りをもらった時のことを思い出した。あの時と違って今では毎日のように装飾品を側仕え達につけてもらっているので、慣れた動作になっている。もう「男に装飾品をもらったことがないのか」とは言われないだろう。


……わたし、成長したね。装飾品、もらいまくりだよ。


「まるで養父様がくださった黒のお守りのようですね。今度はジギスヴァルト王子のお守りがわたくしを守ってくれるでしょうか？」


「其方の守りたい者ごと守ってくれるはずだ。……行け」


カチリと留め金のかかる音がして、ジルヴェスターに軽く背を押された。わたしはコクリと頷いて騎獣に乗ると、国境門の上に駆け上がり、屋根がスライドして見えている内部に降り立った。


わたしが降り立ったところは虹色のつるりとした床だ。そこに大きな転移陣が敷かれている。昔は毎年ツェントが側近達を連れてやって来ていたからだろう。メスティオノーラの書の古い時代では側近達を連れてツェントが華々しく国境門のある街を騎獣で駆け回ったという記述もあった。時代が下る程、連れている人数が減り、魔力の節約をするようになってきたのだが。


わたしは騎獣から降りて、転移陣の上に立つ。キルンベルガの境界門の屋上やその上空に騎獣に乗ったジルヴェスターやカルステッド達が見えた。わたしは笑顔で手を振ると、シュタープを出す。


「グルトリスハイト」


夜の暗い空間でも読みやすいようにわたしが持っているメスティオノーラの書の表面は光っている。とても便利で読みやすい。わたしは指を軽く動かして転移陣を動かす方法を検索し、画面に映る魔法陣をトンと選択する。


「ケーシュルッセル　ダンケルフェルガー」


画面から魔法陣が飛び出した。全属性の光を放つ魔法陣が空中に浮き、転移陣の上で光を放ちながら回転する。その光に促されるように、下に描かれている転移陣も動き始めた。上からも下からも魔力を吸われる感覚に驚きながら、わたしは魔力を流していく。


光の奔流で視界が白くなった。転移する時特有の浮遊感に目を閉じる。「フェルディナンドを頼んだぞ、ローゼマイン！」というジルヴェスターの声が最後に聞こえた。







出陣


「おおおおお!!」


転移中に特有のゆらりと揺れる感覚に耐えている中、少し遠くから野太い雄叫おたけびが響いてきた。それだけでダンケルフェルガーに到着したことがわかる。本物のディッターを前に興奮しているらしい雄叫びを耳にして、体感温度が五度は上がったと思う。正直、暑い。


目を開けると、国境門の中だった。転移陣が光り、国境門自体が光を帯びている。けれど、まだ屋根が開いていないので、ダンケルフェルガーの騎士達の姿は見えない。


「屋根が開いていなくても、ここまで声が響くのですね。アーレンスバッハへ到着する前に興奮しすぎて騎士達の体力が減りそうに思えるのですけれど……」


「そのような軟弱なんじゃくな騎士、ダンケルフェルガーには存在しません。ご安心くださいませ」


クラリッサは笑顔で胸を張って請け負ってくれるけれど、別の意味で不安になる。こんなに興奮している騎士達を本当にわたしが率ひきいるのか、と。


「それに、もう十年以上ツェントの訪れがない国境門に動きがあるのですもの。皆が興奮するのは当然です」


……あぁ、そうか。ダンケルフェルガーにとっては十数年なんだ。


クラリッサの言葉に妙な納得をする。エーレンフェストのキルンベルガにおいては歴史書でしか見られない現象も、ダンケルフェルガーでは自分の目で見たことがある現象なのだ。声が出ない程驚くものではないらしい。


わたしは一人で騎獣から降りると、メスティオノーラの書を壁にぺたっと押し付けて魔力を注ぎ始めた。国境門の屋根が少しずつ開いていくのに比例して雄叫びが大きくなっていく。完全に開いたのを確認してから、わたしは騎獣に乗り込み、空へ駆け上がった。


境界門の屋上には予想以上にたくさんの騎士達が集まっていた。右側の門柱の屋上には鎧をまとって戦いくさ準備の整っている騎士が十人ずつ十列で整列している。その前に二人分の人影が見えるけれど、彼等は指揮官のような存在だろうか。左側の門柱の屋上には鎧をまとっていない見送りや見学らしき人達の姿がその数倍ひしめきあっている。左側の境界門の屋上はいっぱいだ。


わたしは右側の門柱の屋上に向かう。領主夫妻とレスティラウトが側近を従えて有志の騎士達の前にいるのが見えた。


……あれ？　ハンネローレ様がいない。未成年だからかな？


真夜中なので仕方がないかもしれないが、ダンケルフェルガーの領主一族が並ぶ中にハンネローレの姿がなかった。貴族院ではほとんど交流できなかったので、挨拶だけでもしたかったが仕方ない。少しだけ残念に思いながら、わたしは騎獣を降りた。


「アウブ・ダンケルフェルガー、それから、有志の騎士の皆様。急な要望へのご対応とご協力に心から感謝します」


水鏡の通信で話をしたアウブ以外の者が息を呑んでわたしを見つめてくる。特にレスティラウトの驚愕きょうがくに満ちた視線が痛い。無言でじっと見つめられる中、何故か背後からハンネローレの声が聞こえてきた。


「アウブより話は伺っていましたが、本当にローゼマイン様ですか？」


「はい。間違いありません」


わたしは反射的に答え、そちらを振り返る。


……え？　ちょっと待って。


アウブ達以外にこの場にいるのは、鎧で全身を固めた騎士達だけのはずだ。軽く目を見張ってわたしを見つめてくるハンネローレの姿に、わたしも息を呑む。


「ハンネローレ様、その恰好かっこうはまさか……」


彼女は全身を魔石の鎧で固めていた。出陣のメンバーに入っているのは明確だ。


「わたくしは貴族院の三年生で行われたディッターで大変な失態を演じました。ダンケルフェルガーではディッターの恥をディッターの勝利で雪すすがなければなりません。できる限り、ローゼマイン様のお役に立てるように頑張りますから、ぜひご一緒させてくださいませ」


ハンネローレが恥ずかしそうに微笑みながらそう言った。おっとりほわほわとした雰囲気とセリフが全く合っていない。


……ディッターの恥はディッターの勝利で雪ぐって、何それ!?


ハンネローレのような未成年の女性領主候補生をアーレンスバッハへ向かわせて本当に良いのだろうか。今回は観光ではなく戦争である。わたしは頬を引きつらせながら、並んでいる領主夫妻に視線を向けた。第一夫人でさえ当たり前のような顔をしていて、今更止められるような雰囲気ではない。ハンネローレ本人が言ったように、ダンケルフェルガーでは推奨すいしょうされることなのかもしれないが、エーレンフェストではあり得ない。


……領地の慣習の差が大きすぎるよ。


そう思ったところでハッとした。他領へ攻め込むと先頭に立っているわたしが未成年の女性領主候補生だ。ダンケルフェルガーに「あり得ない」とは言えない。全部自分に返ってくる。


……のおおおぉぉぉ！　もしかして、わたしが一番あり得ない存在かも!?


「ローゼマイン様、少しよろしいですか？」


レオノーレに声をかけられて、わたしはピッと姿勢を正す。


「ローゼマイン様がアウブにご挨拶をされる間にダンケルフェルガーの騎士達と打ち合わせをしたいと存じます。アーレンスバッハの国境門へ到着してからでは遅すぎるでしょうから」


ダンケルフェルガーの反応から考えても、転移したら国境門は光るようだ。すぐ手前の境界門で当直をしている騎士達には転移した時点で見つかるだろう。わたし達はなるべく戦闘を避けて神殿まで一気に駆け抜けたいと思っている。アーレンスバッハの国境門に着いてから悠長ゆうちょうに打ち合わせるような余裕はないし、その間にアーレンスバッハの騎士達が集まってきても厄介やっかいだ。情報の摺すり合わせや合図などの打ち合わせは今のうちにしておいた方が良い。


「お願いします」


「ローゼマイン様の護衛はアンゲリカと文官達に任せます。皆、行きましょう」


わたしが手渡しておいた地図を手に、レオノーレはダンケルフェルガーの騎士のところへ向かう。文官達に護衛を任せるとは何事かと普通は思うかもしれないが、ここにいる文官はフェルディナンドから戦力に数えられるユストクス、ダンケルフェルガー出身で武よりの文官クラリッサ、それからハルトムートである。レオノーレの合理的な判断は間違ってはいない。


……ダンケルフェルガーの実質的な指揮官はハイスヒッツェさんか。


ハンネローレと並んで立っていた騎士はハイスヒッツェだ。見覚えのある青いマントをまとっていて、「一体どこでこのような詳細な地図を手に入れたのか」と呟きながら、真剣な面持ちで地図を覗のぞき込んでいる。


「ローゼマイン様、わたくしも指揮官としてあちらの打ち合わせに参加いたしますね」


ハンネローレがニコリと微笑んで騎士達の方へ移動したので、わたしは領主夫妻とレスティラウトに向き直った。上位領地への協力依頼に対する礼を述べ、王族と連絡が取れたことを伝える。


「わたくしの言葉が真実であることは、こちらの王族の紋章を見ていただければ信じてもらえると存じます。許しの証しとしてジギスヴァルト王子からいただきました」


わたしは領主夫妻に見えるようにネックレスを服から引っ張り出す。王族の許可証を見て、その場の者達は軽く目を見張った。


「アウブのお話だけでは半信半疑でしたが、それだけの品質の紋章を贈られるのでしたら間違いないようですね」


アウブ・ダンケルフェルガーを見ながら、第一夫人はゆっくりと息を吐き出した後、にっこりと笑みを浮かべてわたしを見つめる。


「ダンケルフェルガーはツェントのご意向に従いましょう」


「ありがとう存じます、ジークリンデ様」


「よし。ならば、私もエーレンフェストの要請に従い、本物の……」


アウブ・ダンケルフェルガーが突然身を乗り出したけれど、ジークリンデから凄みのある笑みで見つめられた途端に勢いをなくしていく。夫を黙らせ、彼女はわたしにニコリと微笑んだ。


「ダンケルフェルガーではツェントからの要請があれば、アウブが騎士を率いて中央へ向かうことになっています。さすがに中央騎士団との関係や王族とのやり取りを、成人して間もないレスティラウトには任せられませんから」


アウブ・ダンケルフェルガーが「本物のディッターに参加する」と言ってジークリンデに叱しかられたことが容易に想像できる姿に乾いた笑みが浮かんでしまう。


「わたくし、レスティラウト様ではなく、ハンネローレ様がアーレンスバッハへ向かうことに驚きました」


「ローゼマイン様もご存じの通り、私は次期アウブです。アウブが中央へ赴いた場合、私が礎を守らねばなりません。こちらはハンネローレには任せられない私の役目なのです」


わたしは本物のディッターに参加したいとごねたらしいアウブ・ダンケルフェルガーをちらりと見ながら、レスティラウトを褒めた。


「とてもご立派だと存じます、レスティラウト様。でも、レスティラウト様にそのような話し方をされると、わたくし、何だか落ち着かないのですけれど……」


今まで散々悪態を吐かれたり、尊大な態度でぞんざいな扱いをされたりしてきたのに、急成長した途端に態度が変わりすぎだ。公的な場ということを踏まえても慇懃いんぎんが過ぎる。目が合った途端に逸そらして、視線さえ合わせてくれないのはどうかと思う。


「だが、グルトリスハイトをお持ちのローゼマイン様に以前のような気安い態度は許されません」


……成長したせいじゃなくて、メスティオノーラの書のせいか。


今のツェントや王族が持っていない、本物の王の証しだ。歴史のあるダンケルフェルガーの領主一族が敬うやまうのは当然である。あの分厚い歴史書を読めばわかる。


「それでも、いつものようにお話ししてくださいませ。距離を取られたようで少し寂しいです」


「……フン、其方がそこまで言うならば仕方がない」


いつもの姿に少しだけホッとする。レスティラウトはちらちらとわたしを見ながら、「今回の勝算はあるのであろうな？」と小声で問いかけてきた。


「別に其方を心配しているわけではない。ハンネローレのことだ。ハンネローレにとっては恥を雪ぐ絶好の機会だからな。今回は其方が率いるのだ。ハンネローレも自ら勝負を投げ出すような無様な真似まねはすまいが……その……」


ダンケルフェルガーではディッターに参加しておきながら勝負を投げ出すのは、どうやら非常に恥ずかしいことらしい。三年生のディッターでハンネローレがヴィルフリートの手を取って陣を出たせいだろう。それを雪ぐことができるかどうかは、今回の戦いにかかっているそうだ。レスティラウトの赤い目にはハンネローレを心配する色が浮かんでいる。


「礎を奪うだけならば難しくはないのですよ。今回最も難しいのはフェルディナンド様を救出することなのです」


「必ずやフェルディナンド様を救出いたしましょう、ローゼマイン様。私も全力を出します」


打ち合わせが終わったのか、こちらへやって来ていたハイスヒッツェが強張った顔で自分の胸を叩いた。


「前回私はフェルディナンド様をお救いするつもりで間違えてしまいました。今回はローゼマイン様が導いてくださるのです。間違わずにお役に立てるでしょう」


ハイスヒッツェの顔には後悔の色が濃い。フェルディナンドをアーレンスバッハへ向かわせる後押しをしたことを悔やんでいたことがありありとわかる。良かれと思って行ったことが裏目に出たのだ。本当にやりきれない思いをしていただろう。


「フェルディナンド様をお救いし、私はこのマントを返します。私がディッターでフェルディナンド様から真実の勝利を得た時に取り戻す物ですから」


自分がまとっているマントをつかんで、ハイスヒッツェは重大な決意をした顔で夜空を見上げる。


ハイスヒッツェにとっては重大な決意でとてもシリアスな気分に浸っているのはよくわかるけれど、わたしはマントを突き返されるフェルディナンドを思い浮かべると、ハイスヒッツェとの温度差にしょっぱい気分になってしまう。


……フェルディナンド様、絶対に迷惑顔をするんだろうな。実際、返されても困るし。


救出された途端、マントを押し付けられてディッターを申し込まれるフェルディナンドのことを考えれば生温なまぬるい笑みが浮かんでしまう。でも、どんな迷惑顔でも何もかもを諦めた顔よりはずっと良い。


……フェルディナンド様は嫌々というのが一目でわかる迷惑顔でディッターをしてればいいよ！　わたしを巻き込まずにね！


「お心遣いを嬉しく思います。絶対に救出しましょう」


「はい、シュタイフェリーゼより速く！」


歯切れの良い返事をしたハイスヒッツェがハンネローレを振り返る。


「ハンネローレ様、儀式を！」


「はい！　ローゼマイン様、中心はお任せいたします」


「あの、わたくし、舞えませんよ!?」


いきなり役割を振られて、わたしは目を剥いた。けれど、ハンネローレは自分の定位置に向かいながら微笑んで流す。


「舞う必要はございません。初めての時と同じで結構です。中心で士気を上げるのにローゼマイン様以上に相応ふさわしい方はいらっしゃいませんもの」


「おおおぉぉぉ！　ハンネローレ様のおっしゃる通りだ！」


「ローゼマイン様の祝福をこの身で受けられるぞ！」


「ダンケルフェルガーの古い儀式を正しく蘇らせたエーレンフェストの聖女！」


確かに今回のディッターの扇動者せんどうしゃはわたしだ。国境門を使って彼等の熱気をさらに上げたのもわたしだ。「儀式より早く行こうよ」と言いたいけれど、ダンケルフェルガーではディッターの前に儀式を行うのが当たり前で、祝福は得ておいた方が戦いでは有利だ。ここでわたしが尻込みして無駄な時間を使ったり、士気を下げたりするわけにはいかない。


……逃げようがないのはわかるけど、このノリ、何かおかしくない？


ハンネローレから役を振られ、見学客からの歓声と周囲の期待の視線に抗あらがえず、わたしは境界門の屋上の中心に立った。


……うぅ、祝福しすぎに注意だね。


ダンケルフェルガーの騎士とわたしの側近達がざっと輪になるのを見ながら、わたしは一つ深呼吸をして「戦いに臨む我等に力を！」とシュタープを掲げる。


「ランツェ！」


わたしのシュタープがライデンシャフトの槍やりに変化する。それを合図に騎士達もシュタープを槍に変化させた。ダンケルフェルガーの騎士の中にライデンシャフトの槍を握っている者が数人いるのは見間違いではないようだ。


「我は世界を創り給たまいし神々に祈りと感謝を捧げる者なり」


槍が一斉にドンと足元に打ち付けられた。見学客から「おおおおお!!」と声が上がり、空気が振動する。嫌でも緊張感と興奮が高まってきて、心臓が勝手に鼓動を速めていく。


「勝利を我が手に収めるために力を得よ。何者にも負けぬアングリーフの強い力を。勝利を我が手に収めるために速さを得よ。何者よりも速いシュタイフェリーゼの速さを」


わたしは祝詞のりとを口にするだけだが、周囲の騎士達は歌いながら槍を素早く動かし始める。切れの良い動きでぐるんと回転させたかと思うと柄を地面に打ち付け、槍を持ちかえて金属的な音が拍子を響かせた。その度に周囲から声が上がり、体感温度が同時に上がっていく。周囲との一体感と、全身が熱くなるような熱気を感じながら、わたしは槍を掲げた。


「戦え！」


見学客まで声が揃う。槍を高く掲げると、夜空を切り裂くように色とりどりの祝福が降り注ぎ、見物客達から一際大きな雄叫びが響いた。


そこにアウブ・ダンケルフェルガーが前に進み出てバッと手を挙げる。


「行け、我がダンケルフェルガーの精鋭せいえい達よ！　奪え、アーレンスバッハの礎を！　シュタイフェリーゼより速く！」


「応！　シュタイフェリーゼより速く！」







    
  
  








ハンネローレとその護衛騎士、それから、自分の側近達を乗せてわたしは騎獣で国境門へ飛び込む。残りの騎士達には階段を駆け上がってもらうことにした。ダンケルフェルガーの騎士達は体力が有り余ってそうなので問題ないだろう。


「ローゼマイン様、皆が集まってくるまでの間に魔力の回復薬を飲んで、できるだけ騎獣を小さくして転移陣のない部分に移動させてくださいませ。せっかくですから、撹乱かくらんに使えそうな魔術具をダンケルフェルガーへ配りましょう」


レオノーレの指示に目を瞬くと、マティアスが転移陣を指差した。


「この転移陣は鎧をまとった百人の騎士が入れる大きさではございません。魔力的にご負担かと存じますが、二回に分けて転移させる必要がございます」


撹乱の人数は多い方が良いので、同行させる騎士を減らすのではなく二回に分けて転移させた方が良いとマティアスは言った。


「一回目に移動するのは階段から外に出る者です。転移した後、階段で待機してもらいます。二回目に移動する者はできる限りローゼマイン様の騎獣に乗せます」


二回目に転移した騎士はアーレンスバッハの境界門の上空でレッサーバスから飛び出して、自分の騎獣に乗っていくのだそうだ。これで境界門の騎士達の視線を釘付くぎづけにし、国境門の階段から出ていく騎士達の安全を少しでも確保するらしい。


「……フェルディナンド様が騎士を置くべきだと言い、それを受け入れた騎士団長が罷免ひめんされたのだ。今は境界門に騎士がいないと思うぞ」


エックハルトはそう言ったけれど、境界門に監視の騎士がいないなんてとても考えられない。特に今はランツェナーヴェの船が出入りできるようになっているし、今日の昼間に城内で変事もあった。レティーツィアに罪をなすりつけて捕らえたいディートリンデと、陥れられたレティーツィアを守りたい側近達は対立しているだろうし、騎士達は領主一族の命令に翻弄ほんろうされて動き回っているはずだ。


「今日一日でユストクスやエックハルト兄様の記憶と騎士の配置が換わっていてもおかしくありません。それに、これだけの人数が許可なく境界門を越えれば、礎を染めたアウブならば気が付きます。いかなる時も油断大敵ですもの。わたくしはレオノーレとマティアスの提案を採用します」


「姫様のおっしゃる通り、警戒するのは悪いことではありません。むしろ、気を付けなければならないのは、アーレンスバッハの国境門が海の上にあるということです。階段から外に出る者は気を付けなければ海に落ちます」


……それは大変だ。


相談している間に階段を駆け上がって来たダンケルフェルガーの騎士達が転移陣の上に並び始める。転移陣がいっぱいになったところで、これからの行動を説明して一度目の転移を行った。その後、残りの騎士達をレッサーバスにできるだけ乗せて転移させる。国境門に魔力が満ちたせいか、転移に必要な魔力はぐっと減っていた。






キルンベルガからダンケルフェルガーへ移動した時と違って、光る国境門を見て騒ぐ声が全くない。シンと静まりかえっているからこそ、敵が待ち構えているような気がしてならない。


「階段下。準備完了」


オルドナンツが先に転移した騎士達の状況を小声で短く伝えてくれる。ピンと張り詰めたような緊張感を覚えつつ皆に小声で注意を伝え、わたしは国境門の屋根を開いてレッサーバスで一気に飛び出した。国境門のすぐ手前にある境界門の上空で、ダンケルフェルガーの騎士達がレッサーバスから飛び出して次々と騎獣に乗っていく。同時に、階段の下で待機していた騎士達が国境門から騎獣に乗って飛び出してくる。騎士が武器を構えて警戒しながら辺りを見回した。


「……どうして誰もいないのでしょう？　これだけの人数が境界門を越えて、アウブが気付かないはずがないのですけれど」


暗い海の中、遠目にも目立つだろう虹色に光る国境門。その光を受けて白く浮かび上がっている境界門。警戒して緊張していたのが悲しくなるくらいに誰もいない。騎士団が駆けつけてくる気配もない。暗い中、門に打ち付ける波の音だけが空むなしく響いている。


「暗闇に紛まぎれてやって来る準備をしているのでしょうか？」


「逆に不安になりますね」


「私は誰もいないと言ったはずだ。目的は戦闘ではないのだから、ちょうど良いではないか。この機会に一気に進むぞ。ハンネローレ様、手筈てはず通りに城の周辺で撹乱をお願いします」


エックハルトが指示を出し、ハンネローレとハイスヒッツェは上空に散開して警戒しているダンケルフェルガーの騎士達に合図を出した。


「クラリッサはハンネローレ様と行動を共にしてください。貴女の広域魔術の補助魔術は撹乱にとても役立つでしょうから」


「かしこまりました。ご武運を！」


クラリッサがハンネローレの団体に交じるのを確認し、わたしはレッサーバスのハンドルをぎゅっと握る。


「案内をお願いします、エックハルト兄様。わたくし、地図はわかりませんから！」







アーレンスバッハの神殿


夜空と同じ色合いの海の上をレッサーバスで駆け抜ける。高台の上にある城へ飛んでいくダンケルフェルガーの騎士達と途中で分かれ、わたし達は神殿へ方向を変えなければならない。エーレンフェストと違って、アーレンスバッハの神殿は貴族街の真ん中にあるからだ。


海の上を駆けていると、港が見えてきた。夜の海で漁をすることもあるのだろうか。小さな明かりがいくつか見える。人の出入りもあるようだ。できるだけ今回の戦いに平民達を巻き込みたくないという思いを強くしながら、わたしはこちらで初めて見る港に身体強化で目を凝こらした。見慣れた形の船の中に、変わった形の大きな銀色の物体がいくつか並んでいる。


「船の中に銀色の変な物がありますね。あれは何ですか、ユストクス？」


「ランツェナーヴェの船です、姫様」


「まるで細長い『潜水艦』みたいですね」


何となくそう返事をした後、銀色という色にひやりと首筋が冷えた。


「……もしかしたらあの船も魔力が効かないのではありませんか？」


「国境門から出てくる時は黒で、海の上で色を銀に変えていました。その可能性はあります」


ユストクスの声が強張ったものになった。今までは特に警戒していなかったようだ。


「魔力を通さない銀色の物は布だけではないのですね。すぐにハンネローレ様達にオルドナンツで注意を送ってください。ユストクス、ハルトムート。どうしたらエーレンフェストや中央へ注意ができますか？」


「今の時点では手紙を飛ばす以外に境界線を越える連絡方法がございません。残念ながら、今はそのような紙やインクを持っていません。城に着いてからになります」


「ローゼマイン様の文官の嗜たしなみとして私は持っています。すぐに書きましょう」


ハルトムートが「いつでもどこでもお手紙セット」を出して手紙を書くと、エーレンフェストと中央に向かって飛ばす。オルドナンツが使えない平民に向けて思い付きで手紙を飛ばすわたしに対する備えが役に立つこともあったらしい。


「姫様、あれがアーレンスバッハの神殿です」


ユストクスが前方のやや左側を指差してそう言った時、城の上空で派手な爆発音がした。ダンケルフェルガー達の撹乱が始まったようだ。


「急ぎましょう、姫様」


陽動をダンケルフェルガーに任せ、わたし達は神殿の門を飛び越えて庭に降り立った。門の内部はしんと静まっている。何もかもが寝静まる深夜であるせいか門番の姿もないようで、いくつもの騎獣が降り立ったというのに誰何すいかの声さえ上がらない。


「……何か変ですね」


門番がいれば捕縛ほばくしたり、神殿長か神官長への取り次ぎを強要したりしなければならなかったので、灰色神官達にあまりひどいことをしたくないと思っていたわたしとしては少し安心してしまった。だが、あまりにも静かすぎる。


「アーレンスバッハの神殿では門番を置かないのかしら？」


「さすがに神殿の内部に関する情報はありません。祈念式の時は神官達が聖杯を運んできたため、我々は神殿に立ち入っていないので……」


ユストクスが「期待にお応えできずに残念です」と首を横に振る。アーレンスバッハの側近達が始終付きまとっている状態で、できるだけ多くの情報を集めていたユストクスに神殿まで出張して情報を探るような余裕はなかっただろう。


「この神殿の情報はこの神殿の者に尋ねるしかありませんね。わたくし、名捧げをした護衛騎士達を連れて神殿で用を済ませてきますから、ユストクスとハルトムートは……」


「お待ちください、ローゼマイン様。ここはエーレンフェストの神殿ではございません。中の様子を確認もせずに他領の神殿へローゼマイン様を入れることはできません」


後部座席のハルトムートが荷物の中にある木箱一つを自分の手元に引き寄せながら、ニコリと笑ってそう言った。


「ハルトムート、何を言い出すのですか？　時間がありませんし、わたくしが行かなければ……」


「他領の神殿へローゼマイン様が立ち入るためには清めが必要です。神官長であった私が行いますから、少々騎獣の中でお待ちください。口止めが簡単なので、ローゼマイン様に名を捧げたマティアスとラウレンツには私の手伝いをしてほしいと考えています。ローゼマイン様の護衛として名捧げをしていないコルネリウス、レオノーレ、アンゲリカを残します。いかがでしょう？」


ハルトムートは有無を言わせぬ笑顔で木箱を抱えてそう言った。神殿のどこに礎があるのかはジルヴェスター以外に言っていない。けれど、ハルトムートはある程度察しているようだ。何もかもわかっていそうな笑顔に驚きながら言葉を濁にごして確認してみる。


「……ハルトムートはわたくしが神殿のどこへ行くつもりなのか知っているのですね？」


「フェルディナンド様のためにアーレンスバッハの礎を奪うことを決め、この神殿にやってきたのです。この神殿のどこに行けば良いのかは、ローゼマイン様が姿を消した時のことを考えれば自おのずとわかります。それに、エーレンフェストの防衛でも気にかけていらっしゃいましたから」


わたしからはっきりとしたことは言っていないのに、ほとんど察しているらしい。相変わらずハルトムートの観察眼がすごい。


「ローゼマイン様、私の予想は間違っていますか？」


問答をしている時間も惜しい。ハルトムートが目的地を知っていて、中を確認しなければ立ち入らせてもらえないならば任せるしかない。わたしは自分の革袋の中から折り畳んでいた数枚の魔紙を取り出してハルトムートに渡す。


「……こちらは入室許可証です。神殿長か神官長のサインをもらい、本棚の女神を探してくださいませ。わたくし達が考えたように侵入者を防ぐ仕掛けがあるかもしれません。くれぐれも気をつけてくださいね」


「かしこまりました。……できれば仕掛けや罠の予想や解除のためにユストクス様の視点や知識が欲しいのです。フェルディナンド様の側近ならば、余計なことは口にしないでしょう？」


含みのある笑顔でそう言ったハルトムートにユストクスが苦笑した。


「フェルディナンド様を助けるためならばいくらでも協力しますよ、姫様」


「エックハルト兄様はどうしましょう？」


「姫様の護衛をさせてください。今の状況で姫様の護衛騎士をこれ以上減らすことはできません。フェルディナンド様に叱られます」


木箱を抱えたハルトムートとユストクスが騎獣を降りていき、代わりにレオノーレが乗ってきた。アンゲリカ、コルネリウス、エックハルトの三人は騎獣の周囲を守るらしい。


「確認もなく他領の神殿へ入ってはならない、とハルトムートに言われました。正しいことはわかっているのですけれど、ここまで来て待つのは辛いですね」


「貴族のいない神殿の清めですから、それほど長い時間はかからないでしょう。それよりもわたくしはダンケルフェルガーの動きが気になります。魔術具の音が完全に止まっていませんか？　まさかこの短時間で城を制圧できるとは思えませんし、騎士団が対抗していないように思えて……」


普通は予想外の攻撃を受ければ、アーレンスバッハの騎士団の間で警戒や応戦の信号が飛び交ったり、緊急集合の鐘が鳴ったりする。けれどダンケルフェルガーの魔術具以外では特に音がしなかったし、それさえ今は止やんだように思えるらしい。レオノーレにそう言われ、わたしは窓から身を乗り出すようにして上空の様子を窺う。


……確かに静かになった気がする。


そこにオルドナンツが飛んできた。わたしは窓から身を乗り出したまま腕を差し出す。パサパサと翼を動かして腕に降り立つと、オルドナンツが嘴くちばしを開いた。


「ローゼマイン様、クラリッサです。撹乱のためにダンケルフェルガーが城の上空で魔術具を使ったにもかかわらず、騎士団が出てきません。何か想定外のことが起こっている可能性があります。どうされますか？　このまま城を制圧し、フェルディナンド様がいらっしゃる魔力供給の間を探しますか？」


周囲を警戒したような小声で語られる内容に、わたしはレオノーレと顔を見合わせる。


「ディートリンデ様はフェルディナンド様の魔力が枯渇するまでにグルトリスハイトを手に入れたいと言っていました。騎士団を引き連れて中央へ行ったのかしら？」


「さすがに全ての騎士を連れて行くとは思えません。……ローゼマイン様、待ち伏せの可能性を考慮こうりょした上で、ダンケルフェルガーに城の様子を探ってもらいましょう。どうせ魔力供給の間へは行かなければならないのです」


レオノーレの言葉の通り、わたしは「十分に警戒しつつ、城の様子を探ってください」とオルドナンツに言葉を吹き込んで飛ばした。


「白の鳥だ！　この奥に魔力持ちが隠れているぞ！」


「門を壊せ！」


「退け！　魔石は俺の物だ！」


不意に門の向こう側から複数人の声が響いた。わたしはレオノーレと顔を見合わせる。誰かがいたことに驚いたわけではない。口々に言われた内容が予想外だったのだ。


直後、門番だけが通るための小さな出入り口に体当たりしているような、鈍器どんきで叩いているような音が響き始めた。


「貴族ではなさそうですね」


「はい。このような大声と乱暴な物言いは騎士でもいたしません。それに、貴族ならば門をわざわざ壊さなくても、騎獣で飛び越えれば良いだけです」


レオノーレの言う通り、大きな音を立ててわざわざ門を壊す意味がない。エーレンフェストと違って完全に貴族街の中にある神殿なので、魔力認識が必要な貴族門さえないのだ。


「アーレンスバッハの平民はオルドナンツを見ると、攻撃してくるのでしょうか？」


下位領地に対する態度を見る限り、ディートリンデもゲオルギーネも平民にそんな無礼を許すタイプとは思えない。


「ローゼマイン様、わたくしが様子を見て参ります」


アンゲリカが素早い動きで飛び出していく。同時に、コルネリウスとエックハルトが上空を見回すようにしながらレッサーバスに背を向けて警戒態勢をとった。すぐにアンゲリカが戻ってきて報告を始める。


「門を破壊しようとする者は三人。銀の衣をまとっています」


「銀の衣ならばランツェナーヴェの者であろう。少なくともアーレンスバッハの騎士ではないな。だが、ランツェナーヴェがここで暴れるわけがわからぬ」


考え込むエックハルトを放置し、アンゲリカは報告を続ける。


「銀の盾たてと剣を持っています。敵に手持ちの武器が効くのか、シュタープでの捕縛が可能かなどを試すためにも戦っておきたいと思います。攻撃の許可をいただけますか？」


「少人数のうちに試しておくのが良かろう、主の主」


アンゲリカの腰の辺りからフェルディナンドの声が響いたことにビクッとした。シュティンルークの声だとわかっているのに、ひどく懐なつかしい気分になる。


「敵の戦力を知ることは大事でしょう。攻撃を許可しますが、敵は様々な毒を持っている可能性が高いので、くれぐれも注意してくださいませ」


「コルネリウスはレオノーレと共にローゼマインを守れ。行くぞ、アンゲリカ。門を開けたら即座に距離を取れ。私は門を飛び越えて敵を中に入れる」


わたしが攻撃の許可を出した途端、飛び出したのはエックハルトだった。素早く騎獣を出して門を越えていく。アンゲリカはエックハルトの命令に反応して門の閂かんぬきに飛びつくと、即座に外した。


「おわっ!?」


「何だ!?」


一気に門が開いたせいで、門を壊すために武器を振りかぶっていた状態の男達が体勢を崩して転がり込んでくる。彼等が身にまとっている銀色が月の光を反射した。


「早く入れ。閉められぬ」


騎獣から飛び降りたエックハルトが、男達を背後から力いっぱい蹴けり飛ばしていく。恐らく身体強化をしているのだろう。わたしが思っていた以上に派手に飛び込んできた。アンゲリカが一番遠くに飛ばされて目を回している男をシュタープで捕縛しようとしたけれど、やはり魔力での捕縛はできないようだ。


「は、ははは……。いくら暗い中で奇襲きしゅうしたところでそっちの武器は効かねぇよ」


思い切り蹴りを食らったせいでゲホゲホと咳せき込んでいた男が、シュタープで捕縛のできなかったアンゲリカを嘲笑あざわらいながら立ち上がった。彼が銀の剣を構えるより先に、アンゲリカは自分が持ってきていた剣を素早く構え、捕縛に失敗した足元の男を何の躊躇ためらいもなく突き刺した。素早く引き抜き、傷口と武器を見る。


「効くようですが？」


アンゲリカを嘲笑ちょうしょうしていた男が信じられないというように目と口を大きく開いて、刺された男を見つめる。刺された男の方も何が起こったのかわからないというような顔で、自分の傷口に手を当てた。ジワリと染しみ出した赤い血がどんどんと勢いを増して流れ始める。白い石畳を赤い色が流れていくのが暗い中でもわかった。


……血、血が……。血がいっぱい。


視界に広がる赤が怖くて気持ち悪い。何の躊躇いもなく敵を切れなければ護衛騎士が務まらないことを知っていても、わたしは目の前で行われる荒事が苦手で喉のどの奥が引きつる。


「アンゲリカ、武器より身体強化を使え。せっかくの変わった武器と防具だ。回収したい。なるべく装備に傷を付けるな」


エックハルトの一番近くに転がっていた男はもう戦力にならない状態のようだ。首元をつかまれて引きずられているのに何の反応もない。エックハルトは「コルネリウス、武装解除しろ」と言いながら、手にしていた男を力任せに投げ飛ばした。


「はっ！」


「ひゃうっ！」


コルネリウスが捕縛用の縄を握って駆け出したけれど、わたしは人が物のように投げ飛ばされることに思わず悲鳴を上げてしまう。でも、この場で動揺しているのはわたしだけだ。護衛騎士は女性でも当然の顔をしている。全く動揺の欠片もない様子から、訓練を受けている騎士と自分の違いを嫌でも思い知った。


「くっ！」


血を流しながら男がナイフのような銀の武器をアンゲリカに投げつける。アンゲリカが手の甲で払い落とすと、物理攻撃に反応したらしいアンゲリカのお守りが攻撃を反射した。ナイフを投げた男は避けることもできずにその場に倒れる。


「なっ!?　何だ、今のは……。こんなの、聞いてないぞ」


魔術具の中に物理攻撃を反射する物があることは知らなかったのだろうか。一人だけ残った男が青ざめた顔で自分の味方を探して辺りを見回す。だが、残っているのは一人だけだ。


「身体強化で武器を回収させていただきます」


アンゲリカはフッと微笑みながら残像が見えるようなスピードで男に飛びかかると、回し蹴りの連続技を綺麗きれいに決めた。その様子を見ていたレオノーレが、わたしの隣でホッと安堵の息を吐く。


「銀の布や銀の武器について報告を聞いた時はもっと手こずるだろうと予想していましたが、簡単に終わって安心しました。相手が少人数で奇襲攻撃が決まったからですけれど、こちらが準備した武器やお守りが効くことを確認できたことは非常に大きな収穫ですね。わたくしはまだアンゲリカほど上手く身体強化を使いこなせないので、こちらの武器が通用するとわかって安心しました」


「そ、そうですね」


同じ戦闘を見たのに意識が違いすぎる。わたしはそっと視線を逸らした。血を流して倒れている男を極力視界に入れないようにしていると、エックハルトがアンゲリカにボコボコにされた最後の男をずるずるとこちらへ引っ張ってくるのが見えてしまった。


「……あの、レオノーレ。一つ質問なのですけれど、エックハルト兄様はこのような身体強化に任せた戦い方をする騎士でしたか？」


「ボニファティウス様に最も近い戦い方をする方ですよ。訓練で何度か見ているので、わたくしに驚きはありませんけれど、ローゼマイン様は初めてですか？」


レオノーレは何ということもない顔でそう言った。


「シュタープの剣以外の戦い方を見るのは初めてです。エックハルト兄様もアンゲリカも肉弾戦に慣れすぎていて驚きました」


……おじい様の教育の成果、すごいね。ユレーヴェの素材採集の時と全然違うよ。


男達を縛り上げ、エックハルト、コルネリウス、アンゲリカの三人で武装解除をしながら、エックハルトはアンゲリカに注意する。


「この銀の布には魔力が効かないのだ。ヴァッシェンで落とせぬのに血で汚れたら後々使いにくいではないか。大人数が相手で余裕がないならばまだしも、こういう少人数の時は後のことも考えて攻撃方法を選択せよ」


「はい。わかったような気がします」


……絶対にわかってない！　後のことを考えるなんて難しいこと、アンゲリカに求めちゃダメだよ！






捕虜ほりょから銀製品の装備や携帯している道具や薬を剥はぎ取っていると、マティアスとラウレンツが戻ってきた。ハルトムートがわたしを連れて来るように言ったそうだ。わたしは首から下げている神殿の鍵を服の上から一度押さえて存在を確認し、レッサーバスから出る。


「ローゼマイン様、わたくしも護衛として同行します」


「ごめんなさい、レオノーレ。この先に名を受けていない者を連れていくことはできません」


「レオノーレの言う通り、マティアス達二人ではローゼマイン様の護衛騎士が少なすぎます。せめて、もう一人お連れください」


コルネリウスの言葉にエックハルトが武装解除の手を止めて立ち上がった。


「ユストクスが許可されているならば私が行こう。其方等はローゼマインの騎獣を守りつつ、捕虜の処理と銀の武器や防具の検証を行い、新しい情報があればダンケルフェルガーと共有せよ」


「はっ！」


エックハルトがコルネリウスとレオノーレとアンゲリカに指示を出し、わたしを促して歩き始める。神殿に入ってすぐのところにシュタープの光の帯でぐるぐる巻きにされて猿轡さるぐつわを噛まされている灰色神官の姿があった。


「ハルトムートとユストクス様は目的地に待機中で、図書室内を念入りに調べています」


「神殿長の身柄も確保済みで、許可証によって我々も出入りできることは確認しました」


歩きながらマティアスとラウレンツの報告を聞く。すでに準備は整っているらしい。窓から差し込む月明かりが廊下を照らし出している。アーレンスバッハはエーレンフェストよりもかなり暖かいせいか、窓が大きくて廊下が明るい。レッサーバスに乗っている間は特に何も思わなかったが、降りると騎獣服が暑くて仕方ない。


「姫様、こちらです。このように姫様の許可証もいただきました」


ユストクスにシュタープを突きつけられたアーレンスバッハの神殿長が、喉元を引きつらせながらわたしを見た。助けてほしいと懇願こんがんされているのがわかる。


「ありがとう存じます、アーレンスバッハの神殿長。おとなしくしていてくださったら用件が済めば必ず解放いたしますから、しばらく我慢してくださいませ」


わたしはユストクスの手から許可証を受け取って、神殿図書室へ入った。床は綺麗だけれど、埃ほこりっぽい臭いがする。大領地だからだろうか。エーレンフェストの神殿図書室に比べて蔵書が多い。うっかり心惹ひかれてしまいそうだ。


「ローゼマイン様、特に罠は何もなさそうです。アーレンスバッハの神殿長の言葉が正しければ、神殿を訪れる貴族は多くても図書室を貴族が訪れたことはないようです」


「神殿を訪れる貴族が多いのですか。このままではエーレンフェストの貴族は御加護の数ですぐに他領から引き離されますね」


最初に発見したのはエーレンフェストなのに、とわたしが肩を落とすとハルトムートが困った顔で「貴族が神殿を訪れる目的に大きな違いがございます」と言った。


……あぁ、花捧げが目的か。


それ以上は深く聞かないし、ハルトムートも言わない。彼はニコリと微笑みながら、ある本棚の前に案内してくれる。


「ローゼマイン様、こちらの本棚にメスティオノーラがいらっしゃいます。お探しの女神はこちらで間違いございませんか？」


「ありがとう存じます、ハルトムート」


わたしはメスティオノーラの刻まれた本棚の前に立つと、聖典の鍵を服から引っ張り出した。本棚に刻まれているメスティオノーラの神具である聖典に指で触れる。カチリと音がして聖典が開き、そこに鍵穴が現れた。


鍵穴に聖典の鍵を差し込めば魔力の線が走り、本棚が左右に動き始める。その奥に虹色の油膜ゆまくがかかったような空間が見え始めた。魔力供給の間へ向かう時と同じだ。


「ローゼマイン様、回復薬や空の魔石などの予備はこちらにございます。私はここに控えているので、必要になればお声をかけてください」


木箱を軽く叩きながらそう言ったハルトムートに頷いて、わたしは中に入った。







アーレンスバッハの礎と供給の間


虹色の油膜を通り抜けたところに魔法陣があった。「うひっ!?」と息を呑みながら、慌てて魔法陣がないところへ足を置く。


「……あ、危なかった」


ジルヴェスターには「中にも罠を仕掛けておけば？」と言っていたくせに、神殿図書室の中をハルトムートが調べた結果何もなくて、神殿図書室に入った貴族もいないという情報にすっかり油断していたようだ。


「これってもしかしてゲオルギーネ様の罠？」


実際に仕掛けたのはアーレンスバッハの礎の場所を知っているディートリンデかその姉のどちらかだと思うけれど、提案したのはゲオルギーネではないだろうか。警戒しつつ、わたしは自分の魔力が籠もった魔石を一つ投げてみる。カツンと音がした直後、魔法陣が光って青色の炎の柱が勢いよく上がった。


「ひっ！」


その勢いと肌を焼く熱気に息を呑んでわたしは壁にべったりとへばりつく。髪の一筋でもその炎に触れたら一緒に燃やされそうだ。何もかもを呑み込みそうな青い炎がゲオルギーネの執念しゅうねんにも見えて息苦しくなってくる。胸元をぎゅっとつかんで、わたしは自分の魔力の籠もった魔石が青色の炎に呑み込まれていくのをただ見つめていた。


青い炎が小さくなって消えると魔法陣も一緒に消えて、床も部屋も見慣れた真っ白な物になる。それでもまだ何か残っていそうで怖くて、わたしは震える足を叱咤しったしながら端の方を慎重しんちょうに歩いて礎の前に移動した。


窓がなく、真っ白な壁で四方を囲まれた部屋の中に、ソフトボールほどの大きさの魔石が七つ浮かんでいる。大神おおがみの貴色きしょくに輝く大きな魔石は、魔力供給の間にあるのとよく似ている動きで天球儀のように回っていた。そこからキラキラとした光の粉のような物が少しずつ零こぼれ落ちている。


この七つの魔石は魔力供給の間と繋がっていて、キラキラと様々な色合いに見える光の粉は魔力供給の間で供給されている魔力である。つまり、降ってきている光の粉は今も流出しているフェルディナンドの魔力なのだ。


魔力でできた光の粉が降り注ぐ先に視線を向けていけば、白い床の一部が切り取られて大きな球体の一部が見えているような部分に落ちているのがわかる。見えている部分だけでも、わたしが両手を広げたよりも大きい。これが領地の礎だ。淡い緑に光っていることから、この礎を染めた今のアウブ・アーレンスバッハは水の属性が強いことがわかった。


「実物って、こんなに大きいんだ」


わたしは礎を覗き込む。大きな球状の礎の中には淡い緑に光る液体が揺らめいているが、半分にも満たないように思える。フェルディナンドが半日以上魔力を流している割には礎を満たす魔力が少ない。


……もしかして魔力の流出量をギリギリまで抑えることができたのかな？


大勢で行う儀式と違って、今は一人で閉じ込められている。それならば、他人の魔力の流れにつられて魔力が流出することはない。ディートリンデが魔法陣を作動させたので、流出量を決めたのは彼女だと思って心配していたけれど、予想以上に魔力の流れが少なかった。


……魔力枯渇を狙って殺すつもりだったら、もっと勢いよく流させるもん。フェルディナンド様がギリギリまで抗ったってことかな？


いくら流出量が予想より少なかったとしても、今この時もフェルディナンドが魔力を流していることに変わりはない。静かに降り注ぐ光の粉を見つめながら、わたしは礎の上に準備してきた空の魔石を次々と置いていく。少しでもわたしが礎を染めやすくするために、中の魔力を吸い取って減らすのだ。礎の中の魔力を減らしすぎると、白の建物や結界に大きな影響が出るので注意が必要だけれど、ある程度減らした方が染めやすい。


「……これくらいかな？」


わたしの予想よりも礎を満たす魔力が少なかったので、手持ちの魔石で対処できた。薄い緑に染まった魔石を袋に入れて片付けると、わたしは回復薬を片手にシュタープを出した。


領主候補生の講義でしていたようにシュタープで礎に触れて魔力を流し込んで染めていくのだ。自分の体の奥に圧縮していた魔力を引き出しながら、できるだけ一気に魔力を叩き込んだ。


……行けぇ！


手にしていた回復薬を飲みながらどんどん魔力を注ぎ込む。これだけの大きな魔石を染めるのは簡単なことではない。普通は体に負担がないように時間をかけてゆっくりと自分の魔力に染め変えていくけれど、今回は負担がどうとかは言っていられない。


回復する端から魔力が減っていくのがわかるけれど、魔力を流し込むことは止めない。薄い緑の礎がだんだんと自分の魔力である薄い黄色に変化していくのが目に見えてわかる。


……早く染まって！


わたしは魔力だけ回復する薬を飲みながら魔力を流し続ける。次第に緑の色合いがなくなり、わたしの色に染まっていく。完全に染め変わったことを知らせるように、礎が一度わたしの色で眩まばゆく光を放った。


「……お、終わった」


久し振りにめちゃくちゃ大量の魔力を一気に使ったせいか、軽い目眩めまいを感じる。一度礎に寄りかかって呼吸を整えると、わたしは立ち上がって礎の間から出た。


少し呼吸を整えたところで顔色はどうしようもなかったようだ。神殿図書室で待機していたハルトムートが「ローゼマイン様、大丈夫ですか？」とひどく心配そうに尋ねてきた。


「少し休憩きゅうけいをした方がローゼマイン様のお体のためには良いのですが、礎を染め終わるのをハンネローレ様がお待ちです」


「わたくしは大丈夫です。城へ急ぎましょう。……でも、騎獣までの間、少しだけ手を貸してください」


「少しと言わず、いくらでもお貸しいたします」


わたしはハルトムートの手を借りながら神殿図書室を出ると、ユストクスに声をかけてアーレンスバッハの神殿長を解放してもらう。神殿長には城から正式な連絡があるまで余計なことをせずに神殿に籠もっているように言って、わたし達は灰色神官達を解放しながら外へ出た。






「状況に変化はありましたか？」


わたしがレッサーバスに乗り込んで尋ねると、礎を染めている間、外と情報のやり取りをしていたユストクスがダンケルフェルガー側の状況を教えてくれた。ダンケルフェルガーが攻め込んだ城の中にいたのはアーレンスバッハの貴族ではなく、ランツェナーヴェの者達だったらしい。暴れていた彼等をどんどん捕らえていき、今は貴族街をうろついている者達を探索しているそうだ。


「どうやらランツェナーヴェが暴れている背景にはディートリンデ様、アルステーデ様、ゲオルギーネ様の指示があったようです」


「どういうことですか？」


「城へ入ったダンケルフェルガーによると、ランツェナーヴェからの被害が非常に偏かたよっているそうです」


本館は無傷なのに、領主候補生の北の離れやフェルディナンドの部屋がある西の離れが徹底的に襲われていたらしい。すでに人影はなく、魔術具の類たぐいが根こそぎ略奪されているそうだ。


「貴族街の家の中にも被害に遭っている家と素通りされている家があり、敷地の入り口に印が付いている家は襲われていないようです」


「フェルディナンド様やレティーツィア様と関係の深い者が標的になっているようですね。本人以外には開けない隠し部屋に隠れていてくださるのであれば、少しは安心ですけれど……」


銀の装備や毒についての情報がないまま、突然襲われたのであれば被害は甚大じんだいだろう。


「ダンケルフェルガーの被害状況は？」


「こちらから情報を流したことが功こうを奏そうしたようで、ダンケルフェルガーに被害らしい被害はないようです。むしろ、本物のディッターをするためにやって来たのに、空も飛べない相手では不足すぎると不満が出ています」


……あまりにもダンケルフェルガーらしくて安心するというか、脱力するというか……。


それでも、協力してくれた人達に被害がなくてよかったと思う。


「城の中や貴族街にいたランツェナーヴェの者達の一部はランツェナーヴェの館へ逃げ込み、一部は船に逃げ込もうとしていると報告を受けています」


ランツェナーヴェの者の一部はアーレンスバッハ側から貸し出された馬車で移動しているが、船で来ているため個人の馬を持っているわけでもない。また、騎獣に乗れるわけでもないため、移動速度は遅いらしい。


「隠れられると探すのが少々厄介だそうです」


「……レティーツィア様やその側近の方々はご無事かしら？」


「ランツェナーヴェの者はオルドナンツの動きやロートの光で隠れている貴族の居場所を見つけています。私のオルドナンツによって相手を危険に晒さらす可能性を考慮し、まだオルドナンツを送っていません」


ユストクスの言葉にわたしは少し目を伏せる。レティーツィアが無事ならば良いけれど、彼女が供給の間を出てからディートリンデが入ってくるまでの時間を考えると、鉢合わせになって捕らえられている可能性は高い。


……レティーツィア様に向けたオルドナンツが飛べなかったら嫌だな。


「ダンケルフェルガーが城からランツェナーヴェの者を追い出したのであれば、フェルディナンド様に付けられていた側近達から連絡を取ってみてください」


「かしこまりました」


ユストクスはランツェナーヴェの排除の知らせと無事を問うオルドナンツを次々と飛ばしていく。


「ユストクスです。私は今領主執務室へ向かっています。エーレンフェストとダンケルフェルガーにより、ランツェナーヴェの者は城から追い出しました。北と西の離れが壊滅かいめつ状態だと聞いていますが、無事ですか？」


飛び立たないオルドナンツが三人分いた。






城に到着すると、わたしはユストクスとハルトムートを降ろして、レッサーバスを一人乗りのサイズにして城内を移動する。ハンネローレと領主執務室前で待ち合わせているのだ。下働きの者が移動する階段や扉を多用するユストクスの案内によって、領主執務室に最短距離で着いた。


執務室前の廊下にはユストクスのオルドナンツによって出てきたらしいアーレンスバッハの貴族達が何人もいて、ハンネローレが囲まれているのが見える。


「ハンネローレ様、ご協力ありがとう存じます。ダンケルフェルガーのおかげで礎を奪うことができました。後はフェルディナンド様の救出だけです」


「……ローゼマイン様」


ハンネローレがホッとしたような顔で淡いピンクとも紫ともつかない髪を揺らして振り返った。


「何度も申し上げているように、ダンケルフェルガーはエーレンフェストの要請に従い、本物のディッターに参加しただけなのです。詳しくはエーレンフェストにお尋ねくださいませ」


……ハンネローレ様、多分それじゃアーレンスバッハの貴族にはさっぱりだよ。


少し慌てているようにも見えるハンネローレの姿にクスと小さく笑い、アーレンスバッハの貴族の相手は後回しだと伝える。


「話し合いはフェルディナンド様の救出が終わってからにいたしましょう。ハンネローレ様、救出を終えるまでの間、こちらに邪魔が入らないように守っていてくださいませ。フェルディナンド様をお救いしなければ、こちらの勝利は決まりません」


「かしこまりました。必ず勝利を」


わたしは領主執務室をユストクスに開けてもらう。中に入ろうとしたら、アーレンスバッハの貴族の一人がハッとしたようにわたしの騎獣を追いかけてきた。


「ローゼマイン様、アーレンスバッハの礎を奪ったというのは本当ですか!?」


「えぇ。それ以外にフェルディナンド様をお救いする方法が思い浮かばなかったものですから。礎を染めた今、わたくしがアウブ・アーレンスバッハです。この救出は王族の許可も得ています」


わたしはジギスヴァルトにもらったネックレスを見せながらニコリと微笑む。わかったら邪魔しないで、という無言の主張のつもりだったのだが、王族の紋章を見た男は「おぉ！　王族の許可が……」と歓喜の声を上げた。


「ならば、今すぐに境界門を閉じに行ってください！　まだランツェナーヴェの船が出ていません。今ならば逃がさずに奴やつ等を捕らえることができますし、捕らえられた娘達を救うことが……」


元々領主一族の傍系の上級貴族なのだろうか。男は何の躊躇いもなく領主執務室へ入ってきた。そのまま、境界門を閉める重要性を言い募つのる。わたしも境界門を閉める重要性はわかっている。けれど、フェルディナンドの救出と境界門の重要性を比べたらフェルディナンドに軍配が上がるに決まっているではないか。やっと礎を染め終えて領主執務室に到着した今は、城から境界門までの往復時間さえ惜しい。


「ランツェナーヴェの船に貴方やアーレンスバッハの騎士団が攻撃を仕掛けるのは構いません。許可します。ダンケルフェルガーにランツェナーヴェとの戦いの注意点を尋ねて、自分達の身内を助けに行ってくださいませ」


「貴女がアウブになったのではありませんか!?　王族からランツェナーヴェを排除するように依頼されて、こちらにいらっしゃったのでしょう？」


彼は悲鳴のような声で懇願しながら娘がランツェナーヴェに連れ去られたと訴えてきた。すぐに境界門を閉めて、騎士団を率いて娘達を救ってほしいと懇願してくる。気持ちはわかるが、邪魔だ。この問答をしている時間さえ、わたしには惜しいのだ。


「王族に依頼されたわけではありません。わたくしはフェルディナンド様をお救いする許可をいただいただけです。フェルディナンド様をお救いする間さえ待てないとおっしゃるのでしたら、自分の身内を救うために貴方が自分で礎を染めて境界門を閉ざせば良いでしょう」


わたしは領主執務室へエーレンフェストのマントをつけた面々が揃っているのを見て、ただ一人だけアーレンスバッハのマントを付けている男を睨む。


「貴方にアウブが代わった今の領主執務室へ入る資格はありません。……アンゲリカ」


「はっ！」


アンゲリカがすぐさま動いて男を執務室から追い出した。扉が閉ざされ、エーレンフェストから一緒にやって来たメンバーだけになったのを確認して、わたしは騎獣から降りる。


「ユストクス、どこに入り口があるのかわかりますか？」


「先程シュトラールに尋ねました。この裏だそうです」


ユストクスが壁にぴたりとつけて置かれている書箱を退けて、その奥を示した。わたしは少し体を屈かがめると、そこにある小さな扉の魔石に手を触れて魔力を流し込んでいく。小さな扉はぐぐっと大きくなり、人が通れる大きさになった。


「……登録の魔石がありません」


「登録の魔石はローゼマイン様がお作りになる物ですから……」


苦笑いするユストクスに、わたしは首を左右に振った。


「そういう意味ではなく、フェルディナンド様の登録の魔石が外されています」


供給の間に繋がる扉には登録の魔石をはめなければ出入りできない。その魔石がない。たとえフェルディナンドが動けるようになっても供給の間から出てこられないようになっている。妙なところで用意周到なディートリンデに怒りが湧いてきた。


「このままではフェルディナンド様が出られないではありませんか」


わたしの計画では身体強化でフェルディナンドを供給の間から引っ張り出して、ユストクスに薬の投与をお願いするつもりだったが、これでは引っ張り出すことができない。今からわたしが登録の魔石を作って、そのうえでフェルディナンドに魔力の登録をしてもらわなければならないのだ。もし意識のない状態であれば、魔石に魔力を流し込むこともできないだろう。


「こうなったら中で姫様に投薬していただくしかありません。こちらは順番通りに並べてあります。意識がない場合はこちらを使って薬を口の中に流し込んでください」


事態を把握して顔色を変えたユストクスは、手にしていた薬箱を開けて早口で投薬順を説明し始める。投薬の注意点を聞いたわたしは、大きくなった扉を開けてユストクスの薬箱を受け取ろうと手を差し出した。


「お待ちくださいませ、ローゼマイン様」


「何ですか、ハルトムート？　わたくし、ユストクスに説明された投薬順も覚えましたよ？」


「片手を入れた状態でシュタープを出し、供給の間の中をヴァッシェンで洗浄できませんか？」


「そのようなこと、したことがないのでわかりませんけれど……」


わたしは突然ハルトムートが何を言い出したのかわからずに困惑しながら、片手だけを突っ込んでシュタープを出してみる。


「できそうですけれど、何故こんなことをするのですか？　今日はたくさん使ったのでもう魔力を使いたくないのですけれど……」


わたしの問いに、ハルトムートは「供給の間に残っている毒がローゼマイン様に全く影響を及ぼさないとは言えません」と答えた。


「ローゼマイン様は他人の致死量よりずっと少ない投薬で二年間眠った経験をお持ちです。同じことになるのは絶対に避けなければなりません」


体内に魔力の塊かたまりがあったせいで妙な反応を起こしたわけだが、二年間ユレーヴェ漬けになったことがあるわたしは決して毒に耐性があるとは言えない。


「なるほど。フェルディナンド様は生い立ちのせいで様々な毒に耐性がございます。今回も即死の毒が完全に効かず、解毒薬を飲む余裕があったのはそのせいかもしれません。姫様に同じことを期待することはできませんね」


「確かに毒が残っていたら、フェルディナンド様をお救いする前にわたくしが倒れそうです」


胸を張って言うことではないが、この場にいる誰も否定はしなかった。


「助けに行くつもりで入った瞬間、ローゼマイン様が倒れては大変です。ここに入れるのは礎を染めたローゼマイン様だけで、他の誰も入れません。先に洗浄をお願いします」


「このような状態でヴァッシェンを行って、中のフェルディナンド様は大丈夫でしょうか？」


わたしはユストクスとエックハルトに尋ねてみる。


「毒の粉をかけられたのであれば、フェルディナンド様は毒塗まみれでしょう。どのみち洗浄しなければ触れられません。フェルディナンド様ごとヴァッシェンをお願いします」


意外と大雑把おおざっぱで乱暴なユストクスの指示に顔を引きつらせつつ、わたしは片腕を突っ込んでヴァッシェンで供給の間とフェルディナンドを洗浄した。


「では、フェルディナンド様をよろしくお願いします」


わたしはユストクスが準備した薬箱を抱えて供給の間に入る。ディートリンデが出ていった時と同じ状態でフェルディナンドが倒れているのが見えた。







フェルディナンドの救出


「フェルディナンド様！」


稼働している魔法陣に魔力を吸われ続けて衰弱すいじゃくしているようで、声をかけてもフェルディナンドはピクリとも動かなかった。まず魔法陣の上から退けて魔力供給を終わらせなければならない。わたしは駆け寄って薬箱を置くと、身体強化をしてフェルディナンドの体をうつ伏せから仰向あおむけにひっくり返し、脇の部分に手を入れてずるずると引っ張って魔法陣のない壁際へ移動させる。


「これは成長してて助かったかも……。子供の体格じゃいくら身体強化をしても限度があるよ」


育成の神アーンヴァックスに感謝しつつ、「もうちょっと大きくなりますように」とお願いしてからフェルディナンドの呼吸の確認を行った。呼吸はひとまず普通に行われているようなので、横向きに寝かせる回復体位をとらせてから薬箱を手に取る。


「えーと、意識がない場合は最初にユレーヴェを……」


ユストクスに説明された通り、意識のない者に飲ませるための吸い口のような器具を使ってユレーヴェを流し込んでいく。わたしが二年間浸かって魔力の塊を溶かしていたことからもわかるように、即死で魔石化させるような毒を食らった場合、最も効果的なのはユレーヴェである。


自分は何度も意識がない時に薬を飲まされたことがあるけれど、他人にするのは初めてだ。緊張しながら口の中にユレーヴェを流し込む。


……塊ができてすぐなら溶けやすいはず。頑張れ、ユレーヴェ。


そんなことを考えながら、わたしはフリュートレーネとルングシュメールの癒いやしを重ねてかける。少しは毒状態の緩和かんわや回復に役立てばよいと願って。


「次は解毒薬だね」


自分がフェルディナンドにされた時と同じように、口の中へ解毒薬を含ませた布を突っ込んだ。舌の麻痺まひが少しでも緩和されれば呼吸が楽になり、薬が飲みやすくなるらしい。


……あ。ちょっとだけ口元が動いたんじゃない？


じっと観察していると、微妙な動きが見えた。一度布を引っこ抜き、もう一度解毒薬を含ませて口に突っ込んで様子を見る。口元が微妙に動き、呼吸が少し浅くなっている気がした。


もう一度布を引き抜くと、今度はスポイトのような物で激マズ回復薬を少しずつ口の中に垂らすようにして流し込んでいく。起きた時に口の中がひどい味でいっぱいになるけれど、これで魔力と体力の両方をぐぐんと回復させることができるのだ。これでよし、と思った直後、フェルディナンドが激しく咽むせ始めた。


……な、なんで!?　なんか失敗した!?


起きたら口の中がものすごくまずい味だったことは、わたしも今まで何度も経験があるけれど、意識がない時に飲まされても咽せてのたうったことはない。わたしのやり方がまずかったようだ。


「ごごごご、ごめんなさいっ！　こんなはずではっ！」


苦しそうに咳き込むフェルディナンドの様子を覗き込んで背中をさすっていると、突然腕をつかまれた。


「へ？」


意識が戻ったのか、と思う余裕もないくらいの速さで腕を引かれ、くるりと位置が逆転する。何が起こったのかわからなくて瞬きをしているうちに、今まで意識がなかったはずのフェルディナンドに押し倒されていた。両方の手首をつかまれて、体重をかけてのしかかられている。フェルディナンドの両手首を繋ぐ手枷の鎖が首元に食い込んで痛い。


「誰だ？」







    
  
  




苦しそうな呼吸の合間に発せられた警戒心たっぷりの声と、理解できない者を見るように険しく細められた眼差まなざしからフェルディナンドがわたしをローゼマインだと認識できていないことがわかった。鎖で息苦しく感じる中、わたしは「ローゼマインです！」と叫ぶように必死に名乗る。


……突然大きくなったけど、わかって！　ついでに、ちょっと手に力を入れるの止めて！　鎖が当たって痛いから！


「……ローゼ、マイン？」


しばらくの間沈黙して、間近でじっとわたしを見下ろしていたフェルディナンドがジャラリと鎖の音を響かせ、片手を少しだけ持ち上げた。


「……あり得ぬ。ローゼマインはこのくらいの大きさだ」


「あり得ぬってどういうことですか!?　そんなぬいぐるみみたいな大きさだったこと、出会ってから今まで一度も……げふぅっ!?」


異議ありと力いっぱい食ってかかったら、ピンと張られた鎖に自ら突っ込む結果になった。ちょっと勢いが良すぎたようで、死にそうなくらいに苦しい。ゲホゴホと咳き込んでいると、フェルディナンドがゆっくりと体を起こして、どさりと横に倒れるようにしてわたしの上から退いた。先程の機敏きびんな動きは完全に虚勢きょせいだったようで、ぐったりと体を横たえた状態になり、じとっとした目でわたしを見る。


「……君は本当に馬鹿ではないか？」


「うぅっ……。さすがに今はちょっとだけそう思っています。ちゃんと自覚はあるので、そんなにしみじみとした口調で言わないでくださいませ」


回復して最初の会話がこれだなんてあんまりだ。もうちょっとこう、感動的な感謝の言葉とか、頑張ったわたしに対する褒め言葉とか、久し振りの再会に相応しい言葉があると思う。


「ちょっとだけではないが……。なるほど。確かに君はローゼマインで間違いないようだ。私に鎖で首を絞められている状態で、そんなに呑気のんきで馬鹿な反応をするのは君くらいしか知らぬ」


わたしは「わかってくださって嬉しいです」と言いながらのっそりと起き上がった。これだけ意識があるならば自分で薬を飲めるだろう、と薬箱に向かう。


「どんな薬が要りますか？　ん？　ちょっと待ってください。……えぇ!?　手枷をしていたから鎖が引っかかったのではなく、首を絞められていたのですか!?」


わたしが薬箱に手をかけた状態で振り返ると、フェルディナンドは今度こそ本当に嫌そうな顔になった。


「……まさか本気で気付いていなかったのか？」


「いえ、わたくしだってフェルディナンド様に警戒されてることはわかりましたよ。成長しちゃったからわからないかな？　とは思いましたけれど、少なくともユレーヴェや解毒薬などを与えていたのに、敵認定をされるとは思いませんでした」


わたしが「いくら何でもひどいですよ」と頬を膨ふくらませると、「ひどいのは君だ」と面倒臭そうに言い返された。


「どこの誰とは敢えて言わぬが、勝手に人の名を奪った挙げ句に手段を選ばずに生きろと命じた馬鹿者がいるからな。瀕死状態ならば尚更敵を排除せねばならぬと体が半ば勝手に動いたようだ」


「えぇ？　生きるために手段を選ぶなって命じられた瀕死の人の行動が敵の排除っておかしいでしょう？　お薬を飲んでいる途中だったのですから、最後まで飲むのが正しい行動だと思います」


わたしが反論すると、フェルディナンドは少しだけ視線をさまよわせて「毒を与えられたかと思ったのだ」と言った。


……あぁ、わかる。わかる。激マズ回復薬ってマジ毒でもおかしくないくらい殺人的な味だもんね。


だがしかし、激マズ回復薬を飲まされて毒と誤認したならば、悪いのはわたしではなく激マズ回復薬のレシピを最初に完成させた人ではないだろうか。


「つまり、完全にフェルディナンド様の自業自得じごうじとくじゃないですか！」


「それを言うならば、命令解除もせずに、止めろとも命じなかったのだから、首を絞められて殺されかけたのは君の自業自得としか言えぬ。……ハァ。このような問答はどうでも良いからさっさと薬を渡しなさい」


「誤魔化しましたね？」


「誤魔化してなどいない。今君がすべきことを述べているにすぎぬ」


……意識が戻った途端にこれだよ!!


「まだ体が自由に動かぬ。まずは解毒薬だ。薬を飲ませ終わったら、次はこの手枷を何とかしなさい。シュタープが使えぬのは不便で仕方がない」


ぐてっと力なく横になった状態でフェルディナンドが次々と指示を出す。今はフェルディナンドの名を奪ったのでわたしが主なのに命令されている。「立場が逆じゃない？」と唇を尖らせつつ、わたしは言われるままに薬を準備して、様子を見ながら少しずつ飲ませていく。


「フェルディナンド様は全然動けないくせに、口だけはいつも通りにふてぶてしいですよね」


「口だけ動くのは君が解毒薬を含ませたからではないか。……それから、私に文句を言っているつもりならば、少しはその緩んだ顔を何とかしてからにしなさい。文句を言っているのか、喜んでいるのかわからぬ顔になっているぞ」


フェルディナンドに指摘された顔を押さえてみたら、確かにすごくにやけた顔になっていることが自分でもわかった。ペチペチと叩いて引き締めようと努力してみるが、全然直りそうにない。


「憎まれ口を叩けるくらいまでフェルディナンド様が回復してよかったと思っているから、顔を何とかするのは無理そうです」


感情に任せてへらっと笑うと、フェルディナンドが何度か瞬きをした後、目を閉じて口をへの字にした。


「……まったく、君は」


「あ、もしかして照れました？」


「照れてなどいない」


ツンツンと頬を突くと、フェルディナンドの腕が途中まで上がったところで小さく震えて止まり、最後まで上がらずに下ろされた。多分まだ腕が上がらないのだ。仕方がなさそうに息を吐いたフェルディナンドがじろりとわたしを睨む。


「動けるようになったら覚えていなさい」


「はい。動けるようになったら、大変結構って褒めながら頭を撫なでてもいいですし、何ならぎゅーしてくれてもいいですし、頬をつねってもいいですよ」


フェルディナンドを覗き込みながら、自分の希望と回復した途端にされそうなことを並べてみる。


「……だから、早く動けるようになってください」


ぽたりと涙が落ちた。緊張が緩んだせいもあると思う。フェルディナンドと他愛ないやりとりができた安心感もあると思う。でも、一番大きいのは生きていてくれてよかったという感情だ。勝手に溢あふれてくる涙を止めることはできない。


絶対に助けると誓った。エーレンフェストの領主一族の協力を取り付け、ダンケルフェルガーを巻き込み、メスティオノーラの書を使うことにも躊躇ちゅうちょせずに全力を尽くした。「勝算はある」と言い張ってきたけれど、魔力枯渇には間に合っても、体力が持たないかもしれない。意識は戻っても毒のダメージから回復しないかもしれない。本当の意味で間に合うかどうかについては、不安で仕方なかったのだ。


……わたし、ちゃんと間に合った。フェルディナンド様、生きてる。回復してる。


意識は戻ったし、咄嗟に敵の首を絞める程度には動けたし、憎まれ口を叩けるようになったし、少しずつだが腕や体が動くようになってきている。


「……泣くな」


フェルディナンドの腕が再び上がり、途中で止まってまた下ろされる。顔を顰めたフェルディナンドが腹立たしそうに拳を握った。


「だいたい、君は私を助けに来る必要はなかった。ユストクス達にそう伝えるように言ったはずだが、何故ここにいる？　どのようにしてここに来たのだ？」


その言葉にぴたりと涙が止まった。これがわたしを泣き止ませるために言ったならばすごい効果だと思うけれど、フェルディナンドの場合は間違いなく素で言っている。


「フェルディナンド様の記憶力がそれほど悪いとは思っていませんでした。わたくし、あれほど脅迫したはずなのですけれど……」


「脅迫はされたが、色々と状況が変わったではないか。……何を怒っている？」


……本気でわかってないよ、この人。


「怒りますよ！　わたくしはフェルディナンド様が幸せにならなかったら、何を敵に回しても助けに行くと言ったではありませんか！　わたくしを呼んだのはフェルディナンド様でしょう？」


「呼んだ覚えはない」


視線を逸らしてそっぽを向こうとするフェルディナンドの顔をガシッとつかんで、わたしは逃げたそうな薄い金色の瞳をじっと見据える。


「呼ばれた覚えはあります。わたくしにフェルディナンド様の状況が見えたのですから。ルッツが同じようにわたくしの危機的な状況を見た時は、わたくしが死にそうな恐怖に直面してルッツを必死に呼んだ時でした。ですから、今回フェルディナンド様はわたくしを呼んだのです。呼ばれなかったら準備不足で時間が足りなくて間に合わなかったのですからね」


「わかった。わかったから、少し離れなさい。近すぎる」


フェルディナンドが呼んだことについて話をしている時に「顔が近い」などと頓珍漢とんちんかんなことを言われ、イラッとしたわたしは近すぎる距離を利用してゴンと頭突きしておく。グッと痛みに呻うめいたフェルディナンドが恨うらめしそうにわたしを睨んだ。


「……来ない方が良い状況を作り出したのは君ではないか」


「はい？」


「こちらの質問には答えることもなく、注意も何も聞かずに暴走してメスティオノーラの書を手に入れ、エアヴェルミーンに私を消すように命じられたであろう？」


フェルディナンドに睨まれて、わたしも睨み返す。


「命じられましたけれど、それが何ですか？　わたくしはエアヴェルミーン様ご本人に断固としてお断りしましたよ」


「待ちなさい。どちらかが犠牲ぎせいになってメスティオノーラの書を完成させなければユルゲンシュミットが崩壊するらしいが、断ってどうするつもりだ？」


「え？　そんなことを言われても、フェルディナンド様が助からなかったらユルゲンシュミットが助かっても意味がないでしょう？」


何を言っているのか、とわたしが首を傾げると、フェルディナンドは驚愕の顔でわたしを見た。


「何を言っているのだ、君は？　それではまるでユルゲンシュミットより私を選ぶように聞こえるぞ。言葉選びは……」


「大領地、中央、王族、神々……。何を敵に回しても助けに行くって言いませんでした？」


「……最後の神々は初耳だ」


唖然あぜんとした顔でそう言ったフェルディナンドがその場にうつぶせになった。寝転がって姿勢を変えられたのは楽になってきた証拠だろう。回復状態を観察しながらわたしはニコリと微笑んだ。


「あら、初耳でしたか？　それは失礼しました。でも、そういうことですから、二人とも無事に済む方法でメスティオノーラの書を完成させられないか考えましょう」







わたしのゲドゥルリーヒ


「ユルゲンシュミット全体を包む魔力が薄くなっているとわたくしは言われたのですけれど、フェルディナンド様はメスティオノーラの書を完成させろ、と言われたのですか？」


「君の方が多くを持っているから、メスティオノーラの書を完成させるためにさっさと死ねという意味のことを言われたが？」


……エアヴェルミーン様めっ！


「フェルディナンド様、エアヴェルミーン様のことは放っておいて、本当にメスティオノーラの書を完成させなければならないかどうかを検証するところから始めませんか？　国境門に魔力を供給すれば、もう少し時間稼ぎができそうなのですけれど」


「また楽観的で呑気なことを……。私の計画を潰したのは君ではないか」


うつぶせていたフェルディナンドが顔だけをこちらに向けて恨めしそうにわたしを睨む。


なんとフェルディナンドは王族に渡す魔術具としてのグルトリスハイトを作るため、卒業式の翌日に貴族院の図書館からエアヴェルミーンのところへ行って知識を補完しようとしたらしい。けれど、わたしが入っていたためにフェルディナンドは入れず、春になってもう一度訪れた時はわたしがメスティオノーラの書の残りを持って行ったために知識の穴を埋められなかったそうだ。


「そんな大事なことを考えているなら、教えてくれればよかったじゃないですか。わたくしはツェントの養女になって地下書庫の奥にあるグルトリスハイトを得るつもりでした。フェルディナンド様の計画なんて知らなかったのに、そんな文句を言われても困ります」


「大事なことを報告しない君に言われたくはない。私が最初に計画を立てた時は、君を中央神殿の神殿長にしようと各領地が言い出した時だった。少なくとも王の養女になるという報告は全くされていない」


眉間に皺しわをくっきりと刻んだ顔でのっそりと起き上がり、壁にもたれかかって座り込んだフェルディナンドの言葉にわたしは一瞬言葉に詰まる。フェルディナンドも教えてくれていないけれど、確かにわたしも伝えていない。消えるインクがあってもお手紙には当たり障さわりのないことしか書かなかった。気まずい気分になって、わたしはフェルディナンドの横に座って弁解してみる。


「……養父様や王族から他言無用と言われたのです。わたくし、フェルディナンド様に相談したいことなら山ほどありましたし、隠し部屋でなければ言えないような愚痴ぐちはもっといっぱいあるのですよ」


「君の愚痴はどうでも良いから、この手枷を外しなさい」


……どうでも良くないよ！　聞いて！


あっさりと流されてしまったけれど、わたしの愚痴より手枷を外したり、グルトリスハイトやアーレンスバッハの現状について話をしたりする方が大事なことはわかる。わたしは自分の前に突き出された手枷に触れてみた。つるりとした手枷には鍵穴が見当たらない。


「外せる物でしたらすぐにでも外しますけれど、これはどうやって外すのですか？　わたくし、鍵なんて持っていませんよ？　フェルディナンド様は鍵の場所をご存じですか？」


鍵穴を探して手枷のあちらこちらを見ながら尋ねると、フェルディナンドは呆れた顔で「君には鍵穴が見えるのか」と言った。


「見えないから探しているのですよ」


「君の聖典は一体何のためにあるのだ？　わからなければ調べなさい。鍵ではなく、開錠の魔法陣を使うのだ。私の方にも時代ごとにいくつかあるので、見比べながら魔法陣の欠けた部分を埋めていけばよい」


「……ものすごく難しいことを要求されている気がするのですけれど」


他の人に見つからないようにと思って、わたしはメスティオノーラの書をあまり使っていなかったので全く思い浮かばなかった。フェルディナンドはもしかしたら日常的に使っているのだろうか。そんなことを考えながら、わたしは「グルトリスハイト」と唱えてメスティオノーラの書を出すと、手枷の外し方を検索する。


「何だ、その形は？　また非常識な……。騎獣といい、聖典といい、君の物は何でも変わった形をしているな」


タブレットのような形をしているメスティオノーラの書を見たフェルディナンドが、投げやりな口調でそう言ってゆっくりと首を左右に振る。


「形は非常識かもしれませんが、わたくしのメスティオノーラの書は高性能なのです。暗い中でも『画面』が光って読めますし、ここに調べたい言葉を入れると簡単に調べられるのですよ。すごいでしょう？」


わたしは自分のメスティオノーラの書がいかに優れているか自慢する。うふふん、と胸を張っていると、フェルディナンドが何だか不思議そうな顔になった。


「メスティオノーラの書は自分の欲しい知識を調べるための物だから、開けば欲しい知識が出てくる。文字自体が光るので暗い中でも読むことは可能だ。わざわざ調べたい言葉を入れなければならないのであれば、君の聖典はむしろ不便と言わないか？」


「……そ、そんな」


思わぬ言葉にわたしが呆然ぼうぜんとしていると、フェルディナンドが少し体を傾けてわたしのメスティオノーラの書を覗き込み、「この魔法陣だ。スティロで描きなさい」と言った。わたしには判別できないのだけれど、フェルディナンドの方には古い時代の魔法陣が、わたしの方には新しい時代の物があったらしい。


「コピーしてペッタン！」


スティロで描くのが面倒だったので、コピペ魔法を使って持っていた魔紙に写し、魔力を流して発動させる。ガチャンと音を立てて手枷が床に落ちた。


……これでよし。


「ローゼマイン、君は一体何をした？」


愕然とした表情のフェルディナンドに、わたしは、今度こそ「うふふん」と胸を張った。


「わたくしが作り出したコピペ魔法です。色々と制約はあるのですが、こちらは便利でしょう？」


「非常識極まりないが、便利という言葉には一理ある。原理と発音を教えなさい」


「……今は非常事態なので、後回しにしてくださいよ」


ここでコピペ魔法について研究している暇はないと思う。わたしが指摘すると、フェルディナンドは「では、状況の説明をしなさい」と顰め面つらで説明を求めてから手を握ったり開いたりし始めた。


わたしはリハビリ中のフェルディナンドにエーレンフェストのことを話していく。変事が起こった時にユストクスとエックハルトを向かわせたのだから、フェルディナンドはアーレンスバッハの現状よりエーレンフェストについて知りたいだろうと思ったのだ。


「そうか、エーレンフェストの防衛準備はもう始まっていたのか」


「はい。領地の貴族が総力を挙げて取り組んでいました。わたくしも神殿の守りを固めるためにシュバルツ達の色違いで戦闘特化の魔術具を作ったのですよ」


「君は相変わらず理解不能だ。戦闘特化の魔術具をシュミルにする必要があったのか？」


「リーゼレータがシュミルにしたのです。可愛かわいいから良いではありませんか」


エーレンフェストの話をしているうちに、あまり動いていなかったフェルディナンドの指先が少しずつ動くようになり、動かせる範囲が大きくなってきた。腕の上げ下げもマシになってきたようだが、思うように自分の体が動かない苛立ちが眉間の皺にくっきりと表れている。


「ローゼマイン」


「何でしょう？　他に知りたいことがあればどーんと質問してくださいませ。それとも、もう少しお薬が必要ですか？」


「いや、頬を差し出せ。つねっても良いと言ったであろう？」


深刻な顔でいきなり何を言い出すのかと思えば、わたしの頬をつねりたいらしい。特に叱られそうなことはしていないと思うのだが、突然何を言い出すのだろうか。それはこの非常事態にしなければならないことなのだろうか。わたしにはフェルディナンドが一体何を考えているのか、さっぱりわからない。


「それは、まぁ、言いましたけれど……手、まだ完全には動いてないですよ？」


「完全ではないが動くようになった。今ならばそれほど痛くないぞ」


「わたくしは完全に動けるようになったら、というつもりで言ったのですけれど……仕方がないですね」


反論はしてみるものの、つねられても痛くないのはありがたい。わたしはフェルディナンドの正面、足の間に座り直して「どうぞ」と頬を差し出す。


まだ動きの鈍い指先がわたしの右頬に触れた。指は動いていて、うにうにとやや揉もまれているような感じだけれど、全く摘つまめていない。よくわからないが、これで満足なのだろうか。わたしが首を傾げていると、フェルディナンドの手が頬より下へ移動し始めた。


「フェルディナンド様、そこは頬じゃないと思うのですけれど……」


彼の左手が頬骨から顎のラインに当たる。親指の動きだけで先程よりは摘まむような動きになった。このために手の位置を変えたのか、それほど頬を摘まみたかったのかと妙な感心をしていると、指輪から緑色の光が溢れ始めた。


「ローゼマインにルングシュメールの癒しを……」


首元にあった違和感がスッと消えた。どうやらわたしの首についた鎖の跡を消してくれたらしい。嬉しいけれど、嬉しくない。


「フェルディナンド様、自分の体と魔力を回復させなければならない時に何をしているのですか!?　フェルディナンド様の回復が最優先ですよ！　それほど痛くもなかったのですから、わたくしの癒しなど後回しで……」


「私の魔力がきちんと動くかどうか確認するのにちょうど良かっただけだ。……あぁ、シュタープも問題なく出るな」


フェルディナンドはふいっとわたしから視線を外し、頬から手を離すと、今度はシュタープを出したり、変化させたりし始めた。


……また聞いてないっ！　ふんぬぅ！


立ち上がって歩き回ることはまだ難しそうだが、フェルディナンドは順調に回復している。もっと安静にと思ったけれど、わたしが何を言っても聞く気がないことは、その態度で十分にわかる。


「フェルディナンド様が回復してきたみたいですし、わたくしは一度外に出て皆に報告し、登録用の魔石を探してきますね」


「ローゼマイン」


立ち上がりかけたところで声をかけられ、わたしは膝をついて「今度は何ですか？」とフェルディナンドの顔を覗き込んだ。


「……君のゲドゥルリーヒを教えてくれ」


「え？　えーと、それは……今じゃないとダメなことなのですか？　外で皆が待っていますし……」


頭の片隅に追いやっていた質問を突然蒸むし返されて、わたしは狼狽うろたえて及び腰になってしまう。フェルディナンドの視線が一点に固定された。


「君のゲドゥルリーヒは私と同じエーレンフェストだと思っていた。だが、君は王族から求愛され、それを受け入れているようだ。今の君のゲドゥルリーヒを知りたい」


「え？」


フェルディナンドが何を言っているのかよくわからなかった。何度か目を瞬かせた後、わたしはフェルディナンドの視線をたどる。その先にあったのはジギスヴァルトにもらったネックレスだ。わたしがネックレスを手にするのと、フェルディナンドが何かを思い出したように「あぁ」と声を出すのは同時だった。


「そういえば、王子との婚姻が君の夢だったか。いつだったか君が荒唐無稽こうとうむけいな話を書いた時にそう語っていたな。あれが実現するとは思いもしなかったが……」


貴族社会を知らなかった青色巫女見習い時代のわたしが書いたシンデレラを本にしようとした時の話だ。そんな何年も前にちょっと読んだだけの話をよく覚えていたな、と感心する。同時に、わたしは「皆が羨うらやましがる玉の輿こし」の話を本にしたいと語ったつもりだったのに、フェルディナンドは「皆が羨ましがる玉の輿」をわたしも望んでいると解釈していたことが発覚した。


「ちょっと待ってください！　異議ありです！　ジギスヴァルト王子と結婚するのは、わたくしの夢ではありません。あんな本の一冊も持っていない妻子持ちの男と結婚するなんて、どちらかというと悪夢ですよ。生活水準が下がる玉の輿なんてあり得ません」


図書館から引き離され、新しい本が一冊もないところへ行かされたり、成人するまで印刷業に関われなそうな環境に向かったりすることを玉の輿と思われるのは許せない。


「だいたい、わたしの理想の夫は父さんですよ。やりたいことに向かって突進するのを助けてくれて、身分差も何も関係なく全てからわたしを守って大事にしてくれる人がいいんです。ジギスヴァルト王子じゃ比べものにもなりません。これは今回フェルディナンド様を救い出すことに王族が許可を出している証しで、求婚とは全く関係ありません。よく見てください。全属性でもなければ、誓いの言葉も刻まれていないでしょ？」


許可証であって婚約魔石ではないことを説明し、いかにジギスヴァルトがわたしの理想から外れているのかを力説し、自分の理想の未来について語る。


「わたしは図書館に籠もって一日中読書をして過ごしたいんです。家族や仲の良い人達とおいしいご飯を食べて、好きな本を読んで、余所の図書館で読んだことがない本を探してうろうろするような生活がしたいんですよ。図書館で働く司書になって、利用者が欲しい本を探してあげたり、古い資料の補修をして蘇らせたり、魔術具を研究して他領の図書館と図書館『ネットワーク』を構築して本を色々なところから掻き集めてみたり……。そういうことがしたいんですよ。本を一冊もくれなくて、成人まで印刷業を待たなきゃいけない王子との結婚が夢なんて……誤解でもひどすぎます」


ハァと深い息と一緒に身体中の力を抜いてその場に座り込んだ。わたしの力説をじっと聞いていたフェルディナンドが苦い笑みを浮かべる。


「わかった。君の熱が籠もった主張から察するに、私はひどい誤解をしていたようだ」


「理想や夢という点では誤解ですけれど、現実に関しては誤解ではありませんから気にしないでくださいませ」


「……どういう意味だ？」


フェルディナンドにわたしは「領主会議の前には王の養女になって、成人後には理想とは程遠い次期ツェントと結婚することになりそうです」となるべく空気が重くならないように微笑んだ。隠していたところで、もう少し後の領主会議には決まることだ。


「……君はジギスヴァルト王子と結婚するのか？」


よほど驚いたのか、フェルディナンドが表情の抜け落ちたような顔で尋ねてくる。もしかしたら王命で結婚を強要された自分を思い出したのだろうか。


「まぁ、ジギスヴァルト王子が欲しいのはわたくしではなく、グルトリスハイトとわたくしの魔力なのですけれどね。元平民のわたくしが王子と結婚ですよ。笑えますよね？　王子はわたくしに貴族の常識から外れた突飛とっぴなことはしてほしくないからなるべく表に出さないようにして、今の領地間の力関係を維持したいと考えているみたいですけれど」


「君は……自分がそのような扱いをされることを良しとしたのか？」


フェルディナンドは厳しい顔になったけれど、わたしは一度唇をぎゅっと引き結んで頷く。良しとしたのだ。わたしにとって重要なのはフェルディナンドの連座回避かいひだったから。


「わたくし、下町の家族やグーテンベルク達、神殿の側仕え達、フェルディナンド様……自分の大事なゲドゥルリーヒが危険に晒されるならば、ユルゲンシュミットは後回しにして全力でゲドゥルリーヒを救います。けれど、全て揃って無事ならばユルゲンシュミットがどうなっても良いとは言えません。ユルゲンシュミットがなければ、わたくしの大事な人達が平穏へいおんに暮らせませんから」


だから、良いのだ。ユルゲンシュミットの崩壊が近付いている以上、わたしがメスティオノーラの書を完成させるか、地下書庫にある王族のグルトリスハイトを手に入れることは絶対に必要だし、そのためには王族になるのも仕方がない。


「王族になる以上、わたくしは自分の持てる権力を全て使って自分の大事な人達を守ります。フェルディナンド様を連座になんてさせませんし、フェルディナンド様のゲドゥルリーヒであるエーレンフェストへ戻れるようにあらゆる手段を使います。安心してくださいませ」


「……君も私と同じように大事な者を全てエーレンフェストに置いていくつもりか？　そして、私に守れ、と？」


フェルディナンドがひどく苦い顔でそう言った。アーレンスバッハへ向かった自分の過去を重ねているのだろう。わたしは少しでも安心させるためにニコリと笑う。


「心配しないでください、フェルディナンド様。わたくしは大丈夫ですよ。下町の家族は専属枠で、ルッツやベンノさん達プランタン商会はわたくしの成人と同時に印刷業が始められるように中央へついて来てくれます。神殿はメルヒオールが神殿長として管理してくれることになりましたし、名捧げ組は未成年でも連れていく許可をもらいました。中央へ行っても何とかなりますよ」


そこでわたしはフェルディナンドの名捧げ石を返さなければならないことを思い出した。革袋に入れていた白い繭のような名捧げ石を取り出し、フェルディナンドの右手に握らせる。


「お返しします。フェルディナンド様の命を救うためとはいえ、勝手に名を奪ってしまって申し訳ありませんでした。自分の隠し部屋ができたのですから、今後はそちらで保管しておいた方が安心でしょう？」


名捧げ石を受け取ったフェルディナンドがきつく拳を握ろうと右手を震わせ、目を伏せた。


「……君は私を……」


「何ですか？」


「いや、君は簡単に私をエーレンフェストに返すと言うが、それは無理だ。今回の不祥事ふしょうじの後始末をする者が必要になる。私がアーレンスバッハから離れられるわけがない。だから、君が王の養女になる必要はない」


絶望感が漂っているような力に欠けるフェルディナンドの声に、わたしは教える予定ではなかったこれから先の計画を口にした。


「えーと、これはまだ秘密なのですけれど、わたくしが王の養女になって地下書庫のグルトリスハイトを手に入れたら、領地の線を引き直します。ですから、大丈夫ですよ。それまでアーレンスバッハのことはわたくしとわたくしの側近で何とかしますし……」


「ほぉ……」


フェルディナンドは拳を震わせ、わずかに色が揺らいで見える目でわたしを見た。何が原因かよくわからないけれど、フェルディナンドがものすごく怒っている。すぐに感情的になるわたしではあるまいし、フェルディナンドの目に一目でわかる感情の揺らぎが見えるなんて普通ではない。


……え？　わたし、どこで魔王のスイッチを入れちゃったの!?







ツェントとグルトリスハイト


「王族はそこまで愚かで恥知らずだったか……」


フェルディナンドがフッと唇を怖い笑顔の形に歪めてゆらりと体を揺らしながら立ち上がる。「王族の皆様、今すぐ逃げて！」と叫びたくなったところで、フェルディナンドの目がわたしに向けられた。


「君もだ、ローゼマイン」


「た、大変申し訳ございませんっ！」


なんで怒っているのかよくわからないけれど、とりあえず謝っておかなければならない気分にさせられる威圧的なフェルディナンドの視線にわたしは全力で謝罪する。もちろん、そんな中身のない謝罪は完全に見抜かれていて、更に怒りを煽あおることになる。


「ローゼマイン、どうやら私は君に感謝せねばならぬようだ」


「あ、あぅ……」


強い感情によって揺らいでいる厳しい目に加えて、ひやりとした空気を感じる凄みのある低い声で言われて、言葉通りに感謝されていると受け取れる人間が一体どれだけいるだろうか。


……感謝はそんな顔ですることじゃないと思いますっ！


「君の言動で色々なことに気付かされた」


ここはもう三十六計逃げるに如しかず。無言でじっと見下ろされながら、わたしは必死に逃げ道を探した。幸いにも今は非常時だ。立ち上がれるくらいに回復しているならば、外で待っている側近達に現状報告をしなければならない。


「あのっ！　アーレンスバッハも今は大変な状況なわけで、ランツェナーヴェが暴れてて、ですね。さらわれたお嬢様もいらっしゃるようですから、わたくし……」


「ふむ。ひとまずアーレンスバッハを滅ぼして更地にするのが先決か。ランツェナーヴェが暴れているならばちょうど良い」


王族とわたしに怒っているはずなのに、フェルディナンドの口から出てきた言葉が「アーレンスバッハを滅ぼす」である。実に魔王らしいけれど、繋がりが全くわからない。


「待ってくださいませ、フェルディナンド様。どうしてアーレンスバッハを滅ぼすことになるのですか？　ランツェナーヴェが……」


「アーレンスバッハがあると、私が動きにくい。どちらもまとめて潰せば問題なかろう」


「問題ありありじゃないですか!?　ダメです！」


わたしは両手を広げてフェルディナンドの前に立ち塞ふさがって睨み上げる。途端にフェルディナンドの威圧感がぐわっと増した。魔王から逃げたかったはずなのに何をしているのか、と自分の行動に泣きたくなる。


「何故君がアーレンスバッハやランツェナーヴェを庇うのだ？」


「そっちじゃないです。今、アーレンスバッハに攻撃したら、わたくしに敵対しないという契約魔術に反してフェルディナンド様が死んじゃうかもしれません。だから、絶対にダメです」


フェルディナンドの表情はあまり変わらないけれど、目から怒りが少し薄れていつもの薄い金色の目に戻り、代わりに、警戒の色が強くなった。


「……君は一体何をした？　アーレンスバッハに攻撃することが何故君と敵対することになる？」


「ここに手っ取り早く入るために礎を染めました。今、魔力的な意味合いではわたくしがアウブ・アーレンスバッハなのです」


「手っ取り早く……？」


「わたくしが思いついた中では最速の手段でした」


フェルディナンドが目を見開いて止まった。処理落ちしたフェルディナンドを久し振りに見た気がする。つまり、わたしはそのくらい非常識なことをしてしまったということだ。


「一体何をしているのだ、君は？　一番手っ取り早いのはアウブを捕らえ、脅しを使ってでも拷問ごうもんをしてでも登録用の魔石を奪い、契約させる方法ではないか。私を助けるために礎を染める馬鹿がどこにいる？」


「ここにいます」


フェルディナンドが力を失ったように、その場にしゃがみこんだ。もうこれ以上息が吐けないのではないかと思うくらいに深い溜息を吐いて、しゃがんだままわたしを見上げた。


「本当に君は大馬鹿者だ」


「だって、そんな絶対に人が死ぬような怖い手段は思いつきませんでしたし、思いついてもわたくしには実行できませんでした。それに、わたくしはディートリンデ様のお姉様のお顔も名前も存じませんし、ご不在だった場合はいたずらに時間が過ぎていくだけではありませんか」


神殿側の鍵を使って礎を染めるより、アーレンスバッハでディートリンデの姉を探して回る方がよほど効率が悪いと思う。


「そういうわけですから、アーレンスバッハの後始末はわたくしに任せて、フェルディナンド様はエーレンフェストに戻っても大丈夫ですよ。自分でしたことの責任は取りますから」


わたしの主張にフェルディナンドは立ち上がり、ぐにっとわたしの頬をつねった。先程と違って握力が少し戻ってきていて、相応の痛みがある。


「いらいれふ」


「まだわかっていないようだが、君は言うべき言葉を間違っている」


フェルディナンドの笑顔がちょっと怖くなってきた。わたしは涙目になりながら自分の頬をつねっているフェルディナンドの手を軽く叩く。


「何を言えば良いのか、教えてくださいませ。その通りにしますから」


「私に助力を請こえ。ディートリンデが外患誘致がいかんゆうちの上にツェントへの反逆、姉はそれに加担、母親はエーレンフェストへ侵攻、レティーツィアは殺人未遂。君がアーレンスバッハの後始末をする上で、最もアーレンスバッハの事情に通じているのは私になる」


フェルディナンドの口から出てきたアーレンスバッハの現状に一瞬意識が遠のいた。領主一族が犯罪者ばかりである。あまりにもひどい状態だ。事情を知らずに巻き込まれる貴族や平民は堪たまったものではないだろう。


「わたくしとしてはフェルディナンド様が助けてくれるならば非常に心強いですよ。でも、フェルディナンド様はエーレンフェストに帰りたいのですよね？　良い思い出があるようには思えないアーレンスバッハへこれ以上縛りつけるのはどうかと……」


わたしがフェルディナンドを心配しているのに、今度は耳をぐいぐいと引っ張られた。


「私が教えた通りに君が言うとそうなるのか。君は自分で口にした言葉を覚えていないのか？　それとも、私が教えた言葉は聞こえなかったのか？」


「助けてくださいっ！　お願いします！　フェルディナンド様だけが頼りですぅっ！」


「よかろう。君を野放しにする方がよほど怖いからな」


……魔王を野放しにするより怖くないよ！　いきなりアーレンスバッハを滅ぼすなんて、わたしは言わないもん！


耳を押さえながらわたしがせめてもの反抗として睨んでみたら、睨み返された。怖い。


「それで君はどうするつもりだ？　アウブになればツェントにはなれぬ。二つの礎を同時には染められないからだ。それは知っているであろう？」


同時に礎を染められない。だから、昔はまだアウブではない神殿長からツェントが選ばれたし、アウブがツェントになる時は次代に領地の礎を継承させてからツェントになっていた。


「ですから、他の方にアーレンスバッハの礎を染めてもらって、わたくしがユルゲンシュミットの礎を染めるか、王の養女になって地下書庫にあるグルトリスハイトを手に入れて王族に譲るつもりです」


ユルゲンシュミットという器だけを存続させるならば、誰かにアーレンスバッハの礎を染め変えてもらい、わたしが国の礎を染めるのが一番早い。ただし、王族や領地間の柵しがらみを考えると、後々非常に面倒になることは目に見えている。


「地下書庫の奥にあるグルトリスハイトの魔術具を手に入れて譲るのが、一番周囲への影響は少ないと思うのです。王族はそうやって相続していましたよね？」


「それは比較的最近のことではないか。王族がそのように相続したから起こった混乱と騒動も多い。君はツェント候補とメスティオノーラの書に関する歴史を正確に把握しているのか？」


「一応流れは理解できていると思いますよ。英知としてどわっと流れ込んできましたから」


むしろ、わたしに流れてきたのだからフェルディナンドこそ正確に把握しているかどうか怪しいと思う。


「では、メスティオノーラの書と王族のグルトリスハイトの違いについて述べてみなさい。認識に齟齬があっては話を進められぬ」


「メスティオノーラの書は、祠ほこらを巡って神々から全ての属性の石板をもらいながら上空の魔法陣を完成させ、始まりの庭へ行ったらエアヴェルミーン様に押しつけられる英知です。自分のシュタープに写し取るので、他者への継承はできません。今グルトリスハイトと呼ばれているツェントの証しは、メスティオノーラの書を得られなかった昔の王族がツェントになれるように作った魔術具です。魔術具なので継承が可能です」


どちらもユルゲンシュミットのツェントになるための知識が詰まっているだけではなく、実際に国境門を動かす時などに使うという点は共通している。


「ふむ。そこに認識の違いはないな。メスティオノーラの書からグルトリスハイトへ移った経緯については理解しているか？」


「エアヴェルミーン様のところでメスティオノーラの書を得る次期ツェント候補が何人もいた大昔であっても、全ての英知を取り込むのは大変で取りこぼしもあったから、『マニュアル本』ができたんですよね？」


「待ちなさい。マニュアルボンとは何だ？　妙な言葉を作るのではない」


うっかり使ってしまった言葉が通じずに説明を求められ、わたしは必死に言葉を探す。


「申し訳ありません。えーと、手引き書というか、説明書というか……」


「ツェントの執務に支障がないように、得られなかったメスティオノーラの書の穴を埋めるために使われた資料だ」


エアヴェルミーンを通じて与えられる英知には雑多な知識が多すぎる。そのため、「これさえあれば執務はできる」というツェントのマニュアル本的なグルトリスハイトが作られた。だが、それを誰もが使えてはユルゲンシュミットが混乱状態になる。マニュアル用グルトリスハイトは地下書庫の奥に収められた。そこに入れるのはツェント候補達だけだった。彼等は地下書庫の奥にあるマニュアル用グルトリスハイトを確認し、執務をするために足りない部分を自分のメスティオノーラの書に写していた。


「それが続けばよかったが、ガランゾルグの愚行によって次期ツェント候補はエアヴェルミーンのところへ赴かなくなった。それは覚えているか？」


「あぁ、金色シュミルの選別に弾かれて、本当はメスティオノーラの書を手に入れられないはずだったのに、地下書庫の奥で必要な知識が得られることに気付いちゃった困ったさんですよね？」


「ガランゾルグは争いを好む危険思想のため、選別で弾かれた男だ。君の説明ではどうにも深刻さが伝わらぬ」


深刻さが伝わらなくても認識が一致していれば問題ないと思う。多分フェルディナンドが何事も深刻に考えすぎなのだ。


ガランゾルグは危険思想のため、金色シュミルの選別で弾かれた。だが、図書館の女神像に魔力を注いで魔法陣を頭に刻めばグルトリスハイトの外形を手に入れることができる。わざわざエアヴェルミーンのところへ行ってメスティオノーラの英知を授からなくても、地下書庫の奥で必要な知識を得られることに気付いてしまったのだ。


「争いを好む危険思想の上に、神々の英知を蔑ないがしろにするツェントの誕生だった」


全属性であれば図書館の女神像に魔力を注ぐだけでグルトリスハイトの外形と、地下書庫で中身を得られる。品行方正でなくてもツェントになれることが周囲に伝わると、ガランゾルグの望む争いが起こるようになった。


「少しでも楽ができるならば、そちらに流れる者は多い。メスティオノーラの書を得るための努力は次第に敬遠されるようになり、見た目は同じで地下書庫の知識だけが詰まったグルトリスハイトを手にする者が増えた」


「品行方正であっても、苦行が好きとは限りませんもの」


祠を巡って魔法陣を空中に作り出さなくても、グルトリスハイトを得られるのだ。ツェント候補が一気に増えたし、本来ならば金色シュミルの選別で弾かれる者が争いに勝利してツェントに就任するようになった。


「ツェント就任に必ずしも祠を巡る必要がなくなり、争いが増えた。それでどうなった？」


「……真面目に祠を巡る者は属性が足りないからだと言われ、劣った候補者だという目で見られるようになりました。祠巡りをする真面目なツェント候補を爪弾つまはじきにする策略でしたよね？」


この頃はまだツェントや貴族達が神事をたくさん行っていたので、祠を巡らなくても多くの神々の御加護を得られていた。そのため、祠巡りの意味だけが変わってきた時代だ。


わたしの答えにフェルディナンドが眉間に皺を刻んで腕を組んだ。


「それもあるが、ツェントを巡る争いを止めたくて愚かなことをした女王がいたであろう？」


「はい。ツェント・ラオヘルシュトラは代替わりの度にひどい争いを起こして何人も死人が出たり、聖地が荒れたりしていたことを憂うれい、候補になれる人数を限れば良いと考えました」


当時は各地のツェント候補が次代のツェントを目指していたため、争いが相当ひどかったらしい。ラオヘルシュトラ自身はメスティオノーラの書を得た正当なツェントだった。エアヴェルミーンのところへ赴いては次代を決める争いについて相談し、嘆いていた。


誰もがツェントを目指すから争いになるのだと考えた彼女は、自分の一族として登録した者以外は奥の書庫に入れないようにした。そうすれば、争いを厭いとう自分の一族にツェントの座を譲ることができる。


ラオヘルシュトラは正しき者をエアヴェルミーンの下へ導く役目を負った金色シュミルに似せた白と黒のシュミルの魔術具を作った。それを図書館に配置し、ツェント候補の行動を監視して、地下書庫の奥には一族として登録されている者以外は入れないようにした。抗議した者はツェントの権限によって次々と粛清しゅくせいする。ツェントへの襲撃を防ぐために、居住地をエアヴェルミーンのいる聖地から今の王宮に移し、聖地と転移陣を刻んだ扉でしか行き来できないようにしたのである。


たまに地下書庫の内容からメスティオノーラの書を得た者が現れても、ツェントが手を下すことでグルトリスハイトを手に入れられるのは彼女の一族だけだ。それが王族の始まりだった。


「批判は多かったけれど、代替わりの争いは小規模なものになったと賛美する声もありましたよ。全属性の王族が真面目に神事を行っている間はツェントの質が落ちなかったので、しばらくは特に問題が起こりませんでしたし……」


「明らかな失策だったではないか。ツェントの特権を独占して振りかざすことで、聖地への出入りが減少し、神事への協力者が減ったのだから」


グルトリスハイトを手に入れることができなくなり、下手に手を出せば粛清されるとなれば、各地の領主や次期領主である神殿長が聖地に足を踏み入れて神事を行うことが減っていく。そのため、王族だけで大規模な神事を行うことが難しくなり、次第に神事が小規模になっていった。それに伴って、各領地でも神殿や神事が軽視されるようになる。


「おまけに、王族内でのツェント争いが激しくなった。ツェント・ラオヘルシュトラは自分の子孫を過信しすぎたのだ」


王族でツェントを相続するのが当たり前になった頃、兄弟間で次期ツェントの座を争い、相打ちの結果、残ったのが虚弱なシュバンクハイトだけになった。当時のツェントは虚弱なシュバンクハイトでもツェントとして必要な神事を行えるように、自分達の居住地の近くに中央神殿を作り、そこで神事を行うことにした。


幸さいわいにもシュバンクハイトは元気な子を残すことができた。けれど、その子が次代のツェントに立ったのは、神事を聖地ではなく中央神殿で行うようになって何十年も経ってからのことだ。聖地で神事を行う様子を知らないツェントは、シュバンクハイトがしていたように中央神殿で神事を行い続けた。


「聖地で神事が行われなくなり、シュタープの取得を目的とする各地の子供達への教育だけが聖地の役割として残った」


「貴族を輩出はいしゅつするための貴族院と呼ばれるようになったのは、その頃でしたっけ」


王族登録をした者だけが対象になった後も、王族の居住地が聖地から移動しても、グルトリスハイトを手に入れられるのは地下書庫の奥であることに変わりはない。王族は貴族院図書館に通い、英知の女神像に魔力を注いだり地下書庫の奥で知識を書き写したりして、自分のグルトリスハイトを手に入れていた。


「グルトリスハイトが魔術具に変わったのは、ツェント・アルプゼンティが一人の子供を溺愛できあいしたからだ」


アルプゼンティは何人かいる子供の中で一人の息子ナイグンハイトだけを溺愛した。少々出来が悪くても、一つ属性が足りなくても、最も可愛い息子をツェントの座に就かせたいと考えていた。いくら女王が溺愛していても、属性が足りず、お祈りによって属性を増やす努力もできないナイグンハイトではツェントになることなどできない。周囲の人間は高を括くくっていた。


「アルプゼンティは母親としてもツェントとしてもダメですよね。資格のないナイグンハイトを自分の我儘わがままで次期ツェントにしようと考えるところがおかしいですよ。ツェントになったところで可愛い息子が苦労するとは考えなかったのでしょうか？　愛情の注ぎ方がおかしいし、偏りすぎです。正直なところ、わたくしは共感できませんし、人としてどうかと思います」


「だが、アルプゼンティは魔術具を作るという点で非常に優秀だった。最愛の息子をツェントにするためだけにグルトリスハイトの魔術具を作り上げたのだからな」


属性が一つ足りなくても使える魔術具のグルトリスハイトを与えられたナイグンハイトは、彼女の望み通りにツェントになった。女王の強力な後押しに加えて、グルトリスハイトを手に入れたのだから周囲も認めざるを得なかったのだ。


「持ち主が死んだ時、このグルトリスハイトは地下書庫の奥へ返ります。グルトリスハイトはグルトリスハイトのところにあるべきですから」


母親であるアルプゼンティに溺愛されたナイグンハイトは、自分が死ぬ前にシュタープの魔力を通し合って持ち主の変更を行うことで、最も愛する己の息子ルンドザインにグルトリスハイトの魔術具を継承させた。ルンドザインは全属性だったので、別に魔術具のグルトリスハイトを継承する必要はなかった。自力で手にできる子だった。ただ、ナイグンハイトが母親から受けた愛情の結晶を最愛の我が子に残したかっただけだ。だから、わざわざ「持ち主が死ぬと魔術具のグルトリスハイトは地下書庫へ戻る」という母親の言葉を伝えなかった。


けれど、グルトリスハイトの魔術具を継承したルンドザインは、親から子へシュタープで魔力を通して継承する物だと考えた。そのため、奥の書庫には知識の詰まったグルトリスハイトがあることを知っていたけれど、そこへ行かないまま自分の子にも魔術具のグルトリスハイトを引き継がせたのである。ルンドザイン自身がそうしてツェントになったからだ。


「こうして、グルトリスハイトは自力で得る物ではなく、継承される魔術具になった。グルトリスハイトを奪えば自分が次期ツェントになれると思う者が出ることも不思議ではないだろう」


「それが政変の起こりですね？」


グルトリスハイトの魔術具を病床の父親から継承した第二王子ワルディフリードが、次期ツェントを狙う第一王子に殺された。正当な持ち主であるワルディフリードの死と共にグルトリスハイトの魔術具は消えた。地下書庫の奥、王族登録がなければ入れない書庫に戻ってしまったのである。いくら第二王子や第三王子の離宮を探しても見つかるはずがない。そして、アルプゼンティの言葉が引き継がれなかった王族には地下書庫の奥にあることもわからなかった。わたしが知ったのはメスティオノーラの英知を得たからだ。


「そういう王位継承の歴史を参考にすれば、地下書庫の奥にあるグルトリスハイトの魔術具を手に入れられますし、シュタープによる引き継ぎができると思います。わたくしが王族と血縁関係にないので魔力を合わせるのに時間はかかるでしょうけれど、わたくしではなく王族が次期ツェントになる方が周囲への影響は少ないでしょう？」


魔術具のグルトリスハイトを手に入れたわたしが王族と夫婦になり、魔力を合わせていけばいずれ譲ることは可能になるはずだ。ダンケルフェルガーが海の女神の杖つえをシュタープで魔力を通して継承しているような感じで継承させられる。


「……そんなことを考えて君はジギスヴァルト王子に嫁とつぐことにしたのか。シュタープによる継承をしたところで、今の王族には中身が読めぬであろう？　意味があるのか？」


フェルディナンドが馬鹿にするように鼻を鳴らした。フェルディナンドはせっかく忠告したのに古語の勉強をしていない王族にご立腹らしい。気持ちはわかる。グルトリスハイトを譲ったところでまともに使えるようになるのがいつになるのか、わたしにも見当が付かないのだ。


「公務として本を読んで勉強できるなんて最高なのに、それができないくらいに忙しいのでしょう。ツェント・トラオクヴァールはフェルディナンド様みたいに薬の匂いがする時がありますもの。わたくしもこの一年は引き継ぎで目が回る程忙しくて碌ろくに読書ができませんでした。きっと王族はそれが日常なのでしょうね。何年も碌に読書ができないなんて可哀想かわいそうだと思います」


「何を他人事ひとごとのように言っているのだ？　王の養女となり、ジギスヴァルト王子と結婚すれば、それが君の日常になるのであろう？」


冷ややかな声に現実を突きつけられて、わたしは一度口を閉ざす。現実なんて見たくない。


「……成人したら印刷業に取り掛かって、わたくしが少しでも本に触れる時間を作ります。他に何か良い手段はありませんか？　たとえば季節ごとにフェルディナンド様がご機嫌きげん伺いと称してわたくしにエーレンフェストの本を届けてくれるように命じておくとか、わたくしへの手土産は王族命令で本に限定するとか……」


わたしが少しでも気持ちを前向きにするために思いつくことを述べていると、フェルディナンドが腕を組んでわたしをげんなりとした顔で見下ろした。


「読書の時間がないことが問題であって、本の冊数が増えても意味がなかろう。そのような馬鹿なことに王族命令を使う君は絶対に王族になるべきではないな。王の養女にならずに済む方法を模索し、アーレンスバッハを片付け、さっさとエーレンフェストへ戻る方法を考えるべきだ」


当たり前のように言われたフェルディナンドの言葉が胸に刺さった。わたしはフェルディナンドをエーレンフェストに戻すことは考えていたけれど、自分が戻ることは考えていなかった。わたしがいなくなることを前提に動いているエーレンフェストにもう戻ってはならないと思う。


「何だ、その顔は？　まだ何か隠しているのか？」


「そういうわけではなくて、その……。わたくし、もうエーレンフェストには戻れません。一時的に帰るとか、里帰りは別なのですけれど、わたくしがこの先ずっとエーレンフェストにいることは難しいのです」


「意味がわからぬ」


フェルディナンドに詰め寄られ、わたしはエーレンフェストの現状を説明する。王との養子縁組の話が出てヴィルフリートと婚約を解消することになっていること。今の時点で王族との話がなくなったとしても、婚約のやり直しはお互いの心情から無理だということ。ヴィルフリートがアウブになりたくないと言ったことで、今はシャルロッテがアウブを目指し始めたこと。メルヒオールが神殿長になったため、もう神殿にもわたしの居場所はないこと。


「わたくしがいなくなることを前提に、一年間引き継ぎや準備をしてきました。もちろん戻ったとしても皆は内心はどうあれ顔には出さないでしょうし、快く迎えてくれるとは思います。でも、わたくしがアウブ・エーレンフェストになれない以上、この先はいられないのです」


わたしが王族にグルトリスハイトを渡した上でエーレンフェストに戻れば、貴族達はシャルロッテやメルヒオールよりわたしを次期領主に望むだろう。王族にグルトリスハイトをもたらすことは、個人の感情的な「嫌」が通じるような功績ではない。


事情を知らずにわたしを溺愛しているボニファティウスはおそらく強硬にわたしを推すだろうし、ジルヴェスターは元平民であるわたしが次期領主になることを許さないと思う。せっかくエーレンフェストがまとまってきたのに、再び領主一族内に対立が起こる。ライゼガング系貴族とのバランスを取るために第二夫人として婚約したブリュンヒルデの努力が全て無駄になってしまう。


「領主一族の関係だけではありません。グーテンベルク達も引き継ぎや出発準備を進めています。移動がなくなったのでエーレンフェストで過ごせと言われても困るでしょう」


彼等もわたしと一緒だ。一度工房を出ると決めたダプラ達はもう簡単に後戻りできない。


「わたくしがフェルディナンド様を救うために自分の側近を率いてアーレンスバッハへ来られたのも、すぐにいなくなる者として領地の防衛の頭数に入れられていなかったからです。何に関しても、わたくしはもうこれから先のエーレンフェストで頭数に入っていません」


わたしの言葉にフェルディナンドが目を閉じてゆっくりと息を吐いた。


「……そのようなことになっているのか」


「ですから、フェルディナンド様だけでもエーレンフェストに……」


「黙れ」


間違ったことは言っていないはずなのに、また頬をつねられた。


「君の居場所については考える。ひとまず目の前の問題から片付けるとしよう。ランツェナーヴェの掃討そうとうと境界門の閉鎖だ。行くぞ」


毒で動けない状態だったとは思えないような動きで、フェルディナンドが歩き出す。長々と話をしている間にある程度は解毒できたらしい。すでに表情にも苦しそうなところがない。


「待ってください。登録用の魔石を探すか、作るかしなければフェルディナンド様は出られませんよ。ディートリンデ様が外してしまったので」


わたしが引き留めると、フェルディナンドは「碌でもないことには頭が回るのか」とディートリンデを貶けなしながら出入り口を指差した。


「この扉を開けるために書箱を退けたであろう？　あの中に予備の登録用魔石がある。君が礎を染めたならば開くはずだ。すぐに取ってきなさい」







新しいアウブ


「フェルディナンド様はどうなのだ!?」


登録用魔石を取るために供給の間を出た途端、エックハルトが食らいつくような勢いで尋ねてきた。同時に、エックハルトからわたしを守るようにアンゲリカが武器を手に飛び出してくる。二人が睨み合うのを見て、わたしはアンゲリカの肩を軽く叩いて退ひいてもらった。


ユストクスに教えられた通りに解毒剤を飲ませたこと、順調に回復していてフェルディナンドがランツェナーヴェの掃討と境界門の閉鎖に向かうつもりであることを告げる。回復薬を毒と勘違いしたフェルディナンドに鎖で首を絞められたとか、グルトリスハイトについて話をしたとか、話をしている途中でいきなり魔王のような怒りを見せたとか、余計なことは言わない。


「これから戦いの場に出るなど、毒の影響は問題ないのか？」


「……エックハルト兄様もご存じの通り、フェルディナンド様は隠し事に長たけた方です。正直なところ、完全には回復していると思えません。でも、普通の病人のように寝ていることはできないようです。なるべく早く終えられるようにしなければなりませんね」


「わかった。ダンケルフェルガーに連絡しておこう」


エックハルトは頷くと、すぐに踵を返して領主執務室を出ていった。ユストクスは何やらエーレンフェストから持ち込んだ木箱を準備し始めている。フェルディナンドが助かったことが通じたようで、領主執務室の中にはひとまず安堵した空気が満ちた。けれど、これからランツェナーヴェの者達を相手にした戦いが始まるのだ。のんびりしていられない。


わたしはフェルディナンドに教えられた通り、書箱から登録用の魔石を取り出し、もう一度供給の間へ向かう。踏み込む直前に自分の側近達を振り返り、指示を出した。


「境界門を閉めるためには礎を染めたわたくしが行かなければなりませんから、護衛騎士はいつでも出られるように準備してくださいませ」


「はっ！」






供給の間でフェルディナンドに登録用の魔石を染めてもらった。わたしはそれを手にして領主執務室に戻ると、扉の窪くぼみにはめ込む。合図を送るとすぐにフェルディナンドは出てきて、状況を把握するかのように部屋を見回した。そんな彼に駆け寄ったのは、エックハルトとユストクスだ。


「フェルディナンド様、ご無事で何よりです」


「心配をかけたな」


安堵の表情を見せる二人に、フェルディナンドはわずかに笑みを見せる。けれど、それはほんの一瞬のことで、すぐに表情を引き締めた。


「ローゼマインよりランツェナーヴェが暴れていること、さらわれた者がいると聞いた。詳しい状況は把握できているのか？　騎士団の状況を報告せよ、エックハルト」


「はっ！　魔力を防ぐ銀色の武器や防具、一瞬で魔石になる毒の散布によって、一方的に何人もの騎士がやられたと報告を受けています。シュトラールによると、魔術が効かない相手に無策で立ち向かうより城にいる貴族達を避難させることを優先し、魔力登録がなければ開かない部屋に隠れるように指示を出していたそうです」


当人の魔力でなければ開閉できない隠し部屋に籠もって難を逃れた貴族達も多いらしい。想像していたよりは被害が少なそうだ。そっと胸を撫で下ろしながら、わたしは供給の間を閉じた。扉の大きさを元の小さいサイズにして、護衛騎士達に書箱の位置を直してもらう。その間もエックハルトの報告は続いていた。


「レティーツィア様はランツェナーヴェの手に落ちたようです。ディートリンデ様の指示によって、ランツェナーヴェの者に連れ出されるレティーツィア様とシュトラールの娘が目撃されています。一瞬で魔石となる毒を持っていると警告したのは彼女達で、シュトラールは逃げて皆を救えと命じられたそうです」


そのおかげで、アーレンスバッハのレティーツィア派の貴族達が知らないうちに皆殺しにされるという事態は防げたらしい。全ての屋敷に連絡ができたわけではないので、荒らされた貴族の家々にどれだけの貴族が生き残っているかはまだ把握していないようだ。


「ディートリンデ、ゲオルギーネ、アルステーデの身柄の確保は済んでいるか？　もしくは、所在の把握はどうなっている？」


「ディートリンデ様はレオンツィオ様と共にランツェナーヴェの館へ向かったまま戻っていないと聞きました。ランツェナーヴェの非道を止めてほしいと嘆願たんがんするために向かった者も帰って来ず、先程ランツェナーヴェの館へ踏み込んだところ、館はもぬけの殻からだったと報告が入っています。出た様子がないので現在の所在は不明です」


「……そうか。わかった」


フェルディナンドが顔を顰めてエックハルトに頷くと、今度はユストクスがアルステーデについて報告を始める。


「アルステーデ様とその夫ブラージウス様はディートリンデ様のお招きでランツェナーヴェの館へ行ったと家人からの情報がありました。まだ帰宅しておらず、ディートリンデ様と行動を共にしている可能性が非常に高いと言えます」


「なるほど。だから、みすみす其方等の侵入を許し、ローゼマインに礎を染められることを阻止できなかったのか。登録メダルの廃棄はいきによる処分をすべきかと思ったが、領地内にいそうにないな。ゲオルギーネは？」


フェルディナンドはユストクスの報告を聞きながらハルトムートを呼んで、わたしの薬を準備させる。優しさ入りの回復薬を飲んでおくようにと言われ、わたしは回復薬を飲んだ。


「旧ベルケシュトックの祈念式をゲオルギーネ様が行うということで、ギーベの館を転々とするために十日ほど前からご不在のようです。どこのギーベのところに滞在中なのか、まだわかりません。どのギーベからもオルドナンツが返ってこないのです」


「……それは不穏だな。エーレンフェストへの侵攻に、ギーベ達が協力している可能性も高い」


この場にいるのはエーレンフェストの者ばかりだ。フェルディナンドの口からエーレンフェストの危険性を示されたことで部屋に緊張が走る。


……どうしよう。すぐに戻って……。


フェルディナンドの救出が終わって心配事が片付いたわたしの頭に思い浮かんだのは、下町の家族やエーレンフェストに残してきた側近達、神殿の者達の顔だった。


「落ち着きなさい」


わたしの心情を見抜いたように、フェルディナンドが制止する。


「心情的にアーレンスバッハよりエーレンフェストを優先したい気持ちはわかるが、先に境界門を閉め、これ以上の悪さができぬようにランツェナーヴェを叩いておく方を優先させよ。これは礎の魔術を奪ってしまった君にしかできないアウブの仕事だ、ローゼマイン」


わたしにそう言った後、フェルディナンドはわたしの側近達を見回した。


「事情を知らない貴族達からは、突然攻め入ってきた其方等とランツェナーヴェが手を組んでいるように見える可能性が高い。普通は自領の領主一族がそのようなことをするとは考えないからな。それに、外患誘致を防ぐという大義名分を掲げて王族から許可証を得たならば、それを疎おろそかにしてはならぬ。ローゼマインには周囲を動かした責任がある。王族やアーレンスバッハの貴族達に付け入る隙すきを与えてはならぬ。側近である其方等にはその点を注意してもらいたい」


それが終わればエーレンフェストへ向かうとフェルディナンドは言った。ゲオルギーネに賛同したギーベ達も、自領の礎の魔術が奪われて実質のアウブが交代したと知れば手を引く可能性が高いらしい。


「わかりました」


「フェルディナンド様、そのままでは戦いの場に出られないでしょう。お召し替えの準備はこちらにございます」


ユストクスが木箱の上にマントやいくつかの魔石や薬の準備を終えているのが目に入った。わたしが準備の良さに驚いていると、ユストクスはわたしを見ておどけたように微笑む。


「アウブ・アーレンスバッハ、大変無礼とは存じますが、フェルディナンド様の自室は荒らされておりますし、この緊急時です。領主執務室をフェルディナンド様のお召し替えのために使わせていただきたいのですが、ご許可を願えませんか？」


「許可します。わたくし達は出ていますね」


自分の側近を引き連れて、わたしは領主執務室を出た。けれど、扉の外側には誰もいない。ハンネローレ達はどこに行ったのだろうか。


……エックハルト兄様が声をかけていたはずなのに、ダンケルフェルガーの騎士が一人もいないなんて何か起こった？


不思議に思って見回していると、廊下の先にある広めのホールに負傷したダンケルフェルガーの騎士達がぞろぞろと入ってくる。ホールの先には大きなバルコニーがあり、そこに騎獣で乗りつけているようだ。騎士達を誘導していたらしいハンネローレがこちらを振り返った。


「ローゼマイン様、フェルディナンド様はご無事でしたか？」


ニコリと微笑むハンネローレには特に傷が見当たらないけれど、後ろの騎士達は怪我けがをしている者が多い。手応えのない敵だと言っていたはずだが、不測の事態でも起こったのだろうか。


「ハンネローレ様、ダンケルフェルガーの騎士達のお怪我はどうされたのですか？」


「ランツェナーヴェの兵士は何ということもないのですけれど、船の攻略に手こずっています」


貴族街をうろうろしていたランツェナーヴェの兵士達を蹴散らしたり、ランツェナーヴェの館へ攻め込んだりしている間はよかったが、船に逃げ込んだ者を追いかけたところで船から武器が出てきたらしい。船に近付けまいとするように、細い銀色の針のような物が大量に飛び出す武器が使われたそうだ。


「船に戻るランツェナーヴェの兵士と囚われた娘を装って、十人ほどの騎士を中に送り込んだのですが、あの中にはオルドナンツも届きませんから……」


ハンネローレは領主執務室前で待機していたため、それから先は現地で戦っていたハイスヒッツェから報告される。


「あの船は全く魔力を通しません。また、銀の針のような武器は騎獣も鎧も貫通かんつうします。騎獣を消して船体に飛び乗り、武器を使ってみましたが、大した効果はありませんでした。我々が持ってきた非魔術具の武器は対人用ですから、船のような大きな物には船体に少し傷が付く程度です。一度対策を練るために騎士達を引き上げさせました」


「騎獣や鎧を貫通する初見の武器が使われる中、船体に飛び移り、船の強度を調べてくださったことに感謝します。フェルディナンド様にも相談してみましょう。怪我をした方々、こちらへいらしてください。癒しをかけます」


わたしはフリュートレーネの杖を出して、ダンケルフェルガーの騎士達をまとめて癒す。


「アーレンスバッハの騎士達の一部は境界門で見張りをさせています。船に動きがあれば連絡が来るでしょう。それから、新しいアウブに会わせろと騒ぐアーレンスバッハの貴族達を一室に集めています。聞き分けのない方が多かったことに苛立ったダンケルフェルガーの騎士達が彼等を一喝いっかつし、少々手荒なことをしてしまいました。お許しくださいませ」


領主執務室に入れろと騒いだ貴族達を「邪魔者」と判断し、片っ端から確保して一室に閉じ込めているらしい。ダンケルフェルガーの騎士が見張っているので、ランツェナーヴェの兵士に襲われることもないし、命に別状はないそうだ。


「この扉を守ってほしいとお願いしたのはこちらですから大丈夫です。助かりました。……あの、ハンネローレ様。鐘二つ分の時間がそろそろ過ぎようとしているのですけれど、ダンケルフェルガーの方々はどうされますか？　わたくしはこれから境界門を閉じますし、フェルディナンド様はランツェナーヴェの掃討戦を行うそうですが……」


わたしはハンネローレに意見を聞いたのに、ハイスヒッツェがずずいっと前に出てきて「もちろん掃討戦に同行します」と力強く言った。


「やっと歯ごたえのある敵が出てきて、フェルディナンド様と共に戦える機会を逃すわけにはまいりません」


「あの、ハンネローレ様……」


本当にそれで良いのか、とわたしが意見を求めると、ハンネローレはちょっと困った顔になって微笑んだ。


「敵が弱すぎて、魔術具も回復薬もほとんど使用していません。本物のディッターなのに戦う場がほとんどなくて不満の残る騎士達を連れて帰ると、後が大変なのです。このままご一緒させていただけると助かります」


……発散させてから帰らせたいのですね。わかります。


血の気の多そうなダンケルフェルガーの騎士達を見回して納得していると、傷が回復した途端、ハイスヒッツェ達はいかにして銀色の船を攻略するかを考え込み始めた。


「大きな岩でも落としてみるのはどうだ？　身体強化を使って投げてみれば、穴くらいは開くかもしれぬ」


「それでは中にいるお嬢様方が巻き込まれる可能性が高いぞ」


そんな話を始めた騎士達を見ていると、ハンネローレが「あら？」と声を上げた。


「ローゼマイン様、その王族の紋章は外しておいた方が良いのではございませんか？　大変申し上げにくいのですが、お肌に触れていらっしゃる部分の鎖が少し傷んでいるように見受けられます」


「え？」


わたしは不思議に思ってネックレスの首の辺りに触れてみる。ハンネローレの言った通り、金属のつるりとした感触ではなく、少しざらついている。錆さびているような感触がして、触れた指先を見ると金色の粉がついていた。


わたしは首を傾げながらネックレスを外す。留め金の辺りの肌に当たる部分だけが傷んでいることが一目でわかった。


「今日、いただいたところなのですけれど……不良品でも渡されたのでしょうか？」


ハンネローレが不良品ではないと苦笑して教えてくれる。


「ローゼマイン様の魔力が大きすぎただけですよ。それを身につけた状態で魔力を使いすぎたのでしょう。求愛の魔術具に使われている鎖部分は作製者の魔力でできているので、作製者を超える魔力で負荷をかけすぎるとそういうことになります」


「それは、心当たりがありすぎますね」


このネックレスをつけてから国境門二つに魔力供給をして転移陣を何度か使い、礎の魔力を染め変えた。短時間で魔力を使い過ぎたのは間違いない。それはすぐに納得できた。けれど、納得できないこともある。


「あの、ハンネローレ様。求愛の魔術具は講義で習いましたけれど、相手の属性に合わせて作り、誓いの言葉を入れますよね？　これは違うと思うのですけれど……」


「講義で習ったのは求婚の魔石ですよ。求婚の魔石は自分にできる最上の物を贈りますが、求愛の魔術具はその前の段階ですから、少し格を落とすのが普通です。誓いの言葉ではなく、誰が求愛したのかわかるように紋章や名前が刻まれていて、魔力が滲にじみ出ているのが特徴になります」


わたしは驚いて許可証だと思っていたネックレスを見下ろす。魔力が滲み出ているとハンネローレは言ったけれど、わたしにはその魔力が見えない。どのように見ればよいのだろうか。後でフェルディナンドに聞いてみた方が良いかもしれない。


……そういえば、これを見てフェルディナンド様が王子との結婚がどうのこうの話し始めたような気が……。これが求愛の魔術具だとわからなかったのはわたしだけってこと？


そんなことを考えていると、クスとハンネローレが笑った。


「講義の時にも何度か思いましたけれど、ローゼマイン様は成績優秀で何でも知っていらっしゃるのに、男女の機微やその間で行われることはあまりご存じないのですね」


「勉強が足りないことは認めますけれど、他のお勉強と違ってフェルディナンド様が教えてくださらなかったのですもの」


エルヴィーラの恋物語を読んでもよくわからないことは棚上たなあげして、フェルディナンドのせいにしてみたら、ハンネローレは何と言えば良いのかわからないような困った顔になった。護衛として背後に立っているレオノーレに「殿方とのがたが教えることではありません」と言われる。


……まぁ、そうだよね。


「ローゼマイン様、こちらに包んで革袋に入れておいた方が良いでしょう。王族の許可証を失うと困りますから」


わたしはハルトムートが笑顔で差し出した布を受け取ってネックレスを包むと、腰につけている革袋に入れた。大事な許可証がこんなに脆もろいなんて想定外である。


……でも、これが求愛の魔術具だったなんて。何を考えてジギスヴァルト王子はこんな物を贈ってきたんだろうね？


王命ならば結婚は嫌でも決まるし、王命でないならば結婚する必要もない。求婚の魔石以外の物をわたしに渡す意味などないだろう。






「待たせたな、ローゼマイン……。何だ、この有様は？」


領主執務室から魔石の全身鎧になって出てきたフェルディナンドは、ダンケルフェルガーの青いマントがひしめく様子を見て、顔を一瞬引きつらせた。ダンケルフェルガーの騎士達はフェルディナンドの姿を見て、ざっと音を立てて廊下に整列し、跪いていく。


「何故アーレンスバッハの城にダンケルフェルガーがこれほどいるのだ、ローゼマイン？」


想定外の不意打ちに弱いフェルディナンドがギロリとわたしを睨んだ。


……まずい。ダンケルフェルガーのことを説明するの、すっかり忘れてたよ。


わたしは取り繕つくろった作り笑いで「ほほほ……」と笑って誤魔化しながら、ダンケルフェルガーの有志達を示す。


「わたくしと共にフェルディナンド様をお救いするため、そして、礎を奪う本物のディッターに参加するためにダンケルフェルガーからいらっしゃった有志の方々です」


「ご無事で何よりです、フェルディナンド様！」


わたしの後ろの方でハイスヒッツェが立ち上がり、満面の笑みを浮かべて近付いてくる。バッと自分のマントを外して、嫌そうな顔をしているフェルディナンドに差し出した。


「これをお返しします。このマントは私がフェルディナンド様に正々堂々とディッターで勝利してこの手に取り戻したいのです」


「いらぬ。持って帰れ」


……ああぁ、やっぱり温度差がひどいことになってる！


すげなくあしらわれてもハイスヒッツェは全くめげずにフェルディナンドに語り続ける。さすがダンケルフェルガーの男。この程度ではへこたれない。


「前回は良かれと思って行ったことが裏目に出てしまいました。私はフェルディナンド様をお救いするつもりだったのです。今度こそお役に立ちたいと……」


「其方と問答をしている時間が惜しい。ランツェナーヴェを逃さぬために境界門を閉めに行き、掃討戦を行わねばならぬ」


フェルディナンドにパタパタと手を振って「邪魔だ」と追い払われたけれど、ハイスヒッツェはむしろ得意そうな笑顔になった。


「協力いたします。ローゼマイン様の要請により、ここへ来ているので。そして、全てを片付けたら、後程ゆっくりとディッターについて……」


「全てを片付けたら、な。あと十年くらい待っていろ」


「もっと早く片付くように協力いたします。ですから、ディッターを……」


……わぁ、フェルディナンド様の対応に全くめげてないよ。


貴族院時代からフェルディナンドにどれだけぞんざいに扱われても、しつこくディッターを申し込んできたハイスヒッツェにとってはこの程度の対応は何ともないようだ。さすがダンケルフェルガーの男。しつこい。


「それにしても、ここにいるのはダンケルフェルガーの騎士ばかりではないか。アーレンスバッハの騎士はどうした？」


レオノーレがハンネローレから聞いた状況を説明し、ダンケルフェルガーとの共闘の流れを伝えると、フェルディナンドは「どこまで非常識な手段を使ったのだ、君は」とわたしの頬を一度つねった。これは絶対に八つ当たりだと思う。


「常識の範囲ではフェルディナンド様を救うことができなかったのですもの。ダンケルフェルガーの騎士達のおかげで、こちらは怪我もなく礎を奪い、フェルディナンド様を助けることができたのです。まずお礼を言ってくださいませ」


わたしの言葉にフェルディナンドはしばらく考え込むようにしてハイスヒッツェを見る。


「わかった、ハイスヒッツェ。境界門を閉鎖した後、ランツェナーヴェの者を一人残らず捕らえたら、其方の要望通りにエーレンフェストへ連れて行くとしよう」


「エーレンフェストへ行くのですか!?　一体何のために、でしょう？」


ハンネローレが目を丸くしてわたしとフェルディナンドを見比べる。アーレンスバッハへ来ることは最初から話し合っていたことだけれど、エーレンフェストへ行くという話は全くしていない。指揮官のハンネローレが戸惑うのは当然だろう。だが、フェルディナンドはそんな彼女の反応を完全に無視して続けた。


「ローゼマインはアーレンスバッハの礎を奪ったが、宝を奪うだけがディッターではない。宝を守りきらなければ、いくら騎士が強くて余所の宝を奪ったところで敗北になる。何度となく私に宝を奪われて敗北したダンケルフェルガーはそのくらいよくわかっているであろう？」


フェルディナンドと同世代の騎士が多いのだろうか。痛いところを突かれたような顔をする騎士達が続出する。


「……つまり、エーレンフェストの礎を守り切ったと確証があるまで本物のディッターはまだ終わらぬ。完全なる勝利を手にするまで気を抜くな。ランツェナーヴェは見知らぬ武器や毒など、思わぬ手段を使ってくる。私の指揮下に入れ、ハイスヒッツェ。完膚かんぷなきまでにランツェナーヴェを叩きのめす」


「はっ！　これよりダンケルフェルガーはフェルディナンド様の指揮下に入り、本物のディッターを継続する！」


「おぉ！」


ダンケルフェルガーの騎士達はざっと立ち上がると、バルコニーから騎獣で外へ出始めた。暑苦しいが、行動が早くて頼もしい。ハンネローレは「このまま帰る方が大変ですものね」と諦めと納得の混ざった顔で頷いている。


「ユストクス、私が戻るまでに隠し部屋の貴族達を救い出し、あらゆる情報を集めろ」


「かしこまりました」


「ハルトムート、クラリッサ。其方等は一室にまとめられているアーレンスバッハの貴族を解放し、ディートリンデとローゼマインを比較しつつ、新しいアウブがいかに優れているのか、ローゼマインの聖女らしさと共に宣伝しろ。ローゼマインがアウブとして治めなければアーレンスバッハが崩壊するということを骨の髄ずいまで叩き込め。ローゼマインを見たら跪きたくなるくらいに洗脳して構わぬ。ローゼマインがすんなりとアウブ・アーレンスバッハとして貴族達に受け入れられるか否いなかは其方等の活躍かつやくにかかっている」


「お任せくださいませっ！」


張り切った二人の声が響く。何となく胃の辺りが痛くなった。


「あの、フェルディナンド様。ハルトムート達に任せても大丈夫なのですか？　ものすごく不安なのですけれど……」


「君の功績を宣伝するという点で、これ以上はない人材であろう。そんなことよりも、魔力は回復しているか？……アウブである君にはこれから少し無理をさせることになると思う」


フェルディナンドが大きなバルコニーに向かって歩きながら、少し心配そうにわたしの顔を覗き込んだ。わたしは安心させるためにニコリと微笑んで首を横に振る。


「大丈夫ですよ。お薬を飲みましたから。……それに、正念場なのでしょう？」


毒を食らって死にかけていたフェルディナンドが自分の回復より優先して敵を叩こうとするのだ。急がなければならないことも、逃げてはならない場面であることもわかる。


「よろしい。では、行くぞ。アウブ・アーレンスバッハである君がこの混乱を治め、全てを手中に入れねばならぬ」


凶悪きょうあくな笑みを浮かべたフェルディナンドがバルコニーで騎獣を出した。そこにオルドナンツが飛んでくる。エックハルトの腕に降り立った白い鳥が男の声で喋しゃべり始めた。


「エックハルト、シュトラールだ。ランツェナーヴェの船が動き出した。ダンケルフェルガーの攻撃が止んだ隙に国境門を越えるつもりではないかと思われる。フェルディナンド様はまだか!?　至急指示を！」


三回叫んだオルドナンツが魔石に戻った。エックハルトの手から魔石を取って、フェルディナンドがシュタープでオルドナンツを作り出す。


「フェルディナンドだ。新しいアウブと共に境界門を閉めに行く。其方等は決して攻撃せず、相手に姿を見せず、しばし待機せよ」







アウブの守護


わたし達は騎獣で城を飛び出した。エーレンフェストに比べるとずいぶんと暖かく、祈念式の時期だというのにすでに初夏を思わせる気温だ。


わたし達がアーレンスバッハに到着した時、街並みは暗闇に沈んでいた。今は夜が白んで薄紫から淡い黄色へグラデーションを描く空が、白い貴族街や港に続く下町の姿を浮かび上がらせている。貴族街を囲む壁や門はあるけれど、エーレンフェストと違って下町には壁も門もない。


空よりも一段暗い海の上に、出港したばかりでまだあまりスピードの出ていない銀色の船が三隻せき、境界門へ向かって動いている。港にもう一隻、銀色の船が見えた。その船だけは未だに出港準備が終わっていないようだ。


ランツェナーヴェの館の見張りをしていたダンケルフェルガーの騎士と境界門上のアーレンスバッハの騎士はそのまま見張りを続けるように、とフェルディナンドがオルドナンツを飛ばす。他にも次々とオルドナンツを飛ばしている。


城に残した騎士達から連絡が届いたようで、貴族街のあちらこちらで救助活動に励んでいたアーレンスバッハの騎士達が少しずつ集まってきた。彼等がわたしのレッサーバスを見て、一様に驚いた顔になる。中には「グリュンか！」とシュタープを出した者がいて「魔獣ではない！　新しいアウブの騎獣だ」と周囲の騎士に止められていた。


……グリュンじゃないもん。


「ハイスヒッツェ、エックハルト。十人単位で行動班を作り、班長を任じよ。以後、命令は班単位で行う。班長以上の指揮官及びその側近は外壁の門柱へ一度降下する。それ以外は上空で待機だ」


「はっ！」


騎獣を駆りながら出された命令にハイスヒッツェとエックハルトが従い、空中で移動している間に騎士達の班分けと班長が決められていく。


「ローゼマイン、あれが外壁の門柱だ。あそこに着いたら班ごとに魔術具を配付せよ」


「では、マティアス、ラウレンツ、レオノーレ、コルネリウス、手伝ってくださいませ。アンゲリカはわたくしの護衛です」


「はっ！」


貴族街をぐるりと囲む外壁の門柱の屋上に向かって、班長や指揮官達が高度を下げていく。荷物を載せている乗り込み型の騎獣以外は一度消された。


第一班と第六班には閃光弾せんこうだん、第二班と第七班には広域魔術の補助魔術具、というようにフェルディナンドの指示通りにわたしの護衛騎士達が班長に配っていく。


「ハンネローレ様はご自分の騎士達を連れて、城で休んでくださっても良かったのですが……」


フェルディナンドがシュミルの乗り込み型騎獣を見ながら城へ戻るように言ったけれど、ハンネローレは困ったような微笑みで首を横に振った。


「わたくし、ディッターの恥を雪ぐために参りました。ここで再び逃げることは許されません。こちらの貴族街で手に入れたヴォルヘニールをランツェナーヴェの船に入れることができないか、考えています」


ハンネローレが自分の騎獣を手で示しながらそう言った。騎獣の荷物置き場にヴォルヘニールが三匹も載せられ、伏せの状態で並んでいるのが見える。ヴォルヘニールは犬っぽい見た目で、シュミルのように貴族間で比較的人気のあるペット系の魔獣だと誰かに聞いたことがある。


……ペットを船に入れる？


ハンネローレがヴォルヘニールで何をするつもりなのか、わたしにはさっぱりわからないけれど、フェルディナンドはすぐに察したようだ。


「……なるほど。ランツェナーヴェの兵士達相手には良い手段だと存じます」


やはりダンケルフェルガーの女だな、と聞こえた気がするのだけれど、これは褒め言葉なのだろうか。ハンネローレは照れたように微笑んでいるので、きっと褒め言葉なのだろう。褒め言葉ということにしておこう。


「では、あの出港できていない船はハンネローレ様にお任せしましょう。人質救出と護衛のために第一班と第二班を同行させてください」


「恐れ入ります」


フェルディナンドが海を指差す。少しずつスピードを上げ始めた銀色の船が見える。


「あの銀色の船には魔力が通らぬ。それは知っているであろう？　だが、魔力が通らねば転移できぬ。故に、門に近付いたらあの船は黒に変わるのだ。その瞬間を狙う」


そのためにも帰れると思わせることが肝心らしい。騎獣の方が断然速いので追いつきすぎないように気を付けなければならないそうだ。つかず離れず、攻撃しやすい態勢と距離で境界門へ向かって追いやらなければならないとフェルディナンドは言う。


「黒に変わったらローゼマインは人質を守るため、船に向かってアウブの守護を。守護がかかったら、船を粉砕ふんさいするつもりで総攻撃を行う。黒は魔力を吸収する。生半可な魔力では粉砕できぬ。全力で当たれ」


「船を粉砕って……人質はどうするのですか!?」


「アウブの守護によって守られるのだ。海に投げ出されてから回収すればよかろう」


……相変わらず結果しか見てないね！


でも、ランツェナーヴェに戻られてしまうとどうしようもなくなる。未知の場所で戦うよりは、フェルディナンドが知っている場所で戦う方が有利だ。


「このような魔力任せの手段は、ダンケルフェルガーの騎士が大量にいて、君がアウブでなければ採れなかった。礼を言う」


何班がどの船を攻撃するのかという指示が次々と出され、わたしには回復薬をここに置いておくように言われる。


「君が回復薬を抱えていても、戦いが起こった時に全員に配って回れるわけではない。回復薬及び魔術具の管理は見習いに任せる。君の護衛騎士を一人出せ」


「ローゼマイン様、私が管理しましょう。視力の強化ができるようになったので、必要な回復薬を見習い達に持たせて向かわせることができます。それに、私も見習いですから」


ラウレンツが名乗り出てくれた。アーレンスバッハの騎士見習いと共にここで魔術具や回復薬の補給をしてくれるらしい。


「ローゼマイン、君は騎獣を片付けろ。私の騎獣に同乗するのだ」


「え？　何故ですか？」


確かに荷物は全部運び出したけれど、どうしてフェルディナンドの騎獣に同乗しなければならないのか。意味がわからない。


「君の騎獣は、アーレンスバッハの者にとって間抜けなグリュンにしか見えぬ。そのせいで事情を知らぬ騎士から攻撃されかけたではないか。アウブに攻撃するのは反逆だ。余計な処分者を増やしたいのか？」


接点の少ないアーレンスバッハの騎士にはわたしの騎獣が全く受け入れられていないことを指摘された。いくらレッサーバスが可愛くてもダメらしい。


「それに、乗り込み型では境界門が閉めにくいし、私も指示が出しにくい。何より、乗り込み型では新しいアウブである君の姿が他の者から見えず、披露目ひろめにならぬ」


フェルディナンドはどうやらこの機会にわたしを新しいアウブだと徹底的に周知させるつもりのようだ。何となく領主の養女になった時に祝福をたくさんさせられた時のことを思い出した。ハルトムートとクラリッサが城で活動中なのだから、あの時よりひどい結果になるだろう。


言われるままに同乗して洗礼式の二の舞になることを躊躇っていると、レオノーレとコルネリウスがわたしを守るようにフェルディナンドの前に立ち塞がった。


「ご意見は理解できますが、フェルディナンド様がローゼマイン様を同乗させるのは外聞が良くありません。ローゼマイン様はわたくしの騎獣に……」


「そうです。ローゼマイン様は女性騎士に同乗させるべきです。ここではフェルディナンド様を保護者だと認識する者は限られています。主の名誉のためにも女性騎士と同乗させてください」


二人の意見を聞いたフェルディナンドが軽く眉を上げる。


「却下きゃっかだ。領主候補生ではないレオノーレでは不都合が起こる可能性が高い」


領主一族が扱う魔術は秘密にするべきものがある。そのため、貴族院でも領主候補生コースの講義が行われる教室には側近さえ入れない。歴代の教師は王族や王族と結婚した元領主一族だ。


領主として境界門を閉めたり領民を守ったりしなければならないのに、レオノーレと同乗すると使える領主の魔術に制限ができる。


「ローゼマインを同乗させられる女性の領主候補生がいれば、そちらに頼めばよい」


フェルディナンドの言葉に、コルネリウスは焦あせった様子で周囲を見回した。


「女性の領主候補生ならばハンネローレ様がいらっしゃいます」


指名されたハンネローレがものすごく気まずそうな顔になった。


「あの、大変申し訳ございません。わたくしの騎獣も乗り込み型なのです。新しいアウブのお披露目には向きません。それに、わたくしは指揮官として船に突入することになっていますから、ローゼマイン様とご一緒するのは難しいかと……」


……ですよね？　他領の、大領地の領主候補生に何をさせるのかって感じですよね？


「コルネリウス、ハンネローレ様に失礼ですよ。ハンネローレ様、大変申し訳ございません。お詫わびいたします」


「いいえ。護衛騎士達の懸念けねんはもっともですもの。……でも、フェルディナンド様のご心配も理解できます。アウブが自領の騎士に攻撃されるような原因を作るわけにはいかないでしょう。ローゼマイン様は礎を染めただけで、まだアーレンスバッハを掌握しょうあくしたわけではありませんから」


ハンネローレはどちらにも理解を示した。どちらにせよ、わたしのレッサーバスはこの場では良くないらしい。


「ローゼマイン、今は兄として忠告する。いくら何でもフェルディナンド様との同乗は……」


「黙れ、コルネリウス」


エックハルトがジロリとコルネリウスを睨んで黙らせる。


「フェルディナンド様を救うためにアウブ・アーレンスバッハになったローゼマインが、今更何の外聞を気にするというのだ？　船は動き始めている。時間がないのだ。……兄として命じる。さっさとフェルディナンド様の指示に従え、ローゼマイン！」


「はいっ！　よろしくお願いします、フェルディナンド様」


言い分がひどすぎるけれど、エックハルトの気迫に逆らうことなんて考えられない。わたしは急いでフェルディナンドに駆け寄って手を差し出した。


「手間をかけさせるな」


フェルディナンドが手を引いて騎獣に乗せてくれる。けれど、レッサーバスと違ってフェルディナンドのライオンは硬いし、安定が悪い。フェルディナンドも鎧を着ているので背中に当たるのは硬い感触だし、油断するとガンゴンと頭を打ちそうだ。


「こっちの騎獣は乗り心地が悪いですし、落ちそうで怖いのですけれど……」


「我儘を言うのではない。君が普通の騎獣を作っていればよかったのだ。……それにしても、成長しすぎだ。前が見え難い」


……え？　ちょっと待って。わたしが我儘なの？　フェルディナンド様の方が我儘じゃなくて？






ものすごく納得がいかないまま、騎獣は空中へ駆け上がり、スピードを上げて港を目指す。港から国境門に向かって動いている銀色の船は二隻。港を少し離れたところで何故か立たち往生おうじょうしているように見える船が一隻。そして、港を出ることができていない出港準備中の船が一隻ある。


「フェルディナンド様、海上で止まった船はダンケルフェルガーの騎士達が乗り込んだ物かもしれません。中を制圧中の可能性があります」


海上で立ち往生している船を指差して、ハイスヒッツェが叫ぶ。潜入さえできれば、ダンケルフェルガーの騎士がランツェナーヴェの兵士達に負けるとは思えない。確かに中で乱闘が起こっているせいで船が立ち往生している可能性は高い。


「あの船がいつまで経っても出港しないのも変ですよね？」


港の船が不自然に揺れているのを見て、わたしは視力を強化してじっと見つめる。銀色のランツェナーヴェの兵士だけではなく、ボロ服をまとった普通の平民らしき姿も見えた。日に焼けている腕っぷしの強そうな漁師らしき人達が、怒りの形相で木箱や網を振り回してあちらこちらへ力任せに叩きつけている。その度に小さな爆発が起こった。もしかしたら叩きつけられているのは、爆発する魚のシュプレッシュだろうか。銀色の服を着たランツェナーヴェの兵士達が、暴れる漁師達に剣や盾で応戦しているようだ。平民と兵士が入り乱れて大変な有様になっている。


「フェルディナンド様、あの港の船、漁師達と乱戦になっているようです。今、船から銀色の者がつかみ出されました」


「平民によって足止めを食らっているのか。ヴォルヘニールが使いにくいな。……作戦変更！　ハンネローレ様、あの船の付近には平民が多数います。ローゼマインがアウブの守護をかけるのを確認してから船へ潜入してください！」


「はい！」


港に向かって降下しようとしていたハンネローレを止めて、フェルディナンドはわたしに指示を出す。


「ローゼマイン、ランツェナーヴェの攻撃に傷つくアーレンスバッハの領民にルングシュメールの癒しを。その後でアウブの守護をこの港の範囲一帯にかけよ」


「はいっ！」


わたしはシュタープを出してフリュートレーネの杖を出すと、ルングシュメールの癒しをかけた。フリュートレーネの杖から緑の光が溢れて、船の周辺の乱闘地帯へ降り注ぐ。


何だ、何だと争っていた者達から声が上がり、緑の光の源を求めて顔が一斉に上を向いた。怪我の消えた漁師達が「奇跡だ」と驚きの声を上げる中、わたしはすぐに杖をシュタープに戻す。


……アウブの守護。


一度大きく息を吸って、わたしは魔力をどんどんシュタープに注いでいく。領主にしか使えない自領の民を守る魔術だ。時間の制限があるけれど、その間はどんな攻撃からも民を守ることができる。わたしが初めて見たのは、それがアウブの守護だと知らなかった青色巫女見習い時代の祈念式だ。ジルヴェスターが領民を守るために使っていた。


「フォルコヴェーゼン」


ブンとシュタープを振ると、黄色の大きな鳥が飛び出した。光の粉を振り撒まきながら港一帯を飛び回り、形を崩して消えていく。これで自領の民だけはどのような攻撃からも守られるのだ。


「アウブの守護……」


「本当にローゼマイン様がアーレンスバッハのアウブなのか」


アーレンスバッハの騎士達が自分達に降りかかった光の粉を見つめる。アウブの守護で守れるのは領民として登録されている者だけだ。アーレンスバッハの騎士達は淡い黄色の光に包まれているけれど、ダンケルフェルガーの騎士達やわたしの側近達、フェルディナンド達、そして、洗礼式前の子供には全く効果がない。


「第六班、閃光弾！　第七班は広域魔術でヴァッシェンを一帯に！　ランツェナーヴェの兵士を押し流せ！」


ルングシュメールの癒しに加えてアウブの守護が降り注いだため、わたし達を見上げていた者達の上にいくつもの閃光弾が炸裂さくれつした。目を押さえてのたうつ者達に容赦ようしゃなくヴァッシェンが降り注ぎ、ランツェナーヴェの兵士達が水流に押し流されて海に放り出される。港に繋がれていた船が揺れてぶつかり合い、艫綱ともづなの外れた船がいくつか港から押し出されていく。全てから守られている領民達はポカンとこちらを見上げたままだ。


「第三班、第四班、第五班。作戦変更！　アウブの守護があるうちに平民を帰宅させ、ランツェナーヴェの捕縛を行え！　人質の救助、魔石の回収についてはハンネローレ様の指示に従え！」


「はっ！」


フェルディナンドの指示を受けた藤色ふじいろマントの団体が、港の中でも漁師達が多いところへ向かって降下する。


「第一班、第二班！　行きます！」


ハンネローレの号令に合わせて、シュミルの乗り込み型騎獣を中心に青いマントをはためかせたダンケルフェルガーの騎士達が銀色の船へ向かって降下する。皆が大声を上げてその場を退き、騎獣の降りるスペースができた。


ハンネローレが自分の騎獣からヴォルヘニールを出す。その途端、中型犬サイズだったヴォルヘニールがぐわっと大型犬のような大きさになって、周囲の平民に食らいつこうと飛びかかった。


「ダメですよ」


ヴォルヘニールが平民に飛びつく寸前、ハンネローレがシュタープの光の帯でリードを作って、クイッと引っ張った。それだけでヴォルヘニールはぴたりとおとなしくなる。恐怖に目を見開いている平民に何か言って、ハンネローレは騎士達に号令をかけると荷物の出し入れをしていたところから騎士達と共に船の中へ駆け込んでいった。







    
  
  




ランツェナーヴェの船


再び境界門へ向かって海上を駆け始めた騎獣の上で、わたしは尋ねる。


「……フェルディナンド様、ヴォルヘニールはどういう魔獣なのですか？」


「ヴォルヘニールは己よりも魔力の強い者には絶対服従する魔獣だ。その反面、自分より魔力が低く、動く物には見境みさかいなく食らいつく性質を持っている。側仕えが家具の移動をする時にはヴォルヘニールを外へ出しておかねば家具に食らいつくと言われているくらいだ」


「……ヴォルヘニール、本当に見境なしですね」


わたしがそう言った時、海上で立ち往生していた船が内部から爆発を起こし、船の一部が派手に吹き飛んだ。騎獣の手綱を握っていない方のフェルディナンドの腕がわたしの腹部に回って引き寄せられる。


「警戒せよ！」


船の一部に大きな穴が開き、白っぽい煙が吹き出した。様子を見に行きたいけれど、下手に近付くと騎獣や鎧さえ貫く銀色の針のような物が飛び出してくるかもしれない。フェルディナンドは先を行く銀色の船と境界門の距離を確認すると、ダンケルフェルガーの騎士達から報告されていた銀色の針が届かないくらいの高さと距離で騎獣を一度停止させる。


「ローゼマイン、視力強化で様子を見て報告を頼む」


わたしは少しだけフェルディナンドを振り返り、「はい」と返事をした。ここで「どうして自分で視力を強化しないのですか？」なんて尋ねたところで意味がない。必要なのにしない時はできないに決まっている。


わたしは同乗させられた理由を悟った。フェルディナンドは自分が回復しきっていないことを他の者に知られたくないし、指示を出すためには視力を強化して戦況を報告できる者が必要なのだ。


……フェルディナンド様が休めないのは、わたし達が頼りないからだよね。


いくら礎の魔術を染めたとはいえ、アーレンスバッハの貴族達にとってわたしは初対面の見知らぬ貴族だ。ランツェナーヴェを討ちたくても、騎士達がすんなり協力してくれるとは思えない。フェルディナンドの指示だから、騎士達が動いているのだ。ならば、せめてフェルディナンドの足を引っ張らないようにしたい。わたしは煙の向こうを見定めようと視力を強化して目を凝らした。


「大きく開いた穴から銀色の衣装を着ている男性らしき人影が出てきました」


「ランツェナーヴェか？　ダンケルフェルガーか？」


周囲を見回しながら出てきた男がつるりとした船の上部に上がる。何をするのかと身を乗り出して見つめていると、男は銀色の衣装を脱ぎ捨ててシュタープで魔力を打ち出した。


「シュタープ！　ダンケルフェルガーの騎士に間違いありません」


わたしの報告と同時にハイスヒッツェの明るい声が響く。


「船内制圧完了の合図です、フェルディナンド様！」


何かあった時の救援要求はロートで、ただ魔力が打ち出されただけならば作戦完了の合図という取り決めがあったようだ。爆発を起こしたのは内部に潜入していたダンケルフェルガーの騎士達だったらしい。


よくやった、と周囲のダンケルフェルガーの騎士達から声が上がる中、オルドナンツが飛んできた。


「船内制圧完了！　人質の救出を開始します。人質達は騎獣用の魔石も取り上げられていて、救出に少々時間がかかりそうです」


飛んできたオルドナンツの言葉を聞いたフェルディナンドは「よし」と言って手綱を強く握った。ライオンがバサリと一度大きく翼を動かす。


「第六班、人質の救出及び奪われた魔石の回収に向かえ。第七班、第八班は先行の船を、第九班、第十班が後行の船を攻撃する」


「はっ！」


完全に追いついてしまわないように距離を調節しながら境界門へ追い立てる。海の上を駆けていくうちに空が明るくなり、海の色も明るさを増してきた。


「ローゼマイン、船の色が変わり始めたら先行の船にアウブの守護をかけてほしいのだが、魔力は大丈夫か？」


「あと二回なら何とか……。それ以上はちょっと無理そうです」


わたしは正直に申告しんこくした。ここで嘘うそを吐いたり、自分の魔力量を甘く見積もったりするのはご法度はっとである。その後の作戦の成否に大きく関わるからだ。


「国境門の移動の時、それから、礎を染めた時に回復薬を立て続けに飲みました。これ以上飲むと、多分気持ちが悪くなって活動できなくなると思います。次に飲むのは寝る前ですね」


「自分で薬の量を把握できているならば良い。……だが、二回なら何とか、か」


フェルディナンドの考え込むような響きに、何だか不安が胸に広がっていく。


「何か懸念があるのですか？」


「あの船は魔力を弾く銀色から魔力を吸収する黒に変わる。秋の終わりにランツェナーヴェへ戻る船を見ていた境界門上の騎士から聞いただけなので定かではないが、国境門の魔力を吸い取ることで全体に魔力を流して転移可能な状態にしているように見えたらしい。つまり、ただの黒ではなく、黒い魔石の魔力吸収の力を持っていると考えられる。……先程の港で行った守護より魔力が必要になるのではないかと思ったのだ」


フェルディナンドは領主になったことがないので、アウブの守護が大量の魔力を使う魔術であることを知っていても、わたしにどれだけ負担なのかわからないようだ。シュタープにどれだけの魔力を込めるかによって威力も変わるので、消費魔力も個人差が大きい。


「それに、あちらがよほどの馬鹿でない限り、二隻の船が同時に色を変えることはあり得ない。先行する船が境界門と国境門を通れることを確認するまで、後行の船は様子を見るはずだ。魔力が通るようになった瞬間、集中攻撃を受ける様子を見れば色を変えないだろう」


色を変えなければ国境門を通れないが、変えた途端に一斉に攻撃される。どちらにも動けない船と睨み合いになるだろう、とフェルディナンドは言った。


「君の魔力も心許ない中、時間をかけずに人質を無事に救出するにはどうすれば良いか……」


人質の救出を考えないのであれば、ダンケルフェルガーの騎士達が言っていたように巨大な岩でも落とせば解決するだろう。けれど、それはできないし、エーレンフェストの事情やフェルディナンドの体調を考えると、あまり時間をかけてはいられない。


「ローゼマイン、人質になるべく危害を加えず、なるべく魔力を使わず、船を破壊するのに有効な方法が君の知識の中にないか？　メスティオノーラの書だけではなく、異界の知識も含めて考えてほしい。魔力が通じる状態にできればそちらでも構わぬ」


他の人には聞こえないようにフェルディナンドが小さな声で囁ささやく。人に聞かれたら困るのはとても理解できるけれど、耳元が非常にくすぐったいので止めてほしい。盗聴防止の魔術具はこういう時に使うべきではないだろうか。


「何かあるか？」


「……確かに魔力がない世界でしたけれど、代わりに科学が発達していたのです。事前準備もなく、できることがあるかどうかはよく考えてみなければわかりません」


「考えてみてくれ。アウブの守護が必要な時には声をかける」


わたしは魔力以外の解決方法がないか、銀色の船を見ながら考えてみる。


……あの銀色は何でできてるんだろうね？　どう見ても布には見えないし、金属っぽいってことは、銀色は塗料？


塗料を剥がすか、金属を脆くして衝撃が通じやすいようにするかくらいしか咄嗟には思い浮かばない。


……熱を加えたら塗料がどろっと溶けないかな？　でも、どうやって熱を加えたらいい？　それに、中の人質が蒸し焼きになっちゃう可能性もあるよね？　うーん……。


「アウブの守護がかかったら船に全力で攻撃せよ。ランツェナーヴェへ逃げられるわけにはいかぬ。決して手心を加えるな。人質の救出は船を大破させてからだ」


わたしが考え込む間にもフェルディナンドは境界門の騎士達にオルドナンツを飛ばしている。


「境界門の間近へ移動した船の色が変わり始めた。ローゼマイン、アウブの守護を頼む。第七班、第八班、境界門は攻撃準備！」


パタパタとタイルがひっくり返るような感じで、次々と色が銀色から黒へと変わっていく。この変わっていく瞬間を狙うのが一番魔力を消費することなくアウブの守護をかけることができるらしい。わたしは即座にシュタープを出して魔力を注いでいく。


「フォルコヴェーゼン！」


わたしはブンとシュタープを振り、アウブの守護を船に向かって打ち出した。先程と違って範囲が狭い。黄色の大きな鳥が辺りを飛び回るのではなく、一直線に船に向かって飛び込んでいく。


「行け！」


フェルディナンドの号令に合わせ、アーレンスバッハの騎士達が境界門の門柱の屋上から騎獣に乗って飛び出してくる。彼等の手にも、船に向かって突っ込み始めたダンケルフェルガーの騎士達の手にも複雑な色合いで光を放つシュタープの剣がある。ランツェナーヴェを叩き潰すという目的のために注ぎ込んだ魔力で眩い光を放っている。


フェルディナンドがシュタープを振って、魔力を船に向かって打ち出した。まるでロートのような小さな光だ。それを合図にして騎士達が一斉に大音声だいおんじょうを上げて剣を振り抜き、魔力を放つ。皆の魔力が捩ねじれ合いながら虹色の光となり、黒に変わっていた船へ突っ込んでいく。


太陽よりも眩まぶしい魔力の光が船に到達した瞬間、耳が痺しびれるような轟音ごうおんと共に船が爆発した。海が大きく揺れて船を一度完全に呑み込み、白い水柱が立ち上がる。水柱からいくつもの船の破片が飛び出し、飛び散った。


「人質の無事を確認！　救出作業にかかります！」


「アウブの守護があるうちに救出せよ。急げ！」


海上にはアウブの守護の光をまとう者達が散っている。何が起こったのかわからない顔をしている人質の女の子達を、ダンケルフェルガーの騎士達がシュタープの光の帯で一本釣りにして境界門の上に運び始めた。アーレンスバッハの騎士はシュタープを光の網状にして海上に浮かんでいる物を一気に引き上げていく。目をぱちくりしている令嬢れいじょう、海に浮かんだ魔術具など一切合切いっさいがっさいである。


「きゃあっ！」


網の中から悲鳴が響いた。突然海に加えられた衝撃の大きさにぷかっと浮いてきたお魚と一緒に網で救い上げられた令嬢が取り乱しているのが見える。少々可哀想だが、急いで救出しなければならないので我慢してほしい。


爆発に巻き込まれたとはいえ、銀色の服を着ているために魔力攻撃を食らわなかったランツェナーヴェの兵士達は比較的生存者が多いようだ。バタバタと海面上でもがいている姿がたくさんある。だが、シュタープの網にすがりつこうと腕を上げても、銀の布は魔力を通さない。網をつかむことができず、腕を上げた状態で海上にぽつんと取り残される彼等の姿が見えた。


「フェルディナンド様、ランツェナーヴェの者はどうするのですか？　捕らえて証拠や証言……」


「証言が必要ならば、すでに二隻分の兵士がいる。その辺りの者は別に要らぬ」


あっさりと切り捨てて、フェルディナンドは後行していた船に騎獣を向ける。先行の船の様子を見ていた後行の船は、爆発の衝撃とそれに伴ってできた大きな波に呑み込まれそうになっていたようだ。未だに大きく波打っている海に翻弄されているのが見えた。けれど、フェルディナンドの予想通り、その色は銀のままだ。国境門に向かって動こうともしないし、港へ戻る様子も見せない。魔力攻撃が効かないまま膠着こうちゃく状態になりそうだ。


「ん？」


潜水艦のようにつるりとした銀色の上甲板じょうこうはんの一部が開いて、下から何かが持ち上がってきた。やはり銀色をしている。四角い箱に小さな穴がたくさん開いているように見えた。


「何だ、あれは？」


「例の銀色の針が出てくる武器です！」


フェルディナンドの疑問に答えたのはハイスヒッツェだった。あの部分を遠方から魔力で攻撃しても、やはり効かないらしい。いくつも準備した魔術具も船には効果がなかったそうだ。布への対策は練っていたけれど、銀色の船があると思わなかったのだ。正直なところ、準備不足が悔しい。


「撃ってきたぞ!?」


「もう少し距離を取れ！」


上空のあちらこちらに向けて攻撃を始めた銀色の船に、様子を見ていた騎士達が警戒の声を上げる。騎獣も鎧も貫く攻撃だ。迂闊うかつには近付けない。


「先行の船が受けた攻撃を見たせいかもしれぬな」


目の前で仲間の船が粉砕される様子を見せられた上に、色を変えなければ国境門をくぐることができず、ランツェナーヴェへ戻れないことは明白だ。港に戻ったところで捕らえられるのは目に見えている。兵士達が恐慌きょうこう状態になってもおかしくはない、とフェルディナンドが言った。


中の人質が心配だ。少しでも早く助けてあげたい。そのためにはあの銀色を剥ぎ取らなくてはならない。くるくるとタイルのような物がひっくり返っていたのだから、境目にナイフのような物を突き立てて力ずくで色をひっくり返すとか、塗料をこそげ落とすとか、何か方法があるはずだ。


「せめて、あの攻撃口を塞ぐことができれば良いのですけれど……」


「魔力攻撃が効かぬらしいが、何か方法があるのか？」


「銀の衣装を着ていても白の建物を通り抜けたり、床を突き抜けたりするわけではないのですよね？　ならば、エントヴィッケルンであの部分に蓋ふたをできないでしょうか？」


アウブとしてできることを考えた時に白い石なら作れるんじゃない？　と思いついたが、フェルディナンドは「君は本当に思いもよらぬ突飛な考えを……」と呆れた声で言って首を横に振った。


「え？　ダメですか？」


「駄目ではなく、無理だ。君は蓋をしたいと簡単に言うが、あの部分の大きさを誰が測るのだ？　どのようにして設計図を描くつもりだ？　エントヴィッケルンを行うための魔紙もインクもなければ、金粉もない。君にも余分な魔力があるわけではないのであろう？」


……確かに普通はそうなんだけど。


「大きささえ測ることができれば何とかなると思うのですよ。魔紙はクラリッサがたくさん作ってくれたのを持っていますし、インクはスティロで何とかなりますよね？　幸い、金粉も少しならありますし！」


わたしは鎖部分がやや金粉化している王族の紋章を取り出した。ここから金粉を取れば、何とかなるのではないだろうか。作りたいのは大きな建物ではなく、攻撃を防ぐ蓋なのだから。


「この金粉で足りますか、フェルディナンド様？」


「いくら作製する物が小さくても、それだけではさすがに足りぬ。鎖のここからここまでを金粉にすれば足りるとは思うが、王族から与えられた物を金粉にするのは不敬が過ぎる。金粉にするならば別の魔石を渡すので、そちらにしなさい」


不敬は不敬だろうけれど、フェルディナンドの持っている魔石では金粉にならない。彼は魔力容量が大きい魔石しか持っていないのだ。残りの魔力量が心許ないわたしには難しい。


「この鎖はほとんど魔力が飽和ほうわ状態なので、金粉にするのに魔力があまり必要ないのですよ。お返しする時に何かしら補償することで許していただけないでしょうか？　王族も人命より金粉になりかけの鎖の方が大事とは言わないでしょうし……」


「王族に反逆した領地の貴族だからな。王族が君ほど人命を優先してくれるか否かはわからぬ。どのような回答が王族から返されるかわからぬ以上、余計な隙を作るべきではない。それに、君が一人であの上空へ行ってエントヴィッケルンを行うのは、君を守る立場から考えると反対だ。護衛騎士の誰も賛成はせぬであろう」


自分の立場の不安定さを自覚しなさい、と言われてわたしは押し黙る。エントヴィッケルンがダメならば他の手段を考えなければならない。


「……凍こおらせるのはどうでしょう？　氷で塞いでしまえば針が飛び出すこともないのではありませんか？」


「案としては良いと思うが、どうするつもりだ？」


「うっ……。エーヴィリーベの剣を使えれば良いのですけれど、冬でなければ使えないなんて役に立たない神具ですよね」


もう春だ。ここアーレンスバッハはエーレンフェストの初夏のような気候で、どう考えても冬ではない。祈念式を終えていないので、フリュートレーネの御加護がまだ薄いと言えなくはないけれど、エーヴィリーベの剣を使う条件には当てはまらないだろう。


「……何を悩んでいるのかよくわからぬが、この場を冬に変えれば良いだけではないか？」


「はい？」


「ハルデンツェルにあった春を呼ぶ魔法陣を書き換えれば、冬を呼ぶこともできるであろう？」


「え？　当たり前の顔で言わないでください！　無理です。普通はできませんから」


あんな大きな魔法陣を都合の良いように書き換えるなんて芸当ができる人は滅多にいないし、書き換えようなんて思わない。少なくともわたしは魔法陣の改良に関してはセンスがないと言われているせいもあって、冬を呼ぶ魔法陣に書き換えるなんて思いつきもしなかった。


「ただ、範囲を船の部分に限るにしても魔力がかなり必要だ。君に魔力がないならば魔力が籠もった魔石が必要になるが、持っているのか？」


「礎から抜いた魔力が籠もった魔石ならば持っていますよ」


「何故持っている？」


重たいのに置いてくるのを忘れたとも言えるが、言わなければわかるまい。


「魔紙もあると言ったな？」


「あります。バッチリです」


わたしは革袋の中から折り畳まれて小さくなっている数枚の魔紙を取り出す。フェルディナンドは何だかとても疲れ切った声で「君の非常識さには恐れ入る」と呟いた。


「それで、この場を冬にできたとして、君と私以外にエーヴィリーベの剣を使える者はいるのか？　この後、境界門や国境門を閉めることを考えると、私と君の魔力はできるだけ温存したい」


わたしは周囲にいる自分の護衛騎士達を見回した。伊達だてに神殿へ出入りしているわけではない。


「誰が一番早く神具を作れるようになるのか競争していたせいもあって、わたくしの護衛騎士達は使えるようになっています。ダームエルも形は作れるようになっているのですよ」


すごいでしょ？　と胸を張ると、フェルディナンドはぐるりと護衛騎士達を見回してこめかみを押さえた。


「君の周りは非常識が多すぎる」


……冬を呼べちゃうフェルディナンド様が非常識の筆頭じゃないですか？







冬を呼ぶ魔法陣


いくつかの質問の後、フェルディナンドはすぐに第九班、第十班の騎士達を集め、あの攻撃を止めるために船を凍らせると言った。


「船を凍らせる!?　一体どのようにすればフリュートレーネの力に満たされた暖かな気候の中で氷雪の神シュネーアストが力を振るうことができるのですか!?」


「この船の部分だけ冬を呼ぶ儀式を行う」


「は？」


……わかる。わかるよ、その気持ち。何言ってるの？　って思うよね？　非常識は絶対にフェルディナンド様だよね？


理解不能という顔になっているハイスヒッツェや騎士達には目もくれず、フェルディナンドはわたしの護衛騎士達にエーヴィリーベの剣を振るうように指示を出す。コルネリウス、マティアス、レオノーレ、アンゲリカは目を瞬きながら顔を見合わせた。


「護衛騎士全員で行うのは無理です、フェルディナンド様。あれを使うと、魔力を根こそぎ持っていかれます。ローゼマイン様の護衛騎士をあまり減らすことはできません」


「それに、エーヴィリーベの剣を使用した後、回収してくれる者がいなければ騎獣が消えると思われます。海に真っ逆さまになるでしょう」


非常識大作戦にわけがわからないという顔をしたのはわたしの護衛騎士達も同じだが、コルネリウスとレオノーレは即座に対応を始める。


「一人の魔力でどの程度凍らせることができるかわからぬ。できるだけエーヴィリーベの剣を振るう者は多い方が良いし、魔力の多い者が望ましい。だが、ローゼマインの護衛騎士も必要だ」


フェルディナンドの言葉を聞いたマティアスが、陸地の方へ視線を向けた。


「ラウレンツもエーヴィリーベの剣を使えます。魔術具の管理を別の者に任せ、ラウレンツをこちらの戦力に入れるのはどうでしょう？」


フェルディナンドは打てば響くような反応に「ふむ」と頷き、視線を陸地の方へ向ける。けれど、視線は外壁の門柱ではない。更に奥の城へ向けられていた。


「……ローゼマイン、護衛騎士達が神殿で魔力を奉納ほうのうしてエーヴィリーベの剣を得たのであれば、神官長として魔力を奉納していたハルトムートも使えるか？」


「もちろん使えますよ。どちらが早く使えるようになるか、コルネリウス兄様と争っていましたから。……まさか、フェルディナンド様。ハルトムートも使うおつもりですか!?」


わたしが声を上げると、フェルディナンドはフンと鼻を軽く鳴らした。


「エーヴィリーベの剣を使える文官だぞ？　護衛騎士の数を減らすこともないのだから好都合ではないか。君が呼べばハルトムートは即座にここへ来るであろう？」


フェルディナンドはオルドナンツの魔石をわたしに渡してハルトムートを呼ぶように言った。わたしは指示通りにお願いの言葉を吹き込む。


「ハルトムート、これからエーヴィリーベの剣を使うための大規模な神事を行います。神官長であったハルトムートの協力が必要です。魔石の鎧をまとった上で、可及的かきゅうてき速すみやかに来てください」


わたしが自分の左手に止まらせたオルドナンツに声を吹き込んでいたら、フェルディナンドがわたしの左手を取った。


「クラリッサには外壁の門柱で魔術具及び回復薬の管理をしてもらう。アーレンスバッハの貴族に本来の神事がどういうものか見せるために門まで連れ出しても構わぬ。急げ」


飛ばしたオルドナンツにはすぐに返事がきた。


「かしこまりました、ローゼマイン様。可及的速やかに」


「行きましょう、皆様。本物の女神と見紛みまがうローゼマイン様の姿をその目に焼き付けるのです！」


二人の声が生き生きしている。わたしが神殿への出入りを許さなかったのでクラリッサは神具を作れない。仕方がないのだけれど、本人は悔しいだろうなと思っていたのでクラリッサにも役目が与えられたのは良かったと思う。


……貴族達の洗脳の一環じゃなかったらね！


わたしはどうしてもハルトムートとクラリッサのハイテンションぶりに少し引き気味になってしまう。そんなわたしの背後ではフェルディナンドが回復部隊にいるラウレンツにオルドナンツを飛ばし、エーヴィリーベの剣を振るうように要請していた。


「ラウレンツ、ローゼマインの護衛騎士にはこれからエーヴィリーベの剣を振るってもらう。魔力を失う其方等を回収し、回復薬を与える騎士見習いを四人選び、連れて来なさい。魔術具の管理のためにそちらへクラリッサを向かわせている」


「……エーヴィリーベの剣を振るうため、回復薬と回収役の選別を至急行い、クラリッサとの引き継ぎの後で合流すればよろしいですか？」


疑問を全部封じ込めたようなラウレンツの返事に、わたしは心の中で「ラウレンツ、頑張れ！」と応援するしかない。


「コルネリウス、其方等はローゼマインの護衛騎士として誰を残すのか考えよ。残すのは二人だ。エーヴィリーベの剣の特性を考えると、女性の護衛騎士を残した方が良かろう」


「はっ！」


わたしの護衛騎士達が話し合いを始める中、未だに納得できていないらしいハイスヒッツェがあちらこちらへ視線を巡らせる。わたしの護衛騎士達は迅速に動き始めたけれど、ダンケルフェルガーの騎士達は揃ってポカーンとしている。


「エーレンフェストの者は何故それほど冷静に対応できるのだ!?　フェルディナンド様は船を凍らせるために冬を呼ぶとおっしゃったのだぞ!?」


ハイスヒッツェが問いかけたのは、一人だけ少し距離を取って護衛騎士達の話し合いを見学しているアンゲリカだった。突然問われたアンゲリカは驚いたように目を瞬いた後、頬に手を当てて儚はかない微笑みを浮かべる。


「難しいことを要求された時は、理解することよりも自分に割り振られた役割をいかにこなすかが大事なのです。今回望まれたのはエーヴィリーベの剣を振るうか、護衛のどちらかです。冬を呼ぶことはわたくしの仕事ではありません」


「なるほど。そうして冷静さを身につけていくのか……」


……難しいことは最初から考えないし、できることしかしないよって意味なんだけど、アンゲリカがすごく賢そうなことを言ってるように聞こえるよ。


感動しているハイスヒッツェが「フェルディナンド様、我等にも役割を！」と言い出したけれど、フェルディナンドは軽く流し、大破した先行の船から救出や魔術具の回収をしている騎士に「海に落ちた者の救出にどのくらいかかる？」とオルドナンツを飛ばす。


「フェルディナンド様、シュトラールです。連れ去られた令嬢の救出は完了しました。今は魔石や魔術具の回収をしています。……亡くなった者の魔石は少しでも多く回収したいと思いますから」


「そうか。これから冬を呼んでこちらの船を凍らせるので、余波で海の温度が急激に下がると思われる。気を付けよ」


「……は？」


シュトラールから返ってきたのは語尾が上がっている疑問形の返事だったけれど、フェルディナンドは了解と受け止めることにしたようで、それ以上の説明は送らない。シュトラールがちょっと可哀想になった。


「フェルディナンド様、シュトラールとはどなたですか？」


「ディートリンデに罷免されたアーレンスバッハの元騎士団長で、今は私の護衛騎士だ」


フェルディナンドはダンケルフェルガーの騎士達が内部に潜入して制圧した船にも「船の内部情報が知りたいので、一人来い」とオルドナンツを飛ばす。了解の返事を持って戻ってきたオルドナンツを今度はハンネローレの部隊に飛ばして今の状況を問う。オルドナンツが大忙しだ。


ハンネローレ達も船の制圧がほぼ完了したらしい。人質のお嬢様方を船から連れ出し、被害状況の聴取を始めているそうだ。


「ローゼマイン、両手を真まっ直すぐに伸ばした状態で騎獣に手をつき、体を少し前に倒した前傾姿勢になれ」


「突然何ですか？」


頭の中に疑問符を浮かべながら、わたしは言われた通りに腕を真っ直ぐにして騎獣に手をついた前傾姿勢を取った。フェルディナンドは「少しの間、その姿勢を維持せよ」と言いながら、何やら板のような物をわたしの背中に置いた。魔石を変形させた物だろうか。少し重い。


「この姿勢、ものすごく大変なのですけれど、フェルディナンド様は何をするおつもりですか？」


「魔法陣を描き終わるまでの我慢だ」


……のおおぉぉ！　わたし、机代わりにされてる!?


わたしの背中を机代わりに、フェルディナンドはわたしが渡した魔紙に魔法陣をスティロで描き始めた。


「フェルディナンド様、腕がぷるぷるしてきました」


「いくら何でも早すぎる。もう少し耐えなさい」


震える腕から気を逸らすために、わたしはせっかく船を凍らせるのだから、凍らせた直後に衝撃を加えることもできないか尋ねてみる。


「貴族が作る魔力の金属っぽい物は魔力の含有量によって耐撃性が違いますけれど、平民が扱う通常の金属は氷点下などの極低温の環境におくと、脆くなってしまう性質があるのです。ランツェナーヴェの船が魔力を含まない金属ならば、冬を呼んでエーヴィリーベの剣を振るって凍らせた直後に大きな衝撃を与えるのは普通に攻撃するよりも有効だと思うのですけれど、どうでしょう？」


「ほぅ？　ダンケルフェルガーに攻撃させれば衝撃を与えるのは容易だが、どのような攻撃が一番良いと思う？」


フェルディナンドは魔法陣を描く手を止めずに尋ねてくる。


「えーと、急激に温度が下がると金属は縮む性質もあります。剣や槍でわずかな隙間を突くことができれば、あの表面を覆おおっている黒と銀の物を剥がせるのではないかと考えたのですけれど」


いくつか剥がすことができれば、周囲も同じように剥がしていくことは難しくないだろう。


「あの攻撃口さえ塞いでしまえば、上甲板に降りて力技で何とかなる。力技には定評のある騎士がたくさんいるのだからな。だが、せっかく凍らせるのだから、衝撃を与えるのは良いと思う。あの銀色を剥がし、アウブの守護をかけることが大事だ。人が一人分通れる程度の穴さえ開けられれば、魔術具とダンケルフェルガーの騎士の投入で人質の救助はどうにでもなるであろう」


爆音だけが響く物、さっきも使った閃光弾、ハルトムート特製催涙弾さいるいだんなど、使えそうなものはたくさんあるのだ。アウブの守護をかけられれば、制圧も簡単になる。


船を制圧した騎士とハンネローレ部隊の情報を聞いた結果、船の中には人質の魔力攻撃を防ぐための部屋があることを確認できた。


「ハイスヒッツェ、船が凍ったら、人質がいない場所をめがけて数人がかりで槍を降らせよ。人選は任せる」


「お任せください！」






フェルディナンドが魔法陣を描き終わる頃にはハルトムート、ラウレンツ、回収部隊が合流した。情報を得るため、指示を出すため、色々な場所へオルドナンツを飛ばした結果、アーレンスバッハの貴族の注目をがっつりと集めたようだ。外壁の辺りに貴族の騎獣がいくつも見えるし、平民達も窓を大きく開けてこちらを見ているのがわかる。


攻撃が届かないくらいの船の上空で、わたしは見習い騎士と同乗している自分の護衛騎士達を見回した。エーヴィリーベの剣を振るうのはコルネリウス、マティアス、ラウレンツ、ハルトムートの四人である。







    
  
  




「ローゼマイン、始めろ」


フェルディナンドがそう言ったのは、ちょうど日が昇り始めた時だった。海と空の狭間はざまから太陽が顔を出し、一気に空が明るくなった。海に眩い光の道ができ、海面が波立ちながら光を放つ。


わたしはフェルディナンドに手渡された魔石で魔紙に描かれた魔法陣をなぞり、魔力を込め始めた。三個、四個と次々に魔石の魔力が魔法陣に吸われていくのがわかる。持っている魔石で足りるのか心配になりつつ、五個目の魔石を置いたところで魔法陣が起動した。


魔紙がふわりと浮き上がり、赤い炎を上げて魔法陣が上空へ飛んでいく。船の上空に浮かんだ魔法陣は赤に染まり、今度は真っ直ぐに船に向かって赤の貴色の柱が立った。船全体が入るくらいの光の柱だ。


周囲にいた騎士達から「おぉ……」と驚きの声が上がった次の瞬間、その赤の魔法陣が白に変わっていく。赤を覆いつくすように魔法陣を全て染め上げた白の光は、上空から船に向かって赤い光の柱を塗り替え始めた。


「冬が来たぞ。やれ」


「はっ！」


フェルディナンドが騎獣で光の柱の中に入った。そこだけ明らかに温度が違って寒い。


全身鎧を着ている側近達は気温の差をそれほど感じないのか、何ともない顔でエーヴィリーベの剣を出した。


出された状態ですでに白い刀身が光って冷気をまとっている。そこに更に魔力を込めていくと、ゆらりとしていた冷気が次第に濃くなっていき、氷雪へ変化していくのだ。


「再生と死を司つかさどる命の神エーヴィリーベよ　側に仕える眷属けんぞくたる十二の神よ」


四人の詠唱で氷と雪の混じった風が吹き始めた。思わず二の腕を擦さすっていると、フェルディナンドがマントを外して、わたしをぐるぐる巻きにする。ぴしぴしと当たっていた氷雪混じりの風が防がれてホッと安堵の息を吐いた。


「ありがとう存じます」


「いや、君の防寒を忘れていた私の責任だ。側仕えがいたら防寒具を絶対に準備したはずだ。ユストクスも連れて来るべきだったか……」


フェルディナンドの反省を聞きながら、わたしは光っているマントを見下ろす。反省はいいけれど、これはいいのだろうか。遠目からでもわたしがまとった時から魔法陣が光り出したマントは絶対に目立っていると思う。


……日が差し始めたから大丈夫？　遠くからは見えない？　どうなんだろう？


寒いので手放す気はないけれど、とても注目されているのがわかって周囲の視線はちょっと気になる。


「御身おんみに捧ぐは不屈の想おもい　最上の想いを賛美し　不撓ふとうの御加護を賜たまわらん　敵を寄せ付けぬ　御身が力を与え給え」


わたしが考え込んでいる間に詠唱は終わる。四人が船に向かって剣を振り下ろした。雪と氷でできた冬の主の眷属達が形を取り、船に飛びかかるように駆け下りていく。数が多すぎてとても数えきれないけれど、七十くらいいるのではないだろうか。


眷属達が飛び出した瞬間、シュタープで作られていたエーヴィリーベの剣が消え、四人の身体からガクッと一斉に力が抜けた。同乗していた騎士見習い達が慌てて彼等を支える。そのまま回復薬を与えるために白い光の柱から飛び出していった。


わたしは視力を強化して眷属が船に食らいつく様子をじっと見つめる。銀色の針を飛ばしていた攻撃口を中心に雪の結晶が貼りつけられて銀色が白に変わっていく。四人の魔力が圧倒的だったのか、船全体が雪と氷に包まれ、光の柱の中だけ海まで凍るのにそれほど時間はかからなかった。


「ローゼマイン、冬の眷属はまだいるか？」


「あと二、三匹ですね」


少しずつ薄れて数を減らしていく眷属を見て報告すると、フェルディナンドがダンケルフェルガーの騎士を呼んだ。


「ハイスヒッツェ、行け！」


「行くぞ！」


四人のダンケルフェルガーの騎士達が光の柱の中に飛び込んできてシュタープを出すと、「ランツェ！」と声を揃えて変化させた。四人全員の手に青い光を放つライデンシャフトの槍が握られている。


「……ダンケルフェルガーがライデンシャフトの槍だと？」


「わたくしが三年生の時の領地対抗戦で、アウブが神殿から持ち出した物を披露したでしょう？　あの後、ダンケルフェルガーではディッター前の神事でライデンシャフトの槍を出すため神殿に通っていたみたいです。……フェルディナンド様は貴族院の神事に参加しないアーレンスバッハにいたせいか、ずいぶんと情報が遅れてますよ」


「今、嫌というほど実感している」


船に向かって落下するような勢いで、青く光る槍を握った青いマントが駆け降りていく。


「やあああぁぁぁっ！」


気迫の籠もったハイスヒッツェの声と共に四人の槍が人質のいないところを考慮して投げられた。魔力は通じなくても、ライデンシャフトの熱は伝わる。船の表面を覆っていた氷が吹き飛ばされ、同時に船の表面を覆っていたタイルの一部分が飛び散った。


四本投げられた槍の内の一本は金属が冷却されて縮むことでできた隙間に上手くはまったらしい。網目状に青い魔力の線が走り、タイルが剥がれ落ちていく。


「ローゼマイン、アウブの守護を！」


この隙を逃すな、とフェルディナンドに言われ、わたしはシュタープに魔力を込めて振る。


「フォルコヴェーゼン！」


あの中にいるアーレンスバッハの領民を守ってくれる黄色の鳥が船を目がけて飛んでいく。わたしのシュタープから黄色の鳥が飛び出すより早く、フェルディナンドは次の指示を出していた。


「船首を叩き切って入り口を作れ、エックハルト！」


「はっ！」


「第九班、第十班、突入準備！」


「はっ！」


アウブの守護を追いかけるようにエックハルトがシュタープを大剣に変化させ、魔力を込めながら船に向かう。魔力を通さない銀色が剥がれた船はもはや敵ではない。虹色に光る剣によって叩き斬られ、できた穴からダンケルフェルガーの騎士達が飛び込んでいく。






わたしはフェルディナンドに言われた通りにスティロで魔法陣を描く。フェルディナンドがそこに魔石を三つ投げ込んだ。白い光の柱は消え、冬は終わりを告げる。初夏のような日差しと気温の中に凍った船が浮いているのは非常にシュールだ。


「フェルディナンド様、レティーツィア様が救出されたようですよ」


船から出てきた金髪の女の子を見て、わたしはフェルディナンドを振り返る。少し成長しているけれど、顔はそれほど変わっていないのですぐにわかった。わたしが返却したマントを付けながら、フェルディナンドはそっと息を吐く。


「ローゼマイン、君はレティーツィアをどうしたい？」


「……え？」


「反逆者の一族とするのか、私への殺人未遂で裁さばくのか、落としどころを探して温情を与えるのか……。それによって、この場で罪人として捕らえるのか、監視下には置くが救助された被害者として扱うのか、大きく変わる」


わたしは船の上に連れ出されたレティーツィアとフェルディナンドを見比べる。


「温情を与えられるならば、与えたいです。名捧げ石を託したくらいですから、フェルディナンド様もレティーツィア様に殺意があったとは思っていないのでしょう？」


「……罪に問うのはいつでもできるからな。ひとまずは被害者として遇ぐうしよう」







選択肢


氷に包まれた銀色の船の上にはレティーツィアと彼女の側近らしい女性の姿が四人分見えている。フェルディナンドの騎獣がそこに向かって降下していった。


「レティーツィア様、ご無事で何よりです。お怪我はございませんか？」


フェルディナンドに騎獣から降ろしてもらい、わたしはレティーツィアのところへ近付こうとした。わたしの護衛として降り立ったアンゲリカとレオノーレが少し手を出して、これ以上は近付くなと言わんばかりにわたしの動きを止める。


「……ローゼマイン様でしょうか？」


レティーツィアは目を瞬きながらわたしを見た。どうやら成長したせいでわからなかったようだ。


「救出してくださったダンケルフェルガーの方から伺いました。フェルディナンド様を救うためにローゼマイン様がアーレンスバッハの礎を奪い、ランツェナーヴェの掃討を行っている、と……。わたくし、何と言えば良いのでしょうか？　元はと言えば、わたくしが……」


「レティーツィア様」


言葉を遮ってフェルディナンドが呼びかける。レティーツィアはフェルディナンドを見て信じられないものを見たような顔になった。驚愕の中には深い安堵もあったようで、彼女の体から緊張が抜けていくのがわかる。


「ご無事だったのですね、フェルディナンド様。わたくし、ディートリンデ様からフェルディナンド様が亡くなったと聞かされて……」


「レティーツィア様がユストクス達に届けてくれたおかげです」


フェルディナンドはレティーツィアの言葉を遮って微笑む。その笑顔には凄みがあり、横で見ていても「黙れ」と言外に言われているのがわかるほどだ。レティーツィアにも通じたのだろう。口元を押さえて黙り込む。


「礎を得てアウブ・アーレンスバッハとなったローゼマインは、全てを知った上で其方を救いたいと言いました」


レティーツィアが驚いたようにわたしの顔を見た。彼女の側近達も同じような顔をしている。フェルディナンドを救いに来たわたしが加害者であるレティーツィアを救うとは考えなかっただろうし、武力によって礎を奪った者が前の領主一族を救うとも思わなかったのだろう。


「でも、フェルディナンド様。わたくしは……」


「我々が話を聞く場を設けるまで余計なことを言わぬように、何事もなかった態度を崩さずに過ごしなさい。今度は私の言葉を聞けますね？」


レティーツィアは青ざめた顔でフェルディナンドを見上げ、ぎゅっと自分の胸元を握りしめて小さく震えながらコクリと頷いた。


「……かしこまりました。ローゼマイン様とフェルディナンド様の温情に心から感謝いたします」


「私達はこれ以上ランツェナーヴェの船が入ってくることがないように門を閉めてきます。レティーツィア様は騎士に同乗させてもらって先に城へ戻り、ダンケルフェルガーの騎士達が休めるよう大広間の準備と客間を側仕え達に整えさせてください」


救い出されたばかりのレティーツィアに指示を出し始めたフェルディナンドにビックリして、わたしは思わず止めた。


「フェルディナンド様、今まで捕らえられていたレティーツィア様には少しでも早く休息が必要ですよ。そのような指示は……」


「ディートリンデに毒を盛られた私や、エーレンフェストからやってきて礎を染めた上にランツェナーヴェを排した君より、船の中でじっとしていたレティーツィア様の方が体力も魔力も残っているであろう」


「それはそうかもしれませんけれど、精神的な面もご考慮くださいませ」


効率しか考えていないことにわたしが小さく文句を言うと、フンと鼻を鳴らしながらフェルディナンドはレティーツィアを見下ろして説明を始めた。


貴族達が混乱している今の状況で、領主一族であるレティーツィアの口からダンケルフェルガーや新しくアウブとなったわたしに彼女自身が救われ、ランツェナーヴェの危険が去ったことを述べるのには大きな意味があるらしい。


……確かにダンケルフェルガーやエーレンフェストの人から聞くよりは聞き入れやすいだろうね。


それから、誰が見ても精神的に大変だとわかる中で幼いレティーツィアが健気けなげに頑張れば、周囲の同情票を集めやすい。それがレティーツィア自身を救う一助になること。同時に、旧領主一族の彼女が救われるのであれば自分達も救われるのではないかという希望を抱かせやすくなること。幼い彼女が頑張っているのだから自分達も動かなければ、と被害を受けた大人の貴族達を奮起させられることが述べられた。


「それに、よほどお気楽で能天気な考えなしでなければ、この緊急事態に何の罰も役目もなく普段通りに過ごす方が精神的に辛いこともあるのではないか？」


フェルディナンドの言葉にレティーツィアがわたしの前に一歩進み出て跪いた。


「ローゼマイン様、フェルディナンド様のおっしゃる通りです。わたくし、今の自分にできることでしたら何でも行いたいのです。……とてもじっとしていられません」


「わかりました。では、レティーツィア様にお任せいたします。皆が休息できる場所を整えてくださいませ」


「かしこまりました。ロスヴィータ……」


レティーツィアは立ち上がると、自分の側近達を見上げるようにくるりと振り返って呼びかけ、「あ……」と顔を強張らせた。まだ髪を上げていない見習いらしき少女がそっとレティーツィアの肩に触れる。


「わたくしが側仕え達に呼びかけます、レティーツィア様」


「フェアゼーレ……」


沈痛な表情とそのやり取りからロスヴィータというレティーツィアの側仕えに何があったのか察せられた。


「レオノーレ、ダンケルフェルガーの騎士にお願いして、レティーツィア様達を丁重に城へ送ってもらえるようにお願いしてくださいませ」


レオノーレはすぐにダンケルフェルガーの騎士に話をつけに行ってくれる。そんな中、フェアゼーレと呼ばれた少女がフェルディナンドに呼びかけた。


「あの、フェルディナンド様。質問を一つだけよろしいでしょうか？」


「構わぬ」


「……お父様はアーレンスバッハの貴族達を守れましたか？」


前で握り締められている手が小さく震えている。街や貴族を守ろうとする彼女の父親とエーレンフェストの街を守る父さんが重なってしまい、わたしも思わずフェルディナンドを見上げた。


「軽く話を聞いた範囲だが、シュトラールは被害を最小に抑えたと言えよう。今は境界門付近で他の者を救助している」


安堵したように目を潤うるませて「恐れ入ります」とフェアゼーレは一度跪くと、騎獣を出したダンケルフェルガーの騎士に呼ばれてレティーツィア達と共にそちらへ向かった。


わたしはレティーツィア達を見送っていたが、フェルディナンドは船から魔石や魔術具を運び出しているダンケルフェルガーの騎士達のところへ向かう。


「ハイスヒッツェ、ダンケルフェルガーの騎士達にランツェナーヴェの兵士が着ている銀色の衣装を剥ぎ取らせろ。これから向かうエーレンフェストの戦いや中央における戦いで使われている可能性が高い」


「はっ！」


「エックハルト、其方もこちらだ。魔石の回収を忘れるな」


そう言いながら、フェルディナンドはエックハルトに盗聴防止の魔術具を手渡した。何を言ったのかわからない。けれど、何かを命じたようだ。エックハルトは硬い表情で頷いた。






ダンケルフェルガーの騎士達に一通りの指示を出し、境界門付近で引き上げ作業をしている騎士達とのオルドナンツのやり取りを終えると、フェルディナンドは騎獣を出してわたしを呼んだ。


「ローゼマイン、国境門から閉ざすぞ」


「でも、国境門を閉ざすのは……」


「国境門を使ってやってきた君しかいまい。着替え中にユストクスから聞いたぞ」


……フェルディナンド様が持っているメスティオノーラの書については、他の人に知らせないのですね。了解です。


フェルディナンドが国境門を閉めるところを見せないようにするためには確かにわたしの存在が必要だろう。わたしはフェルディナンドの騎獣に乗せられて国境門へ向かう。ライデンシャフトの槍で攻撃された船は一部の氷を残しているだけだが、周囲の海には割れた氷の塊がぷかぷかと浮いている。海の温度が高めなのか、比較的早く溶けそうだ。


「ランツェナーヴェの兵士が国境門へ向かっていますよ」


「好きにさせておけ。転移陣までたどり着いたところで自力で転移するだけの魔力がない者、許可証の魔石を持たぬ者は転移できぬ。銀色の衣装で弾かれるか、国境の向こうに広がる白の大地に突っ込むかのどちらかだ」


到着した時は真夜中だったことと、国境門に背を向けて街に向かって突っ込んでいったので全く見ていなかったが、朝日が上がり、騎獣で国境門へ向かっているため景色がよく見えるようになった。虹色に輝く不思議な国境門の向こうにエーレンフェストの国境門から見た景色と同じ白い砂漠が続いている。海が国境門の転移陣で切り取られたように止まり、その向こうには白い世界が続いているのである。騙だまし絵でも見せられている気分だ。


「ローゼマイン、君は国境門の上を開けっ放しで来たのか？」


「……閉める余裕なんてありませんでしたもの」


レッサーバスが通れるように国境門の屋根部分は大きく開いたままである。でも、到着時は緊張していたし、アーレンスバッハの騎士団からどのような攻撃があるか警戒していたので、飛び出した後で悠長に閉めるという選択肢は思い浮かばなかった。


「ふむ。開ける手間が減った。ローゼマイン、右手を上にあげて、周囲から見えるように聖典を出しなさい。このまま入るぞ」


「はい」


わたしが返事すると、わたしのお腹の前にフェルディナンドの右手が来た。周囲から見れば、まるで安全バーのようにわたしを押さえていると見えるだろう。


「グルトリスハイト！」


わたしの声に合わせて、フェルディナンドが小さく呟くような声で「グルトリスハイト」と言った。わたしのお腹の前、他の者からは見えない位置にフェルディナンドのメスティオノーラの書が現れる。


……フェルディナンド様のメスティオノーラの書って結構大きいな。わたしも読めるかな？


わたしが掲げるメスティオノーラの書に周囲の視線が集まる中、わたしとフェルディナンドを乗せた騎獣は国境門へ飛び込む。上から国境門へ入れるのは聖典を持つ者だけだ。ついて来ることができずに弾かれたレオノーレの焦ったような声が響いた。


「ローゼマイン様、フェルディナンド様！　一度お戻りくださいませ！」






フェルディナンドは国境門に入ると、用は済んだとばかりに一度メスティオノーラの書と騎獣を消した。


「ローゼマイン、国境門の屋根を閉ざしてきなさい。このままでは国境門を閉ざせぬ」


上空を飛び回っているレオノーレとアンゲリカを見上げながらそう言われ、わたしは自分のメスティオノーラの書を国境門に引っ付けて屋根を閉ざす。


「ちょうど良い機会なので聞いておきたい。君はこの後どうしたい？」


「一度休憩してからエーレンフェストに戻りたいと思っていますけれど……」


「その後だ」


閉じつつある屋根を見上げながら問われて、わたしは答えに詰まった。


「君は今夜アーレンスバッハの礎を染め、ランツェナーヴェの脅威を排した。そして、国境門を使ったことでツェントになるための有資格者であることを知らしめたことにより選択肢が生まれた」


フェルディナンドはゆっくりと指を一本ずつ立てながら、わたしに選択肢を示す。


一つ、アーレンスバッハの礎を他の者に譲り、今までの予定通りに王族へ嫁いで不愉快ふゆかいを呑み込んで生きる。二つ、アーレンスバッハの礎を他の者に譲り、王族の養女となった後、わたしがツェントとしてユルゲンシュミットに君臨する。三つ、王族に魔術具のグルトリスハイトを渡した上で、アウブ・アーレンスバッハとしてこの地で過ごす。四つ、王族に魔術具のグルトリスハイトを渡し、アーレンスバッハの礎を他の者に譲ってエーレンフェストに戻る。


「大きく分けて四つある。国境門を閉ざし終わるまでにどれを選びたいのか教えてくれ。それによってどのように動くのかが変わる」


そう言いながら完全に屋根が閉まったことを確認したフェルディナンドが、わたしを見下ろしながら毒のある笑みを浮かべた。


「アーレンスバッハへ向かう私に、幸せにならなければ許さないと言ったのは君だったな？」


「は、はい」


「ならば、他に選択肢があるにもかかわらず生活水準が下がる悪夢のような結婚をする将来を選ぶことはない。そうだな？」


以前の自分の言葉でゴンゴンと大きな釘を刺され、目が笑っていない笑顔で答えを迫られれば返事なんて一つしかないだろう。


「フェルディナンド様のおっしゃる通りです」


この返答で一つ目の選択肢は消えた。


「よろしい。では、二つ目はどうか？　メスティオノーラの書を完成させるには、私を死なせるか、王族登録をして地下書庫にあるグルトリスハイトを手に入れる必要がある。……だが、感情的で自分の大事な者のためならば、国を切り捨てる覚悟を簡単にしてしまう君にはツェントになる資質が全くない。君をツェントにするのはどうかと思う。君がツェントになる道を選ぶならば、私は全力で抗う。私の命と引き換えにする覚悟で選びなさい」


「わたくしにそんな怖い選択肢を選べるわけがないでしょう！」


「さもありなん」


フェルディナンドを助けた今、ユルゲンシュミットが無事であることは大事だけれど、ツェントになることには思い入れなどない。けれど、ユルゲンシュミットにメスティオノーラの書かグルトリスハイトを持つツェントは絶対に必要だ。


「うぅ……。フェルディナンド様がツェントになるという選択肢はないのですか？　メスティオノーラの書を持っているのはわたくしだけではありませんよね？」


「私に君を殺せ、と？」


ジロリと睨まれて、わたしは慌てて首を左右に振った。フェルディナンドに決意されてしまうと、わたしの命が危険だ。敵対するようには全く見せないままにわたしを殺すくらいのこと、フェルディナンドならば可能だろう。


「そうではなく、わたくしが王族の養女になって、グルトリスハイトをフェルディナンド様に差し上げることはできると思うのですけれど……」


「可能かもしれぬが、君は私をツェントに望むのか？」


じっと見つめながら問われて、わたしはフェルディナンドがツェントになることを考える。似合わないわけではないけれど、なりたくないと言っていたはずだ。


「いいえ。フェルディナンド様にはさっさと隠居いんきょしてエーレンフェストで平穏にのんびりと余生を過ごしてほしいと思っています」


「老人扱いするのではない」


「いらいれふっ！」


研究三昧ざんまいのハッピーライフを提案したら、かなり本気で頬をつねられた。マジ痛い。涙目で頬を押さえながら、わたしはフェルディナンドを見上げた。


「あの、わたくし、アウブ・エーレンフェストになれない以上、エーレンフェストには戻れないと言いましたよね？　そうしたら、選択肢は最初から一つではありませんか？」


残った選択肢はアウブ・アーレンスバッハだけである。だが、正直なところ、わたしはあまりそれを選びたくない。アーレンスバッハに良い感情がないからだ。ライムントやレティーツィア、ゼルギウス達を見ているので、アーレンスバッハの全員が嫌な人ではないとわかっているが、思い返すと嫌な思い出の方が圧倒的に多い。


青色巫女見習い時代はビンデバルト伯爵はくしゃくに狙われたせいで家族と別れることになった。領主の養女になってからはゲオルギーネと彼女に名を捧げた貴族達に、エーレンフェストは現在進行形で迷惑をかけられている。貴族院ではフラウレルムに目の敵にされていたし、ディートリンデとのお茶会はイライラが堪って苦痛だった。それに、今回フェルディナンドが婚約者の領分を越えた執務や神事、魔力供給をさせられた上に毒まで食らって殺されかけたのだ。


救出のためとはいえ礎の魔術を奪ってしまったので、最低限の責任は果たすつもりだが、誰かに譲れるものならば譲りたいのが本音である。


フェルディナンドは「さて……」と言いながら自分のメスティオノーラの書を出した。


「別に他の選択をしても構わぬ。だが、残りも悪い選択肢ではなかろう？　アーレンスバッハは元々滅ぼしても良いと思っていた土地だ。君の遊び場にはちょうど良い」


……遊び場!?







遊び場


「遊び場ってどういう意味ですか？」


フェルディナンドの口から出てきたとは思えない言葉に、わたしは今まで起こった色々を思い出してムカムカしていた気持ちがふしゅっと抜けた。


「君が好きに遊んでも構わないところという意味だが？　アーレンスバッハはすでに外患誘致の罪を犯している領地だ。君がアウブとしての選択を間違えて潰しても構わぬし、慈悲じひを与えたように見せかけることも可能だ」


「ちょっと待ってくださいませ。潰してしまっては大変でしょう!?　実際に貴族や領民が住んでいるのですよ！　簡単に言わないでくださいませ」


そこでハッセのことを思い出した。そういえば、フェルディナンドは昔からこういう人だった。領主に攻撃した平民など町単位で滅ぼしても構わないと言い切っていたのだ。


……フェルディナンド様、アーレンスバッハのこと、本気で滅ぼす気だったんだ。


ディートリンデ相手に毒を盛られるくらい油断をしてしまった、照れ隠しのような可愛い理由でちょっと口にしただけの冗談ではなかったらしい。これはもしかしたらハッセの時と同じで、わたしが頑張らなければアーレンスバッハがフェルディナンドによってメシャッと潰されてしまうのではないだろうか。


ハッセの悪夢再び!?　と頭を抱えていると、フェルディナンドは「君が欲しがっていたではないか」と面倒臭そうに口を開いた。


「海があり、魚がいる。いつでも魚が食べられるのが羨ましかったのであろう？　それに、最近の傲慢ごうまんすぎるランツェナーヴェに腹を立て、彼等との貿易を少しでも減らすためにいくつかの香辛料こうしんりょうについては原木を手に入れて実験をしている文官が何人かいる。彼等を援助して栽培が可能になれば、様々な香辛料が手に入る可能性は高い」


……何それ!?　アーレンスバッハ、おいしい！


涎よだれが勝手に垂れないように口元を押さえて、わたしは脳内にお魚パラダイスを描いてみる。悪夢の塊だったアーレンスバッハがとてもおいしそうな領地になった。


「それに、君が礎を染めて手に入れた自分の土地だ。どのようにエントヴィッケルンを行うことも可能だ。いつだったか講義の予習で提案していた図書館都市の建設ができるのではないか？」


「え？　図書館都市ですか!?　本当に造っても良いのですか!?」


予習の時にはフェルディナンドから呆れた目で見られ、貴族院の講義ではエグランティーヌから子供の夢を応援されるような生暖かい目で見られた図書館都市である。実際に建設してしまって良いのだろうか。あっさりとフェルディナンドから許可されると逆に不安になってしまう。


「あの構想はエーレンフェストに建設することを想定して設計されているので、そのまま建設すると色々なところで不都合が出る。現在のアーレンスバッハの特産品や主要産業も考慮に入れて設計を改善する必要はあるが、図書館都市という構想を実現することは可能だ」


お魚と香辛料にドキンと胸が高鳴ったところで、図書館都市の建設にＧＯサインが出た。改変が必要と言われたところで、妙に現実味が増した。心を鷲掴わしづかみにされたのがわかる。アーレンスバッハが非常に魅力的な領地に見えてきた。


「いつだったか君が言っていたように、平民の識字率を上げるための神殿学校も自分の領地ならば自由にできる。君が他の者から許可を得る必要がないし、領地運営の範囲に関してはツェントからの口出しもできぬ。今の混乱期ならば急な改変でもある程度押し通せるのではないか？」


……神殿学校かぁ。それも夢だったよね。識字率を上げて、作家の裾野を広げるって……。


過去にわたしが述べた計画を一々覚えているフェルディナンドの記憶力に驚きと感心でいっぱいになり、「もうアウブ・アーレンスバッハでいいんじゃない？」と頭の片隅で声がした。同時に、頭のもう一方では「ちょっと冷静になって。フェルディナンド様がそんなに甘いことばかり言うわけないでしょ」と注意してくる。


……そうだよ。フェルディナンド様はそんなに甘くない！


冷静になれと自分に言い聞かせているわたしに、フェルディナンドは更に言葉を重ねてくる。


「君の大事な者達はすでに移動準備を行っているのであろう？　ならば、そのまま君の土地に連れてくれば良い。神殿学校や平民にも利用可能な図書館を造り、印刷業を広げる過程で貴族と平民の垣根かきねを低くすることができれば、君も彼等と会いやすくなる。……それに、君が下町の家族と交わした契約はエーレンフェストに限定された物だ。他領であれば契約の効果はなくなる」


「フェルディナンド様、それって……」


また家族と会えるということだろうか。わたしはフェルディナンドを警戒して一歩後退する。ここで冗談だとか、やはり無理だと言われたら、感情を爆発させずに済ませる自信がない。


「もちろん下町の家族達の平穏な生活を考えれば、公おおやけに家族と呼び合わない方が賢明であろう。だが、エントヴィッケルンで街を造る時に君の家族に与える部屋の一つに転移陣を設置し、君の隠し部屋と行き来できるようにすれば秘密裏ひみつりに会うことは可能だ」


「……そんな私的な理由で転移陣を設置しちゃっていいのですか？」


アウブとしての力を私的な理由で使うことをフェルディナンドが許すと思えなくて、わたしはどうしても警戒してしまう。


「アウブが愛人に会うために転移陣を設置した歴史があるので、褒められることではないが不可能ではない。家族を守るために君には節度を求めることになるであろうが……」


「節度！……それって、つまり、自主的に会うなってことですよね？」


やはり警戒していて正解だった。わたしがキッと睨むと、フェルディナンドが眉を寄せる。


「何故そのようなひねくれた解釈になるのだ？」


今まで散々ひねくれた解釈で誤魔化されてきたのに、むしろ、何故そんな不思議そうな顔をするのか、こちらが問い詰めたいところである。


「季節に一度か二度くらいならば家族水入らずの時間を過ごせると思われる」


「絶対ですか？」


「……私が君の予定を管理できる立場にいれば、その程度の時間を捻出ねんしゅつすることはできる。ハルトムートでも半年に一度くらいならば可能であろう」


もうアウブ・アーレンスバッハに飛びつきたい気分になってきた。自分の欲しい物が揃いすぎている。でも、うまい話には裏があるものだ。


「……そこまでわたくしに有利なことを次々と出すフェルディナンド様の狙いは何ですか？　そう簡単に騙されませんよ。わたくしの望みを叶かなえるふりをして、何か企んでいますね？」


「人聞きの悪いことを言うのではない」


「経験則です」


ファイティングポーズを取りつつフェルディナンドを睨むと、ものすごく残念な子を見るような目で見られた。


「君の言う通り、全く企んでいないわけではない」


「ほら、やっぱり！　何を企んでいらっしゃるのですか？　隠し事をすると後で大変なことになるのですよ」


わたしには報連相ほうれんそうが大事だと言うのに、フェルディナンドはいつも隠し事をしたりこっそり暗躍したりする。洗いざらい吐いてくださいと迫ると、彼は少し考えるように顎あごに手を当てた。


「……そうだな。君の図書館の隣に研究所が欲しいと思っている。屋根付きで繋がっていて、欲しい資料があればすぐに取りに行ける距離が望ましい」


「あぁ、前に言っていた魔木の研究所ですね？」


「魔木だけではなく魔獣や魔魚についても研究してみたいと思っているが、おおよそ正解だ。アーレンスバッハを君の遊び場にするのであれば、私が遊べる場所を作っても構わぬであろう？」


研究所のゴリ押しが狙われていたらしい。フェルディナンドは相変わらず研究馬鹿である。納得と同時に苛立ちも湧き上がってくる。


「先程わたくしが研究三昧な余生を提案した時には却下したくせに、結局望んでいるのは研究生活ではありませんか！」


「エーレンフェストとアーレンスバッハではできることが大きく違うではないか。私は研究施設の一環として、人里離れたところに魔木を育てられる研究所と魔獣を飼育できる研究所、海の近くに魔魚の研究所が欲しいと思っている」


……つまり、図書館の隣に総合研究所、人里離れたところに植物園と動物園と水族館がほしいってこと？


しかし、そう考えてみると、遊び場という言葉が非常にしっくりきてしまった。フェルディナンドはわたしをアウブ・アーレンスバッハにして、自分は研究三昧の生活をするつもりらしい。


「想定外に研究施設が多いですよ」


「そうだ。そのため、エーレンフェストではジルヴェスターの許可が出なかった。故に、こちらにほしい。研究施設分の金粉は準備するし、設計も私が行う。君は許可だけくれれば良い」


……自分の利益をしっかり確保するところがフェルディナンド様らしすぎるよ！　わたしにアウブの仕事をさせて、自分だけ楽隠居する気だ！


ここで許可を出したら、わたしは忙しくて図書館へ行けないのに、フェルディナンドはうきうきで研究施設に籠もることになる。それはずるい。


「ダメです。フェルディナンド様にはわたくしの執務のお手伝いもしていただきます。一人だけ楽しく遊ぶなんて許しませんから」


「それだけで良いのか？　その程度、これまでの生活に比べれば楽すぎる条件だが？」


ニヤッと笑いながら言われると、もっと何か条件を上乗せしなければ負けるような気分になってしまい、わたしは必死に考える。


「えーと、えーと、それだけじゃ済みませんよ。わたくしの予定を管理して季節に一度は家族に会えるように手配したり、お薬を飲みやすくする研究を進めたり、研究結果を本にまとめて図書館に納めなければなりません」


「ふむ。どれも手間はかかるが、特に問題ないな。製本費用が領地持ちで良いならば、研究施設を使う文官達の研究結果も提出させよう」


「それはいいですね！」


定期的に本が増えそうだと喜ぶと、フェルディナンドが小さく笑った。


「では、君がアウブ・アーレンスバッハになることに異存はないか？　その方向で進めて良いのだな？」


「構いません」


いやっふぅ！　と喜んだところでフェルディナンドが「大変結構」と言いながら手にしていたメスティオノーラの書を開いた。


フェルディナンドのメスティオノーラの書は、彼が聖典と呼ぶことからわかるように神殿にある神殿長の聖典と見た目が同じだった。けれど、できることは全く違う。本当に検索が必要ないようで、開いたと同時に魔法陣が浮かび上がってきた。ただ、浮かび上がった魔法陣は欠けていて、このままでは動かなそうだ。


「ローゼマイン、国境門を閉じるための魔法陣だが、この部分が少し欠けている。周囲の繋がりから予想はつくが、正解が確認できるならば確認しておきたい」


少しずつ変えて何度もやり直しができるほど魔力に余裕はない、と言われたわたしは急いで自分のメスティオノーラの書を出した。


「国境門の閉門……魔法陣……」


検索した結果、わたしのメスティオノーラの書に出てきたのは欠片部分だ。これだけでは全く理解できないくらいに一部分しかない。フェルディナンドはわたしの聖典を見ながらスティロで自分の聖典に書き込んでいく。


「フェルディナンド様、これってコピペできませんか？」


「あぁ、あの非常識な……。興味はあるが、後日にしよう。今日はあまり余裕がない」


フェルディナンドはそう言って魔法陣を完成させると、「インデグランツ」と唱える。魔法陣が輝いて足元が振動し始めた。国境門が動き始めたようだ。これで完全に国境門が閉ざされてランツェナーヴェの船が出入りすることはできなくなるはずだ。


「……思ったよりも魔力を奪われなかったな」


「わたくしが先に国境門を使ったせいかもしれません。わたくし、最初の転移では大量に魔力を持っていかれましたけれど、二回目はそれほどでもなかったのです」


フェルディナンドは「国境門への魔力供給は急務のようだな」と呟き、メスティオノーラの書を片付ける。わたしも「リューケン」と唱えて片付けた。


「これで一番大きな問題は片付いたな」


フェルディナンドが手を差し出した。何のために差し出されているのかわからないまま自分の手を置くと、「こちらだ」と位置を直された。どうやらエスコートしてくれるらしい。珍しい。


わたし達は門柱の階段を下りて外に出ると、フェルディナンドの騎獣に乗って、国境門が閉ざされていることを確認する。今までは境界門と国境門が開いていたため、転移陣と海の向こうに白い砂漠が見えていたが、虹色の扉が閉ざされたことで見えなくなっていた。


「ローゼマイン様！」


「ご無事ですか!?」


レオノーレとアンゲリカの騎獣がすぐに駆け寄ってくる。わたしはフェルディナンドの騎獣の上から二人に手を振った。


「ランツェナーヴェの兵士は入って来られませんし、大丈夫ですよ」


「ローゼマイン、ついでに境界門も閉めておきなさい。少しでも余計な者が入ってくるのを防ぐことができる」


「わかりました」


フェルディナンドに言われるまま、わたしはシュタープを出して境界門を閉ざした。フェルディナンドの騎獣はそのまま上空へ上がり、境界門の門柱の屋上に降り立った。海に放り出されていた令嬢達は救出されて城へ移動できたようだ。すでに門柱に彼女達の姿はない。魔石などの回収をしていた騎士達が一斉にわたしの前に跪いた。


「これだけの物が回収できると思わなかった。よくやってくれたな。見張りを三人置いて、後は休息だ。ゲオルギーネと共に行動している騎士達の回収に向かう」


「はっ！」


フェルディナンドが海に散った物の回収を頑張ってくれた騎士達を労ねぎらい、これからの予定を告げる。そのやり取りが途切れたところでレオノーレが進み出た。


「フェルディナンド様、もう城へ戻るだけでしたら、わたくしがローゼマイン様を同乗させます」


「あぁ、指示を出さねばならぬ状況は終わった。城で早く休ませた方がよかろう。今はこれ以上の後始末は必要ない」


フェルディナンドはレオノーレに向かってわたしの背中を軽く押した。


「ローゼマイン、君はレティーツィアが準備した客間で自分の騎獣を出し、その中で休みなさい。それが一番安全だ」


アーレンスバッハの貴族がどれだけ信用できるかわからない。そう言われていることはわかるが、毒を受けたばかりのフェルディナンドの方がよほど休息と安心して眠れる場所が必要だ。


「フェルディナンド様はどうされるのですか？」


「隠し部屋で休む。レオノーレ、ローゼマインは魔力の使い過ぎでかなり疲労している。原液を以前の倍量で飲ませるように、ハルトムートへ伝えてくれ」


レオノーレは「かしこまりました」と頷いているけれど、わたしは一気に青ざめた。


「ば、倍量……」


「体が成長しているのだから、同じ量で同じ効果は得られぬ。アーレンスバッハで側近と留守番をするならば構わぬが、エーレンフェストへ向かいたいならば飲みなさい」


「……はい」


しょぼんと肩を落とし、わたしはレオノーレと同乗して城へ向かう。


「ローゼマイン様、今後はご自分の立場を考え、フェルディナンド様との接し方を改めてください。対外的にはまだヴィルフリート様の婚約者です。今日はとてもそう思えないほど、フェルディナンド様との距離が近すぎました。もうお二人は保護者と被保護者には見えません。まるで仲睦なかむつまじい恋人同士のようでした」


レオノーレに注意されたけれど、わたしはどうにも納得できなくて首を傾げる。


「……そうなのですか。以前と変わらないと思うのですけれど」


「以前はローゼマイン様のお姿が幼かったですから……。フェルディナンド様は周囲の目もわかっているでしょうに、どうしてあのようなことをしたのでしょう？」


「ランツェナーヴェの掃討を合理的に行うためでしょう。周囲の目があってもなくても、わたくしの外聞や名誉がどうなってもフェルディナンド様は同じ選択をすると思いますよ」


レオノーレはわたしの外聞や名誉を考えて憤慨ふんがいしている。護衛騎士としては正当な言い分なのかもしれない。けれど、フェルディナンドが自分の体調不良を周囲に見せないまま、戦場での指示を出したり彼の聖典を隠したりするためには必要だったのだ。


「保護者を名乗りながらローゼマイン様の名誉はどうでも良いとお考えなのでしょうか？」


レオノーレは結構本気で怒っているようだ。わたしとしてはフェルディナンドの体調と早く厄介事を片付ける方が大事だったので、自分の名誉はどうでも良い。


……口にしたら怒られそうだから言わないけど。


「正直なところ、フェルディナンド様が何を考えていらっしゃるのか、わたくしにはよくわからないので、本当のところは本人に尋ねるしかありませんね」


……でも、困ったな。


わたしは怒っているレオノーレを背後に感じながら考え込む。以前と同じノリでアウブ・アーレンスバッハになったらフェルディナンドに研究所を作ってあげると約束してしまった。これもまた他の人から見たら大変なことになる案件ではないだろうか。


……フェルディナンド様は研究に思考が行っていて周囲が見えてないみたいだから、エーレンフェストに研究所を作ってもらえるように養父様へお願いした方がいいかもね？






「ローゼマイン様、おかえりなさいませ！　わたくし、本当に感動いたしました！　もうダンケルフェルガーにもエーレンフェストにもお手紙を送りましたよ！」


城に着いた途端、興奮したクラリッサに出迎えられた。


「アウブには連絡を入れなければ、と思っていたので助かりました、クラリッサ」


「ダンケルフェルガーからは引き続きエーレンフェストへ向かう許可が出ています。エーレンフェストからは、よくやったと」


熱烈なクラリッサの案内を受けて、わたしはアーレンスバッハの城に入った。クラリッサの仕事ぶりには感動するけれど、彼女の後ろにいる見知らぬ貴族達が「ローゼマイン様！」と同じようなテンションで叫んでいるのが怖い。


「あの、ローゼマイン様。こちらに客間を準備しました」


「レティーツィア様も大変な目に遭ったのに、ありがとう存じます。レティーツィア様も早くお休みくださいね」


皆が休息する場所を整えてくれたことを労っていると、レティーツィアが少し困った顔になった。


「恐れ入ります。でも、ダンケルフェルガーの方々が宴うたげを始めたので、側仕え達が休めるまではわたくしもまだ……」


「レティーツィア様にダンケルフェルガーのお相手はご負担でしょう。ハンネローレ様はどちらにいらっしゃるのですか？」


「ハンネローレ様は元の飼い主のところへヴォルヘニールの返却にいらっしゃいました」


……あぁ、それでダンケルフェルガーの騎士達が放し飼い状態なのか。


わたしはレティーツィアに案内してもらって、今日の反省会という名の宴をしているダンケルフェルガーの騎士達がいる大広間へ行くことにした。扉を閉めていても大騒ぎしているのがわかる。いかにライデンシャフトの槍がカッコよかったのか、エーヴィリーベの剣をどのようにディッターに活いかすのかで盛り上がっている様子が廊下からでもわかる。


わたしは側近に扉を開かせると、大広間にいる騎士達にニコリと微笑んだ。


「ローゼマイン様！　今日の儀式は素晴らしく、実に……」


「今日は素晴らしい活躍でした……とお礼を言いに来たのですけれど。驚きました。礎を守るまでがディッターだとフェルディナンド様はおっしゃったでしょう？　ディッターの最中にダンケルフェルガーではお酒を飲むのですか？」


ピキリとその場の空気が凍った。わたしからお酒の樽たるが見えないようにさりげなく移動している騎士達が何人かいる。


「まだディッターが終わったわけでもないのに気を緩めて酒盛りをし、明日もあるのに休息さえ取れない者をフェルディナンド様が連れて行ってくださるかしら？」


「すぐに片付け、就しゅう寝しんします。出発はいつになりますか？」


「……わたくしが回復次第です」


ダンケルフェルガーの騎士達がおとなしくなったので、わたしは「明日も期待していますね」と言い残して大広間を後にする。ダンケルフェルガーのノリに慣れていないレティーツィアとその側近達が安堵したように肩の力を抜いたのがわかった。


「ローゼマイン様、ありがとう存じます」


「わたくしが連れてきた客人ですから、お礼には及びません。レティーツィア様、お疲れのところ大変申し訳ありませんけれど、厨房ちゅうぼうの料理人達に冷めても食べられる料理を作っておいてもらえるようにお願いしてくださいませ。起きた者から食べられるようにしておかなければ、これだけの人数ですもの。準備が大変でしょう」


わたしはレティーツィアが以前に送ってくれたレシピからいくつか指示を出すと、客間へ入った。ヴァッシェンで汚れを落とし、ハルトムートが持ってきた激マズ回復薬を倍量飲んで、フェルディナンドに言われた通りに騎獣の中で休んだ。







噂と出発


……ここ、どこ？


真っ暗というか、明かりがない。わたしがもそっと起き上がると、いつものお布団ふとんとは違う感触がした。まふまふとした手触りがして、完全に何かで包み込まれている。寝ぼけたまま自分の周囲に手を伸ばしているうちに、わたしは自分の状況を思い出した。


……そうか。ここはアーレンスバッハで、レッサー君の中だ。


同じ客間を護衛のために男の側近達も出入りするので、寝顔とか寝相を晒さないように窓を閉めて寝たのだった。寝る前に飲んだ回復薬がよく効いたようで、体調も魔力も完全に回復している。


ヴァッシェンをしただけで眠ったので、騎獣服のままだ。わたしは髪を手櫛てぐしで少し整えてから騎獣の窓を少し開けた。すぐ近くにアンゲリカの後頭部が見える。


「アンゲリカ、おはようございます。身支度のための側仕えを呼んでほしいのですけれど……」


「かしこまりました」


アンゲリカがすぐにレオノーレへオルドナンツを飛ばし、男性の側近達を部屋から追い出していく。代わりに、一人の側仕え見習いを連れたレオノーレが入ってきた。


「おはようございます、ローゼマイン様。体調はいかがですか？」


「完全に回復したようで、とてもスッキリしています」


わたしがそう答えると、心配そうだったレオノーレが胸を撫で下ろして安堵の微笑みを浮かべた。


「ローゼマイン様がお休みになってから丸二日が経っています。全く目を覚まさないので、心配いたしました」


「丸二日ですか!?」


どうやらよほど魔力や体力を使ったようで、わたしは死んだように眠っていたそうだ。一向に目を覚まさないわたしに側近達はハラハラしていたようだけれど、投薬量を指定したフェルディナンドは「起きるまでに二、三日はかかるはずだ」と言っていたらしい。


「……そのフェルディナンド様はどうしているのですか？　この機会に自分も休息を取っているなんてことはあり得ませんよね？」


二日も経てばエーレンフェストの状況は大きく変わっているはずだ。フェルディナンドがおとなしくわたしの回復を待ってアーレンスバッハにいるはずがない。そんな予測は正しかったようで、レオノーレはコクリと頷いた。


「フェルディナンド様はアーレンスバッハとダンケルフェルガーの騎士団の一部を率いてエーレンフェストに出発されました」


「わたくし、置いて行かれたのですね？」


エーレンフェストへ行きたかったら薬を飲めと言っておきながら、置いて行くなんてひどすぎる仕打ちではなかろうか。


……倍量を飲むの、すっごく大変だったのに！


「正確にはこれ以上ダンケルフェルガーの騎士達を城に留めておけなくなったので、フェルディナンド様が率いて外へ出ることになったのですよ」


本物のディッターだ、と言って外へ出せば指揮官の命令通りの行動をするけれど、特に役目もなく城にいれば反省会と言って宴会をしようとし、本番前の手慣らしと言って後処理に忙しいアーレンスバッハの騎士達とディッターをしようとする。そんなダンケルフェルガーの騎士達を城から追い出すために、フェルディナンドはエーレンフェストへ向かったそうだ。


「ちょっと待ってくださいませ。それでフェルディナンド様は回復できたのでしょうか？」


「丸一日は隠し部屋から出ていらっしゃいませんでしたから、回復はできたと思いますよ」


そう言ったレオノーレが身支度のために騎獣から出てくるように、と言う。わたしがレッサー君から出ると、鏡の前に座らされた。


「身支度のお手伝いをさせていただきます。フェアゼーレとお呼びくださいませ」


「レティーツィア様と一緒に救出された側仕え見習いですよね？　レティーツィア様もフェアゼーレも少しは休めましたか？」


見覚えのある少女に声をかけると、フェアゼーレは嬉しそうに微笑んだ。


「はい。レティーツィア様もお元気です。……ローゼマイン様、レティーツィア様を救ってくださってありがとう存じます」


顔を洗う準備をしながら、フェアゼーレがレティーツィアのことでわたしにたくさんお礼を言い始めた。フェルディナンドの課題の厳しさから救うためのお菓子に始まり、ランツェナーヴェの船から救い出したこと。反逆を起こした領地の領主候補生ではなく、ランツェナーヴェに襲われた者として救済するとわたしが決めたことで、レティーツィアはとても救われたそうだ。今はわたしを新しいアウブとして受け入れるために、ランツェナーヴェの被害にあった貴族達やハルトムートやクラリッサの洗脳犠牲者をまとめているらしい。


……フェルディナンド様の命令があったんだろうけど、頑張ってるなぁ。


「ローゼマイン様は三日ほど目覚めないとフェルディナンド様がおっしゃったのですが、やはり不安で……。ローゼマイン様がお目覚めにならないことをレティーツィア様が大変心配していらっしゃいました」


この後で食事を摂るならばレティーツィアやハンネローレと一緒にどうか、と尋ねられたわたしはレオノーレを振り返る。気軽に受けて良いのかどうか、今の城の状況を把握していないわたしは判断できない。フェアゼーレを呼んだレオノーレに判断を委ねると、彼女は小さく頷いた。


「では、食事の準備をさせましょう」


フェアゼーレはオルドナンツを飛ばした後、洗顔の道具を片付けて髪を整え始めた。わたしの髪を梳くしけずり、まとめはじめる。髪を褒めながら複雑に編んでいく。


「英知の女神メスティオノーラと同じく闇の神の祝福を受けた夜空のような髪、星がきらめくような艶つやだとローゼマイン様の側近二人が絶賛していますが、本当にその通りですね」


……あの二人を誰か止めて。フェルディナンド様の命令に嬉々として従ってたから無理だってわかってるけど、誰か止めて。


「お二人は今もアーレンスバッハの貴族達にローゼマイン様がいかに素晴らしい主であるのか、そして、アーレンスバッハが置かれている情勢をアイゼンライヒの歴史と合わせて説いています。王族からどのような沙汰さたがあるのか、アーレンスバッハの貴族達は戦々恐々としているのです」


政変でも苛烈かれつな粛清が行われたのだ。外患誘致による反逆となれば、一体どのくらいの粛清が行われるかわからない。ハルトムートとクラリッサはアーレンスバッハの貴族達の恐怖心を煽りまくっているらしい。


……ちょっと大袈裟おおげさだけど間違ってはいない。間違ってはないんだけど。


「そんなわたくし達にとって、長い不在期間に神々から祝福を受けて英知の書を授かり、王族にグルトリスハイトをもたらす役目を負ったメスティオノーラの化身であるローゼマイン様はまさに救いの女神です」


……へ？


「王族にグルトリスハイトを授け、混沌こんとんの女神に魅入られたアーレンスバッハを浄化するため、女神の化身であるローゼマイン様がこの地を導いてくださるのでしょう？」


……のおおおぉぉぉ！　何かわけがわからないことになってる！　誰だ、仕掛け人は!?　って、一人しかいないよ。フェルディナンド様め！


文句を言いたくても、もう城にいない。頭を抱えたいけれど、フェアゼーレが髪を整えている時にそんなことはできない。


うぅ、と唸りながら鏡を見ていると、作業をするフェアゼーレがマントを邪魔そうにしていることに気が付いた。お仕着せらしい服の上にフェアゼーレは藤色のマントをつけているのだ。そのマントには黄色と青色の染料で斜線が引かれて大きく×のマークがついている。何か意味があるのだろうか。


「フェアゼーレ、アーレンスバッハでは側仕えが仕事をする時にマントを着用する義務でもあるのですか？　動きにくそうに見えるのですけれど……」


「普段はつけませんが、今は特別です。ローゼマイン様やエーレンフェストの方々に敵意がないとフェルディナンド様に判断された者だけが着用を許されています。この印が入ったマントをつけていない者は捕らえられ、判断できるまで解放されません」


なんとフェルディナンドはわたしが寝ているうちに、レッサー君ごとシュツェーリアの盾に入れて、アーレンスバッハの貴族達の敵意を確認したらしい。


……グリュンに敵対心を持った人、いなかったのかな？


身支度を調えると、側近達が雪崩なだれ込んできた。長い時間目を覚まさなかったことで、護衛騎士達はとても心配していたようだ。コルネリウスには「本当に大丈夫かい？」と顔を覗き込まれたし、マティアスとラウレンツはあからさまにホッとした顔になっていた。


「わたくしはもう大丈夫です。それよりもエーレンフェストが心配なのですけれど……」


「ローゼマインのためにはもう少し休んだ方が良いと思うけれど、エーレンフェストが心配なのは同じだ。行くならば止めないよ」


コルネリウスにわたしは笑顔で頷いた。エーレンフェストがどうなっているのか確認して、ジルヴェスターにこちらの状況を伝えなければならないだろう。


「ローゼマイン様がどうしてもエーレンフェストへ行きたいのであれば、オルドナンツを飛ばしてフェルディナンド様の現在地を確認した後で転移陣を使うように、とおっしゃっていました」


置いて行かれたけれど、アウブでなければ設置できない転移陣を使って後を追うことは許されているらしい。ラウレンツの言葉にわたしは気が楽になった。


「ダンケルフェルガーの騎士達とフェルディナンド様達はもうじき境界門のあるザイツェンに到着するとオルドナンツが先程飛んできました。境界門の騎士達に話を聞き、お昼の休憩を取ったら、エーレンフェストへ入るそうです」


「では、転移陣を使って境界門へ先回りいたしましょう」


「危険すぎるので止めてください！」


マティアスに怒られて、わたしはフェルディナンドに目覚めたことと境界門に転移陣を開く予定であることを知らせるオルドナンツを送る。「境界門に到着したら連絡するので、勝手な転移をせずに待っていなさい」という返事が来た。仕方ない。準備をしつつ待っていよう。


わたしがおとなしくフェルディナンドの言葉を聞き入れる様子を見て、コルネリウスは少し躊躇いを見せながら問いかけてきた。


「……ローゼマインはこのままアウブ・アーレンスバッハになるのかい？　そういう噂が流れている。フェルディナンド様もローゼマインが了承したとおっしゃった」


「えぇ。できればアウブになって図書館都市を造りたいと思っていますよ」


「は？　図書館都市？　アーレンスバッハを正しく導くのではなく？」


わけがわからないというような顔をしたコルネリウスに、わたしは緩く首を横に振った。


「わたくし、ここに図書館都市を造りたいのです。けれど、王族との話し合いがどうなるのかによるでしょうね。……今までわたくしが望んだ通りになったことの方が少ないですから」


魔力を奉納するために青色巫女見習いとして神殿に入り、気儘に下町と神殿を行き来しながらルッツと本を作って過ごすという将来の展望は、貴族との養子縁組を強要されて消えた。せめて、貴族院に入る十歳までは下町の家族と過ごすという予定もビンデバルト伯爵によって潰された。


領主の養女として教育を受けるはずだった二年間はユレーヴェによって消えて周囲の成長に置いて行かれたし、今は逆に神々から急激な成長をさせられて周囲から奇異な目で見られている。


行かないでほしいと思ったけれどフェルディナンドはアーレンスバッハへ行ったし、無事であってほしいと思っていたけれど毒に倒れた。エーレンフェストにいたいと思っていたけれど、わたしはもういられなくなった。


「わたくしがアウブ・アーレンスバッハになれれば、フェルディナンド様とお話をしたような領地経営もできるかもしれません。けれど、王の養女になるように言われている今の状況で、すんなり自分の望みが叶うとは思っていません」


「ローゼマイン？」


「王族にグルトリスハイトを授けたとして、あっさり解放されると思いますか？　わたくしがアウブ・アーレンスバッハになるなんて夢のまた夢の話ですよ」


フェルディナンドが選択肢を示してくれたことは嬉しかった。本当にそうなったら良いと思っている。だが、簡単にわたしの望みが叶うとは思えない。


「……そうか。ローゼマインは意外と現実的だな」


ひどく複雑そうな表情でコルネリウスがわたしの頭を軽く叩いた。






側近達との話が終わると、食堂へ案内された。わたしにとっては朝食だが、他の人にとっては昼食になるらしい。食堂にはレティーツィアとハンネローレ、それから、二人の側近達がいる。


「お加減はいかがですか、ローゼマイン様？」


「もう大丈夫です、ハンネローレ様」


「体に良い食事を準備させました」


「ありがとう存じます、レティーツィア様」


レティーツィアもその側近達も全員が黄色と青色の×が付いているマントをつけている。フェアゼーレ一人を見ていた時には特に何も思わなかったけれど、こうして何人もが同じマントをつけていると、エーレンフェストとダンケルフェルガーが征服した証しだと嫌でもわかった。


「ローゼマイン様、この印はフェルディナンド様が率いている騎士のマントにもついていて、間違えて攻撃をしたり、捕らえたりしないように指示が出されています。敵と味方を識別するために使ってくださいね」


レティーツィアがそう言って微笑んだ。香辛料が多くて、味が濃い目のスープを飲みながらわたしはハンネローレから眠っていた間の話を聞く。







    
  
  




「ランツェナーヴェの館はダンケルフェルガーの騎士達によって探索が済まされました。レティーツィア様のお言葉通り、アウブでなければ開けられない扉が存在しています。フェルディナンド様によると、ランツェナーヴェの姫君を受け入れる離宮に通じているそうです」


礎の魔術を染めたわたしが許可を出さない限り、あちらから戻ってくることもできないらしく、ランツェナーヴェの館はすでに閉鎖されているそうだ。


「貴族院へ向かう転移陣や寮から中央棟へ出入りする扉を使うにも、新しいアウブの魔力と認識のブローチが必要です。ディートリンデ様達が転移陣で戻ってくることはできないと思われます」


「ありがとう存じます、ハンネローレ様」


「いいえ。飲食した分、ダンケルフェルガーの騎士達を働かせるのは当然ですから。むしろ、お休みの時間が少なかったフェルディナンド様にご負担ではないか心配です」


フェルディナンドの体調が悪いならば代わりに自分達が手足として動くぞ、と盛り上がっていたようだが、あくまでフェルディナンドを休ませるという意見は出なかったらしい。


……そういうところが困るんだよ、ダンケルフェルガー！


「アーレンスバッハの文官達は騎士達によって引き上げられた魔石の数々と登録されているメダルを突き合わせ、誰の魔石なのか確認作業を行っています。……フェルディナンド様は最小限に被害が抑えられているとおっしゃいましたが、それでも、何人もの犠牲者がいます」


レティーツィアが悲しそうに視線を落とす。何と言って慰めれば良いのかわからない。


「フェルディナンド様が最小限だったとおっしゃったのでしたら、最小限だったのです。レティーツィア様はシュトラールを通じて皆に危険を知らせたのでしょう？　シュトラールはその命令に従って貴族達を守ったのでしょう？　ランツェナーヴェの手に落ちそうな時に自分ではなく、貴族達を助けてほしいと命じたレティーツィア様は素晴らしいと思いますよ」


「ローゼマイン様、ですが、わたくしは……」


泣きそうな顔でわたしを見たレティーツィアに、わたしは口の前で人差し指を立てる。フェルディナンドと約束したはずだ。何事もなかったかのように過ごす、と。


「レティーツィア様の詳しいお話はフェルディナンド様と一緒に伺います。わたくし、昼食を終えたらエーレンフェストに行くので、その後ですね」


レティーツィアは自分の口を押さえて頷いたけれど、ハンネローレは不思議そうに目を瞬いた。


「ローゼマイン様はエーレンフェストに行くとおっしゃいましたが、ここの礎はどうなさるのですか？　本物のディッターの間、ローゼマイン様はここの礎を守らなければなりませんよ」


それがアウブの役目で、ディッター中に宝から離れることはあり得ないとハンネローレが言う。わたしはクスッと笑った。


「ハンネローレ様、礎を奪いたい者がいるならば奪っても構わないのですよ。反逆の最中の領地を王族の許可もなく得ようと思う方がいれば、のお話ですけれど」


わたしは王族の許可証を持っているが、持っていない者がアーレンスバッハの礎を得たいと考えるとは思えない。どうしても欲しいならば、得れば良いと思う。きっとフェルディナンドは全ての責任をその者に押し付けてくれるだろう。


「それに、普通は礎を奪われてアウブが代わると、先代のメダルの廃棄が行われるのが常です。けれど、わたくしのメダルはまだエーレンフェストにあります」


メダルがないのだから、別の人が礎を奪ったとしてもわたしを処刑できない。礎の魔術を奪われたところで、わたしは痛くも痒かゆくもないのだ。


「最後に、わたくしはすでに礎の場所を把握しています。どうしてもここの礎が欲しくなったら、また奪えば良いのですよ。魔力の勝負ではあまり負ける気がしません」


少し考えた後、ハンネローレは「それもそうですね」とクスッと笑い、自分達も一緒にエーレンフェストへ向かうと言った。


「え？　ハンネローレ様も、ですか？　危険がないようにこちらで留守番を頼まれているのではありませんか？」


「いいえ。わたくし、このディッター中はこちらの宝であるローゼマイン様をお守りするように、フェルディナンド様から指示を受けているのです」






昼食後、わたしは出発準備をするために、一緒に移動する人数が入れる大きさの転移陣を描ける場所へ案内してもらった。そこに魔法陣を描いていく。


わたしがエーレンフェストに行くと言い出した時に同行させるメンバーは、フェルディナンドによって選出が終わっているらしい。わたしが魔法陣を描いている間に人が集まってきた。わたしの側近達とハンネローレ部隊、それからアーレンスバッハの騎士が五人である。


「メスティオノーラの化身であるローゼマイン様をお守りする任務に就けたこと、心より嬉しく存じます。我等の同胞を救うために戦地へ向かう慈悲深さに感謝します。神に祈りを！　ローゼマイン様に感謝を！」


「ひっ!?」


いきなり神と同等の感謝を捧げられ、後ろに一歩引いただけで踏み止とどまれたわたしを誰か褒めてほしい。満足そうに頷いているハルトムートの姿を見て思わず泣きそうになってしまったわたしを慰めてほしい。眠っていた二日の間に、これほど周囲が変化するなんて誰が想像するだろうか。


「あ、あの、わたくし……」


「準備が整ったのでフェルディナンド様の返答があり次第、ザイツェンへ転移します」


わたしの動揺は見ない振りなのか、これが計画通りなのか、ラウレンツはニコリと微笑んだだけでフェルディナンドにオルドナンツを飛ばす。すぐに返事が戻ってきた。


「ザイツェンではなく、ビンデバルトへ移動してくれ。昨夜ビンデバルトからたくさんの騎士がエーレンフェストへ雪崩れ込んだという情報が入って、現在移動中だ。我々は今ビンデバルトに入ったところで、そろそろ夏の館が見えてくると思われる。エーレンフェストに入る前に合流したい。急げ」


フェルディナンドからの返事に皆が表情を引き締めた。わたしは転移陣に乗っている皆を見回す。


「全員、転移陣に手をついて魔力を注いでくださいませ」


皆が跪いて転移陣に手をつける。わたしも跪いて魔法陣に魔力を流す。転移陣に闇と光が渦巻いた。シュタープを出して、わたしは魔法陣に触れる。


「ネンリュッセル　ビンデバルト」







ビンデバルト


「んまぁ！」


転移酔いしないように目を瞑つぶっていたわたしは耳がキーンとするような叫び声に迎えられた。聞き覚えがあって何だか妙に懐かしい気分になったのは、わたしが貴族院にほとんどいられなかったせいだろう。目を開けるとフラウレルムがいて、他に三人の女性がこちらへ駆けつけてくるのが見える。


……懐かしい顔だけど、全然嬉しくないね。


「突然庭に魔法陣が浮かび上がったと思ったら何ですの、貴方達は!?」


「フラウレルム先生……」


「もう先生ではありませんよ、ローゼマイン様。……その、彼女は教師らしからぬ振る舞いが目に余り、貴族院を辞めさせられたのです」


ハンネローレがこっそりと教えてくれた。そういえば、そんな話を聞いたような気がする。フラウレルムが故郷に戻されていれば、アーレンスバッハにいるのは当たり前だ。ビンデバルト伯爵と関係があると聞いたこともあるけれど、まさかこんな時に会うとは思わなかった。


「エーレンフェストの者がこのようなところへ現れるなど、非常識ですわ！」


「えぇ、お姉様のおっしゃる通り非常識ですわ！　これだからエーレンフェストは！」


フラウレルムと三人の女性達がわたし達を指差しながら「んまぁ！　んまぁ！」と怒鳴りつける。口調や体型がよく似ているので、ここにいるのは全員フラウレルムの親族かもしれない。


ハンネローレは「ダンケルフェルガーの者もいるのですけれど、目に入らないのでしょうか？」と少し寂しそうな口調で言いながらシュタープを出し、フラウレルムを光の帯で縛り上げる。


……へっ!?


あまりにも自然に流れるような動きだったせいか、何が起こったのか全くわからなかった。同時に、ハンネローレ部隊の人達も動いていて、一瞬で目の前に立っていた四人の捕縛が完了している。彼女達は銀色の衣装を着ていないので容易たやすいことかもしれないが、呆気あっけに取られてしまった。


ハンネローレは光の帯に捕らえられたフラウレルム達ではなく、わたしと同じようにポカンとしている騎士達を見上げてそっと息を吐いた。


「アーレンスバッハの騎士達は反応が遅いのではございませんか？　同じ領地の貴族だとどうしてもやりにくいのかもしれませんけれど……それではローゼマイン様をお守りできません」


ほんわりとした柔らかな口調でニコリと微笑みながら「ダメですよ」と言っているハンネローレは本当にダンケルフェルガーの女性だなと思う。


「ローゼマイン様に従えない者はこれで全員でしょうか？」


そう言いながらハンネローレが視線をビンデバルトの夏の館へ向ける。アーレンスバッハの騎士達がハッとしたようにハンネローレを見た後、騎獣を出して駆け出した。


……訓練されすぎだよ、ハンネローレ様。


これがダンケルフェルガーの標準ならば、わたしは絶対にダンケルフェルガーで生活できないだろう。カッコいいけれど、真似できるとは思えない。


「んまぁ！　ローゼマイン様ですって!?　貴女は死んでいるはずなのにどうしてここにいるのですか!?　なんてしぶといのでしょう！」


光の帯で縛り上げられて転がされたフラウレルムがわたしを睨み上げながらそう言った。ハルトムートがスッと前に出てくる。口元は笑みの形になっているが、全く笑っていないことがわかる冷たい目でフラウレルムを見下ろした。


「貴族院を辞めさせられて先生ではなくなった、ただのフラウレルム。ローゼマイン様が死んでいるはずとは一体どういう意味でしょう？　その類の失言が原因で辞めさせられたそうですが、未だに理解できていないようですね」


貴族院を辞めさせられたのは、フラウレルムにとって非常に大きな汚点だったのだろう。怒りで顔を真っ赤にしてキッとハルトムートを睨む。だが、ハルトムートは見下ろしながらフッと嘲りの笑みを浮かべただけだった。


「聖典に塗られていた遅効性の毒であれば、ローゼマイン様が触れる前に発見されて解毒されています」


信じられないというように目を大きく見開いたフラウレルムに、ハルトムートは笑みを深めた。


「ローゼマイン様に遅効性の毒が盛られたことを知っているのは、毒殺を企んだ者だけでしょう。そちらの関与を詳しく調べなければなりませんね」


「んまぁ！　わたくしは報告を受けただけです。それ以外は存じません」


ツンとそっぽを向いたフラウレルムを指差しながら、ハルトムートがコルネリウスを振り返った。


「コルネリウス、今はじっくり尋問するだけの時間がない。誰から報告を受けたのか口を割るまで決して死ねないようにしておけ」


「わかっている」


硬い表情になったコルネリウスがシュタープをフラウレルムに突きつけた。


「ほほほほほ……。ローゼマインの側近かしら？　いじらしいこと」


フラウレルムの隣に転がっている女性が憐あわれみを込めた目でコルネリウスやハルトムートを見上げた。少し髪の色が違うだけで、とてもフラウレルムによく似ている。


「ローゼマインの本当の姿も知らないまま、騙された状態で健気に仕えさせられているとは、なんて可哀想なのでしょう。この女は貴族であるわたくしの夫を騙して陥れた平民の青色巫女見習いなのですよ！　平民！　平民なのです！」


わたしはビクリとして思わず胸元を押さえた。勝ち誇ったようにわたしを見ながら高らかに笑う女性はどうやら神殿へやって来たガマガエルの奥様のようだ。そんなわたしを庇うようにハルトムートがスッと出てくる。


「おや、昔はエーレンフェストでもその嘘に騙されてローゼマイン様に危害を加え、処刑された愚かな騎士がいましたが、未だに騙されている愚か者がいたのですか？　驚きですね」


「ハルトムート……」


わたしが平民だと知っているはずのハルトムートがニコリと笑ってわたしの手を取った。


「大丈夫ですよ、ローゼマイン様。神殿で隠されるように育てられていたあの頃ならばまだしも、今のローゼマイン様を平民だと本気で思う者は相当頭がいかれているか、心を病んで狂ってしまったかどちらかです。おそらく夫が重大な罪を犯したことから目を背けたかったのでしょう」


「んまぁ！　失礼なっ！」


「わたくしは本当のことしか言っていませんよっ！」


叫んでいるフラウレルム達には目もくれず、わたしを安心させるようにハルトムートが「大丈夫ですよ」ともう一度言ってニコリと笑い、周囲を見回した。


「貴女がおっしゃる通り、ローゼマイン様が平民だったとしましょう。仮にそうだった場合、貴族院の最優秀は元平民が三年連続で獲得したことになります。ローゼマイン様と共に講義を受けてきたハンネローレ様はどう思われますか？」


同学年のハンネローレがわたしとフラウレルムを見比べて、ゆっくりと首を横に振った。


「フェシュピールを弾いて祝福を行い、一度魔石を握れば金粉を作り出すローゼマイン様が平民だなんて、どう考えても無理があるでしょう」


「ハンネローレ様のおっしゃる通りです。平民にディッターができるわけがありません」


妙な理由で勝手に納得しているダンケルフェルガーの騎士達は、平民にもディッターができればディッター人口が増えるのに、と悔しがり始めた。何をどうしたらそんな思考回路になるのかよくわからないけれど、ダンケルフェルガーでは平民でも貴族でもディッターさえできれば問題なさそうだ。


「騙されてはなりません！　わたくしの夫もエーレンフェストに騙されて大変な目に遭ったのです」


ガマガエルの奥様が叫んでいるところへ、夏の館の探索に行っていたアーレンスバッハの騎士達が女性や子供を十人ほど縛り上げて戻ってきた。


「ローゼマイン様、館の中にいた貴族はこれで全員です。館の下働きは縛って中に置いてまいりました。……何かございましたか？」


アーレンスバッハの騎士達がフラウレルム達と向き合っているわたし達を見て、警戒したように問いかける。レオノーレがクスと笑いながら前に出た。


「ローゼマイン様が平民だとその女性が主張するのです。仮にそうだった場合、アーレンスバッハはその平民にたった一夜で礎を奪われたことになるのですけれどね。実に恥ずかしくて情けないことだと思いません？」


「んまぁ！　んまぁ！　嘘ばかり！　エーレンフェストは本当に嘘と騙かたりの集まりですね！」


わたしがアーレンスバッハの礎を奪ったことはまだ知らされていないのかもしれないが、人を移動させられる転移陣を扱っていることで少しは疑問に思わないのだろうか。フラウレルム達は叫び続ける。ダンケルフェルガーの騎士達が何とも言えない面倒臭そうな目を彼女達に向けて「そろそろ黙れ。見苦しい」と言う。


レオノーレは更に挑発するようにクスクスと笑った。


「貴族の誰も、王族でさえ手にしていないグルトリスハイトをローゼマイン様は神々より授けられました。そんなローゼマイン様を平民だと言い張る彼女達の頭がおかしいことは、誰の目にも明らかだと思うのですけれど……。アーレンスバッハの貴族は同じようにローゼマイン様を平民だと考えているのでしょうか？」


「ローゼマイン様が平民だなんてあり得ません。アーレンスバッハの貴族として、このような狂人と一括りにしないでいただきたいと存じます」


アーレンスバッハの騎士達が思い切り蔑さげすむ目でフラウレルム達を見下ろす。


「私はこの目でローゼマイン様が国境門や境界門を閉ざす姿を見ました。アーレンスバッハのためにもそろそろその恥ずかしい虚言を取り止めてください」


「貴族院を辞めさせられ、このような田舎に閉じ籠もっていては情報に疎く、鬱々うつうつと恨みを募らせていてもおかしくはないが、誰の賛同も得られぬであろう」


同じ領地の貴族から狂人扱いされたガマガエルの奥様がわなわなと体を震わせてわたしを睨んだ。


「皆に本当のことをおっしゃい、ローゼマイン！」


「本当のこととおっしゃられても……親族が捕らえられたり、貴族院を辞めさせられたりしてお辛い気持ちはわかりますけれど、もう少し現実を見ましょう。人を移動させる転移陣はアウブでなければ設置や起動ができないのですよ？　今はわたくしがアウブ・アーレンスバッハなのです」


嘘は言っていない。平民云々うんぬんには触れず、わたしは今の立場だけを口にした。


「そのような非常識なことはあり得ません。その娘は平民なのです！　わたくしの夫はエーレンフェストに陥れられたのです！」


「皆様、騙されてはなりませんよ！」


ガマガエルの奥様とフラウレルムが目を吊り上げて叫んだ直後、コルネリウスがフラウレルムの頭を思い切り踏みつけた。


「これ以上、私の妹を侮辱ぶじょくすることは許さない」


「コルネリウス兄様」


「心配しなくても大丈夫だよ、ローゼマイン。彼女達は死ねないようにしてあるから」


……そういう心配はしてませんっ！


心の中で叫んだ時に上空から声が降ってきた。


「何をしている、コルネリウス？」


「エックハルト兄様！」


エックハルトを先頭にダンケルフェルガーの騎士達を引き連れたフェルディナンドが降りてくる。


「遅いですよ、フェルディナンド様」


「エーレンフェストから戻ってくる者を発見したので捕らえていたのだ。体調はどうだ？」


「置いて行かれるほどよく眠ったので、わたくしは万全です。フェルディナンド様こそお休みする時間はあったのですか？」


わたしはダンケルフェルガーの騎士達をちらりと見ながら問い返す。フェルディナンドは「全くなかったわけではない」と言いながらわたしの手を取り、「この状態では診察できぬな」と呟いて一度手を離した。それから、手甲てっこうの部分だけを外して手首、額、首筋に触れる。直後にフラウレルムが目を大きく見開いた。


「んまぁ！　んまぁ！　破廉恥はれんちなっ！　このような人前で何をしていらっしゃるのです!?」


「ただの健康診断だが、うるさすぎては脈が測れぬ。黙らせろ、エックハルト」


「はっ！」


エックハルトが「黙れ」と猿轡を噛ませる。わたしはフェルディナンドがいつも通りに確認していく様子と周囲の視線を見比べながら首を傾げた。


「……フェルディナンド様、これは破廉恥なのですか？」


「ただの健康診断がそう見えるのであれば、破廉恥なのはその者の頭だ。君が気にする必要はない。今は特に問題なさそうだな。……ところで、君は本気でエーレンフェストへ行くつもりか？　見たくないものをたくさん見ることになるぞ」


フェルディナンドの確認に、わたしは一瞬怯む。戦いの現場に出るのは好きではないけれど、行かないわけにはいかないだろう。


「行きますよ」


「そうか。……そこに転がっている無様なものは何だ？」


「エーレンフェストへ侵攻したギーベ達を出迎える役目を受けていた貴族達です。館の探索はすでに完了しています」


館の探索をしていたアーレンスバッハの騎士からの報告に、フェルディナンドはコルネリウスに踏まれたままの彼女を無表情で見下ろした。


「コルネリウス、頭は記憶を読むために必要だ。以後、黙らせるために蹴ったり踏んだりするのは腹にするように。癒す魔力の無駄遣いになる」


「はっ！」


「それから、これらはエーレンフェストで黒の武器を使い、土地の魔力を奪っていたギーベ達だ」


フェルディナンドはダンケルフェルガーの騎士達が光の帯で縛り上げて騎獣からぶら下げている男達を示しながらそう言った。


「黒の武器ですか!?」


「エーレンフェストの土地の魔力を奪うって……」


わたしの側近達が顕著けんちょな反応を示すのをフェルディナンドが少し手を挙げて抑える。


「ゲオルギーネが言っていた祈念式とは自分達の魔力で満たすのではなく、どうやらエーレンフェストの魔力を奪うことだったようだ。今、旧ベルケシュトックの貴族達が二手に分かれ、数に任せて土地の魔力を奪っているらしい」


エーレンフェストからアーレンスバッハへ戻ってくる者達の姿を見つけたフェルディナンドとダンケルフェルガーの騎士達は、彼等を一気に捕らえて尋問したそうだ。騎士ではない者が何人もいたことで尋問はかなり簡単だったようだ。


「先に攻められたのは南西にあるグリーベルとイルクナーで、エーレンフェストがそちらへ戦力を割さいた結果、南東にあるゲルラッハは現在苦戦を強いられているようだ」


その情報を得たフェルディナンドはザイツェンの境界門ではなく、わたしとビンデバルトで合流してゲルラッハへ行くことに決めたらしい。


「君が来なければ、そろそろゲルラッハへ着いていたはずだがな」


勝手に境界門付近をうろうろされる方が困ると言われて、境界門へ先回りしようと言ってマティアスに怒られたわたしは押し黙った。


「ゲルラッハ側への襲撃は左に義手をつけたゲオルギーネの腹心が先導していて、どうやら土地勘がある者のようだ」


「父上……。あ、いえ、グラオザムが敵ということですね」


父親をわざわざ名前で言い換えたマティアスが唇を引き結んでゲルラッハの方向へ厳しい視線を向ける。


「マティアス……」


「私は迷いません、ローゼマイン様。ご安心ください」


「そんな気負った顔で言われても安心できるわけがないだろう」


バシッとラウレンツがマティアスの背中を叩いた。かなり強い力だったのか、マティアスがたたらを踏んでラウレンツを睨む。







    
  
  




「別に自分だけで決着をつける必要はない。行こうぜ」


「ラウレンツの言う通りですよ、マティアス。お父様と相対するのは辛いでしょうから、他の者に任せて……」


わたしがそう言うと、マティアスは首を横に振って拒否した。


「ローゼマイン様のお心遣いはありがたいのですが、グラオザム達の行動によって罪人にされた貴族がエーレンフェストにはたくさんいます。親を失った者もいます。私がここで逃げることはできません」


マティアスの言葉にフェルディナンドは「そうか」と頷いた。


「ならば、犯罪者をまとめてアーレンスバッハの城へ送り、早急にエーレンフェストへ向かうぞ」


ダンケルフェルガーの騎士達が普通の縄で縛り直した男達を転移陣の上へ無造作に積み重ねる。アーレンスバッハの騎士達も同じようにビンデバルトの夏の館にいた女性や子供を乗せていく。これだけの人数がいれば、転移陣は問題なく起動するだろう。


フェルディナンドがオルドナンツで城に残っている騎士達に牢ろうへ放り込んでおくように指示を出す。了承の返事が戻ってくると、わたしを振り返った。


「ローゼマイン」


名前を呼ばれたわたしは一つ頷いて転移陣を動かす。


「ネンリュッセル　アーレンスバッハ」






犯罪者を城へまとめて飛ばした後、わたし達はビンデバルトからゲルラッハへ騎獣で移動し始めた。普通に境界を越えると、わたし達の侵入を感知したジルヴェスターがアーレンスバッハからの攻撃が増えたと勘違いするかもしれない。境界を越えたら、エーレンフェストの援軍としてやって来たよという内容のオルドナンツを送る必要がありそうだ。


……ランプレヒト兄様の結婚の時より緑が減ってる。


ビンデバルトの夏の館は魔力に満ちていて春らしい光景だったので何も思わなかったけれど、上空から見れば荒れて緑の少ないビンデバルトの土地がよく見える。魔力が全く足りていない。


「フェルディナンド様、ここ、魔力が必要ですよ」


「祈念式は全て終わった後だ」


「それはわかっていますけれど……」


この有様では貴族ではなく、平民に餓死がし者がたくさん出ているのではないだろうか。


「それに、しばらく魔力が足りてなかったビンデバルトよりも、奪われている最中のゲルラッハを心配した方が良い」


フェルディナンドの言った通り、ゲルラッハの土地は緑が豊かそうだけれど、領地の境界を越えた途端あちらこちらに円く赤茶けた土地が露出しているのが見えた。まるでトロンベが暴れた後のようだ。土地を満たす魔力に偏りができているのが一目でわかる。


「……あそこが陽動の戦場だ」


指差された先に藤色のマントとエーレンフェストのマントが固まっている。騎士同士が戦っているのだろう。魔力の光が飛び交う様子が見えた。


「そして、あれやそれがギーベ達であろう」


派手に戦っている者達とは別の場所に藤色のマントの集団がいくつかある。目の前で赤茶けた土地が増えた。







黒の武器と小聖杯


「シュトラールは旧ベルケシュトックの騎士達の姿が見当たらぬと言っていた。あの陽動の戦場にいるのは、間違いなく旧ベルケシュトックの騎士達であろう」


フェルディナンドが陽動の戦場と言った場所は、領地の境界を越えたばかりのわたし達から最も遠い場所にある。わたしは視力を強化して目を凝らした。明るい黄土色のマントをまとうゲルラッハのギーベ騎士団と、藤色のマントをまとう旧ベルケシュトック騎士団では、旧ベルケシュトックの方が数が多いようだ。ギーベ騎士団が不利に見える。


「ゲオルギーネ様に扇動された旧ベルケシュトックのギーベ達が、エーレンフェストの土地の魔力を奪っているのです。その目的から考えると、陽動の戦場で間違いはないですが、ゲルラッハのギーベ騎士団にとっては、自分達の背後にある夏の館を守るための主戦場だと思われます」


「養父様はエーレンフェストの各地に連絡して戦いの準備をさせました。ギーベの夏の館には魔術具なども多く揃えられているはずです。敵に落とされる前になるべく早く合流しましょう」


マティアスとわたしの言葉にフェルディナンドは頷いた。陽動の戦場ではなく、主戦場と呼ぶことや夏の館を守らなければならないことには同意を示す。


「……だが、合流途中にいる旧ベルケシュトックのギーベ小隊は潰しておこう。こちらも合流されて、数が増えすぎると厄介だ」


フェルディナンドが赤茶の土が増えていく部分を見下ろして「数の有利を活かしたい」と言った。今の時点で見えている赤土の部分は四カ所、あちらこちらに点在している。騎士団達が戦っている主戦場までの道中で最も近くにある赤茶けた円をフェルディナンドは指差す。合流される前に少しでも相手の戦力を削っておきたいらしい。


「ローゼマインとハンネローレ様、それから、二人の側近達は攻撃が当たらぬだけの距離を取った上空で見張りを。戦況の変化、魔力を奪っていく小隊の数などを見極めよ。ローゼマイン、アウブ・エーレンフェストへ到着の連絡を。事後承諾にはなるが、エーレンフェストでアウブ・アーレンスバッハが武力を使う許可を得よ」


「はい」


「ハイスヒッツェ、ひとまずそこの小隊を捕らえるぞ。魔力不足のご時世だ。できるだけ魔力は生かしておきたい」


「はっ！」


ギーベを中心にした三十人ほどの小隊に対して、アーレンスバッハとダンケルフェルガーの混合部隊百五十人が襲いかかるのだ。よほどのことがない限り、勝利するだろう。フェルディナンドを先頭にダンケルフェルガーの青いマントが一斉にシュタープを出した。


「フェルディナンド様、お願いがあります！」


マティアスが声を上げた。フェルディナンドが振り返る。


「ボニファティウス様と罠を仕掛けた小屋の確認に行かせてください。グラオザムは一刻も早く捕らえなければなりません。けれど、彼は元ギーベであり、文官です。騎士ではありません。主戦場にいるかどうか……。どちらかというと森に潜んでいる気がするのです」


「……罠の確認か……。許可する。ただし、隠密行動を取り、確認するだけだ。勝手に戦闘にもつれ込むことは許さぬ。見つけた時点で知らせろ」


「はっ！　恐れ入ります」


マティアスに許可を出したフェルディナンドはわたしとハンネローレの守りのためにダンケルフェルガーの騎士を十人増やし、小隊に向かってダンケルフェルガーの騎士達と騎獣で駆け降りていった。


「マティアス……」


わたしは悲痛な表情をしているマティアスに声をかける。マティアスは感情の揺らぎを見せる青い瞳をきつく閉ざした。


「ゲルラッハは私が生まれ育った故郷です。これほどひどい荒らされ方をするとは思いませんでした。しかも、こうなるように指揮しているのがグラオザムだとは……」


自分の生まれ故郷が魔力を求める旧ベルケシュトックの貴族達に蹂躙じゅうりんされ、次々と魔力の枯渇した赤茶の土地に変わっていく。それを指揮するのが、かつてこの土地のギーベであった自分の父親なのだ。マティアスの胸の内には言葉にしがたい思いが渦巻いているだろう。強く握り締められたせいで小刻みに震えている拳からも怒りや悔しさが伝わってくる。


「グラオザムは一刻も早く捕らえなければなりません。ローゼマイン様、大変申し訳ございませんが、ラウレンツをお貸しください。森の中の管理小屋の所在地を他領の騎士に知らせることはできません」


「……何かあればすぐにロートを上げてくださいね」


「お約束します」


マティアスはラウレンツと二人で森に降りていく。二人を見守っていると、レオノーレに「ローゼマイン様、わたくし達はもう少し上空へ参りましょう」と声をかけられた。


「そうですね。養父様にオルドナンツを送らなければ……」


レオノーレの指示に従い、わたしは上空へ移動した。そして、フェルディナンドに言われた通り、オルドナンツを飛ばす。


「養父様、ローゼマインです。フェルディナンド様やダンケルフェルガーの騎士達と共にエーレンフェストへ到着しました。現在地はゲルラッハ。ゲルラッハのギーベ騎士団に加勢し、アウブ・アーレンスバッハとして旧ベルケシュトックやアーレンスバッハの騎士達を止め、捕らえたいと思います。許可をお願いします」


「ローゼマイン様！　まだ他の小隊がいたようです。あちらで森の一部が消失しました」


オルドナンツが羽ばたくのとほぼ同時に、アンゲリカの声が上がった。わたしだけではなく、ハンネローレもシュミル型の騎獣から身を乗り出すようにしてそちらを見つめる。


「森の中にはまだいくつかの小隊が潜んでいるのでしょう。それを見極めるのもわたくし達の役目です、ローゼマイン様」


ハンネローレの言葉に頷きながら、わたしは視力を強化してゲルラッハの土地を見回す。どれだけの数の敵が潜んでいるのかわからない。


「でも、おかしいですね。黒の武器で魔力を奪うにせよ、奪えるのは一人分だけです。これだけ広大な土地の魔力を人の身で受け入れられるものでしょうか？」


ハンネローレの疑問にわたしも頷いた。自分達の土地のために奪っているにしても、三十人くらいで奪える魔力量を超えている。


「それに、奪うだけ奪って、その後はどうするつもりなのでしょうか？　ゲオルギーネ様がこれからエーレンフェストの礎を得て、治めることを考えるならば土地の魔力を奪うのは悪手でしょう」


アウブは土地に魔力を満たさなければならないのだ。これだけ派手に奪うと、後々自分がアウブになった後、その分を全て自分で満たさなければならなくなる。領主候補生として土地を魔力で満たす講義を受けているハンネローレは、眼下に広がる土地を見下ろしながら「確かにそうですね」と頷いた。


「礎を得て、エーレンフェストをどうするおつもりなのでしょう？」


「やはりエーレンフェストを破滅させることだけを考えて……」


レオノーレがそう言った時、フェルディナンド達が向かった先からオルドナンツがいくつも一斉に飛び立った。白い小さな鳥が主戦場と他の赤茶けた円へ飛んでいく。皆が口を閉ざして、オルドナンツの飛んでいく先をじっと見つめた。


「ローゼマイン様、オルドナンツが七羽、確認できました！　主戦場と敵の小隊が六つで間違いないと思われます」


つまり、もう一つ小隊がいるということだろう。


「場所は確認できましたか？」


「主戦場に二羽飛んでいったようにも見えました。騎士団と指揮をするグラオザムのところかもしれません。すでに合流している可能性もあります」


「ローゼマイン様、小隊や主戦場から数人の斥候せっこうらしき動きをする者がいます。こちらの存在に気付いたようです」


周囲の騎士達から次々と声が上がる中、ジルヴェスターから「武力行使を許可する」というオルドナンツが飛んできた。


「フェルディナンド様、飛び立ったオルドナンツの数は七羽。そのうちの二つが主戦場へ向かいました。それから、アウブ・エーレンフェストから許可が出ました」


わたしがオルドナンツをフェルディナンドに飛ばす。白い鳥が高速で飛んでいって数秒後、ドォンという爆発音がして木々がなぎ倒された。


「……許可が出た途端、派手になりましたね」


「嬉々として攻撃を開始したダンケルフェルガーの騎士達の姿が見えるようです」


ハンネローレが少し申し訳なさそうに「ダンケルフェルガーの騎士達がエーレンフェストの土地を荒らしてしまいそうです」と言った。


……仕方がないけど、もうちょっとお手柔らかにって、言いたくなるね。


圧倒的な数の有利に任せて小隊を一つ潰したフェルディナンドが、自分達に合流するようにオルドナンツを飛ばしてきた。上空に見張りを数名残し、わたしとハンネローレは合流するために下へ向かって降りていく。


「わっ!?」


ダンケルフェルガーの騎士達の半分ほどがずわわわわっと森から飛び出してきた。ものすごい勢いで次の小隊に向かって襲いかかっていく。


「ローゼマイン様、わたくし達はフェルディナンド様のところへ合流いたしましょう」


ハンネローレはダンケルフェルガーの騎士達をちらりと見ながらそう言った。わたしはハンネローレに言われた通り、明るい黄土色、藤色、青のマントが集まっているところへ合流する。捕らえられた貴族達が三十人くらい転がっていて、彼等をフェルディナンド達が取り囲んでいた。






「黒の武器と小聖杯が使われていた」


フェルディナンドはわたしに向かって小聖杯を振ってみせた。どうやらギーベが持っていた物らしい。


「旧ベルケシュトックのギーベ達はゲオルギーネが礎を手に入れた暁あかつきには新しいエーレンフェストのギーベになる予定だったそうだ」


捕らえられて転がされている小隊の貴族達がわたし達を睨み上げてきた。その視線からわたしを守るようにコルネリウスとアンゲリカが場所を移動する。


「君も知っている通り、小聖杯は土地を満たすための魔力を溜めておく神具だ。黒の武器を使って小聖杯にエーレンフェストの土地の魔力を溜めれば、ゲオルギーネが礎を奪う時に少し楽になる」


土地に満たされている魔力を奪うのは、礎の魔力を減らすのと同じだ。また、小聖杯に満たされている魔力を使えば再び土地を満たすことが簡単にできる。ゲオルギーネが礎を得たら、小聖杯の魔力はエーレンフェストの土地に戻される予定だったそうだ。そうして彼等は満たされた土地のギーベや貴族になって、自分の土地の民を移動させる予定だったらしい。


「アウブのいない土地はいくら魔力を注いでも満たされません。魔力を注いでも、注いでも意味をなさず、守っているはずの民から不満が上がる悔しさや己の無力感が貴女にわかるのですか!?」


捕らえられた旧ベルケシュトックのギーベが新たなアウブとなったわたしに訴えかける。


「いくらアーレンスバッハに新しいアウブが立ったところで、ベルケシュトックが救われるわけではありません。アーレンスバッハと同じ色のマントをまとわされようとも、境界線によって隔へだてられた別の領地なのです」


土地の魔力が減り、自分達の民が飢え始める。もっと魔力が必要だとアウブに訴えても、王族に言われて管理している余計な土地よりも自分の土地を満たすことを優先するのはアウブならば当然だ。旧ベルケシュトックはどうしても後回しにされる。「せめて、アウブさえいてくれれば……」と願ってもグルトリスハイトを持たない王族では礎を開き直すこともできず、新しいアウブを派遣することもできない。


「王族から見捨てられ、新しいアウブが立つわけでもないベルケシュトックという土地を我等が見捨てたところで誰が咎められるというのか。アウブのいる土地ならば、私の民が飢えることもないのだぞ。ゲオルギーネ様は我等に希望を与えてくれたのだ！」


旧ベルケシュトックのギーベ達の言い分に、彼等も何とか自分達の民を守りたいと願うギーベなのだとわかって、わたしは一度目を伏せた。


「貴方達には貴方達なりの理由があることは理解しました。けれど、アーレンスバッハのマントをまとって他領の魔力を奪い、他領に攻め込んでいることは事実です。新しいアウブ・アーレンスバッハであるわたくしは、そのようなことを許すことはできません。貴方達は重大な罪を犯した罪人です。ビンデバルトの夏の館へ運び込んでくださいませ」


わたしの言葉にアーレンスバッハの騎士達が「はっ！」と答えて動き出す。


「エーレンフェストに来ている全てのギーベから小聖杯を奪ってください。絶対に余所へ持って行かせてはなりません。そこに満たされている魔力はエーレンフェストの物です」


「はっ！」


魔力を満たされないままギーベ達に配られた小聖杯を、自分が礎の魔術を得るための作戦に組み込んで上手に使うゲオルギーネに感嘆の溜息を吐いてしまう。どこまで計画しているのか知らないけれど、頭が良いのは間違いないようだ。


「ぼんやりするな、ローゼマイン。ここで大規模に魔力が奪われ、エーレンフェストの騎士団がイルクナーやこちらへ派遣されているのだ。これが貴族街の戦力を削るための陽動ならば、ゲオルギーネはおそらくエーレンフェストの街に近い場所にいるか、すでに街に入っているはずだ」


わたしはバッと振り返る。頭に下町や神殿の皆の顔が浮かんだ。今すぐにでもエーレンフェストの街へ飛んでいきたいわたしの思いが伝わったのだろう。フェルディナンドは首を横に振った後、主戦場を指差した。


「まずはここを終わらせよう。旧ベルケシュトックの貴族を捕らえるのは、アウブ・アーレンスバッハの仕事だ。その後でアウブ・エーレンフェストに街へ入る許可を取らねばならぬ。……アウブ・アーレンスバッハになったとはいえ、君は入れるであろうが、メダルを持ち出している私やダンケルフェルガーの騎士達はアウブの許可なく入れぬからな」


いくら助力したくても街へ入れないと言われたことで、フェルディナンドが他領の者として扱われている現状を目まの当たりにした。まだ婚姻していないのに、フェルディナンドは帰りたいと思っても領主の許可なく自宅へ入ることさえできないのだ。そんな状況ではとてもエーレンフェストを自分の居場所とは思えないだろう。


……この戦いが終わったらフェルディナンド様を絶対に帰してあげなきゃ。


わたしが決意を新たにしていると、上空で見張っていた騎士からオルドナンツが飛んできた。


「フェルディナンド様、オルドナンツを受け取った小隊が騎士団と合流するように動き始めました。全ての小隊に合流されると、一気にギーベ騎士団が潰されてしまうかもしれません」


赤茶の土地が広がるのではなく、藤色のマントが主戦場に向かって移動し始めたらしい。彼等が合流すると、ギーベ騎士団はもたないようだ。「時間がないな」とフェルディナンドが呟く。


そこにもう一つのオルドナンツが飛んできた。こちらのオルドナンツはフェルディナンドではなく、わたしのところへ飛んでくる。


「ローゼマイン様、マティアスです。罠の破られている小屋を発見しました。グラオザムがこの土地にいることは間違いありません」


「ボニファティウス様の罠が破られたのか。予想よりも手強そうだ」


フェルディナンドが厳しい顔になって小さく呟いた。ボニファティウスとマティアスが張っていた罠だ。そう簡単に破られる物ではないと思っていたけれど、グラオザムには破られてしまったらしい。胃の辺りがきゅっと引き絞られたように痛んだ。


「マティアスをこちらに合流させよ、ローゼマイン」


わたしはマティアスとラウレンツに戻ってくるように返事を飛ばす。入れ替わるようにオルドナンツが飛んできた。


「フェルディナンド様、ダンケルフェルガーがもう一つ小隊を潰しました」


「よし。シュトラール、罪人の輸送の指揮を執とれ。ローゼマイン、小聖杯を回収した後、旧ベルケシュトック騎士団を中央突破し、主戦場のギーベ騎士団に合流するぞ」


絶対にレッサーバスから頭や手を出さず、周囲で誰が攻撃されても目を逸らさずについて来いと言われた。


「頑張ります」


カラーン、カラーン……。


目的地となるギーベ・ゲルラッハの館から四の鐘が聞こえてきた。まるでそれを合図にするように、わたし達は騎獣で駆け出した。







エピローグ


ディートリンデから計画の成功を知らせるオルドナンツが飛んできた時、ゲオルギーネはビンデバルトにあるギーベの館にいた。ビンデバルトはエーレンフェストのゲルラッハと境界を接する土地だ。先代ギーベがエーレンフェストの神殿で領主の養女であるローゼマインを攻撃し、捕らえられたことで衰退の一途をたどっている。エーレンフェストとその領主一族への恨みが深く、今回の計画でゲオルギーネにとって非常に利用しやすい場所だ。


「ディートリンデ様は成功されたのですか？」


側仕えゼルティエに確認され、ゲオルギーネは頷いた。


「えぇ、もう数日はかかると思っていたのですけれど、レティーツィア様の限界が予想よりも早かったのでしょう」


計画通りに事は運んだらしい。筆頭側仕えのロスヴィータを捕らえれば、レティーツィアが必死になって捜し回ることをゲオルギーネは理解していた。その場合、側近以外に彼女が頼れるのは、王命で教育係となったフェルディナンドだけだ。交流がなく、派閥的に対立しているディートリンデやゲオルギーネに彼女が頼ることはない。


……フェルディナンド様を頼ったところで断られるでしょうけれど。


彼はエーレンフェストの領主一族で、ゲオルギーネにとって異母弟という立場だ。しかし、ゲオルギーネが結婚して領地を出てから彼の洗礼式が行われたため、直接交流を持ったことはほとんどないし、親族らしい思い入れもない。アーレンスバッハへ来てから、挨拶をしたり会合や会食で顔を合わせたりすることはあるが、お互いに情報収集を目的としているため、交流ができているとは言えないだろう。


……それでも、ディートリンデやジルヴェスターよりよほどわかりやすいわ。


ゲオルギーネが情報を集めた限りだが、フェルディナンドは必要であればどこまでも非情な判断ができる領主一族だと思われる。思考回路に似ているところがあるのだろうか。それとも、ヴェローニカによって大事なものを奪われ続けたという意味で、育ってきた環境が似ているのだろうか。レティーツィアが相談を持ちかけたところで、フェルディナンドが諦めろと言うことは予想できていた。ゲオルギーネ自身も同じように言っただろう。


教育係に拒絶されて頼るところがなくなったことで、レオンツィオがトルーク入りのお菓子を使って、銀の筒を使うように誘導する。「まだオルドナンツは飛び立つのだから、これを使ってお願いしてみると良い」と。筆頭側仕えが生きていることを知れば、そう簡単に諦められるものではない。


洗礼式前から側にいる筆頭側仕えは、領主候補生にとって第二の母親とも言える存在だ。ドレヴァンヒェルから養子縁組のために移動してきたレティーツィアにとっては尚更だろう。洗礼式で本館から北の離れに自室を構えて住むことになる領主候補生にとって、どれほど大きな存在であるのかゲオルギーネは知っている。自分の意志で離れるのではなく他者から理不尽に奪われる恐怖と絶望を経験したことがあるからだ。


「想定より簡単に事が進みましたね。レティーツィア様には少々危機感が足りていないのでは？　フェルディナンド様の教育が足りていないのでしょうか？」


左の義手に触れながらグラオザムが眉を寄せた。


「わたくし達との交流を警戒して、北の離れに閉じ込められているせいでしょうね。危機を察して自らの判断で籠もるのではなく、周囲の判断で北の離れにいるように言われているだけです。窮屈きゅうくつな思いはしているでしょうけれど、危機感が育つとは思えません」


「頼る親がいないという点でゲオルギーネ様と境遇が似ているかと思いましたが、そうでもないのですか」


レティーツィアを過大評価していたかもしれないとグラオザムが呟くのを見て、ゲオルギーネは唇を少し歪めた。


「親が存在しているのに害にしかならなくて頼れないのか、存在しないので頼れないのかでは境遇は違うでしょう」


ゲオルギーネにとっては両親こそが己を苦境に立たせた存在だった。死ねば良いのに、と思ったことは何度もある。側近や己に名を捧げてくれた貴族の方がよほど信用できた。


「それに、レティーツィア様は王命で次期領主になることが決まっています。立場に揺るぎがないのですよ。危機感など育つはずがありません。それに、わたくし、あの子の危機感が育たないように立ち回りましたもの」


ゲオルギーネは派閥が違っても公式の場ではレティーツィアを尊重していたし、ディートリンデが彼女を敵視した時はいくつかの提案をして直接的に攻撃することを控えさせた。レティーツィアやその周囲にとってのゲオルギーネは、派閥が違うので交流は少ないし敵対はするけれど、特に実害はない。近付いてきた時だけ警戒すれば良いくらいの認識になるように調節してきた。


……敵意を見せるのは排除する時だけで良いのです。


それを考えると、顔を合わせた時はずっと笑顔を見せているのに警戒を怠らず、一年以上も気を緩めることなくゲオルギーネの隙を狙っているフェルディナンドの方が危険なのだ。お互いに相手がいつ牙を剥くのか知れたものではないと考えているはずだ。


「レティーツィア様は側近達との距離が近くなりすぎて、いざという時に側近を切り捨てる貴族的な判断をすることが難しいのでしょう。甘やかされている領主候補生にありがちな傾向ですね」


肉親の情に振り回されている領主ジルヴェスターを思い浮かべ、ゲオルギーネはヴェールの下で少しだけ目を細めた。


「レティーツィア様はこれからランツェナーヴェの船へ移されるようですし、フェルディナンド様も亡くなりました。でも、まさか供給の間で事が起こるとは思いませんでした」


供給の間に余計な物を持ち込むことは原則的に禁止されている。登録した領主一族しか入れない供給の間は、昔から次期領主の座を巡る惨劇の舞台になりがちだったからだ。ゲオルギーネはフェルディナンドの部屋かレティーツィアの部屋で相談が行われ、その際に即死毒の入った銀の筒が使われると考えていた。


……その場に同席していた彼等の側近達も一掃できると思っていたのですけれど。


けれど、供給の間で行われたため、即死毒の被害者はフェルディナンドのみだった。領主執務室にさえ入れないユストクスとエックハルトは影響を完全に免まぬがれただろう。それに、現場を確認して詳細を報告できる者がディートリンデだけになってしまった。どうにも娘を信用できないので、もっと色々な者からの報告が欲しいとゲオルギーネは思っていたが、諦めるしかなさそうだ。


「警戒心が強くて一番排除することが難しいと思っていたフェルディナンド様を排除できたのです。ひとまず良しとするしかないでしょうね」


フェルディナンドはジルヴェスターの補佐をしていたし、アーレンスバッハへ移動した今でもエーレンフェストと交流がある。ジルヴェスターに情報を流されたり、対処方法を考えられたりすると厄介だ。貴族院で最優秀を取り続け、アーレンスバッハの執務をいくら押しつけても涼しい顔で捌さばいてしまえる男である。ゲオルギーネとしては、自分が動く前に排除したいと思っていた。


「面倒な側近が残っていますが、わたくし達の計画も次に進めましょう。ユストクスやエックハルトから情報が届くのと、わたくしが礎の魔術を得るのとどちらが早いかしら？」


「境界門は押さえてあります。彼等のオルドナンツも手紙もエーレンフェストには届きません。情報を得る手段はないでしょう。あとは騎獣で移動ですが、城から境界門まで約二日。そこからエーレンフェストの城へ行こうと思えば、更に一日。境界門で不審者として止められればすぐには動けませんし、銀の布を持たない彼等は個人で境界線を越えられません。ゲオルギーネ様が動き出したことをジルヴェスター様が知る機会はないでしょう」







    
  
  




オルドナンツは境界線を越えられない。境界門にいるアーレンスバッハ側の騎士に送り、その騎士がエーレンフェストの騎士に伝言し、エーレンフェストの騎士が城へ伝達すれば可能だが、アーレンスバッハ側の騎士はこちらが押さえている。魔術具の手紙も一度境界門で確認される。重要なことはそのまま書けないし、騎士に握り潰されればそれまでだ。貴族院への転移陣もあるが、アウブの許可がなければ使えない。騎獣で動くならば、ゲオルギーネの方が早く到着するだろう。


「フェルディナンド様の排除が叶った今、領主一族で気をつけなければならないのはボニファティウス様かしら？」


「はい。城から引き離しておく必要があります。何というか、計画通りには動いてくださらない方ですから」


難しい顔になったグラオザムにゲオルギーネは苦笑する。ボニファティウスは敵の罠を自然と回避し、計画を潰す存在だ。何故気付いたのかと問えば、「特に根拠はない。勘だ」と答える。キッチリと計画を立てて動くゲオルギーネやグラオザムと相容あいいれない。しかも、彼は戦闘力が高く、正面から対峙たいじしても敵かなわない可能性が高いのだ。だから、イルクナーへおびき出すことになっている。


「イルクナーから侵攻すれば、騎士が少ないためギーベは援軍の要請を送るでしょう。少し時間をずらしてゲルラッハでも侵攻を始めます。アウブは辺境に向けて騎士団を動かさざるを得ません。騎士団長を城から離すことはできないので、ボニファティウス様を辺境の鎮圧ちんあつに向かわせることになるでしょう」


先に南西のイルクナーに呼び寄せ、それから一日か二日で南東のゲルラッハで騒動を起こす。騎士達の騎獣による移動時間を考えると、時間稼ぎは充分にできるはずだ。


「旧ベルケシュトックのギーベ達の誘導は容易ですものね。存分にエーレンフェストで動き回ってくれるでしょう」


彼等は魔力が乏しく、収穫を得られない土地を治めているのだ。土地の平民や貴族達を真剣に憂う者ほど誘いに乗ってくれた。「これで貴方の土地の者達を守ることができるでしょう」と言われて動かない旧ベルケシュトックのギーベはいない。領地の線引きさえできないツェントのせいで、彼等は手段を選んでいられないほど困窮している。


「それに、私はボニファティウス様に対抗する手段を得ましたから」


グラオザムはそう言って、ゆっくりと自分の義手を撫でた。ボニファティウス対策を考案した彼にゲオルギーネは笑みを見せる。


「貴方の忠誠心を誇りに思います。必ずエーレンフェストの礎を得ましょう」


「平民達の情報からエーレンフェストのギーベ達が防衛を強化していることは明白です。おそらく貴族街や城の守りも固められているでしょう。どうかご武運を」






ゲオルギーネは同行する陽動隊にも指示を出し、魔力を通さない銀の布をまとい、その上からマントをつけた。これで魔力が感知できなくなる。必要な魔術具の入った木箱や革の鞄かばんを載せた馬車に分かれて乗った。馬車の御者はビンデバルトの平民だ。


銀の布を使って領地の境界線を抜けるとゲルラッハへ出る。そこへ迎えに来ていた馬車に乗り換えて次はライゼガングへ向かう。こちらの御者はラウゴという名前で、グラオザムが平民の中に潜ませている身食みぐいだ。普段は染料や薬の材料になる植物を取り扱う商人として生活している。彼の手配でゲオルギーネ達はエーレンフェスト行きの船に乗る予定だ。


途中で宿泊し、ライゼガングに到着したのは翌日のことだった。なるべく目立たないように、陽動隊は複数の船に分かれて乗る。それぞれに荷物を降ろす場所があったり、逆に載せる物があったりして寄り道するため、到着までに少し時間がかかる商人用の船だ。


「最後の船が西門に着くのは明後日。四の鐘の頃になる予定です。お二人はエーレンフェストに直行する船に乗る予定なので明日の出発になりますが、到着は最も早いでしょう。三の鐘には到着すると思います」


ゲオルギーネとその側仕えのゼルティエはラウゴの側仕えのような顔をしてライゼガングで宿泊し、予定されていた船に乗り込んだ。


「二人はこちらの部屋だ。エーレンフェストに着く頃には知らせる。それまでは不用意に部屋から出てはならない」


ラウゴは周囲の目を気にしながら主らしい物言いで二人を個室に案内する。狭い船内だが、二人部屋で他者の目がないので少しだけ息を抜ける。ゲオルギーネ達が貴族だと知られることはなさそうだ。それに満足したゲオルギーネは、ゼルティエに向かって一つ頷いた。


「こちらは主からの褒美ほうびです」


ゼルティエは小声でそう言って、身食いのラウゴに黒の魔石を渡した。かなり魔力が膨れ上がっていたのだろう。彼は黒の魔石をきつく握って大きく安堵の息を吐いた。


「ギーベが代わったので、なかなか熱を抜く機会がないのでしょう？　船が到着したら今後のために、もう一つ渡しましょう。お約束より多くなりますけれど、貴方の今後の働きに期待するということで、よろしいかしら？」


グラオザムがギーベの立場を失ってアーレンスバッハへ移動したことで、身食いの彼等は命の危機を間近に感じながら生きてきた。じわじわと増えてくる魔力。けれど、今までと違って放出する先がない。そこに報酬以上の黒の魔石と、今後の繋がりを示されたのである。ラウゴは迫り来る死の恐怖から逃れられた安堵と感動を胸に、慈悲深い笑みを浮かべた貴族女性を崇あがめるように見つめて跪く。


その視線を当然のものとして受け止めたゲオルギーネは、軽く手を振って退室を促した。


「わたくし達は言われた通り、こちらの部屋にいます。船上では主らしい態度でお願いしますね」


ラウゴが退室すると、到着するまでは船に揺られる以外にできることが何もない。ゼルティエは不便な平民用の船の中でも主にいかに居心地良く過ごしてもらうのか、側仕えとして奮闘している。忙しそうな側仕えと違って、ゲオルギーネは暇を持て余していた。エーレンフェストで船に揺られているせいか、過去の思い出が浮かんでは消えていく。


……本当にエーレンフェストには碌な思い出がないわ。


けれど、ゲオルギーネにとって自分が生きていると感じられるのは、今も昔もエーレンフェストの領主を目指している時だけだ。


◆


「ゲオルギーネ、貴女が次期領主になるのですよ」


母親であるヴェローニカのそんな言葉が、ゲオルギーネにとって最も古い記憶だ。ボニファティウスの息子カルステッドが領主一族として育てられる中、ゲオルギーネは「カルステッドに負けてはなりません」と鬼のような形相をしたヴェローニカに育てられた。一点の瑕疵かしも、少しの失敗も許さない厳しい母親だった。ゲオルギーネは泣きながら文字を覚えたし、声が嗄かれるほど挨拶を繰り返したし、何度も叩かれながら礼儀作法を身につけた。


「ゲオルギーネは次期領主になって、わたくしを助けてくれるのでしょう？」


母親から悲しそうな顔でそう言われれば、貴族達に苛いじめられて可哀想な母親を救うために自分はもっと努力しなければならないと心に誓ったものだ。


「また女の子……」


妹のコンスタンツェが生まれた時、ヴェローニカはあからさまにガッカリし、コンスタンツェにあまり構おうとしなかった。ゲオルギーネは母親に見放されそうな妹を心配し、自分が母親から受けてきた通りの教育を与えようとした。それなのに彼女が心配すればするほど、妹とは距離を取らされる。


当時は何故なのか理解できなかったけれど、今ならば次期領主候補でもない妹に接する態度が厳しすぎたのだとわかる。それでも、二人を引き離すだけで周囲の大人が「厳しすぎます」とゲオルギーネを止めなかったのは、実際に彼女が厳しい教育を受けているからだったに違いない。


教育は辛くて厳しかったけれど、少なくとも優秀なところを見せればこの頃は母親から褒められた。物心が付く頃にはあまり厳しいとリヒャルダが庇ってくれるようになったし、会える回数は少ないけれど叔父おじのベーゼヴァンスは無条件に可愛がってくれた。カルステッドに負けず、次期領主になれば、母親は笑ってくれるのだとゲオルギーネは無邪気に信じていられた。


……ジルヴェスターが生まれるまでは。


弟が生まれた途端、母親は態度を一変させた。「息子が生まれた」と喜び、その存在だけを可愛がる。ジルヴェスターは男として生まれただけだ。泣いているだけで何もしていないのに、母親に愛される。ゲオルギーネは困惑した。自分を取り巻く世界が、弟の存在だけで変わっていく。自分がいくら努力しても無駄なのではないかという疑惑が生まれたし、母親の変わりようが異様で気持ち悪く思えた。


……ジルヴェスターなんて生まれなければ良かったのに。


第一夫人のヴェローニカに男児が誕生したことにより、カルステッドは領主候補生の立場を追われた。ゲオルギーネにとって彼は次期領主を巡る好敵手だった。年上の男性という意味ではカルステッドが有利だが、前領主の孫であって現領主の息子ではない。男児がいない現領主にとっては代替の存在だった。カルステッドと、女性だが実子のゲオルギーネならばどちらが次期領主になってもおかしくなかったのである。当時洗礼式前だったゲオルギーネはカルステッドと直接顔を合わせて話をすることはほとんどなかった。けれど、彼の教育係をしていたリヒャルダからカルステッドの話を聞いていたし、努力をすれば勝てる可能性のある好敵手として目標にしていた。


それなのに、ジルヴェスターが生まれただけでカルステッドは身分が変わった。自分と同じ立場だった者が領主候補生から上級貴族になるのを目の当たりにしたのである。次は自分の番かもしれないとゲオルギーネが考えるのは当然だった。


……ジルヴェスターさえいなければこんなことにならなかったのに。


強い心配を抱いていたが、ゲオルギーネが危惧きぐした通りにはならなかった。ヴェローニカは自分の実子が次期領主になることを望んでいる。だから、カルステッドは排除されたけれど、ゲオルギーネは排除されない。それがわかって彼女は安堵した。


また、カルステッドを排除したものの、生まれたばかりのジルヴェスターは父親に似たのか病弱だった。そのため、エーレンフェストの将来を憂えた者達の進言により、ゲオルギーネは洗礼式を終えると次期領主教育を受けることになった。


……今度はジルヴェスターと次期領主を巡って切磋琢磨せっさたくまするのですね。


弟にも負けないと決意した直後、筆頭側仕えのリヒャルダを奪われた。リヒャルダはヴェローニカが最も信用する側仕えだ。だから、次期領主になるジルヴェスターに付けると配置換えされたのである。それはゲオルギーネが洗礼式のために北の離れに自室を準備している時のことだった。


第二の母親とも言える筆頭側仕え、いや、ゲオルギーネにとっては母親よりよほど母親らしい愛情を注いでくれた人である。親元を離れて北の離れに住まいを移そうと準備している時に、自分が最も信頼している側近を奪われるなんて許せなかった。ひどい裏切りだと母親に訴えたが、彼女は取り合ってくれない。


「ジルヴェスターは病弱なのです。貴女は丈夫で健康でしょう。信用できない者をジルヴェスターの側に置くことはできませんもの」


父親が母親の言い分を認めたことで、リヒャルダは正式にジルヴェスターの側近になった。何もかもが弟を最優先に動く。


……ジルヴェスターなんて死ねば良いのに。


多分ゲオルギーネが初めてジルヴェスターに殺意を覚えたのはこの時だった。不愉快な出来事は、全てジルヴェスターの存在があるから起こる。ジルヴェスターは性別以外に勝るところがないのにゲオルギーネのものを次々と奪っていく。実の弟を可愛いとは全く思えなかった。


ゲオルギーネは洗礼式を終えて北の離れに移った。次期領主教育が始まって忙しくなったけれど、一月に一度くらいは母親とお茶をしたり教育の進捗報告をしたりするために本館へ行く。そこには成長するにつれて丈夫になっていくジルヴェスターがいた。悪戯いたずらをして側仕えを困らせ、リヒャルダに叱られている。それなのに、母親の目にはいつまでも病弱に見えるのか甘やかすのを止めない。「それくらい良いではありませんか」と言っている母親を見た時には目を疑った。同じことをゲオルギーネがすれば、ひどい叱責と折檻せっかんがされていただろう。


……ジルヴェスターなんて次期領主候補として必要かしら？


弟は遊んでばかり、悪戯ばかり。目に余って「次期領主を目指すならば努力なさい」とゲオルギーネが叱れば「次期領主にならないから努力なんかしない」と泣いて母親にすがり、その母親にゲオルギーネの方が叱られる。「ジルヴェスターのやる気を削そがないでちょうだい」とか「ジルヴェスターは幼いから、まだそれほど努力しなくて良いのよ」とか「貴女は嫌みばかり言っていないで弟を可愛がりなさい。愛情が足りないでしょう」と。


ゲオルギーネには意味がわからなかった。ならば、カルステッドが領主候補生だった頃、ゲオルギーネが就寝の挨拶に食堂へ行くと、母親が執拗しつように彼の欠点をあげつらって努力を求めていたのは何だったというのか。そもそもゲオルギーネはジルヴェスターが生まれてから今まで一度も愛情を感じたことがない。愛情が足りないどころか存在しないのに、この母親は何を言っているのか。


母親から叱られ、強制的にジルヴェスターに謝らせられる。すると、ジルヴェスターは憎たらしい顔で舌を出すのだ。自分が母親の愛情を独占していて、絶対に叱られないと知っているからできる顔だった。


……この子、いなくなった方がエーレンフェストのためではないかしら？


これが本当に自分と同じ次期領主候補なのか。顔を合わせる度に殺意が積み重なっていく。だが、いつまでもこのような状態が続くわけがない。こんな愚か者に次期領主を任せられないと両親もいつか目を覚ますだろう。


……その時のためにわたくしは努力しなくては。


ゲオルギーネは周囲に認めさせるため、次期領主教育を熱心にこなした。けれど、貴族院入学を機に、最も自分を可愛がってくれる神殿長ベーゼヴァンスとの接触を禁じられ、側近にしようと考えていた者を「ジルヴェスターの側近にするから」という理由で召し上げを禁じられる。ゲオルギーネは荒れた。心の拠より所どころを奪われ、将来の自分を支えてくれる側近の召し上げさえ儘ならない。


……本当にジルヴェスターなんて死ねば良いのに。


母親との関係は悪化の一途をたどっていたが、父親は彼女の努力を認めてくれた。婿入むこいりを前提にして他領の領主候補生を婚約者に選んでくれたのである。女性が領主になろうと思えば、その婿は領主一族でなければならない。領主候補生との婚約によってゲオルギーネは次期領主に一歩近付いた。だから、自分の精神的な拠り所を一つ一つ奪われても次期領主に向けて努力を続けられたのである。


それが覆くつがえったのはジルヴェスターの洗礼式だった。次期領主の洗礼式だとヴェローニカが吹聴ふいちょうして回ったのである。春生まれの弟の洗礼式は春を寿ことほぐ宴で行われたため、そこにはエーレンフェストの全ての貴族がいた。初めての公的な披露目の場で、ジルヴェスターが次期領主として貴族達から認識される。ゲオルギーネはアウブである父親の口から撤回するように訴えた。すぐさま撤回しなければ、ギーベ達は自分達の土地へ戻る。次に集まる時にはジルヴェスターが次期領主ということが公然の事実となってしまい、撤回が難しくなる。


けれど、ゲオルギーネの願いは父親から拒否された。「領主夫妻が貴族達の前で意見を対立させるところを見せることはできない。ヴェローニカとよく話し合った上で貴族達に対処したい」と。


……お父様にも体面がありますものね。


領主の顔を潰すわけにはいかない。ゲオルギーネはひとまず頷いて引き下がった。それが大きな失敗だった。あの時、絶対に引き下がってはいけなかったのだ。貴族達はジルヴェスターが次期領主になると認識してしまったし、次の貴族院では婚約者から「次期領主候補を下ろされたと聞きました。それでは婚約の前提が違います」と言われることになった。


ゲオルギーネは婚約者から婚約解消を望まれていることを両親に訴えたが、二人はジルヴェスターの次期領主の撤回ではなく、婿入り前提の婚約解消を選択した。


「ジルヴェスターが次期領主になるのだから、別に婿入り前提の婚約でなくても良いでしょう？　もっと上位の婚約者を新しく探してあげますよ」


「ゲオルギーネは優秀だ。ジルヴェスターが次期領主になった時の補佐を頼みたいと思っている。私にとっての兄上のような存在がジルヴェスターには必要なのだ。だから、其方の結婚相手は領主一族でなく、上級貴族でも大丈夫なのだよ」


世界がひっくり返ったのかと思った。両親が笑顔で何を言っているのか、ゲオルギーネは本気で理解できなかったのだ。自分が受けている次期領主教育がジルヴェスターの補佐をするための教育であること、両親はゲオルギーネを次期領主にする気がないこと、生まれた時からこれまでの努力の全てが否定されたこと……。


それを理解できるまでにどれだけの時間がかかったのかわからない。理解できると同時に、あまりの怒りと絶望に呑まれ、ゲオルギーネから表情の全てが抜け落ちた。


……洗礼式を終えても真面目に努力しない愚か者をどうして次期領主にしようと考えられるのです？　やる気がない者を領主にしてどうするおつもり？　何故わたくしでは駄目なのです？　わたくしの努力を何だと思っていらっしゃるの？　厳しい教育に耐えてきたのはジルヴェスターのためではありません。お父様には認められていると思っていたのに、それは幻想だったのですか？


両親に対する罵声が際限なく口から出そうになって、ゲオルギーネは奥歯を噛み締める。手のひらに爪が食い込むほどきつく握り込んで、二人にシュタープを向けそうになるのを必死に堪こらえた。


「何もかも無駄だったのです」


「ゲオルギーネ様の努力を無駄とは思えません。次期領主に相応しい努力でした。それでも、領主夫妻がジルヴェスター様を次期領主に決めたのであれば従いましょう。ただし、貴女が補佐するのに相応しいアウブになっていただかなくては我々も納得できません」


側近達はゲオルギーネを励まし、ジルヴェスターに次期領主としての教育を施ほどこすことを提案した。確かに今のままではゲオルギーネも補佐する気になれない。洗礼式を終えて北の離れに移ってからというもの、教育から逃げ出すジルヴェスターとそれを追いかける側近達の姿しか見ていないのだ。リヒャルダの怒声が上がらない日はないくらいだ。ゲオルギーネは自分が母親から受けた教育をジルヴェスターに対して行うことにした。


だが、ジルヴェスターはすぐに逃げるし、教育を始めるとみっともなく泣きわめくし、教育を嫌がって受けようとしない。


「私は別に次期領主なんてどうでも良いのだ！　姉上がなれば良いではないか！」


……ならば、貴方が死になさい。


ゲオルギーネの中で、プツリと糸が切れるような音がした。自分の希望でなれるものならば、なっている。彼女がいくら努力しても手にできなかった次期領主の座を生まれた時から手にしていて、彼女の人生を奪っておいて何の努力もしない弟に本気で殺意を覚えた。


「あれはゲオルギーネ様が補佐するに値しません。エーレンフェストの将来のためにも排除しましょう。次期領主に相応しいのはゲオルギーネ様です」


「グラオザム、そうは言っても両親が決めたのです。これ以上わたくしにできることがあって？」


「貴族達に知らしめれば良いでしょう。アレの愚かさと、ゲオルギーネ様の優秀さを。そのためには揺るがない立場と裏切れない味方が必要です」


側近のグラオザムはそう言いながら名捧げ石を差し出してきた。彼は名捧げ石がどのような物か説明し、ヴェローニカが「名捧げをしない者は信用に値しない」と何人もの貴族に名捧げを要求していることを教えてくれた。


「真っ直ぐに努力しても報われないならば、ヴェローニカ様をお手本にすれば良いのです。ヴェローニカ様は上級貴族から領主の第一夫人になり、裏切れない味方を集めて立場を固め、邪魔者を排除し続けています」


ライゼガング系貴族に嫌われ、苛められていると幼い頃からずっと母親に言われていたが、冷静に貴族関係を見てみれば、今や領主の第一夫人として彼等に報復できる立場になっている。


「ガブリエーレ様が輿入れする際に連れて来た側近達の子や孫は、ヴェローニカ様に名捧げを求められます。おそらくジルヴェスター様が貴族院でシュタープを得たら、彼に名捧げを求めるようになるでしょう。その前に得ましょう。裏切れない味方を」


それは素晴らしい提案だった。リヒャルダのようにジルヴェスターに奪われる側近ではなく、自分だけの側近が欲しいとゲオルギーネは強烈に思った。


「お母様をお手本に……。それならば、お父様もお母様もわたくしを叱れないでしょう」


……わたくしにも薬の知識がもっと必要ですね。


貴族院でゲオルギーネは領主候補生コースの講義を受けながら、文官コースの講義も取るようになった。特に薬学に関する講義は積極的に受けた。


知識を蓄たくわえつつ、ジルヴェスターの愚かな日常とエーレンフェストの将来を憂う言葉を貴族達に吹き込み、ジルヴェスターに対する懐疑的かいぎてきな目と領主夫妻に対する不信感を植え付けていく。


同時に、ガブリエーレの側近の系譜に連なる者達、特に同世代の名捧げを求めた。寿命の関係上、ヴェローニカに名を捧げることに躊躇っていた者がいることをグラオザムが調べてくれている。彼等を説得して名を受けた。貴族達の集まる場で教育の足りていない様子をジルヴェスターが見せたことも、ゲオルギーネの説得に力を持たせた。


「次期領主にはわたくしがなります。あのような子に任せられませんもの」


水面下でじわじわと同世代の味方を増やしていたところで、ゲオルギーネは父親に呼び出された。


貴族達に名捧げを求めたことを叱られ、ジルヴェスターへの態度を咎められ、補佐としてエーレンフェストに残すことはできないと言われ、アウブ・アーレンスバッハとの婚姻を命じられたのである。


「嫌です。何故わたくしが他領の第三夫人にならなければならないのです!?」


「お黙りなさい、ゲオルギーネ。大領地アーレンスバッハと縁を持てるのです。貴女は幸せ者よ。大領地の領主一族に名を連ねることができるのですから。血縁者として話をまとめてきたわたくしに感謝なさい」


……どこが幸せだというのです!?


次期領主になるための全ての努力を否定され、ようやく味方の貴族達を増やせたというのに他領へ行けと言われ、父親と年の変わらない男にただ愛めでられるだけの存在になれと言われて納得できるわけがない。大領地であっても第三夫人など何の権力もないし、政治に介入できない立場だ。


……わたくしは次期領主になるために努力してきたのに。


だが、父親が決定し、既に先方と話がまとまってしまった婚約を取り消すことはできない。皮肉なことに、これまでの次期領主教育がこの婚約を拒否しては領地のためにならないとゲオルギーネに強いるのだ。屈辱と苛立ちで頭がおかしくなりそうだった。


「父上、母上。私はフレーベルタークのフロレンツィア様と結婚します！」


魔力感知が発現したジルヴェスターは、貴族院から戻ると二歳年上の領主候補生を見初みそめたと言い出した。しかし、フレーベルタークはコンスタンツェが嫁ぐ領地だ。婚姻による領地間の関係強化を考えると、すでに婚約している者がいるのだからジルヴェスターとその娘を結婚させる意味はない。


「彼女は第三夫人の娘です。私は次期領主だから断られないでしょう。私は彼女以外とは結婚しません！」


ゲオルギーネの一度目の婚約は覆された。解消したくないと訴えたが拒否された。二度目の婚約は父親ほど年の離れた男の第三夫人だ。嫌だと言っても拒否は許されない。それなのに、何故ジルヴェスターは自分が好きな相手を娶めとれるのか。領地としては利益の少ない婚姻を領主である父親が許すのか。


ジルヴェスターはずっと次期領主としての教育から逃げ出し、「次期領主になどなりたくない」と言っていた。そのくせ、自分にとって都合の良い時だけ「次期領主だから」という言葉を持ち出して自分の望みを叶えるのである。ゲオルギーネにはどうしても許せなかった。


……殺しましょう。お母様が邪魔者を始末する時はどうしていたかしら？


領地を出されることが決まったのだ。後はもうどうなっても構わない。ゲオルギーネは自暴自棄な気分になって母親が邪魔者を遠ざける時に使っている毒を使うことにした。夕食の席で名捧げをした側仕えがジルヴェスターの食事に混入する。


「ぐえっ……」


突然ジルヴェスターが食事を吐き出し、椅子から転げ落ちた。両親が驚きに目を見張る。ゲオルギーネも一緒に驚いた。これほど簡単にいくと思わなかったからだ。


「ジルヴェスター!?」


自分がいつも使っている毒なのに、自分の息子にそれを使われると血相を変える母親の姿がゲオルギーネには面白くてならなかった。何より大事な息子が失われるかもしれないと恐慌を来きたす母親の姿に胸の空すく思いがした。


「あ、あぐっ……」


喉を押さえて苦しんでもがくジルヴェスターを見下ろすのは、最高の気分だった。とても心地良い。もっともっと苦しんで、そのまま死ねば良い。


けれど、ジルヴェスターは死ななかった。混乱して取りすがるしかできない母親と違って、冷静な彼女の側仕えが解毒薬をすぐに処方したからだ。






ジルヴェスターを殺せなかったことを残念に思いながら、ゲオルギーネはアーレンスバッハに嫁いだ。それからは生きているのか死んでいるのかわからない結婚生活を送っていた。アーレンスバッハで権力を握ることも考えてみたが、全く熱を持てなくてつまらない。退屈で無意味な時間が過ぎていく。


……第一夫人になって、領主会議でジルヴェスターの上に立てば少しは楽しめるかしら？


ふと思い付いたゲオルギーネはアーレンスバッハの第一夫人になるための暗躍を始めた。計画は順調に進み、ジルヴェスターを跪かせることに成功した。それなのに、大して溜飲りゅういんが下がらない。やはりエーレンフェストをこの手にしなければ満足できないようだ。






ゲオルギーネに転機が訪れたのは、叔父の遺品として前神殿長ベーゼヴァンスの手紙を受け取った時だった。


◆


「ゲオルギーネ様、そろそろ到着するそうです。どうかされましたか？」


「……いいえ。叔父様には感謝しなければならないと思っただけです」


商人の後ろに控えてゲオルギーネ達は船から下りる。その途中で荷物を運ぶ平民達の会話が耳に入った。どうやらボニファティウスがイルクナーへ向かったことが騎士の口から語られたようだ。西門の兵士が警戒心を強くし、下船して街に入る者を厳しく確認しているらしい。


……グラオザムの計画は順調そうですね。


ボニファティウスがまだ戻らないから、厳しい警戒が解かれていないに違いない。西門に近付くのは止めた方が良さそうだ。ゲオルギーネはそう判断した。


「ここまでご苦労様」


「どちらへいらっしゃるのですか？」


ラウゴは西門と二人を見比べながら戸惑ったような声を出した。ゲオルギーネはゼルティエに目配せして彼に黒の魔石を贈る。


「わたくし達は門を通れないのです。その意味がわかるでしょう？」


黒の魔石が口止め料を含んでいることに気付いたのだろう。貴族と関わってきた身食いの商人は黙って頷いた。ゲオルギーネとゼルティエは商人の側仕えのような顔で、次々と船から荷物を出す下働きの者達に交じってそれほど大きくない自分達の荷物を運び出す振りをしながら西門から離れていく。


「これかしら？」


下町のエントヴィッケルンをした時にできた水路が目の前にある。これを使えば門を通ることなく下町や神殿に潜入することができるのだ。ゼルティエが紙を広げた。ゲオルギーネに名を捧げていた文官が書き写して送ってくれた水路の図面だ。


「まさかわたくしがこのような手段を使うとは思わないでしょうね」


この先にゲオルギーネがずっと望んでいたものがある。とうとう手が届くところへ到着した。


……いよいよエーレンフェストの礎を奪い、わたくしのエーレンフェストを手にする時が来たのですね。


「本当にずいぶんと長い間、待たされたこと」


高揚こうようした気分を抑えきれず、ゲオルギーネはゆっくりと赤い唇の端を上げた。


カラーン、カラーン……。


三の鐘が鳴り響く。彼女にとって最後の戦いの始まりだった。







    
  
  




ギーベ・キルンベルガ　動いた国境門


祈念式を間近に控えたキルンベルガの夏の館に、城から急ぎの書簡が飛んできた。白い鳥がギーベの執務室に飛んできて、手紙となって机に落ちる。文官がそれを拾って確認してから私に差し出した。


「ギーベ・キルンベルガ、城からの手紙です。差出人はアウブの第一夫人フロレンツィア様です」


私は眉を寄せながら手紙を受け取り、目を通していく。アーレンスバッハのゲオルギーネ様がエーレンフェストの礎を狙って侵攻してきている可能性が高いため、土地の見回りを強化し、不審者を見つけたら城へ連絡するように、という内容だった。


……春の初めから備えろとは言われていたが、とうとうゲオルギーネ様が動き出したのか。


私はかつて次期領主になれと厳しい教育を受けたにもかかわらず、弟の洗礼式と同時に次期領主から下ろされ、怨嗟えんさの声を上げた少女の姿を思い出す。彼女はあの頃の恨みをまだ引きずっているのだろうか。それとも、他に何か理由があるのだろうか。


去年の冬の粛清では彼女に名を捧げていた貴族達が何人も処刑された。ヴェローニカ様に対抗するように名捧げを求めていたが、もうエーレンフェスト内に彼女の手駒はほとんどいないだろう。


「緊迫した状態とはいえ、キルンベルガはあまり関わりがなさそうだな」


ゲオルギーネ様が侵攻してくる場合、アーレンスバッハか旧ベルケシュトックのある南か南西の方面から貴族街へ向かうことになる。礎の魔術を狙う彼女が領地の東の端にあるキルンベルガへやって来ることはないだろう。


「こちらへ来る可能性は低いですが、備えはしています。訓練も兼ねて騎士達の見回りを増やしますか？」


「要望があればアーレンスバッハと境界を接するギーベにキルンベルガの騎士を貸し出せるようにしておくか」


「そこの判断は慎重にしてください。絶対に来ないという保証はありません」


私は文官に軽く頷き、顎を撫でながら考える。


「騎士を貸し出すならば貴族街が優先か？　礎の魔術を守れるかどうかが重要なのだから」


「アレクシス様と連絡を取ってみてはいかがですか？　そちらの援助が必要かもしれませんよ」


アレクシスを通じて、次期領主であるヴィルフリート様とアウブ・エーレンフェストに恩を売っておけということらしい。どうせ援軍を送るならば、息子の役に立つ方が良いだろう。キルンベルガからの援軍が必要かどうか、私はアレクシスにオルドナンツを送ってみた。


「アレクシスです。ゲオルギーネ様が侵攻してきたのですか？　ヴィルフリート様は領主一族と騎士団の上層部を集めた会議中で、まだこちらにはその情報が届いていません。主が戻り次第、相談させてください」


帰ってきたオルドナンツが二度、三度と同じ言葉を喋る様子を見ながら、私は腕を組んだ。まさか領主一族の護衛騎士であるアレクシスに情報が届いていないとは思わなかった。


「会議中によほど緊急の知らせでもあって、フロレンツィア様が会議の場から各ギーベに手紙を送ったということか？　それとも、口止めされているのか、情報を与えられていないのか」


「アウブに何か緊急の知らせがあって、会議が進められずに会議室で領主一族が待機しているのかもしれませんよ」


アウブが戻るまでにできることをしておこうという裏が見えると文官が言う。文官が考えそうなことだ。だが、その分、ゲオルギーネ様の侵攻が迫っていることが伝わってくる気がした。


「援軍が欲しいと言われた時のために騎士達の配置の見直しくらいはしておくか」


ギーベ騎士団の上層部を呼び出して、フロレンツィア様の手紙を見せながら話をしているところへ再び白い鳥が飛び込んできた。手紙になって机の上に落ちる。


「何だ、アレクシスからの要請か？」


「いいえ、城からの手紙です。差出人はアウブ・エーレンフェストご本人のようです」


「先程フロレンツィア様から届いたところではないか。今度は何だ？」


フロレンツィア様から届いてからそれほど時間が経っていない。ゲオルギーネ様の侵攻に対応するならば、アウブ・エーレンフェストからキルンベルガに要請することなど特にないはずだ。


「……アウブ・エーレンフェストが今夜キルンベルガを訪れるそうです。境界門を開けるために」


「境界門を開ける？　開けてどうするというのだ？」


私は文官の手から手紙を奪い取って目を通していく。文官の言う通りだった。「夜中に境界門を開けるために、ギーベの館にある転移陣へ騎士達を伴って転移する。キルンベルガ側は特に何もしなくて良い。館の敷地内に立ち入るので連絡しただけである」という意味のことが書かれている。すぐに理解できなくて、私は手紙を指先でピシピシと弾いた。


「ギーベの館にある転移陣とは何だ？　そんな物があるのか？　今まで使われたことなどないだろう？　一体どこにあるのだ？　アウブはどこに現れるのだ？」


「何もしなくて良いと言われたところで、本当に何もしないわけにはいかないでしょう。今夜の夜警当番の見直しが必要ですし、転移陣を探してその周辺を片付けなければならないのでは？」


全く使われていない転移陣の位置もわからないのだ。そこに何か物が置かれていたり、周囲を人が通れる状態ではなかったりする可能性がある。その場にいる者達から血の気が一気に引いた。ギーベの館と一口に言っても結構広い。今まで全く目に入っていない物を探し出すのは難しいだろう。


「急いで転移陣を探せ！　夜中までに体裁を整えよ！」


「おそらく床や壁に魔法陣が刻まれているに違いない。普段は見えなくても、魔力を流してみたら反応するかもしれぬ」


「側仕えは屋内を、騎士達は騎士の訓練場を含めて屋外を、文官は古い文献に転移陣の記載がないか調べるのだ！」


ギーベの館は俄にわかに慌ただしい空気に包まれることになった。






皆で探し回った結果、転移陣は騎士の訓練場にもなっている石畳に刻まれていた。三人までしか一度に運べない貴族院の転移陣と違って、ギーベの館にある転移陣は大勢の移動を想定しているようで大きい。転移陣の上に置かれていた棚や訓練用の人型などの数々が撤去され、騎士達がヴァッシェンで汚れを落として綺麗にする。ひとまず夜中までに体裁は整った。


「本当にいらっしゃるのでしょうか？」


「わざわざ手紙で知らせてきたくらいだ。来るだろう」


夜中とは書かれていたが、いつなのか正確にはわからない。軽く仮眠を取って、私も待機している。春の半ばとはいえ、まだまだ夜は寒い。私は数人の騎士達と執務室から転移陣を見張っていた。


不意に転移陣が光を帯びる。我々は即座にバルコニーへ走り出て、騎獣に飛び乗った。黒と金色の炎が渦巻き、魔法陣の上に人の形が見え始める頃には転移陣の側に到着する。


「ようこそおいでくださいました、アウブ・エーレンフェスト」


平然とした顔で挨拶をするが、私の心の中には驚きが満ちていた。転移してきたのがアウブと騎士達だけではなかったからだ。


「……あれはローゼマイン様か？」


「周囲の護衛騎士の顔ぶれを見る限り、そうだと思われますが……」


私の呟きに、隣に立つ騎士が困惑気味に返した。とてもローゼマイン様ご本人とは思えないほど成長している。ローゼマイン様は長く臥せっていたようで春を寿ぐ宴に出席していなかった。だが、冬の始まりの宴では姿を見たのだ。いくら成長期でもあり得ない成長ぶりだ。


何がどうしてこれほど成長したのか気になって仕方ないが、アウブと騎士達は転移陣の使用方法について厳しい表情で真剣に意見を交わしている。ローゼマイン様の異常な成長について質問ができる空気ではなかった。


……だが、あの二人はフェルディナンド様と共にアーレンスバッハへ行ったのでは？


ローゼマイン様の側近と共にユストクス様とエックハルト様の姿がある。事情がわからなくて、私は腕を組んだ。


「養父様、話し合いは後回しにして境界門を開けてください」


「そうだな。検証は後回しだ。行くぞ」


どうやら開門を望むのはローゼマイン様らしい。成長して美しい女性になっているのに、例の奇妙な騎獣に乗り込んでいる。


……似合わないな。


今の美麗な姿に似合う優美な騎獣の方が良いと思うのだが、ローゼマイン様は太ったグリュンのような騎獣を変更するつもりはないらしい。グーテンベルク達を運んでいる様子を見たので、多くの荷物を積み込める便利な騎獣であることは知っているが、もう少し見た目にもこだわってほしいものである。


我々も騎獣に乗り、境界門へ客人を先導するように空を駆ける。境界門は月明かりを受けて白く浮かび上がっているので迷うことはないが、境界門で何をするのかわからないアウブ達を放置することなどできない。


「アウブ・エーレンフェストだ。本当に来たぞ」


境界門の屋上から夜警当番の騎士達が興味深そうに下を見ている。私も一体何をしに来たのか気になって仕方ない。我々が見つめる中、アウブはシュタープを取り出して「エフネトーア」と唱えながら門を軽く叩いた。


真っ白の境界門がゆっくりと開き始める。同時に、螺鈿細工に使われる貝の真珠層のようなきらめきを持つ淡い虹色の国境門が見え始めた。月明かりだけではなく、ほんのりと光っているように見える。


キルンベルガに住んでいても、滅多に見られない美しい国境門を見つめていると、ローゼマイン様が騎獣から降りるのが見えた。彼女はそのまま国境門に近付いてシュタープを出し、「グルトリスハイト」と唱える。手には淡く光る板のような物があった。


……グルトリスハイトだと!?


息を呑むしかない。それを手にするのはツェントだけのはずだ。だが、シュタープで適当に形だけを真似た物でないことは、国境門が強く光り、三角の屋根が左右に滑るように動き始めたことからもわかる。国境門を開けられるのはグルトリスハイトを持つ者だけだ。本物のグルトリスハイトで間違いない。


「国境門が光り輝いている。このようなことが……」


「グルトリスハイトだと!?」


「まさかローゼマイン様が……」


約二百年ぶりに動く国境門に私も騎士達も目が釘付けになっていた。感動と同時に不安が首をもたげてくる。私は自分達と同じように国境門を見ているアウブ・エーレンフェストに近付いた。


「これは王位の簒奪さんだつにならないのでしょうか？」


それによって滅んだアイゼンライヒを知っている。キルンベルガの衰退の原因はアイゼンライヒの領主一族がツェントの地位を狙ったことだった。今のツェントが持っていないグルトリスハイトを手にしているローゼマイン様の姿に背筋が震える。


「心配ない。秘密裏に王との養子縁組の話が進んでいる。それに、これがある」


アウブはローゼマイン様がグルトリスハイトを得たことを王族が知っていること、第一王子から求愛のネックレスを賜ったことを示してくださった。反逆罪にならないことがわかって安堵したが、すぐにグルトリスハイトを得た彼女がエーレンフェストに戻らないことに気付いて目を見開いた。王の養女となり、グルトリスハイトをもたらすだけではない。彼女は第一王子に求愛されているのである。将来的にエーレンフェストに戻ってくることはないだろう。


とんでもない変化がエーレンフェストに起きようとしている。言葉もない私の前で、ローゼマイン様はこちらの衝撃に目もくれず、側近達に騎獣に乗り込むように指示を出していた。


「では、いってまいります。絶対にフェルディナンド様を連れ帰りますから」


「待て、ローゼマイン。これを……。ジギスヴァルト王子から預かっている。これが王族の許しを得ている証しになるので必ずつけているように、だそうだ」


アウブ・エーレンフェストは求愛の魔術具を差し出す。六属性の魔石に金色で王族の紋章が刻まれた求愛のネックレスを、ローゼマイン様は特に拒否することなく受け入れた。


ローゼマイン様は騎獣に乗ると、国境門の上に駆け上がり、屋根がスライドして見えている内部に降り立つ。アウブや騎士達が騎獣でその後を追う。私も同じように騎獣で追いかけた。けれど、彼女と違って、私達は結界に弾かれて国境門に近付けない。


ローゼマイン様は私達に向かって手を振った後、グルトリスハイトを光らせる。


「ケーシュルッセル　ダンケルフェルガー」


全属性の光を放つ魔法陣が空中に浮き、転移陣の上で光を放ちながら回転する。その光に促されるように、下に描かれている転移陣も動き始めた。


「フェルディナンドを頼んだぞ、ローゼマイン！」






ローゼマイン様が転移すると、用は済んだとばかりに国境門の屋根は閉まり始めた。歴史書でしか見たことのない光景が目の前にあった。国境門が開いたこと、フェルディナンド様を救出に行くと知った皆が歓喜に沸く中で、私は苦い思いを噛み締める。


ローゼマイン様が王と養子縁組することによって、反逆罪に問われることなくユルゲンシュミットにグルトリスハイトをもたらすことができるのだ。ユルゲンシュミットにとっても、王族入りをするローゼマイン様にとっても喜ばしいことだろう。


……ローゼマイン様には次期アウブ・エーレンフェストであってほしかったのだが、上手くはいかないようだ。


エーレンフェストのギーベとして残念に思うが、ローゼマイン様のことは問題ない。それよりずっと身近で重要な案件は、ローゼマイン様が抜けた後のエーレンフェストと領主一族の進む先だ。王の養女となる話が進んでいて、王族から求愛の魔術具を贈られたのだから、ヴィルフリート様とローゼマイン様の婚約は近い内に解消される。水面下ではもう話が進んでいると考えて良いだろう。


……解消した後、ヴィルフリート様はどうなる？　まさか傷持ちの領主候補生というお立場を忘れているということはあるまい。どうなさるおつもりなのだ？


私は境界門を閉ざそうとするアウブの背中を見つめる。アウブはヴィルフリート様を次期領主にすることに固執していた。廃嫡はいちゃくされてもおかしくない罪を犯したヴィルフリート様を、ローゼマイン様と婚約させることで次期領主としたほどだ。


私はアレクシスからの情報で、ヴィルフリート様の執務態度の悪さから次期領主教育を止められたことを知っている。ローゼマイン様との婚約が解消されれば、ボニファティウス様に匙さじを投げられた彼が次期領主になれる道はない。


……ヴィルフリート様は今後も領主一族として残るのか？　ローゼマイン様を取り上げる形になるが、王族から婚約解消に対する何らかの補償があるのか？　ヴィルフリート様に仕えているアレクシスの将来はどうなる？


ユルゲンシュミットの未来も重要だが、私にとっては息子の将来も大事だ。グルトリスハイトを使って国境門を開き、他領へ向かうという歴史的に大きな節目だというのに、まだ婚約者であるはずのヴィルフリート様やその側近であるアレクシスはこの場に同席できていないのである。彼等の将来が不安で仕方ない。


だが、この場で皆の喜びと興奮に水を差すことはできない。アウブを問いただすこともできず、私はゆっくりと閉ざされていく境界門を見つめていた。







ブリギッテ　イルクナーの戦い


「ヘルフリートだ。ブリギッテ、執務室へ来てくれないか？」


ギーベ・イルクナーであるお兄様からのオルドナンツを受け取って、わたくしは首を傾げました。わたくしがヴィクトアと結婚し、製紙業が軌道に乗った今、イルクナーには少しずつ貴族が増えてきました。そのため、わたくしが執務室に呼び出されることは少なくなっています。前回呼び出されたのは、ローゼマイン様にたくさんの魔紙を贈る時でした。


「またローゼマイン様が魔紙をお求めなのでしょうか？」


「オルドナンツで呼び出すのですもの。急ぎでしょう？　リラローゼはわたくしが見ているから早く行ってらっしゃい」


子供部屋で一緒に刺繍ししゅうをしていたお母様が笑いながら手を振ります。わたくしは針や糸の始末をすると、お昼寝中の我が子に視線を移しました。


「お願いします、お母様。リラローゼがいい子で寝ていてくれると良いのですけれど」


一歳半の娘をお母様に任せ、わたくしは足早に執務室へ向かいました。わたくしの足音が聞こえたのでしょうか。執務室から元灰色神官で、お兄様の執務を手伝っているフォルクが出てきます。


「フォルク、お兄様に呼ばれたのです。取り次いでくださる？」


「ギーベがお待ちです。どうぞお入りください」


フォルクが扉を開けてくれたので、わたくしは中へ入ります。夫のヴィクトアとお兄様が手紙を見ながら困った顔になっているのがわかりました。


「お兄様、どうされましたの？」


「フロレンツィア様からの手紙だ。どうやら全てのギーベに送られているらしい」


わたくしはその手紙に目を通します。内容はアーレンスバッハのゲオルギーネ様がエーレンフェストの礎を狙って侵攻してきている可能性が高いため、土地の見回りを強化し、不審者を見つけたら城へ連絡するように、というものでした。


「春の初めにも同じような要請があっただろう？　今度はどう対応すれば良いかと思ってね」


何か戦いが起こった時のために回復薬などは作っていますが、元々騎士が少ない土地です。アーレンスバッハからの侵攻に備えろと言われても、できることはあまり多くありません。


「可能性が高いと書かれているが、特に緊急性があるようには思えないのだ。礎の魔術を狙う際に重視される土地ではないからね」


イルクナーがアーレンスバッハと接している土地はほんのわずかです。今でこそ製紙業で少しずつ蓄えなども増えてきましたが、戦略上では特に重要な土地ではありません。礎の魔術を得るための拠点にするには城から遠すぎますし、フレーベルタークと接している面が多いためイルクナーを攻撃するとフレーベルタークにも攻撃が及ぶ恐れがあるからです。


「それに、領地の境界を他領の貴族が越えれば、さすがにアウブが気付くだろう？　連絡を受けてから動けば問題ないと思わないか？」


「とりあえず騎士達の見回りを増やしましょう。境界線沿いには念を入れて。昼と夜の二回でどうですか？　個人的にはあまりやりたくありませんが、仕方ありません」


アーレンスバッハでは土地の魔力が減っているようで、飢えかけた平民達が山の恵みを求めてイルクナーに入り込んでいることがよくあります。アーレンスバッハを警戒するならば、彼等のことも警戒したり追い払ったりしなければなりません。


「今まで見逃していたことをアウブから咎められる可能性もあります。平民達には気の毒ですが、その点は諦めましょう。本来ならば、アーレンスバッハの領主一族と神殿が満たすべき土地です」


神殿育ちのフォルクは意外とあっさり平民達を切り捨てました。わたくし達が驚いて視線を向けると、彼は少し困ったように微笑みました。


「状況が変わると、平民に対する扱いが大きく変わるのは当たり前のことです。今はイルクナーのために、他領の平民のことより領主一族からの要望を叶えることを優先して考えましょう。商人達から情報を集めるのは良いと思いますよ。材木商はあちらこちらへ行きますから」


ヴィクトアやフォルクを交えて話し合いをしても、見回りを強化してみる以外にあまり良い手は浮かびません。大きな収入源である製紙業を優先したいという気持ちの方が強いため、ゲオルギーネ様が本当にやって来るのか、いつ来るのかわからない状態で、長期間の警戒態勢は難しいのです。


「では、騎士達に……おや？　オルドナンツが」


数少ないイルクナーの騎士達に命令しようとしたところで、オルドナンツが飛び込んできました。お兄様かヴィクトアのところへ向かうと思っていた白い鳥は、わたくしの腕に止まります。


「ローゼマインです」


春を寿ぐ宴にも出られないほど体調が悪かったようですが、ローゼマイン様は回復したようです。以前より声が大人びています。姿は見えませんが、成長を如実にょじつに感じました。


「アーレンスバッハにいらっしゃったフェルディナンド様が、ゲオルギーネ様の計画によって危機に陥りました。これを絶好の機会として、侵攻が予想されています。既にエーレンフェストに近いところまで移動しているようです。早ければ今日か明日。遅くとも数日中には何か動きが見えると思います」


ローゼマイン様のオルドナンツに、わたくし達は顔を見合わせました。既に境界線近くへ移動しているならば、緊急事態ではありませんか。フロレンツィア様からの手紙では伝わってこなかった緊急性と、その声音こわねからわたくし達を心配してくださっていることが伝わってきます。更にローゼマイン様は戦いにおける注意事項を教えてくれました。


「敵が銀の布を持っている時は本当に注意してください。銀の布は魔力攻撃が全く効きません。シュタープの武器や攻撃用魔術具が通用しないので、平民達が使うような武器を携帯しておく方が良いでしょう。また、粉末状の毒を使われる可能性があります。口元を覆うことを忘れずに。ゲオルギーネ様達が隠密行動を取るならば、騎獣ではなく馬車を使っているかもしれません。平民達から広く不審な貴族の情報を集めたり、周辺のギーベ達と連絡を密にして連携を取ったりして対応してくださいね。おじい様が率いる騎士団はいつでも出陣の準備ができています。何か異変を感じたら連絡をください」


三回、同じ内容を伝えてオルドナンツが黄色の魔石に戻りました。わたくし達は差し迫っている危機を知らせてくれた黄色の魔石を見つめます。


「フロレンツィア様からのお手紙とずいぶん様子が違って聞こえたのですが……」


「緊急に見て回った方が良いな。遅くても数日中らしいぞ」


「わたくし、戦いに参加できるように訓練を強化しますね」


春に連絡があってから騎士として戦えるように訓練はしてきましたが、出産で訓練から離れていた期間は長いですし、子育ての合間を縫っての訓練では最盛期の戦力には遠く及びません。それでも、イルクナーや自分の家族を守るためには一人でも騎士が多く必要です。わたくしは少しでも訓練の時間を増やしたいと思います。


「ブリギッテ、張り切る気持ちはわかるが、先にローゼマイン様にお礼のオルドナンツを送ってくれ。おそらく其方が元側近だったから送っていただけた情報だ。お役目を外れ、遠く離れても心配してくださっているのだろう」


ヴィクトアに指摘され、わたくしはすぐにお礼のオルドナンツを飛ばします。ローゼマイン様にお仕えした日々が思い出され、今も繋がりがあることを実感して胸が温かくなりました。


「ローゼマイン様、ブリギッテです。フロレンツィア様からも各ギーベに警戒するように連絡がございましたが、それ以上に詳細で貴重な情報、ありがとう存じます。周辺のギーベはもちろん、平民達にも知らせて警戒に当たります」


飛んでいくオルドナンツを見ていると、お兄様がオルドナンツ用の黄色の魔石を机に並べ始めました。


「ブリギッテ、周辺のギーベ達にもオルドナンツを頼む。ローゼマイン様の側近だった其方から直接伝える方が、事の重要性が伝わるだろう」


フロレンツィア様からの手紙で緊急性を感じられなければ、イルクナーからの連絡も重く受け取られないかもしれません。ですが、わたくしがローゼマイン様の側近であったことと併あわせて「ローゼマイン様から緊急の連絡をいただきました」と言えば、受け流すことはできないでしょう。


わたくしがオルドナンツを飛ばす間、お兄様達は今後について話し合いを始めています。今日にも来るかもしれないと言われれば、何から始めれば良いのか。考えなければならないことはたくさんあります。


「平民達から情報を得ることも大事ですが、山へ入る彼等に危険を周知するべきではありませんか？　侵攻してくる他領の騎士と顔を合わせたら大変なことになります」


「数日間ここに籠城ろうじょうできる程度の食糧の確保と避難場所の準備は終わっています。平民達の誘導についても考えてください」


「境界線付近の山にはゲオルギーネ様の続報が入るまで近付かないように警告を出しておくとしよう。数日の間に何かが変わるはずだ」


お兄様達の意識が平民達を守ることだけに向かっていることに、わたくしは軽く息を吐きました。民を守るギーベとしては正しいのかもしれませんが、その前段階についても考えてくださらないと騎士達が動けません。


「お兄様、平民達の避難を考えるとしても、境界線を目がけてアーレンスバッハから多くの騎士達が攻めてくるのか、それとも礎の魔術だけを狙うために少数で密ひそやかに城を目指すのかによって騎士達の備えや見回りの人数なども変わってきます。必然的に避難させる者の数や範囲にも違いが出ませんか？」


「ブリギッテ、言いたいことはわかるが、今の時点ではどのように攻めてくるのかわからないのだ。アーレンスバッハから攻めてくるならば、ゲルラッハ、ヴィルトル、ガルドゥーン、グリーベルの方が可能性は高いだろう。私はわざわざイルクナーに入ってくる可能性は低いと思っている」


ヴィクトアが地図を見ながらそう言いました。アーレンスバッハと境界を接している面積を考えると、確かにイルクナーに攻めてくる可能性は低いでしょう。それにはお兄様も同じ考えだったようです。けれど、油断はできません。


「ヴィクトアの言い分もわかるが、貴族が少なくて守りが薄いのはイルクナーだ。ゲオルギーネ様がそれを知っているならば、陽動に使いやすい土地として狙われる可能性はある」


「陽動……」


「あぁ。事が起こればボニファティウス様の協力を得られるようだが、騎士団の派遣を要請し、アウブの承認を受けて騎士団に命令が下され、出発準備が整うまでにどれだけの時間がかかるかわからない」


「えぇ。それに、貴族街からイルクナーへ騎獣で移動するには、どれだけ急いでも丸一日はかかります。その間、わたくし達だけで持ち堪こたえなければならないのです」


騎士団の動きや内情を一番知っているのは、ローゼマイン様の護衛騎士として騎士団に出入りしていたわたくしです。その分、考えれば考えるほど陽動がイルクナーで行われた時の危険性が身に染みてきました。わたくし達の説明でヴィクトアもその危険性を理解したようです。


「早急な発見と連絡が鍵ならば、見回りを増やしましょう。数日中と予想されているのです。境界線付近だけ見回りの頻度を上げるくらいならば、人数が少なくても可能だと思います」


お兄様が頷きました。


「敵の目指す先がエーレンフェストの礎ならば、先を急ぐから平民達を虐殺ぎゃくさつしながら進むことはないだろう。こちらはできるだけ被害を軽微にすること、騎士団が到着するまでの時間を稼ぐことに徹してほしい」






わたくしは早速騎士達の訓練場へ向かい、事情を説明しました。


「……そういうわけで、境界線付近の見回りを増やしてください。わたくしも同行します。昨晩の見回りから何か報告は？」


「昨夜も早朝も特に異常はなかったようです」


イルクナー騎士団の騎士団長からの報告に、わたくしは胸を撫で下ろしました。


「ローゼマイン様は数日中に動きがあるとおっしゃいました。夜の見回りは慎重に行ってください。こっそりと入り込むならば夜陰やいんに紛れるのが一番ですから」


「平民達が眠っている間にこっそりと進軍して通り過ぎてくれれば、こちらは領主一族に連絡するだけで済むので助かるのですが……」


ここの騎士は魔獣を倒すばかりで、貴族院時代の実技を除くと騎士同士の戦いを経験していません。それに、イルクナーにいる成人の騎士は十五名です。見習いや復帰するわたくしを含めても二十名に足りません。大領地との戦いに対して消極的になる気持ちはわたくしにもよくわかります。


「そうなれば良いのですけれど、その場合はイルクナーではなくグリーベルを通るでしょうね。敵がイルクナーに現れるとは限りませんが、見回りを怠らないようにしましょう」


「確かに。できるだけ戦うことは貴族街からやって来る騎士にお願いしたいものです。でも、魔術具を使う派手な戦いはご遠慮いただきたいものですな」


攻撃用の魔術具で山や森を破壊すると、今後の製紙業に大きく関わります。あまり大規模に魔術具を使用する戦闘はできるだけ避けたいものです。


「敵の動きはともかく、ブリギッテ様が騎士団にいらっしゃるとギーベに意見を届けやすいですし、貴女は中級貴族で貴重な戦力ですから」


重点的に見回るのはアーレンスバッハとの境界線付近です。フレーベルタークとの関係は良好ですし、ローゼマイン様から何も注意がなかったので、そちらからの侵攻はないと考えられます。騎士団の見回りに同行しましたが、その日は特に何もありませんでした。






翌日、午後の見回りの時でした。


「あの尾根の形が少し変わったように見えませんか？」


五名の騎士達と共に騎獣を駆っていると、少しだけ景色が変わっているように思えました。木々が並ぶ山の一部に落ち込みが見えるというか、なだらかな曲線を描く稜線りょうせんに不自然な凹へこみが見える気がしたのです。


「騎獣をもっと低くして近付きましょう」


異変を感じて警戒しながら近付いていくと、ギーベの館から見ると山の反対側、アーレンスバッハ側の木々がごっそりと消えていました。トロンベの討伐後のように赤茶けた土が露出しています。


「何ですか、これは!?」


わたくしが目を細めてよく見ようとした瞬間、更に先の土地から木々が消えました。何が起こったのかわからず、呆然としてしまったところに騎士から声が上がりました。


「あそこを見てください！　人の姿があります！」


「アーレンスバッハのマントだ」


赤茶けた土地の中心部に数人の姿が見えました。誰もが黒の武器を手にしています。それを見てハッとしました。


「あの武器は黒の魔物から魔力を奪うものです。もしかすると魔獣だけではなく、土地からも魔力を奪えるのかもしれません」


わたくし達は領主一族から情報を得ていたので、侵攻があるかもしれないと心構えをしていました。けれど、その侵攻方法は完全に予想外でした。敵が礎の魔術に向かって進軍していくのではなく、土地の魔力を奪うとは全く考えていなかったのです。


「イルクナーを突っ切るだけならば遠目から見張るだけでもよかったでしょう。けれど、土地の魔力を奪われ、山から森や木々が失われるのを黙って見ていることはできません」


ぞっとしました。山から木々が失われれば、製紙業に大きな影響が出ます。山の恵みに平民達の食糧を頼っている部分も大きいです。雨が降った時の川の流れに変化が起こるでしょう。災害によってイルクナーの生活が失われる可能性もあります。


「四人か？　彼等だけでも攻撃しますか？」


「……いいえ。一旦戻ってアウブに連絡し、援軍を呼びましょう。他にも潜んでいる者がいればこの人数では対応できません」


その途端、ヒュンと矢が飛んできました。敵がこちらに矢を射かけながら木々の陰へ向かって走っていきます。


「気付かれました！　こちらに武器を向けています」


「隠れられる前にやってしまえ！」


「魔力攻撃は黒の武器に吸収されます！　気を付けて！」


すでに木々がなくなって赤茶けた場所ならば、攻撃用の魔術具を打ち込んでも問題ないでしょう。わたくし達は彼等の頭上から魔術具を落としていきます。二人が黒の武器を解除し、盾を手にしました。


「一度解除すると、再度黒の呪文を使えるようになるまで一日ほどかかります！　解除させて盾を持たせる方向で攻撃を！」


御加護を解除させれば、今日はもう土地の魔力を奪えなくなります。わたくし達は攻撃を仕掛けていきましたが、複数の気配にわたくしは息を呑みました。


「近くに複数の別動隊がいます！　わたくしの魔力感知に引っかかりました！　こちらに近付いてきます！」


元々の騎士の強さに差があります。そのうえ、近くにいた別動隊と合流してくるのです。わたくし達が圧倒的に不利です。これ以上粘っても勝ち目はありません。むしろ、退避する余裕さえなくなるでしょう。


「深追いするな！　一旦戻れ！」


オルドナンツを飛ばして警戒を促しながら、わたくし達は一目散にギーベの館へ戻りました。






「お兄様、ローゼマイン様のお言葉通り、敵が現れました。土地の魔力を奪われるという予想外の攻撃に加え、人数が多くて広範囲に亘わたります。とてもわたくし達だけでは対応できません。即座にギーベからアウブに援軍を要請してください」


騎士団長と共にお兄様の執務室に直行すると、お兄様とヴィクトアはイルクナーの地図を広げてわたくし達を待っていました。


「其方からオルドナンツをもらって、すぐさまお願いしたよ。ボニファティウス様が騎士団を率いてくださるそうだ。ただ、この短時間にそれだけ広範囲に被害を受けたのに、援軍が到着するまでイルクナーはもつだろうか？　ブリギッテ、其方は騎士としてどう思う？」


今回の戦いではただ敵を蹴散らせば良いのではありません。イルクナーの民の生活に支障がない被害に抑えられるかどうかが大事なのです。


「遭遇した敵は少人数に分かれて動いていましたが、あちらこちらに魔力の感覚がありました。イルクナーの騎士を全員集めても、どれだけ戦えるかわかりません。援軍が到着するまでどれほど被害が広がるのか見当もつきません」


土地の魔力を奪うことだけが目的ならば、黙って籠城していれば人的な被害は少ないかもしれません。けれど、土地としてのイルクナーは壊滅的な被害を受けるでしょう。


「……あれは旧ベルケシュトックの貴族でした」


「え？」


「貴族院で見た顔でしたから間違いありません。彼等が守っていたのは、旧ベルケシュトックのギーベです」


騎士団長がそう言いました。旧ベルケシュトックやアーレンスバッハの土地が魔力不足であることは山の恵みを求めて侵入してくる平民達の様子からもよくわかります。けれど、まさかギーベが土地の魔力を奪うために他領へ侵入してくるとは思っていませんでした。


「ゲオルギーネ様の計画や後押しで始めた侵攻で、土地の魔力の困窮しているギーベが先頭に立っているのであれば、彼等が止まることはないでしょう」


魔力のない土地、飢える民を抱えるギーベがどれほど魔力を欲しているか、ギーベの一族であるわたくし達にはよくわかります。お互い絶対に引けません。


「旧ベルケシュトックもアーレンスバッハも大領地で、人数には圧倒的な差があります。イルクナーが彼等に蹂躙されるのは時間の問題でしょう。無謀であることがわかっていても、どれほど不利であっても、ボニファティウス様の援軍が到着するまで決死の覚悟で戦うしかありません。ですが、若い者が犠牲になるのはできるだけ避けたいですな」


騎士団長が深い溜息を吐きました。


「イルクナーの民の生活をイルクナーの騎士が全力で守らなくてどうするのです？　わたくしは参りますよ」


「ブリギッテ、待ってくれ」


わたくしの宣言にヴィクトアが顔を蒼白そうはくにしました。信じられないと言わんばかりに首を左右に振ります。


「其方はもう騎士ではない。ギーベの一族でリラローゼの母親だ。娘のためにも、無謀だと騎士団長が考えるような戦いに出るのは止めてくれ。其方は出産と子育てでしばらく騎士の訓練や任務から離れていたではないか。他の騎士より危険だ」


ヴィクトアの言いたいことはわかります。けれど、わたくしは彼の意見を受け入れることができません。


「わたくしはギーベの一族で騎士です。わたくしがイルクナーを守るために出るのは当然ではありませんか。ここでわたくしが引けば士気に関わります」


「だが……」


「今回の戦いが危険なのは他の騎士達も同じです。それに、結婚に際してわたくしがローゼマイン様の護衛騎士を辞したのはイルクナーのためでした。わたくしはイルクナーを守る戦いから引くつもりはありません」


護衛騎士の任を辞し、エーレンフェストとイルクナーで遠く離れていてもローゼマイン様はわたくし達を気遣ってくれています。製紙業で後援をしてくれ、今回は事前に詳細な情報を流してくれました。お仕えした期間が短いにもかかわらず、多大な恩を受けました。わたくしはローゼマイン様に恥じない騎士でありたいのです。


「それに、ここでイルクナーを守れなければ、リラローゼを守ることもできません。仮に、わたくしが今回の戦いで犠牲になっても、リラローゼには父親である貴方も、ギーベであるお兄様も、お母様もいます。ですが、イルクナーを守れる騎士は本当に少ないのです。娘のことは貴方に任せます。行かせてくださいませ」


ヴィクトアは苦悩に満ちた顔でお兄様に視線を向けました。お兄様はわたくしを止めません。


「すまないが、ヴィクトア。私はギーベとして一人でも多くの騎士が欲しい。それに、イルクナーのために戦いたいと言う妹の意見を危険だからと却下して、他の者達に戦いに行けとは言えない。ブリギッテ、其方がイルクナーを守りたいと言うならば、私はそれを尊重するよ。……できるだけ無茶はしないでほしいが」


お兄様の言葉に、ヴィクトアが項垂うなだれてゆっくりと息を吐きました。


「本当に、嫌になるほど其方は根っからの騎士だな。イルクナーを守りたい気持ちと騎士としての矜持きょうじは理解した。だが、其方はリラローゼの母だ。なるべく無茶はしてくれるな。引き際をよく見極めてくれ。今回は時間稼ぎが最優先なのだから」


譲歩じょうほしたヴィクトアを見て、騎士団長は仕方がなさそうに苦笑しました。


「ブリギッテ様は皆の心配を軽視せぬように。犠牲は少なければ少ない方が良いのですから。ヴィクトア様のおっしゃる通り、時間稼ぎが最優先です。黒の呪文による御加護を打ち切らせることができれば時間を稼げます。イルクナーの騎士全員で個別撃破を狙いましょう」


どのように御加護を打ち切らせるのか、何の魔術具が有効か話し合っているところにオルドナンツが飛んできました。


「ボニファティウスだ。アウブより転移陣の使用許可を得た。五の鐘で転移する。ギーベの館の前庭にある転移陣の周辺を空け、残っている騎士達の出陣準備を終えておけ。到着次第、出るぞ」


三回同じ言葉を伝えてオルドナンツは黄色の魔石に戻ります。三回聞いても、わたくしは信じられませんでした。


「五の鐘？　今日の、ですよね？　転移してくるとおっしゃいました？　騎士団が？」


わたくし達が敵を発見したのが昼食後に出立した見回りの時です。戦いから戻って、すぐにお兄様達に報告していましたが、イルクナーの騎士達に報告さえ終わっていません。それなのに、間もなく援軍が到着すると言われたのです。


「五の鐘はもうすぐではないか！　転移陣はどこにある!?　前庭とはどこだ!?」


「落ち着いてください、ヘルフリート様。前庭は前庭です」


「ブリギッテ様、我々は騎士達に連絡を！　こちらの出陣準備が整っていません！」


悲壮な覚悟が吹っ飛びました。まずは騎士団を受け入れられるようにしなければなりませんし、見回りに行ったわたくし達には回復と次の戦い準備が必要です。






オルドナンツで伝えられていた通り、五の鐘が鳴るとすぐに前庭に魔法陣が浮かび上がりました。転移特有の黒と金色の炎が舞い、その内側に人影が見えてきます。貴族院へ転移する魔法陣は最大で三人までしか一度に使えないと聞いていますが、この転移陣には五十名ほどの人影が見えました。


炎の揺らぎが収まると、ボニファティウス様を先頭に騎士達が整然と歩いて転移陣を出ます。けれど、その転移陣から動かない者達が十数名いました。その中心にいる人物を見て、お兄様が驚きの声を上げます。


「アウブ・エーレンフェスト!?」


騎士団の援軍が転移してくることはわかっていましたが、そこにアウブが同行しているとは思いませんでした。驚きに目を見張るわたくし達に、アウブは「畏かしこまる必要はない」と軽く手を振りました。


「この転移陣は私でなければ動かせぬ故、援軍を届けに来ただけだ。私はすぐに戻る」


「アウブ・エーレンフェスト、転移陣による援軍、感謝の念に堪たえません。私はこのような転移陣が館にあったことさえ存じませんでした」


ギーベであるお兄様が感謝を述べると、アウブは軽く頷きました。


「ローゼマインが言い出さなければ、私も知らなかった。今回の戦いで初めて使ったのだ。どこぞの古い文献から存在を知ったようだ。アレが聖典や古い文献から魔法陣や神事を復活させていることは知っているであろう？　それが今回の転移陣の発見にも繋がったようだ」


「ローゼマイン様が……」


わたくしはどれだけローゼマイン様に感謝すれば良いのでしょうか。おそらくローゼマイン様がいらっしゃらなければ、この転移陣が発見されることはありませんでした。今回の窮地にボニファティウス様が間に合うことはなかったでしょう。


「ギーベ・イルクナー、彼等は転移陣を起動させるために連れてきただけの文官達だ。戦いの数には入れないでくれ」


転移陣に残っている者達はアウブが帰還するために必要な魔力を担当する者達だそうです。


「今のエーレンフェストに出せる援軍はこれだけだ。イルクナーを頼む」






アウブの帰還を見送ることはお兄様達にお任せし、わたくしは騎士達に指示を出しているボニファティウス様のところへ向かいます。


「転移に魔力を使った半数の騎士は留守番だ。回復を優先させる。先に動くのは我々だけだ。イルクナー側の責任者は誰だ？　状況の詳細を」


「ボニファティウス様、ギーベの一族としてわたくしが説明いたします。見回り中に今回の敵を発見しました」


「あぁ、ブリギッテか。久しいな」


本来ボニファティウス様への説明はイルクナーの騎士団長がするはずなのですが、「緊張で領主一族にどんな失敗をするかわからない」と交代を頼まれました。わたくしはローゼマイン様の護衛騎士としてボニファティウス様の特別訓練を受けていたこともあるので、直接会話することにそれほど緊張はありません。


「なるほど。黒の武器は厄介だな。土地の魔力を奪われる上に、こちらの魔力攻撃が相手の利になる。我々は銀対応の武器を使った方が良さそうだ。そういえば、敵は銀色の布をまとっていたか？」


「いえ、視認できる範囲では確認されていません。黒の武器で敵の魔力まで得るつもりならば、銀の布を使う必要がないのでしょう」


「アウブが他領の貴族の侵入を認識できなかったのだ。持っている可能性は高いか……」


ボニファティウス様は少し考えた後、一つ頷きました。


「御加護の打ち切りを優先にする方針は悪くない。それから、土地の魔力を奪うギーベは小聖杯を使っている可能性が高いらしい。それを奪えば土地の魔力を戻せるそうだ。行くぞ」


もしかすると、それもローゼマイン様からの情報でしょうか。わたくしはローゼマイン様の神事に同行した日々を思い出しました。小聖杯は土地に魔力を満たす神具の一つですが、おそらく悪用すれば土地の魔力を奪うことも可能なのでしょう。


回復薬を飲んでいる騎士達を残し、ボニファティウス様は半数の騎士を率いて歩き出します。


……あぁ、イルクナーはもう大丈夫です。


これから戦いが始まるのであって、終わったわけではありません。それなのに、その頼もしい姿に安堵し、何故かもう大丈夫だと信じられました。


……まずはわたくしの主を始め、神殿の者達が満たしてくれたイルクナーの魔力を返していただきましょう。






「ボニファティウス様、あの辺りです。……先程より魔力を奪われた土地が増えていますね」


わたくしは境界に向かってボニファティウス様を案内します。先程より赤茶けた土地が増えていることが歯痒くてなりません。


「敵の魔力を感じる者はいるか？」


「……もう少し高度を下げてみましょう」


あまり遠いと魔力感知もできません。スッと高度を下げ始めた時、視界の端で木々が消えるのが見えました。


「あそこです！」


「其方等は後ろから迫って小聖杯を奪え！」







    
  
  




ボニファティウス様はそう指示を出すと、騎獣の速度を一気に上げて騎士達を振り切り、たった一人で突っ込んでいきました。土地の魔力を奪って逃走しようとしていた者達の進路へ先回りするボニファティウス様の手にシュタープが見えます。黒の武器に対応するために銀対応の武器を使えと騎士達には命じていたのに、本人はシュタープをハルバードに変化させたのです。


「ボニファティウス様!?」


何を狙っているのかわからずに思わず声を上げたわたくし達の前で、ボニファティウス様はハルバードを大きく振り上げました。


「ボニファティウス様だと!?　何故ここに!?」


「止まるな！　黒の武器で魔力を奪え！」


「ギーベをお守りしろ！」


「散開して逃げろ！」


敵からはボニファティウス様が正面から突っ込んでくるように見えるのでしょう。敵が混乱し始めたところでハルバードが振り回されました。


「ふんっ！」


その攻撃は敵に向けられた魔力攻撃ではなく、敵の進路にある木々を魔力に任せて切り刻むものでした。敵に向かって木々が数本倒れていき、大まかに刻まれた丸太や太い枝が勢いよく降り注ぎます。


「うわあぁっ！」


「エントヴァフ……うぐっ！」


魔力のない木片に対して黒の武器は効き目がありません。祝福を打ち切ってから盾を出す余裕はないようで、敵が勢いよく降り注ぐ木々に呑まれていきます。


「逃がすな！」


追いついたわたくし達にボニファティウス様の命令が下されました。その後は早かったです。木々に埋もれた敵の騎士達は重傷を負った者ばかりで、軽傷の者も逃げ出すことができず、簡単に捕らえることができました。


「見つけたぞ、小聖杯だ！　これで土地の魔力を戻すことができる！」


捕らえたギーベの身ぐるみを剥がして小聖杯を奪ったところで、イルクナーの騎士達は勝利の声を上げました。






けれど、それで戦いは終わりませんでした。前回は周囲から合流してきた敵がボニファティウス様に恐れをなして今度は散り散りに逃げ出したからです。


「フレーベルタークにも警戒を呼びかけているので、敵の逃亡先は限られている。別に強くないが、被害が広範囲になれば戦いは長引くだろう。それこそが敵の狙いに違いない。騎士団を呼び寄せるための陽動だな。敵の数が想定よりも少ない」


ボニファティウス様は苦々しい顔でおっしゃいました。イルクナーを潰すほどの攻撃ではないけれど、イルクナーにいる騎士だけで対処するには難しいし、土地の魔力を奪われているので領主一族として対応せざるを得ない、と。


その言葉に間違いはありませんでした。イルクナーの境界に出没していた敵が、翌日にはグリーベルにも姿を現すようになったのです。


「グリーベルからも援軍要請があった。我々はイルクナーの境界から敵を掃討しながらグリーベルに向かって進む。ブリギッテ、其方等は境界から動くな！」


「はっ！」


イルクナーの騎士は境界付近で野営をしながら、敵の侵入を防ぐことになりました。数人の騎士を残してくださるようですが、正直なことを言えば、ボニファティウス様がグリーベルに移動すると心細く感じます。


「案ずるな。見晴らしを良くしておいてやるから、其方等は境界だけを守り切れ。敵が多ければ私に知らせろ」


ボニファティウス様達は苛立ちをぶつけるような勢いでアーレンスバッハに魔力攻撃を放ち、境界の向こうの木々をなぎ払いながらグリーベルへ向かっていきます。


「なるほど。とても見晴らしが良くなりましたね」


「敵は隠れられなくなりましたが、堂々と空からやってくる者はいるでしょう。警戒を続けましょう」






こちらに騎士団を引きつけておくことが目的だとボニファティウス様がおっしゃった通り、それほど強くはない敵が断続的にやってきます。


「ブリギッテ様、報告があります。本当はギーベにお知らせしたかったのですが、招集命令が出て連れてこられたので……」


戦闘と戦闘の間で騎士見習いの一人がわたくしに声をかけてきました。


「船でライゼガングへ木々を運んでいる材木商が、ライゼガングでエーレンフェスト行きの船に乗ろうとする貴族らしき変わった人達を見かけたそうです」


わたくしは彼から詳細を聞きながら、冷や汗が流れるのを感じました。材木商が貴族らしき人達を見かけてから二日が経っているのです。いくらあちらこちらを回りながら進む商船でも、エーレンフェストに到着している可能性があります。


「すぐにローゼマイン様に連絡しなければ！」


わたくしはオルドナンツを送ろうとしました。しかし、オルドナンツが戻ってきたのです。


……まさかローゼマイン様が……？


頭を過よぎった最悪の予想に息を呑みました。相手が亡くなった時はオルドナンツが飛ばないのです。震える手で、わたくしはコルネリウスやアンゲリカにオルドナンツを送ります。「ブリギッテです。そちらの状況はどうなっていますか？」と吹き込んだだけのオルドナンツはどれもこれも飛び立たずに戻ってきました。


「では、ダームエルも……？」


予想に反して、彼に向けたオルドナンツは普通に飛んでいきました。そして戻ってきたのは「敵襲を警戒中です」という何事も起こっていないような返事でした。戦い続きで余裕のない中、ローゼマイン様が護衛騎士共々亡くなったのではないかという予想に恐怖していたわたくしは、記憶と変わらないダームエルの呑気な声に何とも言えない苛立ちを覚えました。


それが理不尽な怒りであることは頭の隅で自覚しています。けれど、まだ敵襲がないならば、何故オルドナンツが飛ばなかったのでしょうか。戦闘と戦闘の合間という余裕のなさでわたくしは普段より感情的になっていた上に、あの頃と同じように気安いやり取りが許されるような空気を感じたせいでしょう。次に送ったオルドナンツは怒りに満ちていました。


「重要な報告があるというのに、この大変な時になかなかオルドナンツを送れないのは何故ですか!?　ローゼマイン様も、コルネリウスも、アンゲリカもどこで何をしているのです？」


そんな第一声と共に、わたくしは材木商の報告を伝えました。


「こちらは戦闘中なので、ライゼガングを出た船がいつ着くのか調べられません。問い合わせて警戒をお願いします」


「こちらからライゼガングに問い合わせよう。大変な戦闘中に貴重な情報、感謝する。……あ、ローゼマイン様達はアーレンスバッハにいるのでオルドナンツは届かないよ」


わたくしの理不尽な怒りに対する言葉は何もなく、ダームエルは穏やかな物言いでローゼマイン様の情報を付け加えてくれました。何だか自分だけが感情的になっているのが恥ずかしくなってしまい、怒りが引いていきます。冷静になると、ダームエルが流してくれた情報はボニファティウス様さえ口にしていなかったものだとわかりました。


……ローゼマイン様がアーレンスバッハにいらっしゃる？


これ以上の援軍を送ることはできないとアウブはおっしゃったのに、エーレンフェストを守るためにローゼマイン様も戦っていらっしゃるということでしょう。


……相変わらず何事にも全力なのですね。


わたくしはユレーヴェの素材採集で戦いにご一緒した日々を思い出します。普通の領主候補生ならば護衛騎士に採集を任せるにもかかわらず、ローゼマイン様は虚弱な体で何度も寝込みながら戦っていました。あの頃からローゼマイン様はただ守られるだけの姫君ではなかったのです。


……周囲を固める者達は変わったようですけれど。


あの頃はわたくしとダームエル、フェルディナンド様とその側近が共に戦っていました。未成年だったコルネリウスやアンゲリカは城で留守番だったのです。今は彼等が成人し、新しい護衛騎士が増えています。わたくしが結婚で離れ、フェルディナンド様とその側近も婚約でアーレンスバッハへ移動しました。


ローゼマイン様の周囲を固めている顔ぶれが変わっていることに時の流れを感じ、あの頃と立場が変わったことを実感します。わたくしが守るのはローゼマイン様ではなく、イルクナーと自分の家族になっています。けれど、大事なものを守るために戦うという思いは変わっていません。ローゼマイン様がエーレンフェストを守るために戦っているならば、元護衛騎士としてわたくしも負けるわけにはいきません。この境界で戦い、勝利することがローゼマイン様と共にエーレンフェストを守ることに繋がるでしょう。


「ブリギッテ様、敵の姿が見えました！」


見張りの声に、わたくしは弾かれたように立ち上がります。周りの騎士達も戦意に満ちた顔で騎獣に乗りました。


……ローゼマイン様、ご武運を。わたくしもイルクナーを守ることに全力を尽くします。







フィリーネ　避難訓練通りに


「フィリーネ、急ぎましょう。遅れてしまいます」


「そうですね。急がなくては。皆様、失礼いたします」


わたくしはグレーティアと連れ立って、急ぎ足で支度部屋を出ると階段を上がって側近部屋へ向かいます。ローゼマイン様がフェルディナンド様を救出するためにアーレンスバッハへ向かったので、城に主の姿はありません。けれど、二の鐘が鳴ると、エーレンフェストに残っている側近達は主の部屋にある側近部屋に集まって報告会を行っています。ここで情報共有をしてから、それぞれ動くのです。


「おはようございます、皆様。お待たせして申し訳ございません」


「フィリーネ、グレーティア。今日は珍しくゆっくりでしたね。何かあったのですか？」


オティーリエが心配そうにわたくし達を見つめます。


「少し支度部屋が混み合っていたのです。ボニファティウス様達がイルクナーへ向かってからというもの、どなたも情報交換に熱心ですから……」


領主一族の側近は大抵の場合、上級貴族や上位の中級貴族なので城に住み込んでいる側近は身の回りの世話をしてくれる側仕えを自宅から連れてきています。わたくしやグレーティアのように金銭的な余裕がなく、支度部屋で他の方とお仕着せを着付け合う側近はほとんどいません。それに、わたくし達は身分や立場が弱い未成年なので恰好の的なのでしょう。少しでも情報を得ようとする方々に囲まれてなかなか動けなくなってしまうのです。


「二人の到着が少し遅いと感じた時にはオルドナンツを飛ばすようにしましょう」


オティーリエの言葉にベルティルデが「その時はわたくしが迎えに行きます」と笑顔で応じてくれました。上級貴族の彼女は自分が足を踏み入れることのない支度部屋の様子が気になって仕方がないのでしょう。


わたくしとグレーティアが席に着くと、オティーリエが皆を見回しました。


「では、わたくしから報告させていただきますね。リヒャルダからオルドナンツが届きました」


今は主であるローゼマイン様が不在なので、領主一族で重要な情報が共有された時にはリヒャルダやメルヒオール様の側近が教えてくれます。彼等のオルドナンツを受け取るのは、常に城にいるオティーリエの役目です。それに、オティーリエの夫はフロレンツィア様の文官なので情報が入りやすい立場と言えるでしょう。


「イルクナーやグリーベルだけではなく、ゲルラッハの方にも不穏な動きがあるらしく、ボニファティウス様がずいぶん警戒しているようです。こちらでもいつ何が起こってもおかしくないので気を引き締めるように、とのことです」


一昨日おとといの夕方、ボニファティウス様達が援軍としてイルクナーに転移してから城の中は非常に緊迫した雰囲気になっています。昨日はイルクナーだけではなくグリーベルにも敵が現れたらしく、戦場が広範囲になって大変だと連絡がありました。そして、今朝はゲルラッハ。ひたひたと静かに戦いの気配が近付いてきていることがわかります。


「それと、クラリッサからお手紙が届きました。ローゼマイン様はまだ目覚めていらっしゃいませんが、フェルディナンド様がダンケルフェルガーの騎士達を伴ってエーレンフェストへ向かっているようです。アウブには報告済みです」


オティーリエが封筒を差し出しました。アーレンスバッハの国境門は敵側の手に落ちているのか、ダンケルフェルガーに所属しているクラリッサから出されたお手紙以外は届かなくなっています。クラリッサからのお手紙に「ハルトムートのお手紙にもあるように」という一文があったことで判明しました。


「ベルティルデ、領主一族の様子はどうですか？」


オティーリエの視線を受け、ベルティルデはごそごそと紙を取り出しました。ローゼマイン様が不在の今、ベルティルデはブリュンヒルデの補佐をしています。ブリュンヒルデの側近がまだ少ないせいもありますし、領主一族に近いところで情報を得るためでもあります。


「昨夜から騎士団との連絡役や後方での指揮を時々シャルロッテ様が担うようになりました。これでアウブが礎の間に籠もられても問題ありません。一昨日はフロレンツィア様の指揮で騎士達のために食事や回復薬などを送りましたが、昨日はお姉様がその役目を受け持ちました。こちらも交代が可能な状態になっています……とのことです」


ベルティルデは一生懸命に読み上げたという様子なので、おそらくブリュンヒルデが報告用に文章を整えたのでしょう。領主一族もいつ戦いの場に出るのかわからない状態なので、本館は大変なことになっているようです。


「それにしても、ローゼマイン様がアーレンスバッハの礎を奪ったことがまだ信じられません。本当にそのようなことが可能なのですね」


わたくしが下級貴族で礎の魔術の知識が全くないせいでしょう。アウブの立場は世襲制だという認識が強く、礎の魔術が他者に奪えるものだという認識がどうにも薄いのです。


「領主候補生であるローゼマイン様は知っていた。つまり、ゲオルギーネ様にもエーレンフェストの礎を奪えるということだ」


ダームエルは厳しい顔でそう言いました。騎士団に届く情報をいち早く得られるように、ボニファティウス様が転移して以降、ダームエルは神殿ではなく騎士団に詰めています。そこの張り詰めた空気が伝わってくるようです。


「フィリーネ、ローデリヒ。神殿の避難訓練は続けているか？」


ダームエルの質問に、わたくしはローデリヒと顔を見合わせて強く頷きました。


「はい。メルヒオール様の側近達とも連携を取れるようになりました」


最初は役割分担されたところしか見ていなくて、いくつかの穴があったのですが、何度か訓練を重ねることで連絡をスムーズに行えるようになりました。青色神官達や灰色神官達はオルドナンツを使えません。練習をしていなければ、いざという時に連絡をすることさえ簡単ではないのです。


「リーゼレータ、グレーティア。グーテンベルクの受け入れ準備はどうだ？」


「二日分の食糧と寝具の運び込みを終えました。緊急時ですし、平民ばかりなので無理に客室を準備せず、男女の部屋に分かれていれば良いという言葉に従っているので、本当に簡素ですが……。ラザファムと下働きの部屋にある寝台なども使えないか検討中です」


領主一族の側仕えとしては、平民とはいえ他者の来訪があるのに準備が不十分になることが不満なようです。わたくしは二人の言葉を聞いて、報告することを思い出しました。


「あの、プランタン商会から要望がありました。事が起こった時は中央へ移動するグーテンベルクだけではなく、作りかけのローゼマイン様の衣装とギルベルタ商会の針子も図書館へ避難させたいそうです。領主一族やエルヴィーラ様の専属を総動員して作られている衣装が戦渦せんかに巻き込まれることは避けたい、と」


中央への移動に向けて、王の養女になるローゼマイン様の衣装を一刻も早く完成させる必要があります。側仕え達にとって衣装を完成させることは非常に重要なことです。リーゼレータとオティーリエが顔を見合わせた後、頷きました。


「衣装が完成しないのは困りますね。リーゼレータとグレーティアはラザファムと連携を取りつつ、針子達の受け入れ準備を進めてください。裁縫部屋の準備はラザファムには難しいかもしれませんから」


オティーリエの言葉にリーゼレータとグレーティアが頷きました。


「では、本日もベルティルデはブリュンヒルデのところで補助と情報収集を。リーゼレータとグレーティアは図書館で受け入れ準備を。ユーディットはフィリーネやローデリヒと神殿へ。ダームエルは騎士団に詰めていてください。皆様、いつどのような連絡があっても対処できるように心構えはしておいてくださいませ。解散」






側近部屋での報告会を終えると、メルヒオール様とその側近達に交じってわたくし達も神殿へ移動します。


「おはようございます、皆様」


メルヒオール様やローゼマイン様の神殿側仕えに迎えられて神殿へ入ります。普段ならば工房へ行っている時間なのに、出迎えの顔ぶれにギルがいます。おそらくプランタン商会への回答を待っているからでしょう。


「ギル、プランタン商会からの要望に許可が下りました。避難時はローゼマイン様の衣装や針子達も共に避難させてください」


「わかりました。すぐに知らせてきます」


待ちかねていた回答だったようで、ギルはそのまま足早に工房へ向かいました。


「ユーディット様とローデリヒ様はこちらへ。フィリーネ様にはモニカを付けます」


フランの指示でユーディットとローデリヒは神殿長室へ向かいます。わたくしは青色巫女見習いの衣装に着替えるためにモニカと孤児院長室へ行きます。孤児院長室を賜りましたが、まだ側仕えや専属料理人が神殿長室に所属しているため、孤児院長室は生活ができる場ではありません。今のわたくしは通いの青色巫女見習いのような立場になっています。


「フィリーネ様、アーレンスバッハでの戦いは勝利して終わったのですよね？　ローゼマイン様はいつ戻られるのでしょう？　何か新しいお手紙は届いていませんか？」


青色巫女見習い服を着付けながら心配そうな表情で尋ねるモニカに、わたくしは少しだけ苦笑しました。昨日も全く同じ質問をされたからです。


「ローゼマイン様が目覚めたというお手紙は届いていません。でも、今日辺りにお目覚めの予定だったはずですよ」


ローゼマイン様が祈念式や収穫祭で神殿をご不在にすることには慣れていても、領地から離れていて、しかも、戦いに出ているのですから心配になるのは当然でしょう。モニカだけではなくフランやギルもそれとなくローゼマイン様の動向を確認してくるくらいです。


「神殿の皆と同じように、わたくしもローゼマイン様のお早いお戻りをお待ちしています」


着替えを終えると、わたくしはユーディットに声をかけて一緒にメルヒオール様のお部屋へ行って神殿業務を行います。その間、ローデリヒは神殿長室で写本をすることになっています。ローゼマイン様と一緒に中央へ行く彼は神殿の執務に深く関わる必要がないので、あまり本がない中央へ行くローゼマイン様のために写本を頑張っているのです。


「本日はローゼマイン工房と孤児院の収支を確認します」


一月に一度行われる収支の確認は孤児達の生活に直結するため、孤児院長にとって最も大事な仕事だそうです。また、孤児院長が横領おうりょうしないように、神殿長や神官長とも一緒に確認することになっています。


神殿長を引き継ぐメルヒオール様や、その側近で神官長を引き継ぐカジミアール様、わたくしの前にモニカが収支の書かれた木札や紙を並べていきます。プランタン商会から提出された物、工房で書かれた物、孤児院でヴィルマがまとめた物など、いくつもの資料が並びました。


「一気に食費が上がりましたね。これは何か理由があるのですか？」


「冬籠もりが終わって市が立つようになったので買い物が増えています」


「冬の手仕事の収入があるはずですよね？　項目が見当たらないのですが……」


「それは次回の報告になりますね。お金は得ていますが、まだプランタン商会から最終的な報告が届いていませんから」


先月の収支報告と見比べたり、去年のものと比較してみたりして間違いや問題がないか確認していきます。






カラーン、カラーン……。


三の鐘が鳴っても収支の確認が終わりません。フェルディナンド様はさらっと目を通しただけで間違いや不明点を指摘していましたが、わたくし達ではまだまだそのようなことはできません。未熟ですが、こうして皆でわいわいと資料を見比べるのは楽しいです。


「こちらが春に成人式を迎える見習いで、こちらが夏に洗礼式を迎える孤児のリストです。それに合わせてお部屋や衣装の準備をしています。こちらの項目です」


「……私が自分の部屋を準備する時とは金額が全く違いますね。とても贅沢ぜいたくをしている気持ちになります」


「メルヒオール様のお部屋と孤児の部屋を同列で考えないでください」


そんなことを話していると、スイッとオルドナンツが飛び込んできました。メルヒオール様かその側近のカジミアール様に向かうと思っていた白い鳥は、わたくしの腕に降り立ちます。


「フィリーネ、ダームエルだ」


騎士団に詰めているダームエルからのオルドナンツに、わたくしだけではなくメルヒオール様達も注意を向けました。


「平民からの情報だが、ライゼガングからエーレンフェストへ向かう商船にゲオルギーネ様達と思われる不審な貴族が乗っているらしい。ライゼガングに問い合わせたところ、その船はお昼頃に西門に到着するそうだ。それまでに避難してほしい。お昼くらいなので慌てなくて良いから訓練通りにしてくれ」


落ち着いて行動するようにとダームエルは言いましたが、わたくしの心臓はすでにバクバクと大きな音を立てています。ゲオルギーネ様達が本当にこちらへ向かってきているのです。返事のオルドナンツを出すために握っているシュタープが震えて、上手く黄色の魔石を叩けません。


「フィリーネ、私はメルヒオール様の護衛騎士達に連絡し、青色神官達に避難を呼びかけます。貴女はダームエルに返事をしたら何をすべきか覚えていますか？」


カジミアール様の冷静な問いかけに、わたくしは震えるまま無意識にいつも通りの答えを返しました。


「孤児院と門番に避難を呼びかけます」


カジミアール様の「よろしい」という声に、わたくしは少し落ち着きを取り戻し、シュタープを扱うことができました。


「フィリーネです。連絡ありがとう存じます。こちらはこれから皆を避難させます。ダームエル、ご武運を」


シュタープを振ると、オルドナンツが飛んでいきました。完全に見えなくなるまでその軌跡を見つめた後、わたくしは手元のペンを片付けます。すでに資料はモニカが片付けてくれていて、ユーディットが神殿長室にいるローデリヒにオルドナンツを飛ばしていました。


「ダームエルより連絡がありました。お昼までに避難を完了させてください。わたくし達はこのまま孤児院へ参ります。ローデリヒも訓練通りにお願いしますね」


ローデリヒはプランタン商会へ魔術具の手紙を使って連絡することになっています。その後、神殿長室の準備をしてくれます。


「行きますよ、フィリーネ」


カジミアール様達があちらこちらへオルドナンツを飛ばす中、わたくし達はメルヒオール様のお部屋を出ました。孤児院や工房など、貴族がいない場所に連絡するためには人が向かうしかありません。わたくし達は廊下を清めている灰色神官や巫女達に声をかけ、早急に片付けて孤児院へ避難するように声をかけながら早足で歩きます。貴族区域を出た回廊で弟のコンラートが清めている姿を見つけました。


「コンラート、貴方も早く片付けて避難してくださいね」


「ディルク達は大丈夫でしょうか？」


コンラートは雑巾を桶おけに入れながら心配そうに貴族区域に視線を向けます。貴族として洗礼式を受けたディルク達は青色神官見習いとして別の場所にいます。


「後できちんと避難できているか確認に行きますから安心してくださいませ。貴方が避難しなければ、今度はディルク達が心配しますよ」


「はい」


コンラートが頷いたところで、背後からフランの声が響きました。


「フィリーネ様、私が工房へ向かいます。ルッツ達の帰宅を確認しなければなりませんから」


孤児院の工房にはプランタン商会の者達がいます。彼等の一部はローゼマイン様の図書館へ避難することが決められているグーテンベルクです。早急に連絡が必要になります。


「お願いします。訓練通り、男子棟の避難が終わったら食堂に集合ですよ」


フランは頷くと、孤児院の男子棟がある右に曲がっていきました。わたくし達は左に曲がって女子棟へ向かいます。モニカが開けてくれた扉から入りながら、ヴィルマ達に声をかけました。


「騎士団より連絡がありました。今から避難をします。落ち着いて行動してくださいませ」


ヴィルマが顔を強張らせて頷きました。ヴィルマが三階にいる灰色巫女がいないか確認するために階段を上がっていくと、デリアが「あたし、一階の部屋に誰もいないか確認してきます」と階段を駆け下りていきます。リリーが食堂にいる子供達に地下へ移動するように声をかけていきます。彼女達は訓練通りに動けているようです。


「ローゼマイン様に言われたように、予め訓練していた通りに避難するだけです」


外での作業を終えて戻ってくる灰色巫女達に声をかけて地下へ誘導する役目をモニカに任せ、わたくしとユーディットは地階へ下りて、お昼のスープを作ろうとしている灰色巫女達にも手を止めて避難を呼びかけようとしました。その途中にユーディットのところにオルドナンツが飛んできました。


「フォンゼルです。貴族門に到着しました。デドリックが正門に向かっています」


騎士団にいたメルヒオール様の護衛騎士達が次々と神殿の門に到着しているという報告です。


「フィリーネ、わたくしはここから外へ出て裏門へ行きますね。灰色神官に交代を伝え、シュミルを起動させます。フィリーネは孤児院の避難を確認したら、フランやモニカと神殿長室に戻るのですよ」


「わかっています。門をお願いします。くれぐれも気を付けてくださいね、ユーディット」


ユーディットはわたくしの護衛を離れ、地階から外へ出て行きます。その頃には工房で仕事をしていた灰色巫女達が戻ってきました。


「フィリーネ様、工房にいた灰色巫女はわたくし達で全員です」


「では、扉を閉めましょう」


かつて、ここの扉は外からしか開けないようになっていたそうです。今は内側にも閂ができて内側から開け閉めができるようになっています。ゲオルギーネ様達が孤児院から入ってくることはないと思いますが、念のために扉の前に壷つぼや台を移動することになっています。手際良く運ぶ様子を確認した後、わたくしは食堂へ戻りました。


「上階に残っている者はいません」


「地下に全員が揃いました」


ヴィルマとリリーの報告を聞き、食堂へ入ってきたフランから男子棟の避難も完了したと報告を受けると、わたくしは孤児院長としてのお役目を果たせたことにそっと安堵の息を吐きました。


「では、わたくし達が迎えに行くまで外に出ず、静かに待機していてくださいませ」


わたくしとフランとモニカは孤児院を出ました。ガチャリと内側から鍵の閉まる音がして、ヴィルマ達の足音が遠ざかっていきます。


「わたくし達も戻りましょう」


貴族区域の扉を閉め、少しでも敵が入れないようにしておきます。それからコンラートが気にしていたディルクと、ラウレンツの異母弟であるベルトラムの部屋を見回って声をかけました。


「騒がず、静かにしているのですよ。たとえ悲鳴や騒ぎが起こっても様子を見ようと扉を開けてはなりません。いいですね？」


二人にしっかりと注意すると、わたくし達は神殿の三階へ上がりました。三階は女性の部屋になっているので、メルヒオール様達は緊急事態でなければ上がりにくいそうです。同性のわたくしが確認する場所になっています。


「怖いかもしれませんが、何が起こっても決して外へ出てはなりません。お部屋の中にいれば安全ですからね」


青色巫女見習い達にも決して外へ出ないように言い含めました。






「お疲れ様、フィリーネ」


神殿長室に戻ると、ローデリヒが出迎えてくれました。ギルやフリッツ、ニコラやフーゴ達厨房で働いている者達も神殿長室に集まっています。本来は下働きの平民を神殿長室に入れることはないのですが、彼等はローゼマイン様の専属です。わたくしとローデリヒの魔力を使って、結界の魔術具で皆を守るようにローゼマイン様から言われています。


すでに神殿長室のテーブルや椅子の配置が普段と違っていて、部屋の真ん中に結界の魔術具が準備されていました。神殿に残るけれど、非戦闘員のわたくし達を守るためにローゼマイン様が作製した魔術具です。これがあれば、神殿長室は図書館と同じくらい守られるそうです。


「フィリーネです。孤児院の避難は完了し、貴族区域の扉を閉めました。三階の青色巫女見習い達への声掛けも終わりました。神殿長室の側仕えも全員戻っています。これから結界の魔術具を作動させます」


わたくしは全員が揃っていることを確認すると、カジミアール様にオルドナンツを飛ばしました。


「皆、結界の魔術具を作動させても大丈夫ですか？　これを一度動かすと、消すまで神殿長室から出ることも入ることもできなくなります」


部屋の中にいる者達を見回し、ローデリヒに向かってわたくしは頷きました。ローデリヒは魔力だけを大幅に回復させる回復薬を飲むと、緊張した面持ちで魔術具に手を触れました。そのまま魔力を流し込んでいきます。


ローゼマイン様が作ったこの魔術具はどのような攻撃にも耐えられるくらい素晴らしいのですけれど、作動させるための魔力が非常にたくさん必要なのです。しかも、魔力の吸収が多くて速いため手を離すのが遅れると、わたくしやローデリヒでは魔力枯渇の寸前になる可能性も高いくらいです。わたくしもローデリヒと同じ回復薬を手にしながら交代の時を待ちます。


「フィリーネ、準備を！」


ローデリヒの声に、わたくしは回復薬を飲んで魔術具に手を当てます。魔力が途切れないようにわたくしの手が触れたことを確認してからローデリヒが手を引きました。


……きゃっ、魔力が！


薬によって体の奥で魔力が増えていくにもかかわらず、自分の意思とは関係なく流れるように魔力が抜けていくのです。慣れない感覚が気持ち悪くて堪りません。けれど、こうしなければ、わたくし達は主に託された者達を守ることができないのです。


……外で直接戦う護衛騎士の皆様に比べれば、この程度は何でもありませんもの！


ローデリヒも魔力を急速に回復させているため、気持ち悪そうに眉間に皺を刻んで荒い息を吐いています。


「あぁ、魔石の色が変わった。もう少しだ」


ある程度魔力が回復したのか、ローデリヒが大きく息を吸った後、再び魔術具に手を当てます。それから数秒で魔石がチカッと光りました。黄色の光が部屋に満ちていき、強固な風の結界が張られました。


それと同時に、体の中で魔力が動き回る感覚がなくなります。緊張が解ほぐれた途端、ものすごい疲労感に襲われました。ローデリヒも同じなのでしょう。床に手をついて体が倒れないようにしています。


「フィリーネ様！　ローデリヒ様！」


わたくしをモニカとニコラが支えてくれ、ローデリヒをフランとギルが支えています。長椅子に案内され、わたくしとローデリヒは同時に大きく息を吐き出しました。


「大丈夫ですか？」


「……これで、神殿長室は安全です。やりましたね、ローデリヒ」


自分の魔力がなくなるより先に結界の魔術具が起動したことに胸を撫で下ろしていると、ローデリヒは安堵の表情で結界の魔術具へ視線を向けました。


「これで私達の役目はひとまず終わりだ。ハルトムートに叱られることはないだろう」


ハルトムートに「其方等は戦いで全く役に立たないが、平民ではなく貴族なのだから守りの魔術具くらいは起動してローゼマイン様に必要な平民くらいは守れ」と言われていたのです。


「お疲れ様でした、フィリーネ様、ローデリヒ様」


フランが労ってくれ、ザームが果実水の入ったカップを差し出してくれました。側仕え達や料理人達が「すごい」と褒めてくれます。何とも言えない達成感に満たされました。自分達の魔力で起動した結界を見つめ、わたくしは任された役目を果たせたことに誇らしい気持ちになります。


そこにオルドナンツが飛んできました。


「ユーディットです。ダームエルから連絡がありました。西門に船が着いた。銀の布をまとった者がいる。構えよ、とのこと」


神殿長室にいる皆の顔が強張りました。とうとう始まるのです。


「……エーレンフェストに勝利がもたらされますように。皆が無事でありますように。高く亭亭ていていたる大空を司る最高神　広く浩浩こうこうたる大地を司る五柱いつはしらの大神　水の女神フリュートレーネ　火の神ライデンシャフト　風の女神シュツェーリア　土の女神ゲドゥルリーヒ　命の神エーヴィリーベに祈りを捧げましょう。神に祈りを！」


わたくし達が祈りを捧げる中、四の鐘が鳴り響きました。







エーファ　強固な守りと繋がり


「母さん、すぐに来て！　避難を急げって旦那だんな様が！」


息子のカミルがわたしの職場に飛び込んできたのは、三の鐘が鳴って間もなくのことだった。


「多分ここにも兵士が知らせにやって来ると思う。西門で戦いが始まるからお昼までには避難を終わらせろって」


カミルの言葉に職場が騒然とし始めた。それもそうだろう。領地の端の方で戦いが始まっていて、二、三日前に騎士団が鎮圧に向かったと噂されている。それに、ここ最近は北門だけではなくどの門にも騎士が出入りしていると聞いた。余所のお貴族様がやって来るので、危険を知らされた時は職場でも家でもいいから隠れろと言われている。お貴族様同士の戦いに平民ではとても歯が立たないそうだ。


「行こう、母さん」


わたしはカミルと一緒に職場を飛び出した。ローゼマイン様と中央へ同行するグーテンベルクや専属達は貴族街に避難することになっている。プランタン商会から馬車が出るので急いで集合するように事前に言われていた。


「集合場所がプランタン商会じゃなくて、ギルベルタ商会になったんだ」


「どうして？」


「荷物が多いから！」


子供の説明ではよくわからないけれど、ベンノさんは行き違いにならないようにカミルを迎えに寄越してくれたらしい。まだ兵士達からの避難勧告が出ていないようで、街中の人々に焦りや避難を急ぐ様子は見えない。その中をわたしはカミルと走った。






「母さんは店に入って。中にトゥーリがいるから」


ギルベルタ商会の前にはすでに三台の馬車がいる。馬車というより豪華な荷馬車というべきだろうか。大人数を乗せることを前提にしている馬車だ。大急ぎでそこに荷物を運び込んでいる人達の様子を見ながら、わたしはカミルに誘導されて店の中に入った。そこにはトゥーリがいて、「母さん、こっち」と手招きをしている。わけがわからないまま奥の部屋に入ると、衝立ついたてがあって奥で何人かの女性が着替えている様子が見えた。


「さすがにその恰好で貴族街には行けないの。この服に着替えてくれない？」


「お昼までに貴族街の奥へ行くには時間がないから急いで、急いで」


着替えを手伝っているお針子さんにも急かされ、わたしは急いで着替える。わたしの晴れ着よりよほど綺麗な服だ。普段ならば袖を通すのも躊躇ってしまうけれど、周囲で急かされているので躊躇う余裕もない。


「着替えたら先に馬車に乗ってて。母さんはこれとこれを持って行ってね。……ねぇ、グニラ！　荷物はこれで全部？」


トゥーリが他の針子に声をかけているのを聞きながら、わたしは木箱を抱えて外に出た。兵士達が避難を呼びかけていて、自宅に戻る人達が通りを急いでいる様子が見える。忙せわしない雰囲気につられて何となく不安が大きくなってきた。


「ザックは前の馬車だ。奥さんは一緒に乗ってても良いけど、女性が多い馬車の方が良いなら真ん中に乗ってくれ」


馬車の前ではルッツが着替えを終えた人達を誘導している姿がある。そのすぐ横を通り過ぎたベンノさんが店の中に向かって怒鳴る。


「もう出発するぞ！　乗ってないヤツは置いて行くからな！」


置いて行かれると困ってしまう。わたしはルッツにどの馬車に乗れば良いのか聞いてみた。


「エーファおばさんは後ろの馬車。ギルベルタ商会の荷物がいっぱいで乗り心地は良くないと思うけど我慢して。もうじき出発だから中で待っててくれ」


わたしは言われるままに荷物を載せて、馬車に乗った。この馬車に乗るのはギルベルタ商会のお針子さん達らしい。すぐにコリンナ様やトゥーリ達が乗り込んでくる。


「ローゼマイン様が中央へ持って行く衣装だけは死守しなきゃいけないから、ギルベルタ商会の針子にも一緒に避難するように今朝ベンノさんから連絡があったの。それで荷物がたくさんあるんだよ。避難先でも針仕事をできるように仕事道具も積み込んだからね」


トゥーリの説明を聞いているうちに馬車が動き始めた。貴族街へ繋がる北門で一旦馬車が止まる。


「あ、ダームエル様だ」


外を覗いていたトゥーリが安堵したような声を出した。コリンナ様が「よかったわ」と微笑む。


「北門でダームエル様が合流してくださると兄さんが言っていたの。助かるわね。わたし達だけだと、北門で待たされてなかなか通れないから」


普段は平民が貴族街へ入ろうとすると、騎士様に止められてなかなか入れないらしい。ダームエル様が話を通してくれたようで、すぐに馬車は動き始めた。






「ここが貴族街だよ。母さんは初めてでしょ？」


トゥーリに言われ、わたしは馬車からそっと外の様子を窺った。マインが住んでいる場所は真っ白の綺麗な石畳がどこまでも続く場所だった。木々も多く、自分達が住んでいる街と違って広々としている。人の姿が全く見えなくて、シンと静まっていて、本当に人が住んでいる街なのか疑ってしまうくらいだ。


「馬車も歩いている人の姿も見えないけれど……」


「お貴族様はもう避難し終わってるんだと思うよ。いつもは馬車が見えるから」


トゥーリの言葉に「そうなの」と納得しながら街並みを眺める。白い建物の一つ一つが貴族の館らしい。しかも、あんなに広いのに共同住宅ではないそうだ。


「貴族の館では側仕えや下働きに住み込みもいるから共同住宅と言えなくもないかしら」


コリンナ様が小さく笑って教えてくれる。


「どの家も広くて驚くでしょう？　各家庭に井戸があるんですって」


なんと井戸が共同ではないらしい。井戸端での情報交換はできないようだ。お貴族様はどんなふうにご近所付き合いをするのだろうか。


「母さん、あの壁の奥が領主様のお城だよ。わたし、この間、初めて行ったの。ビックリするくらい広かったよ」


トゥーリが高い壁を指差してそう言った。マインが住んでいるのは更に奥だったらしい。


「今日はローゼマイン様の図書館に行くと聞いているけれど、それはお城にあるのかしら？」


「別のところだと思うよ。前の神官長が余所へ行く前に譲ってくれた家だって。ギルから聞いただけだからルッツもよくわからないみたい」


「そう。……でも、楽しみだわ」


「えぇ、お貴族様の家の外観はどこも同じだけれど、内装は全く違うんですよ。ローゼマイン様の館がどんな感じか、わたしも楽しみで……」


針子達は館の内装に使われている布製品や装飾が楽しみでならないそうだ。今後の衣装の参考にもなるらしい。


……わたしの楽しみは館じゃないけど。


ローゼマイン様の館にグーテンベルク達を避難させるのだ。平民を何人も受け入れるならば、家主がいるだろう。挨拶程度の会話しかできないだろうが、娘の姿を見られるに違いない。街に危険が迫っている中の密かな楽しみだ。






布製品の話から染色の話になった頃に馬車が曲がった。一つ一つの区画がお貴族様の家と聞いていたけれど、一つの区画の中に建物が三つもある。他の家は誰の家だろうか。こんなに多くの平民が馬車で乗り付けたら、マインがご近所から文句を言われないだろうか。そんな心配をしているうちに二つの建物を通り過ぎ、一番大きな建物の前に馬車が到着した。


「……これがローゼマイン様の家？」


わたしは馬車から出て、呆然と建物を見上げながら呟く。あまりにも広くて家とはとても思えない。神殿前の富裕層の家もこれほど広くない。結婚もしていない子供のマインが譲り受ける家としては大きすぎる。


「家ではなく、図書館だ」


わたしの呟きを拾って訂正してくれたのはダームエル様だった。マインが青色巫女見習いだった頃に護衛として家まで送り迎えをしてくれたことがあるお貴族様だ。今も護衛騎士として側にいてくださるし、貴族と兵士の仲立ちをしてくださることも多いらしい。親切で信頼できる方だとギュンターから聞いている。


「あの、図書館とは何でしょう？　生活の場とはまた別ですか？」


「本を置くための施設だ。集めた本を保管し、読むために使うところと言えばわかるか？　寝泊まりは可能だが、ローゼマイン様は城か神殿で生活しているので生活の場とは言えないな」


……本のための家ですって？


わたしには全く理解できなかった。マインは昔から紙とか本に執着する子だったけれど、まさか神官長から譲り受けた大きな家を本のために使うとは思わなかったからだ。何となく周囲を困らせている気がしてならない。


「母さん、早く！」


玄関に続く階段の途中でカミルが呼んでいる。ダームエル様にも早く行くように示されて、わたしは長い階段を上がっていった。


「ローゼマイン様の専属とグーテンベルクの方々ですね。こちらへどうぞ」


若い男性が扉を開けて誘導してくれる。言葉遣いや物腰が明らかに貴族だった。まさかお貴族様の側仕えに迎えられるとは思わなくて、驚きと緊張に皆の足が止まる。


「驚くのはわかるが、入ってくれないか？」


階段を上がってきたダームエル様が苦笑気味にそう言った。


「あの、ローゼマイン様はどちらにいらっしゃるのでしょうか？　家主にご挨拶もせずに入るのは……」


恐る恐るという様子でそう言ったのはベンノさんだ。お貴族様と会うことのないわたしにはよくわからないけれど、必要な礼儀なのだと思う。


「ローゼマイン様はここにいらっしゃらない。……領主一族は領地を守るために戦う立場の方だからな。すでに騎士達を率いて戦地にいる」


ダームエル様の言葉に、グーテンベルク達が息を呑んだ。わたしも同じだ。まさか人を招くのに家主が不在だとは思わなかったし、まだ未成年のマインが騎士を率いて戦う立場だとは考えもしなかったからだ。


「ローゼマイン様は大丈夫なのですか？　虚弱で……いえ、お体の弱い方ですが」


ルッツが思わずといった感じで漏らした言葉に、ダームエル様が眉を上げた。


「絶対に大丈夫とは言えないが、あの方ならば問題ない。誰にも思いつかないような、思いついたとしても実行しないような方法で戦力を得て、自分の思うまま突き進んでいるからな。どのような窮地に陥っても必ず勝つと信じられる」


それを聞いたルッツが「確かにそうですね」と笑って頷く。貴族になってからのマインをよく知るベンノさんやマルクさんの表情も和やわらいだことで、わたしも少しだけ安心できた。


「挨拶は良いから、戦いが終わるまでここで待機することだけを考えてくれ。ローゼマイン様と中央へ移動する其方達はここにいてくれなければ困るのだ。ここは魔術具で強固に守られている。何があっても絶対に安全だ。私はローゼマイン様から其方等を守るように言われたが、これから敵が到着する西門へ向かわなければならない」


……敵が到着する西門!?


ダームエル様に促されて最初に足を踏み入れたのは、この中で一番お貴族様に慣れているベンノさんだ。それに続いてマルクさんが入っていく。それを目の端で見ていたけれど、わたしの頭の中はここへ来られない夫のことでいっぱいになって動けなくなってしまった。


……ここは絶対に安全かもしれないけど、西門にいるギュンターは？


わたしの脳裏を過ったのは、青色巫女見習いのマインを狙った余所のお貴族様のこと。腕に怪我をしていたギュンターのこと。娘を守れなかったと悔いていた背中。きっと今回もギュンターは家族と街を守るために全力を尽くそうとするだろう。


不安になったわたしが思わず握ったのは、マインから贈られたお守りだった。大怪我をするような衝撃の時に作動すると聞いている。


……お守りが一つでも多ければ、ギュンターは助かるかしら？


助かるかもしれないが、自分で届けることはできない。西門へ向かうと言ったダームエル様に渡してほしいと頼むことは不敬になるだろうか。玄関前で成人して間もないくらいの若い女性の側仕えと話をしているダームエル様を見ながら逡巡しゅんじゅんする。


「リーゼレータ、ここに匿かくまう平民はこれで全てだ。私が出たら結界の魔術具を」


「えぇ、グレーティアと作動させます。ダームエルも気を付けて」


ダームエル様は話を終えると、踵を返そうとした。


「母さん、何してるの？　荷物も運び終わったし、皆は中に入ったよ」


トゥーリとカミルが心配そうにわたしの手を引こうとする。けれど、足が動かない。今しかないのだと思えば体が動かなかった。


トゥーリの声にダームエル様がこちらを見た。まだ館に入らず玄関前に留まっているわたしに気付いたダームエル様が発言を促すように少しだけ首を傾げた。彼の灰色の目にはこちらへの気遣いが見て取れる。


「何かあるのか？」


……ダームエル様なら無下にはしないはず。


わたしは自分のお守りを外して差し出した。


「ダームエル様、大変不躾ぶしつけなお願いですが、西門へ行くならばこれを夫に渡してください。ここが絶対安全ならば、ここに来られないギュンターをローゼマイン様のお守りで守ってほしいのです」


「……わかった。預かろう」


少し考えた後、ダームエル様がお守りを預かってくれた。「恐れ入ります」とお礼を述べるわたしの隣からトゥーリの手が伸ばされる。


「ダームエル様、わたくしの分もお願いします。今お守りが必要なのは父でしょうから」


それを見て、カミルも自分の分を外した。


「父さんのことを守ってほしいから渡したってローゼマイン様に伝えてください」


「確かに預かった。では、私は西門へ向かう。其方等は早く中に入れ」


ダームエル様は柔らかく目元を緩めて請け負ってくれた。わたし達のお守りを手にすると、騎獣に乗って飛んでいく。


……ギュンターが無事に帰ってきますように。無茶をしませんように。







    
  
  








わたし達が中に入ると、若い男性の側仕えが扉を閉めて鍵をかけた。どうやらわたし達が入るのを待っていたらしい。玄関ホールで皆が待機していた。


「ラザファム、皆の案内をお願いしますね。わたくし達は魔術具を作動させてきます」


扉を閉めた若い男性の側仕えにそう言って、リーゼレータ様とグレーティア様が館の奥へ向かうのを見送った。ダームエル様と話していた魔術具を作動させるようだ。それでここは絶対安全になるらしい。


二人を見送った後、ラザファム様は館の案内を始めた。


「上階は主の私室になっています。皆様は階段を上がらないようにお気を付けください」


立ち入っても良い場所、駄目な場所について説明があり、戦いが長引いた際に寝泊まりできる部屋を教えてくれる。どこを見てもお金がかかっているのがわかる内装で、わたしはギルベルタ商会で着替えてきてよかったと胸を撫で下ろした。普段着では椅子に座ることさえできない。


「ギルベルタ商会の方々、ローゼマイン様の衣装はこちらへ運んでください。裁縫に使う部屋も準備しています。作業をするならば、こちらでどうぞ」


コリンナ様が「恐れ入ります」とラザファム様にお礼を言いつつ、運び込む荷物の山を見つめる。


「あの、俺達はここでやることが特にないから力仕事なら手伝いますよ。どこにどれを運ぶのか指示してください」


「まぁ、ザックさん、ヨハンさん。ありがとうございます」


コリンナ様がにこやかにお礼を述べる横で、トゥーリは見知った人がいるのか、別の馬車で移動してきた女性に話しかけている。


「エラ、久し振り。こっちに避難してたのね。専属料理人は神殿にいるのかと思ってた」


「出産で仕事を休んでたの。こっちはわたしの母さん。で、これが息子。家族で一緒に移動するから今後ともよろしく」


エラは笑顔でそう言うと、腕に抱えていた赤ちゃんを母親に渡してラザファム様に声をかけた。


「ラザファム様、急にこれだけ人数が増えたら昼食の準備も大変じゃないですか？　子供は母さんが見ててくれるから、わたし、ローゼマイン様の専属料理人として手伝いますよ」


「それは助かります、エラ」


「わたし達も手伝いましょうか？　貴族の料理はできないけど、普通の料理ならできますから」


グーテンベルクの奥さん達の申し出を、受け入れるかどうかエラとラザファム様が話し合う。手伝いは欲しいけれど、厨房に見知らぬ人を入れたくないらしい。


「厨房じゃなくて、下働き用の部屋で野菜の皮剥きを手伝ってもらうならどうかしら？」


「それならば譲歩できます」


「野菜の皮剥きだけなら二人もいれば充分だね」


エラがザックやディモの奥さんを連れて行く。


……昼食の手伝いは手が足りそうね。


わたしはトゥーリがギルベルタ商会に与えられた部屋で忙しそうに立ち回っているのを見た後、カミルは何をしているのか気になって周囲を見回す。カミルはプランタン商会の見習いとして彼等の後ろに付いていた。


「カミル、いいか。こんなふうにお貴族様の館の内装をじっくり見られる機会なんて早々ない。よく見ておけ。イタリアンレストランの内装にも使えるし、高級志向の宿や店の内装について他の商人に提案するのも金になる。俺達が中央で店を出す時の参考にもなるからな」


「はいっ！」


ベンノさんの言葉にカミルは元気に返事をして、辺りを見回している。ルッツはカミルの様子に苦笑した後、ラザファム様に向き直った。


「恐れ入ります。ここは図書館と伺いましたが、本はどこにありますか？　私はローゼマイン様の提案で新しいエーレンフェストの本を作っていますが、従来の本を見る機会が少ないです。可能であれば、見せていただけませんか？」


「……そうですね。汚したり、破損したりしないように重々お気を付けくださるのであれば、ご案内いたします」


「本に対する扱いが悪いとローゼマイン様が目の色を変えて怒ることは心得ています」


真面目な顔でルッツが言う。わたしは目の色を変えて怒るマインを思い出して小さく笑う。あんなふうに怒らせたら大変だ。


「母さん、母さん。こっちに来ない？　コリンナ様が手伝ってほしいんだって。父さんのことはお守りとダームエル様が守ってくれるから、わたし達はわたし達にできることをしようよ」


トゥーリに声をかけられて、わたしはカミル達から視線を外して裁縫部屋へ移動した。そこには木箱から出された縫いかけの衣装や布、裁縫道具が広げられている。


「ずいぶんたくさんの衣装があるのね。こんなに作るの？」


カミルの洗礼式で見たマインは驚くほど成長していたけれど、いくら急激に成長したからといってもマインが一人で着るには多すぎると思う。ギルベルタ商会で頼まれた他のお客様の衣装もあるのだろうか。


「これだけじゃなくて余所の工房からの預かり物もあるよ。全部をギルベルタ商会で作るのは、さすがに無理だから。あ、コリンナ様。仮縫いはどうなりそうですか？」


「少なくともこの戦いが終わってからになるでしょう、と言われたわ。なるべく早く時間を取れるように調整してくださるって。領主会議までにはもうあまり時間がないものね」


コリンナ様は一度手を止めて、わたしを見た。


「エーファは刺繍が得意だったでしょう？　手伝ってもらえないかしら？」


驚きに目を見張った。わたしは確かに刺繍が得意な方だ。でも、それはご近所の女性と比べると得意なのであって、ここにあるようなお貴族様の衣装に刺繍をしたことはない。わたしは染色職人であって針子としては素人しろうとだという自覚がある。


「……わたしがローゼマイン様の衣装に手を入れても良いのですか？」


娘の衣装を作ることに参加できるのは願ってもないことだが、領主一族の衣装で失敗は許されない。店の評価に直結する。親の情だけで引き受けて良いことではない。


「本当に時間がなくて手が足りないの。それに、じっとしているより何かをしていた方が気が紛れるでしょう？　この縁ふちにお願いして良いかしら？　図案はこちらよ」


わたしはコリンナ様が差し出した布と図案を震える手で受け取った。トゥーリが髪飾りを作る隣で、裁縫道具を借りてわたしは花を図案通りにできるだけ丁寧に刺していく。


一針一針に思いを込めて。


マインもギュンターも無事に戻ってきてほしいと願いながら。







ギュンター　誓いを果たす日


「おぉい、ギュンター。今日の分も届いたみたいだぞ。見習い達を連れて行け」


「了解。鼻に詰め物して行ってきます」


西門の士長に言われ、俺は見習い達に声をかけに行く。ローゼマイン様と共に移動することが決まっている俺は、春の終わりに仕事を辞めることになっている。そのため、士長から班長に役職が変更になって、今は見習い達の面倒を見ることが多くなっていた。


「今日も届いたんですか」


嫌そうな顔をする見習い達の気持ちは俺もよくわかる。必要だとわかっていても、げんなりとした気分になるのは隠せない。俺は見習いの兵士達と一緒に鼻に詰め物をして、布で口元を覆い、桶をつかんだ。


「うぐっ、くっせぇ！」


「思ってることは誰だって同じだ。ガタガタ言わずに運べ」


西門では騎士様の命令で汚物おぶつを溜め込んでいるところだ。敵がやって来たら頭からぶっかけてやることになっている。銀色の布を使う者達にはお貴族様の魔力の攻撃が効かないため、兵士も武器を持って戦うように言われた。汚物はその戦いに対する備えの一つだ。


「騎士様は命令するだけだからいいけどさ、オレ達は汚物を準備しないといけないんだぞ」


「誰が考えたんだよ、こんな作戦。お貴族様とは思えねぇよ！」


見習い達の文句を黙って聞き流しながら俺は汚物を運ぶ。普通のお貴族様には思い浮かばないことを考えるのはマインではないかと思ってしまったからだ。


……いやいや、さすがにマインじゃないな。


可愛い娘が敵に汚物をぶっかけるなんて汚いことを考えるわけがない。特にマインは病的なくらいに綺麗好きだったのだ。


「お貴族様に聞こえる可能性があるところで、お貴族様の決めたことに文句を言うな。最近はローゼマイン様やダームエル様が庇ってくださっているが、嘆願が間に合うとは限らない。余所のお貴族様は全く躊躇なんてしねぇからな」


俺の言葉に見習い達が口を噤つぐんだ。余所の貴族による横暴で俺の娘が死んだことは、兵士達によく知られている。お貴族様の理不尽で平民の命が簡単に奪われることは珍しいことではないのだ。


「今回は臭くて汚い仕事だが、別に理不尽でもないし、意味のわからない命令でもないだろう。実際に今は余所からの侵攻があって、二日前には騎士団の一部が領地の端へ向かったんだからな。いつ敵が来てもおかしくないんだ」


敵は貴族街を目指しているらしく、その日からは門に騎士様が出入りすることが増えた。門から入ってくる者をとても警戒しているので、余所の町から商談に来る商人達も驚いている。


「いざという時には騎士様が危険を伝えてくれるらしい。それだけでも、昔に比べたら大きな変化だ。平民なんて見捨てられて当然だったんだからな」


ダームエル様が丁寧に情報を流してくれたり、騎士様が北門以外の門にも出入りするようになったり街の様子は少しずつ変わってきている。少しはありがたみを感じろと俺が睨むと、見習い達は「うへぇ」と面倒臭そうな顔をした。


「平民のことを考えてくれるのはローゼマイン様くらいなんですよね？　何度も聞きましたよ、街を綺麗にした時の話は」


「最近は考えてくれるお貴族様が増えてきてる気もするけどな。神殿で商人と話をしてくれるようになったって聞きましたし……」


「その場を準備しているのは神殿長のローゼマイン様だ」


「はいはい。班長は本当にローゼマイン様贔屓びいきなんですから。オレ達、文句を言わず仕事をするので、班長も黙って動きましょう」


俺がローゼマイン様の行いについて話をし始めると、途端に見習い達が距離を取ろうとする。本当はじっくり娘自慢をしたいが、なかなか聞いてくれる者はいなかった。






汚物を運び終えると、オレ達は上半身裸になって軽く水浴びをする。臭いので仕方ないが、春の水はまだまだ冷たい。


「其方等、ライゼガングからの船がいつ着くか知っているか!?」


井戸の前で水浴びをしている俺達が暇に見えたのか、騎士様に問われた。俺達は思わず顔を見合わせる。


「ライゼガングからの船はいくつもあるので何とも……。昨日も着きましたし、今日もこれから、そろそろ到着する船があるはずだし、お昼頃にも到着すると思いますよ」


「それではわからないな。ライゼガングから到着する船に乗っている客には今まで以上に注意するように門番達に伝えてくれ。いいな？」


騎士様の声が尖っていて、緊迫感に満ちている。船に敵が乗っているのだろうか。俺は連絡不足で余所の貴族を入れてしまった東門の士長を思い出した。伝達は迅速にした方が良い。


「すぐに伝えてくる。何かあればお前達は街の皆に避難を呼びかけることになる。街中を走ることになるが、分担は覚えているか？　確認しとけよ。多分そろそろだぞ」


俺は布で軽く全身を拭うと、服を着るより先に門番に報告するために走り出した。






「そろそろ船が着くぞ。手が空いている奴等はできるだけ門の監視に付けよ」


船が着くと門を通る人数が一気に増える。余所者と貴族っぽい言動をする者、それから、銀の布には殊更ことさら気を付けるように命じられている。見つけたらすぐに騎士様に連絡しなければならない。


「この船は金持ちの商人が多いみたいだ。お貴族様は潜みやすいんじゃないか？　よく見ておけ」


ここに到着するのは商品が優先で人は隅の方に縮こまっていなければならない安めの船もあれば、高いけれど人を快適に運ぶための船もある。今回到着したのは、ライゼガングから直接やって来た船で、金持ちの商人達が乗っているものだ。まるでお貴族様のように付き添いの者を何人も連れている商人だって珍しくない。


「どこからライゼガングへ？　商人ならばギルドカードを出してくれ。それから、どの店に用があるんだ？」


船に乗る前はどこにいたのか。普段の活動範囲やどの店に用があるのか質問して本物の商人かどうかを確認していく。


「ゲルラッハの商人、ラウゴです。植物を取り扱っていて、今回は春摘みの薬草と染料の素材の商談に来ました。商品はこの後……お昼頃に到着する船に乗っています。私は先に大通りのヴィタの薬屋とインク工房へ行く予定です。宿泊はドルタスの宿をいつも使っています」


商業ギルドが発行しているカードを出してスラスラと答えていくラウゴは、何度か見たことのある顔だ。変な回答もない。彼が助手や側仕えを連れていないのは珍しいが、別の船に載せた商品の管理をさせるために別行動をする商人は多い。俺は一つ頷いてラウゴを通した。


一人が終われば次の商人だ。同じ質問を始める。彼が連れている助手の顔もよく確認する。側仕えになりすましたお貴族様に街へ入られては困るからだ。


……列が長いな。それに、昼にもでっかい船が着くのか。


今日は仕事が多そうだと思った時、街中に三の鐘が鳴り響いた。


カラーン、カラーン……。






鐘が鳴ってからそれほど間を置かず、騎士様から「平民達に避難を呼びかけてほしい」と命令が下った。どうやら昼頃に到着する船に敵が乗っているという情報があったらしい。お貴族様同士で連絡を取った結果、途中で下りたという報告はなかったので、昼に到着する船に対して最も警戒が必要になるそうだ。


「ギュンター、見習いと街中を頼んだぞ。俺達は迎撃準備を始める」


士長からの命令で、俺は見習い達を率いて街中を走り回ることになった。だが、以前と違ってそれぞれの門へ走って行って知らせる必要はない。騎士様同士が白い鳥で伝達しているからだ。


「分担通りに走れ！」


見習い達は井戸を中心に、住居や工房にいる者達に声をかけて回る。俺の担当は中央広場の周辺だ。商業ギルドや各職業協会に声をかけることになっている。もちろん、それまでの道中にいる者達や大通りで屋台を出している者達にも声をかけていく。


「昼頃に到着する船で余所のお貴族様がやって来るらしい。巻き込まれたら危険だ。昼までには家に帰れ。戦いが終わるまで出てくるな」


買い物をしていた親子やお遣い中の見習いにさっさと戻れと声をかけ、屋台で昼食用の軽食を売ろうと準備している者達に片付けろと命じる。


「酔っ払いの喧嘩けんかじゃないぞ。お貴族様が魔術をぶっ放してくる危険な戦いだ。騎士様が敵をできるだけ貴族街へ誘導してくださると言っているが、危険には違いない。攻撃に巻き込まれて屋台や商品が潰れても補償はないぞ。片付けて隠れてろ」


大通り沿いの工房には扉を開けて怒鳴って回る。


「仕事が大事なのはわかるが、命の方が優先だ。一旦切り上げて、家に帰るか職場に隠れるかしておけ！　昼には船が着くぞ！」


少し大通りから外れるが、俺はエーファの染色工房にも寄ってみた。そこはほとんど避難を終えていた。作業に使う道具は片付けられていて、職人の姿はほとんどない。


「おぅ、ギュンターか。お疲れさん。ウチの避難は順調だぞ。お前のとこの坊主が知らせに来てくれたからな」


兵士が知らせに動く前にカミルが知らせに来て、エーファはすでに避難したらしい。ローゼマイン様の専属はプランタン商会の案内で別の場所へ向かうと聞いていたが、こうして無事に避難したという情報が入ると安心できる。職場から移動は自宅よりプランタン商会の方が近いし、避難した後もローゼマイン様に守ってもらえるのだから自宅より安全だ。これで俺は家族を心配せずに戦える。


中央にある建物をぐるっと回って知らせ終わった頃には、帰宅する住人達で大通りが混み合っていた。俺は人波に向かって「気を付けろ」と声をかけつつ中央広場から神殿の門を見つめる。マインは神殿にいるのだろうか。城にいるのだろうか。どこにいるにせよ、余所のお貴族様がやってくる以上、安全なところに避難していてほしいものだ。


……それにしても余所のお貴族様か。


マインが自分の娘ではなくなった瞬間を思い出して、俺は苦虫を噛み潰したような心地になる。今回もまた自分の家族に取り返しのつかない事態が起こるのではないかという考えが頭を過り、体が勝手に強張るのだ。


……くそっ、今度は門で絶対に止めてみせる。街に入れて堪るか。


船で到着するとわかっているならば、神殿や城にいるマインのところまで敵を通しはしない。俺はマインがくれたお守りをきつく握った。






住人達の避難が落ち着く頃には昼が近付いていた。俺は避難状況を確認しながら西門に戻る。


「ギュンター、遅かったな。ダームエル様がお待ちだぞ」


「ダームエル様が!?」


ローゼマイン様の指名でハッセの小神殿へ護衛に行く関係上、兵士達の間で俺はローゼマイン様の護衛騎士と多少面識があると言われている。実際に面識があるというか、会話ができるのは青色巫女見習いだったマインをダームエル様が護衛してくれていた時期があったからだ。


「ダームエル様、ギュンターです。何か御用があると伺いましたが……」


俺は緊張しながらダームエル様がいらっしゃる騎士達の待合室に声をかける。騎士達と何やら打ち合わせをしていたらしいダームエル様が「あぁ」と言って近付いてきた。部屋を出て、あまり人がいないところへ移動していく。


「私はローゼマイン様から家族と下町を守ってほしいと頼まれた。そのため今回は其方の家族を含めたローゼマイン様の専属を全員貴族街に避難させることになったのだ。私が間違いなく送り届けたので、そこは安心してほしい」


「恐れ入ります」


「その際にこれを其方の家族から預かった」


ダームエル様が腰に付けた革袋からお守りを三つ取り出した。ローゼマイン様から預かった物でエーファとトゥーリとカミルが肌身離さずつけていたお守りだ。大怪我を負うような事態が起こった時に守ってくれると聞いている。何故それが外されているのか。ダームエル様が持っているのか。俺には咄嗟に理解できなかった。


「これは……」


「自分達はローゼマイン様の魔術具で強固に守られている。だから、このローゼマイン様のお守りで其方を守ってほしい、と」


俺が家族の安否を心配しているように、家族も俺を心配している。その不安と心配の結晶がこのお守りなのだ。家族の思いに胸が熱くなってくる。俺は三つのお守りを受け取って身につけた。


「ダームエル様、ローゼマイン様はどうされていますか？　強固な守りの中にいらっしゃるのでしょうか？」


家族とは呼び合えなくても、この危険な時にマインも家族と一緒にいてくれれば良い。そう思って尋ねたが、ダームエル様は苦笑気味に首を横に振った。


「いや、ローゼマイン様は領主の養女だ。自分にとって大事な者やエーレンフェストを守るために騎士を率いている」


ダームエル様の言葉で、俺はマインの誓いを思い出した。


「わたし、名前も変わるし、もう父さんのこと、父さんって呼べないけど……父さんの娘だから。だから、わたしも街ごと皆を守るよ」


家族を守るために貴族になると決めたマイン。貴族になってからは俺達が理不尽な貴族の命令に振り回されないように守っていてくれたマイン。そして、今は余所からやってくる敵に領主の養女として立ち向かうと言う。


……本当に自慢の、俺の娘だ。


娘が誓い通りに街ごと家族を守ろうとしていることに目頭が熱くなる。


「ギュンター、ローゼマイン様のためにも怪我などはしないように気を付けよ。武運を祈る」


ダームエル様が小さく付け加えた言葉には心配の心情が籠もっている。マインを介してできた関係ではあるが、騎士様である彼からも俺は心配されているらしい。


「ありがとうございます。家族からの思い、確かに受け取りました。ダームエル様もご武運を。この街を守り切りましょう」


領主一族の護衛騎士である彼は最前線で戦うのだ。兵士である俺達より危険な場所へ行くのだ。俺は零れそうになった涙を拭った後、背筋を伸ばして左胸を拳で二回叩く。


「あぁ、必ず」


ダームエル様は同じように左胸を拳で二回叩くと、踵を返した。






俺達兵士はこの日のために準備した汚物を引っ張り出して来て、それぞれ指定されている位置につく。


「船が着いたぞ」


ライゼガングから来る船は大きいのですぐにわかる。ぞろぞろと下りてくる客を俺達は注視する。


「銀の布だ。マントの下に何か着ている！」


「犬を連れているのか？」


警戒しろと言われていた通り、銀色の布をまとう者の姿がある。あれが領主一族を狙う敵。マインを脅おびやかす者だ。


……早く来い。


歩いて近付いている彼等の動きがあまりにもゆっくりに思えて焦じれてくる。俺と同じように隣に控えている兵士のレクルがピクリと動いた。


「まだだ、レクル。まだ飛び出すな。ギリギリまで引きつけなきゃ当たらないし、二度目からは警戒されて避けられる。最初の攻撃を外すな」


今にも飛び出しそうな若手の兵士達を抑えつつ、俺も飛び出したい衝動を堪える。


「ここで逃げ出されたら面倒なことになる。相手は貴族だ。騎獣も使えるし、魔術だって使える。俺達に任されたのは、汚物をぶっかけて奴等の銀の布を引っぺがすことだ。間違えるな」


レクル達に言い聞かせる言葉を自分にも言い聞かせる。敵に俺達の攻撃が通じると思ってはならない。お貴族様は俺達に考えつかないような道具や魔法を使えるのだから。


カラーン、カラーン……。


銀の布の敵が門に踏み込もうとした時、四の鐘が鳴る。奇くしくもそれは西門における戦闘開始の合図になった。


「俺の家族はこの街ごと、俺が守る」







    
  
  




「魔力が枯渇するまでにどのくらいかかるかしら？　それまでにグルトリスハイトを手に入れられると良いのですけれど……」


私をチラリと見た後、ディートリンデが靴音を響かせながら出ていく。あの考えなしには他領の領主一族という立場も、王命も全く意味がなかったらしい。自分の望みのためにしか動かない彼女を、貴族の枠組みで考えるべきではなかった。


私が普段通りに動けたならば、魔力を弾く銀の布を剥がして魔力攻撃を叩きつけたり、銀の糸を使っていそうなヴェールを毟むしり取って忌々いまいましいヴェローニカの面影が濃い顔を攻撃魔術の炎で焼いたりできたに違いない。


腹立たしいことに、レティーツィアが放った毒のせいで私の体は碌に動かなかった。あの毒はローゼマインのお守りに組み込まれていた守りや浄化の魔法陣が作動したにもかかわらず、動けなくなったのだから相当強力な毒だったはずだ。


……ディートリンデは即死毒と言ったな。


レティーツィアがディートリンデの思うままに操られたことは理解している。それでも、彼女に失望する気持ちを抑えることができない。「ロスヴィータを救おうとすること自体が何らかの罠になる可能性が高い」「これ以上、周囲に被害を広げないためにも諦めるように」と私が忠告したにもかかわらず、彼女は理解せずに毒を放ったのである。


まんまと敵の罠にはまって殺人の実行犯になったレティーツィアを、私は自分の中で「敵意から守りつつ教育すべき対象」から「忠告を理解できずに不利益をもたらす愚か者」に変えた。


……救いようがない。


かつて、ヴィルフリートが白の塔に無断で立ち入り、囚人を救い出そうとしたことで罰せられた。領地内の騒動で収められる時でさえ廃嫡の危機だったのだ。


レティーツィアが幼いことなど言い訳にならない。彼女は領主一族だ。それも両親がおらず、ディートリンデやゲオルギーネのように彼女を排除したいと考えている敵がいる。少しの瑕疵も許される立場ではない。王命によって移動した他領の領主一族で、自身の教育係である私を殺害したレティーツィアがどのような処罰を受けるのか。彼女だけの命では済まないであろう。


……領主候補生としての自覚が足りないにも程がある。


一体どれだけの側近がレティーツィアと共に罰せられることになるのか。側近だけではない。レティーツィアの派閥の貴族達も妙なこじつけや連座と称して罰を受けることになる。ディートリンデやゲオルギーネはこの機会を逃さないはずだ。周囲への被害が計り知れない。


それに、レティーツィアを上手く操り終わった以上、ロスヴィータは口封じに殺されると思う。解放されるわけがない。仮に解放されたとしても、ロスヴィータは自分が捕らえられたことによって主が殺人犯になったことを知らされ、筆頭側仕えとして共に罰を受けるのだ。その際のロスヴィータの絶望はいかほどか。私はレティーツィアより、彼女の浅はかな行動に巻き込まれる側近達の方がよほど心配でならない。


……ユストクスやエックハルトは逃げ出せたであろうか。


側近達の行く先について考えていると、思考は自分の側近であるユストクスとエックハルトに向かう。二人がアーレンスバッハに留まっていたら巻き込まれるだけだ。下手すると、レティーツィアの罪を押しつけられる可能性さえある。


名捧げ石が二人の手に届き、名捧げを解除して生き延びてくれることを祈るしかない。二人が異常事態を察しても、どうせここには入れない。エーレンフェストに情報が伝わったとしても、他領の供給の間にいる私を救うことは不可能だ。私に忠義を示してくれた者達がエーレンフェストで生きてくれることを祈る。


……明日の昼辺りか。


私の魔力が枯渇するのはおそらくその頃だ。ユストクス達がエーレンフェストに受け入れられ、ラザファムが名捧げを解除するまで私の魔力は持つだろうか。それが気がかりでならない。


「危険でも構いません。私も共にお連れください」


そう言っていたラザファムに、私は「館と残していく荷物を守れ」と命じた。立場が確定し、周囲に危険がないことを確認できた時に残した荷物と共に呼び寄せるつもりだったが、それが叶うことはない。私が約束を違たがえたことをラザファムは嘆くであろうか。


……もしかするとユストクスとエックハルトは報復に走るかもしれぬな。


側近達はともかく、私が死ねば喜ぶ者の方が多い。ディートリンデやゲオルギーネはもちろん、ツェントも私が邪魔でアーレンスバッハへの婿入りを決めた。ローゼマインを通してグルトリスハイトを探していると疑っていた王族や中央貴族は私が死ねばさぞ安堵するであろう。


ローゼマインは嘆くであろうが、エアヴェルミーンに私を殺してメスティオノーラの書を完成させよと言われたのだ。殺し合うのではなく他者に私が殺されたのであれば、罪悪感を持つことなく私の持つ英知を手に入れられることに安堵するはずだ。アレは目の前で命が失われることに極端に弱い。だが、私が死ねばユルゲンシュミットの崩壊は防がれる。ローゼマインに作らせた最高品質の魔紙、その使い道も彼女ならば気付くかもしれない。


……あぁ、ジルヴェスターに伝言できなかったな。


レティーツィアを操る計画を立てたのがゲオルギーネらしい。私を害したのだ。おそらく祈念式にかこつけてエーレンフェストへ向かっているに違いない。ユストクスとエックハルトに託した情報にはそれが含まれていない。ユストクスやジルヴェスターは気付くであろうか。


「時の女神に導かれた其方にエーレンフェストとジルヴェスターを頼む」


父上の最後の命令が脳内に蘇る。ゲオルギーネの危険性を見張るためにアーレンスバッハに来たのに、重要な伝言ができなかったのだ。失敗だったと思った途端、今度はヴェローニカの声が蘇る。


「結果を残せない、役立たずの領主一族など必要ないでしょう？　養育にかける費用が無駄ではありませんか。無能は生きている価値もありません」


ヴェローニカの言う通りだった。私は肝心なところで役に立たない領主一族だったらしい。


……申し訳ありません。父上が望んだように、エーレンフェストとジルヴェスターを守ることはできませんでした。


脳裏に次々と人の顔が浮かび、消えていく。目が霞かすみ、意識が朦朧もうろうとしてきた。目を開けていることさえ難しい。私は苦痛に抗うのを止め、体の力を抜いた。






どのくらいの時間が経ったのかわからない。少し目を閉ざしていただけのような気もするが、ずいぶんと時間が経っているような気もする。ただ、少しずつ絶えることなく吸い取られていた魔力の流れが一旦止まったことに気付いた。正確には自分が他者の魔力に包まれたことがわかった。


……名を奪われた!?


他者の魔力に包まれること自体は覚えのある感覚だ。だが、過去に父上に名を捧げた時と違って、魔力で縛られることに苦痛がない。自分を包んだのは、レティーツィアに毒を放たれた時に私を守ったお守りの魔力と同質のもの、ローゼマインの魔力だ。


確かに、簡単には見つからないように二重底の革袋に隠して自分の名捧げ石をローゼマインに託したのは私だ。けれど、あの石に刻まれた名前はクインタだ。私の名前とは思うまい。何よりローゼマインは他者の名を受けて、命に責任を持つことに躊躇いがある。見知らぬ者の名を奪うとは全く考えていなかった。


私が名を奪われた感覚に驚いているところに、頭の中に直接ローゼマインの命令が響く。


「フェルディナンド様、諦めないでください。絶対に助けに行くので、どんな手段を使っても構いません。生きてください」


……あの馬鹿者。何という命令をするのだ!?


無意識で命令に抗おうとした瞬間、私の身体中に毒とは違う苦痛が走る。主の魔力で首を絞められるような感覚に、私は呻きつつ急いで「了承」の意を示した。


……わかった。どんな手を使っても生きよう。


私がローゼマインの命令を受け入れた途端、苦痛が消えた。名を縛る感覚が突然ならば、名を奪った主が目の前にいるわけでもないのに命令は下る。おまけに、言葉を発したわけでもないのに了承の意は通じる。勝手に名を奪われる恐ろしさに、私は溜息を吐きたくなったが、荒い息が漏れただけで溜息にはならない。


……あんなところに名捧げ石を入れた私が悪いのだが、唆したのはユストクスだな。


ローゼマインは名を受けることに忌避感きひかんがある。しかし、ユストクスは臣下を生かすために主の魔力を使えること、それから、他者の命が失われることをローゼマインが極端に嫌がることを知っている。ローゼマインを唆すのは簡単だったはずだ。彼女は私の命を失いたくない一心で名を奪ったに違いない。


……神に殺し合うことを望まれたにもかかわらず、私に生きろと命じてどうする気だ？


間違いなくローゼマインは何も考えていない。何もしなければ、私が持っている英知はそのまま自分のものになった。二人とも生きていれば、今度は神々の思惑通りに殺し合わなければならなくなるのだ。


エアヴェルミーンから直接そう言われているはずなのに、ローゼマインは私の生を優先した。相変わらず感情のままに動く愚か者としか言えない。そう思う反面、彼女が私の死を望まなかったことに安堵している。まだ私はローゼマインの家族同然らしい。


……それにしても、生きてください、か。


名捧げの衝撃が薄れると、意識もだんだん薄れていく。その中でふっと過去の情景が思い浮かんだ。


「貴方は望みのままに生きられるのですね」


アダルジーザの離宮で私にフェルディナンドという名を与えた女性はそう言った。母親だと聞いたが、当時の私は母親が何か知らなかった。声をかけられたのは記憶にある限り一度だけだ。その一度の会話で「望みのままに生きられる」と言った。


しかし、「望みのままに生きる」ということがわからなかった。魔石になる以外の生き方を知らなかった私は、魔石にならなかった場合の生き方も望みも思い浮かばなかったからだ。


「イルムヒルデ様、望みとは何ですか？」


アダルジーザの離宮からエーレンフェストへ移動した私は、当時の保護者イルムヒルデ様に問いかけた。イルムヒルデ様は父上の異母妹だ。私の洗礼式前に亡くなったが、生きていれば父上の第二夫人となり、私の貴族の母になってくれるはずだった方である。


幼い私の質問にどう答えれば良いのか、彼女は緩くまとめている淡い色合いの髪に軽く触れて少し思案していた。


「自分がこうありたいと願うことなのですけれど、フェルディナンドには望みがありますか？」


「私は望みのままに生きられるそうですが、私の望みは何でしょう？」


「では、まだ望みがないのでしょう。今はわからなくても、わかる日が来ます。貴方に自分の望みができて、それを得るためや守るために生きられるようになれば良いですね」


子供の扱いに慣れていないイルムヒルデ様は私の頬をぎこちなく撫でながら優しい声でおっしゃった。あの頃は他者から柔らかな微笑みを向けられることも珍しく、私は彼女の金色と茶色の間のような目をじっと見ていた記憶がある。


……私の望みとは結局何だったのだろうか。


生と死の狭間にいるせいだろうか。普段は思い出さない過去の情景が浮かび上がっては消える。


イルムヒルデ様と接した時間が短いせいもあり、覚えていることは多くない。彼女が亡くなった後で聞いたことの方が多いくらいだ。


「イルムヒルデ様、私は何故ここにいるのですか？」


「貴方に生きてほしいと願った方がいらっしゃるから、フェルディナンドはここにいるのですよ。貴方が生きて、このまま健すこやかに育って、いつかあの方と巡り会える日が訪れることをわたくしも願っています」


私が誰と巡り会うことをイルムヒルデ様が望んでいたのか、未だにわからない。だが、その言葉だけはずっと記憶に鮮明に残っている。アダルジーザの離宮で魔石になることを望まれていて、エーレンフェストへ連れてこられた後も「其方など必要ない」とヴェローニカに言われ続けた幼い頃の私にとって大事な支えだった。


……どうやら私はイルムヒルデ様が願ってくださった「あの方」と巡り会うこともなく死ぬことになるらしい。


取り留めもなく過去の情景を思い出していた私は、ふと魔法陣に吸われる魔力が少しだけ減少したことに気付いた。主であるローゼマインが生きろと命じたせいか、ローゼマインの魔力で全身が包まれたせいであろう。勝手に名を奪われたことは腹立たしいが、確かに自分の死はわずかに遠のいた。


……それが希望になるとは限らぬが。


少しだけ延命はできる。だが、延命でしかない。毒の浄化もできなければ、動くこともできない状況は全く変わっていない。少々延命したところで、救出されるより止とどめを刺される確率の方が高いであろう。なぜならば、ここに入れる者がレティーツィア、ディートリンデ、ゲオルギーネの三人しかいないからだ。私に害をなす者しかいない。


……もう少し手が動けば……。


私にはシュタープを封じられても使える魔術具がある。ローゼマインのお守りにも浄化の魔法陣があった。魔力の流出を完全に止め、魔術具に魔力さえ込められるようになれば毒の浄化は可能だ。


私は手を動かそうとしたが、震える程度しか動かない。それでも少しだけ手の位置が動いたのか、魔法陣に流れる魔力が更に減った。


けれど、私が抗えたのはそこまでだった。ふっと息を吐いた瞬間、目の前が暗くなる。そのまま意識を失った。






次に意識が戻ったのは、水流に巻き込まれた時だ。容赦なく水に呑まれ、体が浮き、息ができなくなった。あまりにも突然で何が起こったのかわからない。


……とうとう止めを刺しに来たのか!?


だが、ほんの数秒で全ての水が消えた。濡れた感触も残っていない。朦朧とする意識の中でもヴァッシェンによる水だったようだと理解した。私は何度か咳き込んだが、術者はヴァッシェンで毒を洗い流すことを目的としていたのか、鼻から喉の奥が少しだけ楽になっている。


……音が？


誰かが来たことがわかるけれど、体は動かず、まだ目が開かない。耳もおかしくなっているようだ。足音は体に振動として伝わってくるだけで、耳には碌に聞こえない。ただ、その振動が子供のものではないことはわかる。


……さて、ディートリンデかゲオルギーネか。


止めを刺しに来た者に私は体を動かされ、何やら液体を口から流し込まれる。だが、私の手が供給の魔法陣から離れたことで、魔力が魔術具やお守りに流れ込んでいくようになった。じわじわと毒が浄化されていくのがわかる。普通の毒ならば流し込まれても問題なさそうだ。体内の魔力の流れを感じながら、私は少しでも毒が浄化されるのを待つ。


……うぐっ!?　毒か!?


次に口に入れられたのは、強い刺激のある液体だった。私は口に流し込まれた毒を吐き出すと、碌に動かない体を全力で動かし、敵を押さえ込んだ。ローゼマインに生きろと命じられたのだ。敵は排除せねばならない。


「誰だ？」


霞んでいる目を細めて、何とか焦点を合わせようとする。ディートリンデ達、三人のうちの誰かには見えなかった。押さえ込まれて驚いたように見開いている目が、見覚えのある金色だった。「ローゼマインです！」と名乗る声も、聞こえ難いがローゼマインに似ているように思える。しかし、顔付きも体の大きさも違う。何より彼女がここに入れるわけがない。


「……あり得ぬ。ローゼマインはこのくらいの大きさだ」


警戒を残しつつ、私は首を絞めるつもりだった鎖を少しだけ緩めるために手を動かそうとした。だが、思うように体が動かない。毒の浄化にはまだまだ時間がかかりそうだ。呼吸さえまだ苦しい中でそう考えていたら、「あり得ぬってどういうことですか!?」と食ってかかりながら彼女は自分から鎖に突っ込んできた。


「げふぅ！　ゲホッ、ゴホッ」


……間違いなくローゼマインだな。


そう確信した途端、警戒も緊張も馬鹿馬鹿しくなった。私はゴロリと横たわり、涙目で咳き込むローゼマインを見つめる。


普通に「成長したな」とは言い難いほど、容姿が変化していた。四、五歳ほど一気に成長したのではないだろうか。いくら成長期であっても、一年と少しでそれほど変わるとは思えない。それに、目を疑うほど顔立ちが整っている。人の理ことわりでは理解できない不思議な成長だ。


……もしかすると神々の手による成長か？


そういえばエアヴェルミーンはローゼマインを贔屓しているようなことを言っていた。ローゼマインが始まりの庭へ行った時に何かが起こったに違いない。ならば、作り物めいた美しさにも納得するしかない。普通に生きていれば出てくる歪みや偏りが全くない、完璧に整えられた美しさに見える。同時に、その容姿の全てを台無しにするローゼマインの残念な言動に溜息を吐きたくなった。


「……君は本当に馬鹿ではないか？」


自ら鎖に突っ込んできたことだけではない。エアヴェルミーンのところへ行ったことも、来るなと伝言したにもかかわらず私を救出しようとしたことも、どのような手段を使ったのか知らないが、ここにいることも全てが馬鹿の所業だ。


「うぅっ……。さすがに今はちょっとだけそう思っています。ちゃんと自覚はあるので、そんなにしみじみとした口調で言わないでくださいませ」


この期ごに及んで「ちょっとだけ」しか自覚がないらしい。外見に反して中身が全く成長していない。毒気を抜かれ、私は溜息を吐いた。


……だが、これがローゼマインだな。


私に攻撃されていたことに気付いていない鈍感さ、外見を裏切る残念な言動、自分の大事なものを決して諦めようとしない貪欲どんよくなところ……。これらは貴族女性として直すべき欠点に数えられるが、それほど不快に感じない。何故だろうか。


「フェルディナンド様は全然動けないくせに、口だけはいつも通りにふてぶてしいですよね」


「私に文句を言っているつもりならば、少しはその緩んだ顔を何とかしてからにしなさい」


貴族らしく振る舞うために感情を抑えろと昔から何度も言ってきたのに、ローゼマインには成長が見られない。今も自分で自分の頬を叩いているが、全然直りそうになかった。


「憎まれ口を叩けるくらいまでフェルディナンド様が回復してよかったと思っているから、顔を何とかするのは無理そうです」


金色の目を緩ませてローゼマインが笑う。真っ直ぐに自分を見つめて喜ぶこの金色の目が神々による成長と共に失われていたら、私はそれを喜べたであろうか。


「動けるようになったら、大変結構って褒めながら頭を撫でてもいいですし、何ならぎゅーしてくれてもいいですし、頬をつねってもいいですよ。……だから、早く動けるようになってください」


笑みを浮かべたまま涙を流すとは器用なことを、と私は憎まれ口を叩くこともできなかった。どうやら美しく成長した容貌より、変わらなかった部分の方が私にとって重要らしい。


……コレと殺し合ってメスティオノーラの書を完成させるのか？


エアヴェルミーンの言葉を思い出して、私は我に返った。いくらやりたくなくても、避けられないことがある。


「だいたい、君は私を助けに来る必要はなかった。ユストクス達にそう伝えるように言ったはずだが、何故ここにいる？　どのようにしてここに来たのだ？」


私のことなど救おうとせず、素知らぬ振りをしていることが最も少数の犠牲でユルゲンシュミットを救える賢い選択だった。エアヴェルミーンもそれを望んでいるし、殺し合うよりローゼマインの心情的にも負担が少ないはずだ。私はそう思っていたが、驚いたことにローゼマインは私を見殺しにするという選択肢を全く考えなかったらしい。


「え？　そんなことを言われても、フェルディナンド様が助からなかったらユルゲンシュミットが助かっても意味がないでしょう？」


キョトンとした顔でローゼマインが首を傾げる。彼女の中では当たり前という口調で言われて、私は二の句が継げなかった。


家族同然だと言われていたし、何があっても救いに行くから幸せにならなければダメだと脅迫されたことは記憶にある。忘れたわけではない。それでも、ユルゲンシュミットより私を優先すると思わなかった。


「大領地、中央、王族、神々……。何を敵に回しても助けに行くって言いませんでした？」


「……最後の神々は初耳だ」


神々は初耳だが、それはこの際どうでも良い。ユルゲンシュミットには彼女にとって何より大事な家族や親しい平民達が含まれる。彼等の安全より私の救出を優先すると考えたことなどなかった。


……家族同然が本当の家族より大事にされることはない。そういうものではないのか？


父上は私を息子だと言っていたが、ヴェローニカやジルヴェスター、ボニファティウス様を私より大事にしていた。ジルヴェスターも同じように兄だと言っていたが、フロレンツィアや実子が一番大事で、父上が亡くなった時はヴェローニカではなく私を神殿へ入れる判断をした。


それが当然の扱いだと思っていたから、私はローゼマインの「家族同然」も同じようなものだと考えていた。貴族の中では特別大事な存在で、私に何かあれば家族を守るように暴走する。けれど、それは下町の家族に危険が及ばない範囲のことだと思っていた。それなのに、ローゼマインは時として下町の家族より私を優先することがあるらしい。


……完全に想定外だ。


「そういうことですから、二人とも無事に済む方法でメスティオノーラの書を完成させられないか考えましょう」


こちらの心情など全く考慮せず、ローゼマインはヘラヘラとした呑気な笑顔でエアヴェルミーンの話を始める。そこでも「国境門に魔力を供給して時間稼ぎをする」など、ずいぶんと突飛なことを言い出した。


エアヴェルミーンはまさか「片方を殺してメスティオノーラの書を完成させよ」という言葉に我々が抗うとは考えてもいないはずだ。ユルゲンシュミットに住む人間ならば彼の言うままに動いて当然だと思っているであろう。


……それにしてもローゼマインは自分の望みのままに生き過ぎではないか？


呆れる気持ちが半分、驚愕するエアヴェルミーンを想像して愉たのしい気分が半分。私は少しだけ唇を歪める。


そこでふと死にかけていた時に思い出していたイルムヒルデ様の声が蘇ってきた。


「貴方に自分の望みができて、それを得るためや守るために生きられるようになれば良いですね」


……ふむ。望みのままに生きるのも悪くない。


気力が戻ってきたのか、先程と違ってそう思った。私は指先を動かしてみる。解毒薬とお守りの相乗効果で可動域が少しずつ広がっているのがわかる。私はあとどのくらいで動けるようになるのか計算しつつ、いかにしてアーレンスバッハを滅ぼすのが効率的か考えを巡らせ始めた。









あとがき






お久しぶりですね、香月美夜です。


この度は『本好きの下剋上　～司書になるためには手段を選んでいられません～　第五部　女神の化身Ⅷ』をお手に取っていただき、ありがとうございます。






プロローグはユストクス視点。前巻のエピローグと同じ時間軸から始まりました。フェルディナンドが陥った危機を知らされたユストクスとエックハルト。二人が城からエーレンフェストへ向かった経緯とジルヴェスターとの会話を中心に書いてみました。この二人は基本的な思考が物騒ですね。書きながら再認識しました。


本編は図書館に向かったローゼマインの戦準備からです。ユストクスやエックハルトが合流し、仮眠を取っていざ出陣。せっかく得たメスティオノーラの書を有効活用し、国境門を使って時間短縮したり、ダンケルフェルガーの騎士達を味方につけたり……。「フェルディナンド様を救うためならば手段を選んでいられません」の精神で突き進むローゼマインを応援してください。


また、フェルディナンドを排除したという連絡を受けたゲオルギーネ達から攻撃を受け始めたエーレンフェスト。マティアスは自分の故郷を攻撃するのが、ギーベとして長年その土地を治めてきた父親だと知りました。何とか自分の手で故郷を守りたいと思うマティアスはグラオザムに勝てるのか……。


エピローグはゲオルギーネ視点です。ゲオルギーネの行動や過去などを詰め込みました。ジルヴェスターから見たゲオルギーネは書いたことがあるのですが、ゲオルギーネから見たヴェローニカやジルヴェスターは今まで書いたことがなくて、なかなか新鮮な気分でした。ゲオルギーネにとって母親や弟はどのような存在だったのか。






今回は本編が短めです。その代わりに「エーレンフェスト防衛戦（前半）」の閑話集を入れました。ローゼマインがアーレンスバッハへ向かった後のエーレンフェストの様子を伝えるために、ギーベ・キルンベルガ、ブリギッテ、フィリーネ、エーファ、ギュンターの五人分の書き下ろし。私、頑張った。イルクナーや下町の懐かしいキャラがたくさん出てきます。ぜひお楽しみください。


書き下ろし短編は、フェルディナンド視点です。読者の方々から最もリクエストが多かったので書くことに決めるところまではよかったのですが、ローゼマインと再会した後のフェルディナンドの思考を詳細に書いたり、彼の感情を出しすぎたりすると今後の展開や情報が出すぎるという理由で、何度もダメ出しを食らいました（笑）。色々と考えた結果、走馬灯のような形で過去回想を詰め込んでみました。


今回同時発売されたドラマＣＤ７のおまけＳＳもフェルディナンド視点。こちらはフェルディナンドが英知を再度得るためにじじ様のところへ行ったお話になっています。






お知らせです。


・ＴＶアニメ「本好きの下剋上」第三期


とうとう始まります。小説の第二部後半がアニメになっています。鍛冶職人のヨハンやインク工房のハイディ＆ヨゼフなどの印刷に関わる下町キャラや、謎の青色神官やマインを狙う貴族達など新キャラもたくさん出てきます。


・【八月十日】第五部Ⅸ＆ドラマＣＤ８


第五部ⅨはドラマＣＤ付きです。ゲルラッハの戦いとエーレンフェスト防衛戦がドラマＣＤになりました。次回も二枚組！　様々なキャラの活躍が楽しめるドラマＣＤになったと思います。tobooks.jp/booklove_dramacd8/


・【四月十五日】コミックス第二部７巻


冬支度からトロンベ討伐にかけて収録されています。ダームエルやカルステッドが初登場。私はダームエル視点のおまけＳＳを書き下ろしました。


・【五月十四日】コミックス第四部４巻


貴族院図書館の閲覧室からシュタープの取得にかけて収録されています。貴族院の施設や他領の領主候補生が登場。私はハルトムートのおまけＳＳを書き下ろしました。


・漫画配信サイト「コロナＥＸ」


『本好きの下剋上』のコミカライズ連載最新話がどこよりも早く読める漫画配信サイト「コロナＥＸ」が開始されました。https://to-corona-ex.com/






今回の表紙はランツェナーヴェの戦いをイメージしていただきました。アウブの守護を使うローゼマイン、フェルディナンド達、勇ましいハンネローレとハイスヒッツェ。背景は国境門とランツェナーヴェの船です。カッコいい。


カラー口絵は再会のイメージです。私と担当さんは「表紙に入らない側近達を含めてランツェナーヴェ戦をコラージュする感じ」とお願いしたのですが、椎名さんが「表紙とイメージが似るので再会をイメージしてみました。第四部Ⅸの別離と対になる感じで」と素晴らしい提案をしてくださいました。椎名優様、ありがとうございます。


最後に、この本をお手に取ってくださった皆様に最上級の感謝を捧げます。


第五部Ⅸは夏の予定です。そちらでまたお会いいたしましょう。






二〇二二年二月　香月美夜
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香月 美夜

Kazuki Miya




本作でデビュー。


今回は「エーレンフェスト防衛戦（前半）」を書き下ろしていたので、書籍作業がいつもより大変でした。次は後半だ……。








椎名 優

Shiina you




戦いのシーンが多くなると鎧が多くなりがちです。


鎧…大変よね〜（遠い目）。
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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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